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プロローグ







　蘭らん乱らん爛らん崎ざき寝ね々ね。

　ぼくがその気の狂ったような姓名を名乗る女と出会ったのは、何の変へん哲てつもない学校からの帰り道でのことだった。最悪なあの大雨の日から二週間が過ぎた頃ころだったとか、ニュース番組では殺人集群《フラットフロア》の話題で持ちきりだったとか、その流れでつい無意味にお色気の多い深夜番組を最後まで見てしまって寝不足だったとか、そういう情報はまぁいいだろう。その出会いについてまず語るとすれば、単純なただ一つのセンテンスだけで事足りる。足りるはずだ。これ以上に明快かつインパクトに溢あふれた情報が必要か？　ではいくぞ。

　ただ歩いていたぼくは、いきなり現れたその女のドロップキックで首の骨を折られた。




　頸けい椎ついが乱らん暴ぼうに捻ひねられる衝しよう撃げき、一拍遅れてまた衝撃。二度目のは単純に、吹ふっ飛ばされたぼくの頭ず蓋がい骨こつが道路に激げき突とつしたのが原因だった。失いかけていた意い識しきがその衝撃でフラフラと黄よ泉み路じから帰き還かんしてくる──ありえない角度で捩ねじれた頭がありえない勢いでアスファルトにぶつかったせいで、逆方向に（つまりは人間として正しい方向に）辛かろうじて首が戻ってくれたのだ。ああ、最低にラッキーだな。今のぼくにとってはまったく宝たから籤くじレベルだ、くそったれ。

「……何、だって……んだ……？」

　一度は致命的なほどに、そう、常人なら間違いなく即死しているほどに捩れてしまった首を擦さすりながら、ぼくは道路に仰あお向むけになった姿勢から上半身だけを起こした。未いまだ脳のう髄ずいの奥に残る不快感と妙な鼻の熱あつさに眉まゆを顰しかめつつも、周囲を見やる。

　通学路の途中にある閑静な住宅街──真新しい一軒家が立ち並ぶ中、ぽつぽつと個人商店や小さな喫きつ茶さ店てんが紛まぎれ込んでいるだけの場所である。今いる道は車一台が通るのがやっとという幅で、あまり人通りがある場所ではない。だからこんな凶行が発生したのだろうが。

　そう、凶行だ。確たしかに今、ぼくは首の骨を折られ──半なかば殺された。問題は、誰だれがそれをやったのか、ということだ。

　脳の海かい馬ばを軽く巻き戻し、衝撃以前の記き憶おくをチェック。路地から飛び出てきた女のことがすぐに思い出される。ぼくと同おない歳どしくらいの、変な女の姿が。

　その通り、変な女だった。そこで一いつ瞬しゆんだけ見えたのは間違いなく変な女だった。見た瞬間、ぼくの心しん臓ぞうがわけもわからず鼓動を速くしたほど。具体的に言えば、真まっ赤かなチャイナドレスを着ていたのが変だったし、仮面のように顔を覆おおっている大きなサンバイザーが変だったし、どこかで見覚えがあるような、妙に長いポニーテールの髪型が変だった。

　で、その変な女が今どうしているのかというと……探すまでもなく、そいつはすぐそこにいた。ドロップキックから着地した姿勢のまま、道路に腹ばいになってこちらに顔を向けている。印象的すぎる特徴は全すべて記き憶おくにある通りなので、こいつがぼくを攻こう撃げきしてきた奴やつであることに疑う余地はないのだが──ううむ、ぼくはどうやら瑣さ末まつかつ根本的な部分を見間違えていたようだ。そこにいたのは同おない歳どしくらいの女などではなく、明るい髪の色をした、小学校高学年ほどの少女だったのだ。まったく、さっきはなんであんなふうに見えてしまったのだか。首が捩ねじれてどこか配はい線せんがズレたんじゃなかろうな。

「あっ……」

　彼女は起き上がったぼくの顔を見て、なぜかはっと驚おどろきの表情を作ったようだった。ようだった、というのは無む論ろん、サンバイザーでよく見えないからである。とりあえず口が可愛かわいく開かれ、小さな声が発されたのは聞こえた。だがそれが見えたのは刹せつ那なのこと。不自然なほど唐とう突とつに、一いつ瞬しゆん後ごには怪け訝げんそうに首を傾かしげてぼくを見つめるだけの姿に変わっている。

「……むう。やはり、変」
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　ソファーに寝転がって寛くつろぐかのように頰ほお杖づえをつき、小さな手で自分の顎あごを撫なで擦さすりながら少女は呟つぶやいた。変なのはお前だとツッコミたい衝しよう動どうをぐっと堪こらえ、ぼくは傍そばに転がっていた自分の鞄かばんに手を伸ばす。ぼくにわからないならば、わかる奴に聞くしかあるまい。

　視線を奇妙な少女から外はずさないまま、手探りでノートＰＣを鞄から引っ張り出した。開いたディスプレイに現れたのは、寝ね惚ぼけ眼まなこブルマ少女の画像──エベネゼルだ。

「聞きたいこと、は……わかってるな？」

『間違いなく代替魔術師ポステリオルマギスである。顕化アピアランス中と断定。我われは汝なんじに戦せん闘とう準備を求めるが、先に確かく認にん事項の発生を確認した。先制攻こう撃げきによる損傷の程度報告を。場合によって一時撤てつ退たいを推すい奨しようする可能性が生じる』

　報告などする義理はないし、撤退するか戦うかはぼくが決める選せん択たくだ。だが現状確認という行為に必要性があるのは事実だろう。なおもぶつぶつ呟つぶやいている少女の様よう子すに注意しながら、首を捻ひねったり身体からだを擦ったりして身体の具合を確認。首回りにまだ引ひき攣つれるような痛みが残ってはいるが、行動に支障はないレベルだ。その他ほかには……相変わらず顔の裏が熱あつく、妙に痺しびれているような感覚がある。声も少しばかり発しにくい──まぁ、頸けい椎ついが折れかけた後こう遺い症しようにしては微々たるものだろう。すぐに治るだろうし、特に気にすることはないか。

「特に、問題は、ないぞ。武器がないのが、問題といえば問題だが、な」

　喉のどがまだおかしな具合に捩ねじれているのか、途と切ぎれ途と切ぎれにしか発せない声で答える。と、エベネゼルは何やら深遠な瞳ひとみでじーっとぼくを見つめてきた。

『不得要領、そうは見えない故ゆえに確認したのだが』

「何の、話、だ……？」

「そう、何の話だったかしら？」

　不意に割り込んできた声は、無む論ろん、あの少女が放ったものだ。ただしサンバイザーに覆おおわれた顔は、手に持った銀ぎんのロケット──細い鎖くさりで首に繫つながっている──に向けられている。彼女はまるでそれが携けい帯たい電話であるかのようにロケットに話しかけていた。

「ああ、イオはこの子を悪だと言うけど、拙せつ者しや様はどうも懐かい疑ぎ的てきであるという話ね。だってね、何だか変だもの。変なうえに変だもの。何だかわからないけども、理由もないけども、見てるとそんな気がするもの。うーん、だから多た分ぶん悪ではないのだわね。かといって正義かどうかは聞いてみないとわからない。だから聞いてみるとオッケかと予想するところ」

　ぬう、服装だけでなく喋しやべりや一人称も奇妙だった。変な奴やつだ、という感想を繰くり返そう。ぼくはぼくであるからして、その普通ではない部分にどこか興きよう味み深ぶかさを覚えているのも事実だったが。

　とは言え、油ゆ断だんはできない。こいつは行動も変すぎる。いきなりドロップキックという暴ぼう挙きよに及んだくせに、ぼくへ追撃をかけることもなく今は吞気のんきにお話し中。一貫性がまるでないではないか。彼女の動きを見張りながらぼくが立ち上がると、それに気付いたのか、彼女もロケットを閉じて身を起こす。そこで気付くが、足あし下もとはありがちなカンフーシューズではなく、動きやすそうな編あみ上げサンダルだった。

　地面に届きそうなほど長いポニーテールを頭の後ろで揺ゆらしつつ、少女は右手を顔の前に持ち上げた。人差し指でサンバイザーの縁ふちが弾はじかれ、漆しつ黒こくのプラスチックがぱちんと起き上がる。

　顕あらわになったのは、感情が摑つかみにくい、ぼんやりとした表情の顔だ。その点だけ言えばエベネゼルに似ている──二次元と三次元の違いはあるが。色白でふっくらした顔立ちはやはり子供じみており、当然化粧っ気もない。客きやつ観かん的てきに評すれば美少女と言ってもいいだろうと思う。小さいことはいいことだ的な病気の人達なら思わずお持ち帰りするかもしれないほどの。

「貴方あなたは何者でござりまするか？」

　静かで平坦な声こわ音ね。ぼくは調ちよう子しの悪い喉のどを意い識しき的てきに制せい御ぎよしつつ、

「答える気力を瞬しゆん時じに奪う妙な口調での質問、とてもありがたい。というわけでぼくのほうこそ聞こう──お前は何者だ？」

「拙せつ者しや様は蘭らん乱らん爛らん崎ざき寝ね々ねだわ」

「ほう。外見と口調に似つかわしい奇怪な名前、素す晴ばらしいな。さぞ先祖と親を恨うらめしく思っていることだろう」

「……で？　貴方は？」

「答える義理があるのか？　いきなり道みち端ばたから攻こう撃げきを仕掛けてきた相手に」

　言うと、むぅ、と少女──寝々は口を尖とがらせた。

「ひねくれているわ、ひねくれているのだわ。むしろ卑ひ怯きよう人じん。気をつけるとよろし、今ので正義暫ざん定てい三割が二割にまで減少したのよ。これはおまけしてこれよ」

「何を言ってるのか、まったく、わからん、のだが……っ」

　くそ、気を抜けばまた喉がおかしなことになるな。喋しやべりづらい。

「正義は公平であるべき。だからの要求だわ。拙者様は貴方の質問に一つ答えた、だから貴方は拙者様の質問に一つ答えなければならない答えないと即刻で劣れつ悪あく至し極ごく認定にて何だかそれはもう世界も認めるひどいことになります。というわけで答えなさい」

「どういうわけなのかまったく理解不能だが、答えられる質問なら答えてやらんでもない」

　言いつつ、ぼくはさりげなくＰＣのキーボードに指を走らせた。『時間稼かせぎ。回復待ちと情報収集』とタイプ。電源が入っていないため文字入力はされないが、エベネゼルは正しく読み取った。『了解。だが居こ安あん思し危きのこと』と吹ふき出しで答えが返ってくる。

「えーと」

　寝々は今いま更さら質問を考えているようだ。さっきの『何者だ』という質問は取りやめか？

　ああ、やっぱり変な奴やつだ。狂った日本語を喋って、変な一人称を使って、いきなりドロップキックなんて暴力癖があって、不必要なほど長いポニーテールの髪型で──いやはや、キャラが立っているね。

「では一番聞きたいことから聞くのだわ。貴方──」

　でも、それはただそれだけのことだ。あるいは敵かもしれないが、寝々がある意味興きよう味み深ぶかい『普通でない』奴だとぼくに思わせる要因。この変てこな部分は、ぼくにとってそれ以上の意味は持たない。いや、持ってはならない。

　だから何をするでもなく、何を思うでもなく、

　ぼくは心を閉じる。意い識しきの一部分を廃棄する。

　ところが。

　ところが、だ。

　その普通でない少女は、ぼくの顔を眺めて、怪け訝げんそうに──言ったのだ。

「どうして、さっきからずっと泣いているの？」




「な、なにぃ!?」

　手で顔を拭ぬぐってみる。不ふ思し議ぎな──本当に不思議なことに、指先が濡ぬれた。

　それは、今まで感じていた鼻の奥の熱ねつを、顔の裏の痺しびれを、喉のどの軋きしみを、裏付ける液体。

　ぼくは呆ぼう然ぜんと、水分の付着した指先を眺める。ぼくが液体人間だったというのでもない限り、これは紛まぎれもない涙だ。自分が記き憶おくを失っていることに荒野で立ち尽くして気付く男やいつのまにか人間になってしまったことの理由を呆ぼう然ぜんと考える神や瞬またたいて世界を見つめるホルマリン漬づけにされた頭部や墓穴から這はい出て夜空を見上げる屍し体たいや教師に強ごう姦かんされて屋上の端で笑う女子高生や体内の蟲むしを殺すため腹に刃物を突き立てて喜ぶ少年が流すものと同じ、98％が水分でナトリウムやカリウムを含んでいて眼球の外側にある涙るい腺せんから分ぶん泌ぴつされる、ひどくありふれた体液の一。

　認めるしかないだろう。ぼくは泣いている。

　だが、その理由は、考えてはならないことだったので考えなかった。

「ぬお、いつの間にこんなものが……変だ、わけがわからん」

「拙せつ者しや様の攻こう撃げきをくらってダウンしたときからずっとだわよ。それでなんか変だったから追い討うちやめたの。感かん謝しやして欲しい。イオに怒られた。今もちょっと怒られてる」

「その台詞せりふもわからんが……むう、マジにおかしいぞ。待て、すぐ止める」

「自分が泣いてる理由がわからないなんて、不思議な野郎だわ」

　寝ね々ねは小首を傾かしげる。『理由がわからない』のか。『わかっていて考えない』のか。その二つの差異に、ぼくの噓うそに、彼女は気付かない。

　明るい色の髪が揺ゆれた。頭の後ろで括くくられた、長いポニーテールが揺れた。

　ふと気付けば、寝々がぼくの顔を下から覗のぞき込んでいる。

「ふぅん……」

　どこか優やさしい色を湛たたえる大きな瞳ひとみが、瞬まばたきをして──

「でも、その涙は、悪いものではないわね。なんとなく、思うの。泣いているその目は、なんとなく、いい感じだと思えるの。だから」

　そして彼女は、『小さな笑窪を作って』『誰かと似たような顔で』『笑ったのだ』。

「とりあえず、認定。正義暫ざん定てい、七割と」




「は？　そりゃ一体、どういう──」

「ほら、しゃんとしなければ駄だ目めなのだわ。正義的に。背筋を伸ばす」

　寝ね々ねはまたぼんやりとした気配けはいに戻り、無表情にぼくの背中を手の平でぱしんぱしん叩たたいた。

「……止やめてくれ、子供にそんなことされると凄すさまじく恥はずかしい」

「だって曲がってるもの」

「癖くせなんだよ、そうそう直るか」

　反射的に文句をつけると、ふ、と寝々の頰ほおが軽く緩ゆるんだ。

「それを直してこその男の子、だわ。あと涙も止めないと。早く止めないと顔をわしわしするのだわよ」

「……わしわし？」

「そうだわ。こう、わしわし、と」

　無表情に戻って片手を前に突き出し、なんというか開いた手の指を動かして、乳を揉もむような仕し草ぐさ。アイアンクロー宣言か？

「いやなんだそれ。だからちょっと待て、あまり変すぎる言動されてもペースが狂う……言われんでも涙は止めるから、ちとタイムだ」

　やれやれ。アイアンクローなんて、えらく懐なつか


──考えるな。






「……あーオッケー、大丈夫だ。もう止まった。さて、だな……」

　妙にフランクかつ意味不明な言動に調ちよう子しを狂わされたが、何よりもまず確かく認にんしなくてはならないことがある。数分かけて目め頭がしらの脱水を終えたぼくが本題を切り出そうとすると、寝々は眠そうな視し線せんでぼくを──いや、ぼくの背はい後ごを眺めながら言った。

「止まった？　貴重な水分を無駄にしたのだわね。そうそう、水分の無駄と言えば拙せつ者しや様はお腹なかが減ってきたわけなのよ。と、よく見ればあんなところに喫きつ茶さ店てんが。我慢すべきでないものを我慢するのは劣れつ悪あく至し極ごくで食事はできるときにしておくのが正義だと拙者様の思うところ。というわけで行きましょう」

　ふらふらと彼女は足を踏み出しかけたが、そこで何かが聞こえたようだった。胸元のロケットを持ち上げ、囁ささやくように口を開く。

「ええ、そうなんだけど、イオ……だって、どうしても、ちょっとだけ、気になったのだもの。うん、でも、一人くらいイオも間違えることはない？　ほら、後でやっぱり違うってわかっても、それはいつだって正せい殺さつできるし。だから確認も含みで、とりあえず話してみたいのだわ」

「あー……確認？　さっきから、何だってんだ……ぼくが泣いてるの気にしたり、わけがわからんぞ。いきなり不意打ちしてきたくらいだ、ぼくと戦うつもりなんじゃないのか？　一応、心の準備はずっとしてるんだがな」

「うん、イオが言ったから、最初はそのつもりだったけれど」

　軽くこちらを見て答え、彼女は再びロケットに口を近づける。

「ね、イオ、お願ねがい……うん。うん……わかった。ありがと。ごめんね」

　寝ね々ねは微かすかに頰ほおを緩ゆるませ、銀ぎん鎖さを胸元に仕し舞まった。そして、じゃあ行くわよ、と歩き始める。

「ちょっと待て勝手に決めるな。お前は何がしたいんだ？　ぼくの根源闇滓ルート・アンシイが欲しいから襲おそい掛かってきたんだろうが」

　足を止めて振り返った寝々はひたすらに怪け訝げんな色を湛たたえた瞳ひとみを返してきた。ぼくにとってはその反応こそが怪訝で不可解だ。彼女は根源闇滓ルート・アンシイ根源闇滓ルート・アンシイ、と小さく呟つぶやきながら視し線せんを上げ、

「言われてみれば……その言葉は、なんとなーく聞いた覚えがあったりもするかも。でも難むずかしいことは忘れた。拙せつ者しや様はイオと一いつ緒しよに悪を正せい殺さつするだけ」

「何言ってんだ……？　もう一度確かく認にんするが、お前……代替魔術師ポステリオルマギス、だよな？」

「さあ？」

　恐る恐る聞いたぼくの言葉に寝々は軽く答え、そして一片の迷いもない笑え顔がおで続けた。




「よくわからないわ。拙者様は、単なる正義の味方だもの」
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　　　　１




　バナナの皮に滑すべって転ぶ人間のようなものだ、と思った。

　そうでなければ、斜面を転がって雪ダルマになる登山家だとか、くしゃみで入れ歯を飛ばす老人だとか──なんでもいい。よく聞く話というのは現実には起こりえないのだ、なぜか。

　しかしぼくは今この瞬しゆん間かん、それを実際に目視するという稀け有うな体たい験けんをしている。つまり、

「拙せつ者しや様は、ここから」

　つー、と細く白い指先がＢ５サイズのメニューを上から下までなぞり、それだけでは飽あき足らず次ページにも至ってその動きをもう一回繰くり返す。

「……ここまで。全部」

　と、やりやがったのだ。向かいの椅い子すに座って足をブラブラさせるチャイナ服幼女は。

　ここは住宅街の一軒家に挟まれるようにぽつんとある小さな喫きつ茶さ店てんである。横長の空間にあるのはガラス壁かべを挟んで道路に面したテーブル席が三つに、カウンター席が十ほど。店外の自じ販はん機きのほうが周囲の住人によく利用されていることは確かく実じつな、こぢんまりした個人経営の店だ。ちなみに今の注文を受けたのは、唯ゆい一いつの店員兼店長であろう皺しわくちゃの老ろう婆ばだった。ゆらゆらと揺ゆれながら厨ちゆう房ぼうに入っていく……本当に起きているのか？

　室内だというのにサンバイザーを斜めに被かぶったままの寝ね々ねは、ぼくがふと向けた視し線せんに気付いて首を傾かしげた。先んじて頼んでいたクリームソーダをストローでがりがりと搔かき回しつつ、

「……なにかしらん？」

「いやなんつーか、大物だと思ってな……まぁいい。で、何の話をしてたんだったか」

　首が折れかけた後遺症か何かで涙腺が変なことになった後、なりゆきでこの喫茶店までついてきてしまったが……それは寝々の食事を見守るのが目的ではない。全すべては情報を得るためだ。ぼくはここで寝々の目的を見定め、自分がこれからどうするかを決めなくてはならない。ま、これもぼくだからこそ言えることであって、エベネゼルはこいつを殺したくてウズウズしてるんだろう。知ったことじゃないがね。

「何の話と言えば、拙者様が貴方あなたに気付いたきっかけだったと思うのだわよ」

「ああ、そうだった……こないだ感じた気配けはいはやっぱりお前のものだった、てことだったな。たまたま同じ獲え物ものを追ってたわけか」

　同じ獲物。その言葉は必然的に、ぼくたちが同じ立場の存在であることを証明する。

　ぼくたちは、代替魔術師ポステリオルマギスというモノだ。闇滓アンシイという魔ま力りよくライクな燃ねん料りようを用いて、現象に介入する魔術を使うモノ。顕化アピアランス──つまりは変身（肉体が変わるとか装しよう束ぞくが変わるとかタイプは個々で違うようだが）によって、滅びた魔術種の姿を模もすモノ。それらは全て、その魔術種が使用していた闇滓アンシイの大おお元もとであり核である根源闇滓ルート・アンシイを保持している。

　代替魔術師ポステリオルマギスにはしなければならないことが二つある。そのうちの一つが、『食事』──他ほかの人間（悪人）から、魔ま術じゆつ行使の燃ねん料りよう、また自身の活動エネルギーたる闇滓アンシイを奪うこと。

　また、ぼくたちは──というか、ぼくたち代替魔術師ポステリオルマギスの監かん督とく官かんたる導き手ナビゲータ、奴やつ等ら人じん外がいはそういった悪人の闇滓アンシイを感知する力を持っている。そして当然ながら（相手が顕化アピアランス中という条件つきだが）他の代替魔術師ポステリオルマギスの位置を感知することも可能だ。

　さて。それらをふまえたうえで、今まで寝ね々ねとしていた話……三日ほど前に起こった出来事に意い識しきを戻そう。

　それはぼくが一応の相あい棒ぼうと共にいつもの深夜徘はい徊かいをしていたときのこと。ぼくらが言うところの『食事』を今まさに始めようとしたとき、導き手ナビゲータ達が警けい告こくを発したのだ。近くに敵の反応が生まれたと。ぼくたちはとりあえず奇き襲しゆうに対処するため顕化アピアランスしたのだが──その瞬しゆん間かん、敵は接近してくるのを止やめて逆に遁とん走そうした。それが寝々だった、ということらしい。

「そちらも拙せつ者しや様のことを感じてはいたのね。そして感じるとか感じたとかなんだかえっちな響ひびきね。自分で言っておきながらプチ劣悪だわ」

「後半は無視するとして……しかしお前、追いかけるまでもなく逃げたよな。なんでだ？」

「なんでと言われても。なんでだったかしら？」

　寝々がロケットに向かって呟つぶやく。すぐに長いポニーテールが揺ゆれ、首しゆ肯こうの動作が追加された。

「ああそう、拙者様が目をつけた悪人をこそこそ付け狙ねらう怪あやしい人達を見つけてとりあえず変身してみたのだけれど、そしたら貴方あなた達も両方変身しちゃって、相手が二人組だとわかったからだわ。悪は二対一でも戦うのが平気だから悪だし。正義は逃げるのが恥はじじゃなくて負けるのが恥っていうか悪だし。でも拙者様も負けるつもりはなかったんだけど万全を期してというか閉店までのバイト上がりで眠かったし貴方達の顔もわかったから次に完かん璧ぺき正義作戦で劣悪を正せい殺さつすればいいわねと思って」

「一つだけ妙な理由があったのはまた軽くスルーするが。その完璧正義作戦とやらがアレか」

「そうアレ。出かけてたらたまたま貴方を見かけたので準備とかなかったけども正義は度胸。唐とう突とつに肉体攻こう撃げきを仕掛けてみました」

「たまたまとか言ってる時点で何かおかしいことに気付け……」

　ぼくが溜ため息いきを吐ついたとき、ソーダを飲のみ干ほした寝々が不意に席を立った。

「どこ行くんだ？」

「レディにそれを聞くのは劣悪だわ。御ご不ふ浄じようよ」

　付け加えるなら人の食事を盗み食べするのはさらに劣悪だから気をつけなさいだわ、とぼくに無用な釘くぎを刺し、寝々はトイレに入っていった。

　ぼくはドアが閉じられたのを確かく認にんしてから、隣となりの席に置いていた鞄かばんからＰＣを引っ張り出す。電源の入っていない画面の中、頭にピンクの小こ象ぞうを乗せたおかっぱブルマ少女が姿を現した。

「おい……一つ気になることがある」

『同意。おそらく疑問は我われと一致すると推測』

「どういうわけか、あいつ──代替魔術師ポステリオルマギスだの根源闇滓ルート・アンシイだのっつー言葉を使わない。正義の味方だから、とか何とか、いちいち台詞せりふが意味不明で常じよう軌きを逸いつしている。もう一度確かく認にんするが、あいつが代替魔術師ポステリオルマギスなのは確たしかなんだな？」

　画面の中で、アニメ絵の少女が無表情に首しゆ肯こうする。吹ふき出だしの文字が入れ替わり、

『明々白々である。確信的に断言。顕化アピアランス中であり、その闇滓アンシイも感知できる』

「そうだな……何をどう間違おうが、お前がその判断をミスるはずはないか……」

　しなければならないこと、の二つ目。

　代替魔術師ポステリオルマギスは他ほかの代替魔術師ポステリオルマギスが持つ根源闇滓ルート・アンシイを奪わねばならない。多少の例外はあるにしろ。

　根源闇滓ルート・アンシイを集め、滅びた種しゆを復活させる──その目的を果たすため、目の前にいるこの人じん外がい、導き手ナビゲータ達は世界に現れたのだ。そして選んだ人間に（凄絶な貸しを作ったうえで）根源闇滓ルート・アンシイを貸たい与よし、自分の手足となって戦う代替魔術師ポステリオルマギスの役目を与えた。

　だから、誰だれかが代替魔術師ポステリオルマギスであるかどうかの同定は自みずからの存在意義に通ずる最重要事項のはずた。こいつらがその判断を誤るはずはない。

「しかし妙だ。ぼくが闇滓アンシイとか言っても、それは『なんとなく聞き覚えがある』とかで単語の意味自体は理解してるような反応をするんだよな……はてさて、どういうことなんだろな」

『解答不能』

「お仲間の考えぐらいわかんないのかよ、お前」

『導き手ナビゲータも千差万別。埒らち外がいの思考を推測しても無意味。揣し摩ま臆おく測そくにすぎる』

　寝ね々ねと会話しているらしきロケットのことを考える。性質も性格も何もかもが不明だが、一ひと筋すじ縄なわではいかない相手であるのは確たしかなようだ。いや、それを言うなら、ぼくが知る他の導き手ナビゲータも同様であるが。結けつ論ろん、導き手ナビゲータたる人外は全て油ゆ断だんならない。

　常に沈着冷静で、何を考えているのかわからないブルマ少女画像。下品で口うるさく最低な性格の帽子女。そして──既すでに消滅したもう一種については、思い出したくもない。

　身体からだの奥おく底そこが罅ひび割われる感覚。心の地底から、疲労感という名のマグマが首をもたげてくる。ぼくがそれを押し込めるために瞳ひとみを閉じて数秒、不意にＰＣが耳障りなエラー音を発した。

　何事だと億おつ劫くうに薄うす目めを開けた瞬しゆん間かん、

『非常事態である緊きん急きゆう報告である注意喚かん起きである』

「うおっ!?」

　前言撤てつ回かい、こいつも常に冷静沈着ということはなかった。

　ブルマ少女画像の顔、しかもその左目部分だけがどアップになって画面の大半を占めている。もう半分は吹き出しを埋め尽くした巨大フォントの文字だ。

『彼かの者の闇滓アンシイ反応が消えた。逃亡が予測される。追跡すべきであり迅じん速そくな行動を。反応が消えた可能性として他ほかに考えられるものもなくはないが、それは楽らつ観かん的てきな予測に過ぎず』

　さっと普段ふだんのサイズに戻ったエベネゼルが矢や継つぎ早ばやに文章を表示する中、ぼくの耳にトイレのドアが開く音が聞こえてきた。瞬しゆん間かん、ブルマ少女の言葉が止まり──ぼくの息も止まる。

　他ほかの可能性。残念ながらそちらが正解だ。単純に、寝々が顕化を止めたというだけのこと。

「……どうかしたのかしら？」

　戻ってきた寝ね々ねは再び椅い子すに腰掛けつつ、今までと同じようにとらえどころのない瞳ひとみで、今までと同じようにサンバイザーを斜めに被かぶったまま、怪け訝げんそうに首を傾かしげて言った。

　そう、今までと同じだ。基本的には何も変わっていない。

　チャイナドレスがわかりやすいだろう。それも変わっていない。だが変わっている。矛む盾じゆん？　していないさ。それを着る人間自体が子供から大人になったせいで、普通サイズだったものがピチピチのミニスカチャイナに見えるようになったという……ただ、それだけの、ことだ。

　最初に奇き襲しゆうを受けたとき一瞬だけ大人おとなの女が見えた気がしたのは、錯さつ覚かくではなく、顕化アピアランス前のこの姿が視界に入っていたからなのだろう。それがどんな意味を持っていたのか、その後のぼくに何か影えい響きようを与えたのかどうかは──考えないことにする。

「料理はまだ来ていないのね……むう、まさか」

　大きな胸をテーブルに乗せながら、十分間で十年分の成長を果たした、ぼくよりも僅わずかに年上に見える姿になった寝々がふと何かに気付いたように眉まゆを寄せた。不ふ機き嫌げんそうに口を尖とがらせ、垂たれ気味の目を胡う乱ろんに細めている。

「ああ、それは劣悪だわ……言うならば、きい、とハンカチを嚙かんで悔くやしがる縦たてロールお嬢じよう様の気持ちがわかるくらい劣悪だわ。許すまじの極きよく致ちね。これってマジ許さないの略だろうから許すマジが正しいのよねきっと。いえそれはいいけど」

　そして──ぶつぶつ呟つぶやいていた寝々がやおら身を乗り出し、犬の歯を調しらべる獣じゆう医いのようにぼくの口を摑つかんで大きく開いた。そこに顔を近付け、くんくんと鼻を鳴らしながら言う。

「まさか、拙せつ者しや様が頼んだものをみんな今の時間で食べちゃったのではないでしょうね貴方あなた！」

　……なんだこの状況。

　猛烈な羞しゆう恥ち心しんと困こん惑わくを覚えるぼくに与えられたのは、事態をさらに悪化させる要素で。

　テーブルの横、外に面したガラス壁かべに影かげがかかるのが見えた。その正体は。

　ぼくと同じく学校帰りだろう、制服を着た少女だった。長い黒髪に、縁ふちなしの眼鏡めがね。

　鞄かばんを持った左手、持っていない右手、そして額ひたいをガラス壁にくっつけて店内を──こちらを覗のぞき込んでいる。眼鏡の奥の瞳ひとみは大きく見開かれ、その顔に浮かぶ感情はただ驚きよう愕がくのみだ。

「ひぃえっ!?　宵よい本もとくんっ……こ、これは、まさか……」

　戦慄おののく彼女は見ている。ぼくを見ている。

　ぼくの口を開けてそこに顔を近付けている、いかがわしいチャイナドレスの美女を見ている。

　悲鳴じみた半泣き声が、ガラスの向こうからさらに聞こえてきた。

「ま、まさか、し、出張、とかそういうのですかぁっ!?」

　ぼくはぐったりと脱力しながら、もう一度思った。

　……なんだこの状況。
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　テーブルは料理で埋め尽くされている。器うつわも盛り付けも内容も全く洒落しやれてはいないが、それなりに美う味まそうではあった。それに手をつけているのはただ一人──フォークとナイフをそれぞれの手に持ち、ぼんやりとした目で（それでも多少は幸せそうに）もっきゅもっきゅと口を動かしている中ちゆう華か風ふう美女だ。ちなみにその横、テーブルの端には早くも空からになった皿が五枚ほど積つみ重ねられている。どうやらその口は野の比び家け長男の机と同じ構造のようだ。

　ぼくの横では、あの後、やたらギクシャクした動きで中に入ってきた黒髪の少女──ぼくのクラスメイトであり一応の『相あい棒ぼう』でもある砧きぬた川がわ冥めい子こが、椅い子すに浅く腰掛けている。ちらちらと顔を上げて、ぼくや寝ね々ねを観かん察さつしているようだ。相変わらず挙動不ふ審しんだな。

　寝々がこないだの気配けはいの正体だったことだけは説明し、砧川の素す晴ばらしい勘違いは晴れたが──それで納なつ得とくしない奴やつもいる。具体的には、砧川の膝ひざに乗った鞄かばん、その中の帽子女だ。

「かっ。小僧、小僧め。何な故ぜにお前はこうも短たん慮りよで浅せん薄ぱくで愚ぐ昧まいなのじゃ!?　他ほかの代替魔術師ポステリオルマギスは敵でしかないと教えたであろうが！　この女と茶ちやを啜すすりたいのかこの女の乳を啜りたいのかは知らんが、何故このようなことになっておるのか儂わしらに説明してほしいものじゃな！」

　何故こんなことになってるか？　ぼくだって知りたい。

「へぇ。貴方あなた達にもイオのような人がいるのね。一応言っておくわ。こんにちは、鞄の中の人」

　当たり前だが、アヴェイラーズはやたら不ふ機き嫌げんな鼻息でそれに返答した。寝々は特にそれを気にした様よう子すもなく、無数に刺さったフライドポテトで棍こん棒ぼう的てきなフォルムに変化したフォークをぱくりと咥くわえた。さらに擬ぎ音おんだけで表現するなら、すぽん、そしてもっきゅもっきゅ。

「と……貴方はさっきのあれ、ＰＣの……メールってやつでお話してたのかしら」

「ま、そんなもんだ」

　ノートＰＣは中ちゆう途と半はん端ぱに口を開いた形で、ぼくの横の鞄に突っ込まれている。料理の油が跳はねても問題なので、とりあえず避ひ難なんさせておいたのだ。

「あ、一応言っておくのだけれども。たとえ拙せつ者しや様と同じようにお仲間パートナーがいたり変身できたりしても、それだけでは正義の証あかしにはならないのだわ。正義と悪がベクトルの違う同種の力を使ってるのはよくある話だもの。だから、もし貴方達が悪だとすれば……えと、幹部？　四し天てん王のう？　みたいなものよね？」

　疑問形で聞かれても激はげしく困る。

「えと……正義とか悪って、一体……？」

「当然の疑問だ砧きぬた川がわ。だがそれはぼくよりもこちらの正義の味方に聞いたほうが早い」

「いかにも、拙せつ者しや様は正義の味方。蘭らん乱らん爛らん崎ざき寝ね々ねだわ」

　続いてサンドイッチをナイフで一口サイズに切りながら、平然と寝々が言う。そのあまりの平然さに引ひき攣つった顔を隠かくすように、砧川は曖あい昧まいな愛あい想そ笑わらいを無む理り矢や理りに浮かべて頭を下げた。

「は、はぁ……どうも。わたしは、砧川冥めい子こです。えと……正義の味方っていうのは……？」

「勿もち論ろん、悪に抵抗する使命を持った素す晴ばらしい存在だわよ。この世には劣悪が多すぎるのだわ。コインを入れても出てこない自じ販はん機きとか黒光りする台所の悪あく魔まとかしつこい訪問販売とか朝方にうるさい工事の音とか傷がついてるレンタルＣＤとか野球中ちゆう継けいの延長とか歯医者のドリルとか詐さ欺ぎ師しとか泥どろ棒ぼうとか強ごう姦かん魔まとか殺人鬼とか殺人者とか殺し屋とか──」

「あ、あぅぅ……そ、そうですか」

　平坦な口く調ちようでずらずらと言葉を続ける彼女に、砧川はさらにぎこちない愛想笑いで追つい従しよう。

　ぼくは砧川への加勢として、思いつくままに口を開いた。

「殺人鬼と言えば、だ。最近は殺人集群フラツトフロアが流は行やってるじゃないか。もしかしてそれを追ってたりするのか？」

「何かしらんそれ、だわ」

　ほほう、自称知ち識しき人じん達が他ひ人と事ごとのような目め線せんで無責任に妄もう想そうを垂たれ流すクソくだらないニュース番組の新規常連、殺人集群フラツトフロアサマを知らないとはね。仕方ない、説明してやるか。

　それはこの境さかい森もり市で十日ほど前から起こり始めた連続・大量・猟りよう奇き殺人事件の犯人一味に与えられた名称だ。無論、犯人達が未いまだ捕まっていない現在、それは便べん宜ぎ上じようの記号のようなものに過ぎない。誰だれが初めに言い出したのかなど定かではないが、その名称は注目されることだけが目的の馬ば鹿かなマスコミの手によって自じ慰い的てきに広められ、そして瞬またたく間に世間を席せつ巻けんした。

　名称の由来は単純に、胸むな糞くそが悪くなる事件の内容からだ──

　今まで三件の事件が起きている。何の変へん哲てつもない五人構成の家庭で。十三人の社員が残業に勤いそしんでいた小さな会社で。二十四人の有ゆう閑かんマダム達が汗を流すフィットネスクラブで。場所も時間も人数も共通点はないが、事象だけは完全に一致している。簡かん単たんだ。

　その場にいた全員がバラバラの肉塊になって血の海を作っていた、ということ。無論、室内も局所的な嵐あらしか大だい地じ震しんかというくらい滅め茶ちや苦く茶ちやだったらしい。無限数で無限量の暴ぼう虐ぎやくが全すべてに等しく尽くされれば、後には整然とした破は壊かいだけが残される。机も椅い子すもガラスも扉とびらも人間も、全ては一いつ緒しよくたになり──ただ《平坦な床だけフラツトフロア》があるというわけだ。

　物証も目もく撃げき証言も少なく、警けい察さつの捜査は遅ち々ちとして進まない。しかしその事実は逆に凶行が一いつ瞬しゆんで行われた可能性、さらには組そ織しき的てきな犯行と隠いん蔽ぺいの可能性を示し──マスコミ曰いわく、《狂的な殺人集団の仕し業わざではないか》ということになっている。

「ふぅん、そういうことがあるの……拙者様、部へ屋やにテレビないし、知らなかったわ」

「正直、意外だ。悪に抵抗するというならこいつらが第一の相手だろう」

「そうね──そんな殺人鬼集団は紛まぎれもない劣悪だわ。正せい殺さつすべき相手に間違いないわね」

　最後に残ったケーキの皿を手元に引き寄せつつ、寝ね々ねは瞳ひとみを細めていた。

　ぼくはそこに、殺人鬼達に対する苛いら立だちと怒りを見る。それは明めい確かくに表に現れるものではなかったが、だからこそ、その感情は真しん摯しに形作られているように思えた。

「その情報はありがたく受け取っておくのだわよ。幹部の仕し業わざかしら？」

「えと……代替魔術師ポステリオルマギスが関かかわってるか、ということですか？　そうですね……」

「断言はできないが、ぼくらはその可能性が高いと見てる。何はともあれそんな事件は異常だ。で、この街で異常の原因になりうるのは何かと考えると、最も疑わしいのはこの街に集まってくる代替魔術師ポステリオルマギスだろ。現にここには、他ひ人との複製を操あやつる魔ま術じゆつを使う代替魔術師ポステリオルマギスがいたから……」

　いた

　　　　　　　　　　　　　　　　　ことを


覚えているから



「……」

「宵よい本もと、くん……？」

「あ、いや──なんでもない。だから、同じような奴やつがまだいて、そういう殺人鬼野郎達を作って操ってるようなことがあっても不ふ思し議ぎじゃないと思う。事件自体の目的はわからんが」

「なるほど。では充分に注意しておかなくてはね……やれやれ、だわ」

　真ま面じ目めな顔で言いながら、寝々はケーキを口に運ぶ。そんなとき、砧きぬた川がわの鞄かばんからの声。

「ええい、そんなことはどうでもよい！　貴様らに任せておいては埒らちが明かん、儂わしらは挨あい拶さつの如ごとく殺し合う関係じゃろう!?　結けつ論ろんが変わらぬのは決まっておる！　ならば、早くハリー、早くハリー早くハリー──正しく挨拶して殺して無む二にの結論に至ろうではないか！　さあ殺して殺されセイハローヽセイハロー、殺セしイてハ殺ロせー！」

　猛もう禽きんのように目を細める寝々。子兎のように周囲を見回す砧川。

　二人が次なるアクションに移るより早く、ぼくは口を開いて主しゆ導どう権けんを盗み取る。

「このままだと埒が明かないのはぼくも同感だ。まずはお互いの立ち位置をはっきりさせよう」

　とはいえ、なぁ……唇くちびるの端に生クリームをつけた寝々の顔を見て、考える。

　確たしかにこいつはぼくに攻こう撃げきしてきたが、それは出で会あい頭がしらの一度だけで、今はどういうわけか敵意は微み塵じんも感じられないし。今まで一いつ緒しよにメシを食って、平然と会話をして──そのうえ、こいつは変な言動に特徴ある外見、まったくもってぼく好みの『普通ではない変人』だ。そんな相手に対して、今この瞬しゆん間かんに「グハハハ！　貴様の命は貰もらった！」と一方的な奇き襲しゆうをかけられるほどぼくも悪あく魔ま的てきな性格はしてないぞ。

　となると……その『一方的かどうか』が問題の焦点になる、のだろう。つまり、

「ぼくの立ち位置は流動的で、けど確定的だ」

「どういうことかしら？」

「お前の立場に依存するという意味で流動的で、それに対する反応が二つに決まっているという意味で確かく定てい的てきなんだよ。つまり……お前がぼくに襲おそい掛かってくるなら戦うし、そうでなければ戦わない。それだけだ」

「小僧、まだそのような甘く生なま温ぬるいことを言っておるのか！　ほんにお前は腰抜けの童貞小僧よ、この前のことで決意はできていたのではむぐッ？」

　喧やかましいアヴェイラーズの言葉が不意に途と切ぎれる。横を見ると、砧きぬた川がわは膝ひざに乗せた鞄かばんをぎゅっと両手で押さえつけていた。眼鏡めがねの隙すき間まから、静かな視し線せんが届く。

「宵よい本もとくんは、そう、決めているんですか？」

「ん──ああ。まあ、とりあえず、な。気分的に」

　ふ、と砧川は微笑した。疲れたように。安あん堵どしたように。

「だったら、わたしも立場は同じです……あ、でも、違うんですよ？　相あい棒ぼうだから、とか、そういうんじゃなくて。これはわたしがわたしだから、わたしがしたいからそうするだけで……宵本くんとは、関係のないことです。だからいいんです」

　なんていうか、いろいろこいつらしいな、と思った。

　砧川の膝の上で鞄が暴あばれているが、見なかったことにして寝ね々ねに向き直る。付け合わせのパセリをナイフの先で所しよ在ざいなさげに弄いじっていた彼女が、その手を止めてぼくに視線を向けてきた。

「なんだかややこしいこと言っているけれども。拙せつ者しや様が知りたいのは一つだけだわ。さっきは途中だったけど──あ、悪のことね。勿もち論ろん、悪人かどうかは基本的にイオが判断してくれるの。でも今回は拙者様の我わが儘ままで、ちゃんと話して見極めたかったのだわ。だから──」

　左手で胸元のロケットを弄もてあそびつつ、寝々は真しん摯しな表情で言葉を続けた。

「貴方あなた達は正義として在あるのか。それとも悪として在るのか。それだけ教えて欲しい」




　さて、言うまでもないことだが──ぼくはぼくだった。この最低な男が最も得意とするのは、噓うそと誤ご魔ま化かし。その分析に関しては自信がある。

「それは本人に聞いて意味があることなのか？　ぼくはノーコメントにさせてもらうぞ。自分が正義か悪かなんてわかりゃしないことだろう」

「貴方は別にいいのだわ。拙者様はまだ正義暫ざん定てい七割と認定しているもの。さっきの涙が──」

　寝々が頷うなずいて言うのに合わせ、俯うつむいていた砧川の黒髪が微かすかに揺ゆれた。

「……涙？」

「よーし、何か猛烈にコーヒーを飲みたくなったぞお前はおかわりいらんのか砧川はどうだ？」

　がっ！　と必要以上に激はげしく手を挙あげ、店員老ろう婆ばにアイスコーヒーを頼む。寝々がソーダ（とチキンセットの追加。驚きよう嘆たんした）を注文したが、砧川は何も頼まなかった。

　話を逸そらされたことに気付いているのかいないのか、砧川は再び無言で顔を伏せる。

　黒髪と眼鏡の隙間から見える瞳ひとみは昏くらく暗い。視線が筆であればテーブルはいとも容易たやすく暗黒に塗ぬり潰つぶされているだろう。いや、暗黒ではない──闇やみだ。醜しゆう悪あくで救いのない何かを吞のみ込みその腹の内で蠢うごめかせる闇やみを、彼女はその沈ちん鬱うつで空くう虚きよな視し線せんに体現させる。

「わたしは……悪かも、しれません」

　韜とう晦かいでもなく、自じ虐ぎやくでもなく。無む機き質しつな数学の解答を読み上げるような、平坦な言葉。

　ぼくは驚おどろかなかった。哀かなしく驚かなかった。そういうこともあるかもしれないと、砧きぬた川がわならひょっとしてこう言うのかもしれないと、予想していたから。

「ほう。それはどうしてかしらね？」

「……単純に。わたしは、きっと、いろいろと間違えていて──今までも、間違ったことをしてきたと思いますから。わかっています。仕方ない、なんて言いい訳わけはできなくて。後悔しないなんて強さは持っていなくて。取り返しがつかないことであるのは間違いなくて……」

「ふぅん。で、何をしたの？」

　たいして興きよう味みもなさそうに続けられる寝ね々ねの問いに、砧川は答えなかった。

　透明なものを湛たたえた瞳ひとみを僅わずかに上げ、寝々の顔を見ただけ。

　懺ざん悔げするように、微笑しただけ。

　ああ、なんて、馬ば鹿かな奴やつ。ある意味素す晴ばらしくすらある、真まっ直すぐに馬鹿な奴だ。

　微笑の意味は、裁さばきと罰ばつに対する恭順きようじゆんの意志。彼女らしいと言えばらしい──諦てい観かんだ。彼女は待っている。いつか訪れるかもしれない裁きを甘かん受じゆすべく待っている。ぼくと同じに。

　そう、諦観ならぼくも負けてはいない。ぼくと砧川は同質で、同罪なのだ。だから代わりに、心の中で問いの回答を述べよう。小学生だって知っている、凄すさまじく単純な理り論ろん。

　ひとごろしは悪である。

　だがそれにも適用範はん囲いはある。だからわからない。人を殺したライオンは悪か。人を殺した毒どく蛇じやは悪か。人を殺した宇宙人は悪か。人を殺した死者は悪か──

　結局、その疑問は誰だれが判断するのかという答えのない問いに再び戻り、だからぼくたちはまだここにいる。それぞれの後悔と懺悔を抱きつつ。

　砧川の言葉が途と切ぎれると、寝々はふむふむと適当に頷うなずいた。最後に残っていたパセリをナイフの先で口に放り込み、大人おとなになっているけれど子供のような仕し草ぐさで、もしゃもしゃ咀そ嚼しやく。

「うん、わかったわ。なるほど、なるほど」

　そして彼女は、ひどく嬉うれしそうな顔でにっこりと笑って──

　幼女のようにあどけなく、自みずからの正義を証明する。




「では決まったわね。貴女あなたは──劣悪だわ」




　次の瞬しゆん間かん。

　香こうばしい油の匂においが微かすかに漂う、アットホームな喫きつ茶さ店てんの中を、

　砧川の腕が飛んでいた。

　鮮せん血けつを撒まき散らしながら、くるくるくるくるくるくると。




　　　　３




　反応できたのは僥ぎよう倖こうだった。あるいは単純に、奇跡と言いい換かえてもいい。

　笑えみを浮かべた寝ね々ねが指先でテーブルナイフを回転させた瞬しゆん間かん──ぼくは唐とう突とつな悪お寒かんに襲おそわれ、砧きぬた川がわの襟えり首くびを摑つかんで思い切り引っ張った。

　同時だ。視界を巨大な銀ぎん閃せんが奔はしるのと、砧川が椅い子すごと背はい後ごにひっくり返るのは。

　この行為を非ひ難なんされる謂いわれはないだろう。ぼくはぼくを褒ほめてやりたいくらいだ。なぜなら──そうしなければ、寝々が振るった身の丈ほどもあるテーブルナイフはまず間違いなく砧川の腕ではなく首を切り落としていただろうから。

　砧川の腕の中途から鮮血が噴ふん水すいのように弧こを描いて吐き出される。どこか滑こつ稽けいなほど軽々しく宙を飛んでいた彼女の左腕が、ようやっとテーブルに着地──タチの悪いアメリカンジョークだ。ぼとりと落ちた先は、積つみ重ねられた皿の頂点。

「ひ、ああ──ああああああああああああっ！」

「あら、少し大きすぎたのかしらだわね……【拡かく縮しゆく設定：外力の槌つち】【支配式イクエイシヨン設定：三要素独立パラメータ・フリー】【体Ｖ積値：減移】」

　ナイフが巨大化する一瞬前に顕化アピアランス──子供姿に戻っていた寝々が、手中の得え物ものを一いち瞥べつして呟つぶやく。それに呼応するのは、先刻の巨大化とは逆ベクトルの縮小。刹せつ那なで長大な殺人兵器へと変じていたナイフが、またも刹那で、武器としては手て頃ごろな一メートルほどのサイズへと変ずる。

　その体たい積せき変化は不自然で自然な滑なめらかさで果たされた。目の錯さつ覚かくで間違って見えていたものが、何かの拍子に正しい認にん識しきを取り戻したような。だがクラインの壺つぼに正しさはない。見えるものはどこまでも錯覚であり錯覚でしかなく、唯ゆい一いつ解かいの存在しない恒常的な錯誤を内包したままだ。ぼくの見た光景も同じ。ナイフが身の丈たけほどになった。間違い。それが一メートルに修正された。間違い。修正できるという事実自体が間違い。間違いの存在すらも間違い。

　これは紛まぎれもない、異常。変質。世界の理ことわりを覆くつがえす、純粋なる現象への干かん渉しよう。

　すなわち、魔術だ。

「密度バランス考えると、こんなものかしらね。ともあれ貴方あなた。どうして拙せつ者しや様の邪じや魔まをしたのかしら。致し方なく正義暫ざん定てい六割となりましたのですよ」

　寝々は平然と語る。一方砧川は、肉と骨が覗のぞく腕の切断面を押さえる手を、痙けい攣れんする肩が接地する床ゆかを、単一の真しん紅くに浸ひたしていた。吐き出されるのは息切れと吐と息いきと嗚お咽えつ、痛苦に耐える呼こ気き。眼鏡めがねの奥の瞳ひとみは、世界の激げき変へんに適応できていないのか、どこか茫ぼう漠ばくとしている。

　だが、その全すべてを、寝々は気にしない。

　在あって当然だと。

　在あらねばおかしいと。

　彼女の苦痛を、嬉き々きとして、肯こう定ていしている。

「お、前……いきなり、何、を……っ!?」

「拙せつ者しや様が悪を攻こう撃げきするのはわかりきってるでしょう？　ああなるほど、わかりきってるのならきっと質問の意味は別っぽいっぽいのだわ。んー、ならば聞きたいのはこの力のことかしら？　なんと言ったっけ、イオ──うん、そうそう……拡縮魔術スクイーズマジツク、ね」

　ロケットを耳元にまで持ち上げ、寝ね々ねはポニーテールを揺ゆらして軽く頷うなずいた。それから、おっと忘れてたわ、と頭のサンバイザーを指先で強く弾はじく。

　斜めにずれていたサンバイザーが、顔の真正面に移動。そして、パチリという軽い音と同時──持ち上がっていた黒のプラスチックが下方に倒され、寝々の顔のほとんどを覆おおい隠かくす。

　それはまさしく仮面だった。シンボリックで類型的な……正義の味方の。

「準備完了。ああ、ついでに付け加えると、拙者様は《ドゥオーフ》と言うのが正義ネームだったと思い出したわ。どうでもいいけれどね」

　肩を竦すくめながら、仮面の下で軽く口元を綻ほころばせて。

「では──正せい殺さつ、再開」

　正義の味方は、ただ床ゆかで呻うめくだけの砧きぬた川がわに向けて、躊ちゆう躇ちよなく止とどめの一撃を繰くり出した。




　硬質と硬質の対立する音が交こう錯さくし──止まる。

　視界に銀ぎんが舞まうのに気付いて、ぼくは身体からだが思考を突破したことを悟った。考えるまでもなく、やるしかなかったのだが……畜生、またコレか。ビジュアル的になんか気になる。

「おや……？　一いつ瞬しゆんで女装。特殊な性せい癖へきと奇術的要素をミックスさせた宴会芸かしら？」

「冗じよう談だんか本気かわからんが……お前のチビモードと似たようなもんだ、よ……っ！」

　ぼくの高くなった声が予想外だったのか、寝々は仮面の奥でくすくすと笑った。

「ああ、そうだったのだわね。こないだ少し見たのに、忘れておりました」

　力は緩ゆるまない。巨大化したテーブルナイフは今も破は壊かいと殺害の意志を失ってはいなかった。

　それを押おし留とどめているのは、今までぼくが座っていた椅い子すの足だ。普通の喫きつ茶さ店てんに置かれている、何の変へん哲てつもない木製の四脚椅子。だが、既に祝福は為されている。

　鉄を砕くだき銃弾を跳はね返す強度を獲かく得とくした椅子の足は、けれどもそこに挟み込んで受け止めた巨大ナイフを阻止する以外の役目を果たせていない。それはつまり──

「ただデカくしただけじゃないな……材質も硬くなってるわけか」

「無む論ろん、当然、ご明察。【体たい積せき】だけでなく【密度】にも既すでに槌つちは振るわれているのだわ。それよりも、一ついいかしら？　単純なお願ねがい──それをどけてほしいのだけれど」

　畜生、平然とおかしなことを言いやがる。どうしてこんなことになってしまったんだ？　つい数分前までは敵意の欠片かけらも感じられなかったというのに。

「残念だがそれはできそうにない。言わなかったか？　襲おそい掛かってくるなら戦う、と。こうして敵対関係になった以上、もう──」

「おかしいわね、おかしいわね。貴方あなたの言うことには筋が通っていないのだわよ」

「どっちがだ！」

　声を荒げるぼくを心しん底そこ訝いぶかるように、寝ね々ねは首を斜めに傾かしげて言った。

「拙せつ者しや様は貴方と敵対するつもりはないのだわよ？　今のところは。だって貴方はまだ正義ゾーンにいると認にん識しきしているもの」

「な──」

「拙者様が敵と認識しているのは後ろの人だけ。自分を悪と迷いなく断じることのできる悪は不ふ遜そんにして究極たる劣悪。言葉通り、さっきは自分が心底悪だと嚙かみ締しめている顔をしていたのだわ。その顔を見れば拙者様にはわかる……おそらく、殺人かそれに類るいする最大級の悪を犯したのでしょう。だから拙者様が正せい殺さつする。何も矛む盾じゆんはないでしょう？」

　その推察は、事実のみを見れば間違いなく正しい──が、それにしても早まりすぎだろう！

「というわけで、大人おとなしく拙者様に協力してほしいわね。邪じや魔まをしていると、わしわしよりもひどいおしおきをしなくてはならないのだわ」

「……突っ込みたいところは多々あるんだがな。一応言っておこう。ついさっきまで隣となりに座ってた奴やつが誰だれかに襲われたとき、それを助けもせずに黙だまって見過ごすのは正義なのか？」

「悪ならば見過ごすべきでしょう」

「だから、それがまず第一にわからんってんだよ……！」

「ああ……なるほど。拙者様は完全なる正義の味方だからわかるけれど、貴方にはそこの人が悪かどうかを判別する能力がないからわからない、と。だったら微妙なところよね──」

　寝々が呟つぶやいている間にも、ナイフの先端は数ミリずつ砧きぬた川がわのほうに向かっていた。ぼくは両手で背板を摑つかんで四本の足を捻ひねり続けている。その均きん衡こうは無む垢くな殺意と困こん惑わくの防備が形成する天秤バランス。いつまでも保たれるものではない──そしていつまでも保っておくべきものでもない。

　しかしぼくは、寝々のポニーテールを見て──違う、それは関係ない──先刻までの愉快な言動を思い出し寝々の変人性を再確認したことで、胸中に躊ちゆう躇ちよが生まれるのを自覚していた。

　寝々からぼくに対する敵意は今になっても感じられないうえ、ついさっきまで吞気のんきにメシ食って話をしてた『ぼく好みの楽しい変人』を今ここでぶっ殺すのは……なんとなく、やりにくい。こんな甘さが残っていたとは自分でも驚おどろきだ。とはいえ、砧川が殺されるのを黙って見ているわけにもいかないのだが。

　そうしているうちに、寝々は自分の中で勝手に意見を纏まとめたらしかった。一つ大きく頷うなずいて、

「そうね。わかっていないなら、おしおきがどうとかいうよりも……貴方はただの壁かべなのね」

「……壁？」

「そう壁。とりあえずそう思うことにするわ。貴方は悪の人がたまたまその後ろに隠かくれた壁。その壁かべは少しだけ興きよう味みがあるもので、できれば壊こわしたくないの。だから──伸びたり動いたりして、これ以上拙せつ者しや様の邪じや魔まにならなければいいのだけれど、ね」

「……悪人が隠かくれる壁だ。さぞかしハイテクな壁なんだろうさ。動くとかだけじゃなくて、反はん撃げき能力も持ってるかもしれないぞ」

「やりたくはないけれど……拙者様は壁を崩くずさない程度に穴を開ける術すべも心得ているのだわ」

　そのとき、背後から声がした。

「宵よい本もと、くん……いい、です。なら……わたし、だけが、戦えば、それで……だから。ごめんなさい……あと、三秒だけ……ください」

　ぼくは椅い子すの力を抜かないように注意しながら半身になり、横目で砧きぬた川がわの様よう子すを窺うかがった。

　鮮せん血けつに染そまる床ゆかの中心。這はいずるようにうつ伏せ、砧川は長い黒髪で顔を覆おおい隠している。

「三……」

　口の中だけで呟つぶやかれる、小さく擦かすれたカウントダウン。それは、とても不ふ吉きつな音ね色いろ。

　切り落とされていない右腕を動かし、彼女は自分の鞄かばんを引き寄せた。

「二……」

　鞄の口を開けて、中から二つのものを取り出す。学生鞄とはあまりにも不ふ釣つり合あいな、鈍にぶく光る包丁と──捩ねじれた角を具そなえ、バラバラになった顔を浮かせる黒帽子。

　どちらも不吉。不吉がさらなる不吉と連れん鎖さし、そして数字は止まらない。

「一……」

「ひゃはは、やっとやる気になったか！　そうそう、これが何よりも儂わしららしい──お喋しやべりなど要いらぬ、ただ痛つう苦くがあればよい！　さあ想見イメージせよ、自じの痛苦を他たの痛苦を！　赤い汁だけでなく赤くない汁もどこぞの穴から垂たれそうじゃ、床を汚さんよう注意せんとな！　ヒヒッ！」

　アヴェイラーズは帽子の表面に浮かぶ唇くちびると瞳ひとみを歪いびつに曲げながら、いつもの不快な嘲笑ちようしようを声高に発している。砧川はその人じん外がいの帽子を頭に乗せ、それから包丁の柄えを握にぎり締しめた。

　それが。不吉の極限の、始まり──

「……ゼロ」

　刹せつ那な、砧川の姿が一いつ瞬しゆんだけブレた。それは彼女が現実と非現実との境目を通過したことを示す処理落ちだ。彼女が彼女ではないものへ変じる──人間のふりをしていたものがそのふりを止める、証明。その瞬間を契けい機きに、ここには人間がいなくなった。

　寝ね々ねは、子供姿の《ドゥオーフ》。ぼくは、銀ぎん髪ぱつの女姿の《翼人ラニアンシエ》。そして砧川は、退廃的に錆さびた鎖くさりを身に纏まとう、黒衣の《魔女ウイツチ》──

「メイコ！　いやはや好こう都つ合ごう、既すでに痛苦は用意されておる！」

　砧川が立ち上がる。だが、まだ足あし下もとが定まっていない。ふらりとよろめく身体からだ。それでも彼女は痛覚の氾はん濫らんに歪ゆがんだ瞳を寝々に向け、搾しぼり出すような声で叫んだ。

「……《下腕はエクステンデツド・瀑布漏る光窓へとカタラクト・捧ぐプサイ》！」

　同時。椅い子すとナイフを拮きつ抗こうさせるぼくと寝ね々ねの間で、光が生まれた。発生源はテーブルに積つみ重ねられた皿の上──つまるところ、先刻切り飛ばされたまま放置されていた砧きぬた川がわの左腕だ。

　その腕から染しみ出るように、あるいは腕を侵食するように、木の葉型をした光こう輝きの窓が平面的に展開される。だがそれが二次元だったのはほんの一いつ瞬しゆん。平面は唐とう突とつにその姿を楕だ円えんの光柱へと変える。その光こう熱ねつ波はが向かう先は、無む論ろんのこと、テーブルの向こう側にいる寝々だ。

　完全な不意打ちだ。砧川の魔ま術じゆつを知らなかった寝々に避よけられるはずがない。だが──

「……なんという、劣悪っ！」

　不意に、ぼくの腕にかかる圧力が搔かき消えた。ナイフが引き戻されたのだ。光熱波が寝々の胸元に食い込むより一瞬早く、ぼくは彼女の腕が十字に組み合わせられ、ナイフと共にその進路上に割り込むのを目視した。魔術をガードだと!?　無謀だ！

　接触──古タイヤを大リーガー百人が同時にバットで叩たたいたかのような、鈍にぶく重く籠こもる音。そして爆発になりそこねた爆風が周囲に炸さく裂れつし、店内を蹂じゆう躙りんした。横のガラス壁かべが割れ、テーブルがひっくり返り、鉢はち植うえが舞まい、ナイフが回転しつつ吹ふっ飛んで天てん井じようへと突き刺さる。

　暴ぼう力りよくの遊ゆう戯ぎ会かいは数秒で終しゆう息そくした。乱雑な音が途と絶だえ、ふと気付くと寝々の姿がない。間違いなく魔術は直ちよく撃げきした。四し肢しが爆ばく散さんし霧む消しようした、との結論になっても不ふ思し議ぎではない。

　だが否定文はひっくり返ったテーブルが下から押おし退のけられて明示される。立ち上がってきたのは、無論のこと、不ふ機き嫌げんそうに腕組みをする寝々だ。

「やってくれるわね、やってくれるのだわね。劣悪だわ。奇き襲しゆうはやはり悪にのみ許された特権階級的劣悪アタック。許すマジ」

「メイコ、集中を失敗しおったな!?　いくらなんでもあれで無傷などということはあるまい！」

「はぁ、は……ん、ご、ごめんなさい……何か、ちょっと、身体からだがおかしくて……」

　その会話に、はっと魔女を見やる。喪そう失しつした左腕で蠢うごめく肉は、ぼくたちにとっては自然な異変。おかしいのはそこではない──確たしかに、どことなく砧川の様よう子すが変だった。

　足あし下もとは相変わらず定まっていない。軽く背を曲げた姿勢のまま、身体が不安定に揺よう動どうしていた。肩で息をしており、剝むき出だしの肌が上下している。瞳ひとみは茫ぼうと半開きにされ、見つめているのはどことも知れぬ虚こ空くうだ。たまに大きく瞬まばたきして、慌あわててぼくや寝々に視し線せんが向けられるが、またすぐに焦点を失う──そんな頼りなさ。頰ほおの上気と荒い息は熱病の印象を抱かせる。

「砧川……お前、まさか、また反動が……!?」

「ん、はぁ……あ、え、いえっ!?　だ、大丈夫です、本当に。今の一発だけで、また反動がひどくなるなんてこと、は……ないと、思いますから。だから、ぜんぜん、平気で……多た分ぶん、血が一度に抜けて貧血みたいになってるだけだと」

　もう一度、大丈夫です、と言って、彼女はふらつきながらも背筋を伸ばす。寝々は腕を触ったり肩を回したりして、自分の身体の動きを確かく認にんしているようだった。

「あの……ですね。あの人が狙ねらってるのがわたしだけなら、宵よい本もとくんは、その、別に──」

「そういうわけにもいかんだろ。ぼくは壁かべの役目になっちまったらしいし」

「でも、宵よい本もとくんは。あの人と戦いたくない──あの人を殺したくないんでしょう？」

「む……まぁ確たしかに、ああいう普通じゃない愉ゆ快かい人間はぼくにとって保ほ護ごすべき珍ちん獣じゆうみたいなもんだからな。気分的にやりにくくはある」

　そう答えながら、ぼくはこの場にいる三人のスタンスを脳内で再さい確かく認にんした。

　蘭らん乱らん爛らん崎ざき寝ね々ねは悪である砧きぬた川がわを殺したいが、ぼくと敵対する気は（今のところ）ない。

　砧川は殺されたくないので、襲おそわれている現状、寝々とは戦わざるを得ない。

　そしてぼくは寝々と戦うことに躊躇ためらいがあり、砧川を殺されたくもない。なんというか……一応の相あい棒ぼうだし、借りがないこともないし、こいつも失うには惜しい愉快人間であるからだぞ。やれやれ、ぼくだけが矛む盾じゆんしてる迷めい惑わく因いん子しだってわけか。

「じゃあ、どうするんです？」

「そうだな。とりあえず──」

　滅め茶ちや苦く茶ちやになった店内。横手にある、割れたガラス壁。完全にダメージなしと診断したらしい寝々が一人満足げに頷うなずいて、こちらに向けて軽く足を踏み出す。

　矛む盾じゆんを解決する方法は、一つしか思い浮かばなかった。

「逃げよう」




　とはいえ、思いついただけでなんとかなるほど現実は甘くない。実際に達成できるかどうかが一番の問題であり──案あんの定じよう、それは簡かん単たんなことではなかった。

　なんとか鞄かばんを回収して喫きつ茶さ店てんを脱出し、人ひと気けのない細道に飛び込んですぐ。

「おい小僧、メイコ！　逃げるな戦え！　敵がわざわざ姿を現してくれておるのじゃぞ!?」

「はっ、はぁ……仕方ないです！　ほっとくと無関係な人達が一杯来ちゃいま──っ！」

　背はい後ごで交かわされていた喧やかましい声が不自然に途と切ぎれる。振り向いて見えたのは猟犬と兎うさぎが接触した一いつ瞬しゆん。いくらなんでも追いつかれるのが早すぎると思ったが、その理由が未いまだ本ほん調ちよう子しではなさそうな兎の千ち鳥どり足あしにあるのは明白であり──またそれ故ゆえに、勝負はその一瞬で決した。

　猟犬が兎に襲おそい掛かる。ふらつく足の砧川とは違い、寝々の動きは明らかに格かく闘とう術じゆつを知っている人間のそれだ。澱よどみなく滑すべるような足あし捌さばき。無む駄だな力の抜けた拳こぶしは握るよりも開いているほうが多い。何かの拳けん法ぽうだろうか。

　魔ま術じゆつを放つ余裕もない砧川が無む我が夢む中ちゆうに振り回した包丁を、寝々は手の甲で受け止める。そして刹せつ那なに身を屈かがめた。その重心移動で発はつ現げんした位置・運動エネルギーは腰と足の動きによって腕に伝でん播ぱされる。寝々自身の身体からだからすれば真横方向に繰くり出された拳は標的に当たる寸前で柔らかく開かれ、粘りつくような掌しよう底ていが苛か烈れつな衝しよう撃げき力りよくの最後の伝達者となった。それを受け取ったのは、無む論ろん、砧川の鳩尾みぞおちである。

　砧川は吹ふっ飛んだ。そうとしか表現できないほどに吹っ飛んだ。そして激げき突とつした先の塀へいを漫まん画がみたいに壊こわし、崩くずれたブロックをガラガラと全身に被かぶった。

　ともあれ、黙だまって見ている場合ではない。ぼくは鞄かばんを放り投げて二人の間に滑すべり込む。

「えらく頑丈な幼女様だ……肉体自体も強化されてるのか？」

「内力の槌つち。変身──顕化アピアランスだったかしら──すると自動的に振るわれるものよ。拙せつ者しや様の拡縮魔術スクイーズマジツクは基本的に《密度方程式の三要素をある程度独立して変化させられる》だけのものだけれど、当然、方程式に添ったほうが楽で自然なのだわよ。だからこれが拙者様自体の基本形。拙者様という物体の体積を小さくすれば自然と密度が増加するということね」

「特典付きか。羨うらやましい顕化アピアランスだな」

「知らないけど、人それぞれじゃないかしら。貴方あなたにだって一つくらい特典、あるでしょう？」

　ぼくは無言。何も馬ば鹿か正直に全すべての情報を相手に伝えることはない。

「繰くり返すけど、貴方。できたらそこを──」

「んっ、あっ、あああああっ……《第十指はファーナス・烈烈の罐へとフインガー・捧ぐテンス》！」

　それも奇き襲しゆうだった。ぼくの横を螺ら旋せん形けいの火か炎えん槍そうが通過し、無防備な寝ね々ねの腹に突き刺さる。

「っ!?　無理すんな砧きぬた川がわ！」

　慌あわてて振り返ると、まだ身体からだを半分がたブロックの下に残している砧川が嘔おう吐とと吐と血けつで口元を粘っこく汚しながら──包丁で自分の小指を切り落としていた。当然、そこも、汚れている。

「だい、じょぶ、です……それよりも、戦いたくないのなら、戦っちゃ、だめ、です……！　はあ……わたしが、なんとか、なんとか、しますから……」

「とは言え、悪はどう頑張ってもなんとかならないのが現実なのだわよ」

　まただ。寝々にダメージはない。この火炎の槍やりは刺さった後で爆ばく発はつする、かなり高威力の魔ま術じゆつのはずだ。なのに今回は爆発もせず──爆発もせず？　そう言えば、さっきの光こう熱ねつ波はも──

「くそ、さすがに不自然だ。お前……そのやたら頑丈な身体以外にも何かやってるな？」

「鋭するどい。ナイフのように鋭い男というのはこういうときに使う形容だったかしら？　ともあれ、ようやく効きいてきたようだわね。完全に回るのはもう少しかかりそうだけれど」

「何の話だ」

　寝々は答えず、道の脇わきにあった道路標ひよう識しきを見上げた。そして小さな声で、

「壁かべ、退どかないかしらね？　今ならまだわしわしで済ませられるのに」

「……退かないさ、きっとな。壁だってそう簡かん単たんには自分の役目を変えられないだろう」

「困ったものだわね。まぁ、一つだけ救いがあるとすれば──」

　寝々は不意に道路標識を手で摑つかみ、自分の片足を持ち上げた。そしてそれを何度も斜めに踏み下ろし、標識を根元からへし折る。

「悪の幹部も正義の味方も暫ざん定てい正義のひとも、身体は結構頑丈にできてるってことよね」

　違いない。ぼくは皮肉を込めて唇くちびるを歪ゆがめ、その一点で寝々と鏡きよう像ぞう関係になった。

「よい、もと、くん……っあ、はぁ」

「しばらく寝てろ、砧きぬた川がわ。時間を稼かせぐ」

「ごめ……んなさ……」

　それきり砧川の声は聞こえなくなり、代わりに帽子の舌打ちだけがぼくの耳に届いた。

「これも少し大きすぎるわね……【拡かく縮しゆく設定：外力の槌つち】【支配式イクエイシヨン設定：Ｄ＝Ｍ／Ｖフアンクシヨナル】【体Ｖ積値：減移】【密Ｄ度値：増移】」

　寝ね々ねの呟つぶやきに応じ、折り取られた道路標ひよう識しきが一回り小さくなる（それでも武器としては異常なほどに大きいが）。目的はただ扱いやすくするだけではないのだろう。質量を維持したまま体たい積せきを減らせば密度が、つまりは強度が増加する。それは単純な方程式の数学的性質だ。

「ふむ。さすが、さっきのナイフよりは簡かん単たんだわ」

　寝々は道路標識を腕や肩に回して弄もてあそんだ後、その先端を斜め下に向けて構えた。右手は根元に、左手は標識の中ほどに添えられている。槍やりの穂先には駐ちゆう停てい車しや禁止を示す×マーク。そこは薄うすい円えん盤ばんになっているので、刃物的な切れ味を示すであろうことは容易に想像がついた。

「では、劣悪ならず、正せい殺さつならず。少しばかり邪じや魔まな壁かべの排除作業を始めましょうだわ！」

　寝々が飛び込んできた。あまりに苛か烈れつな踏み込みのため、足下のアスファルトが破は砕さいする。カタパルトで射出されたかのような唐とう突とつな加速──瞬まばたきをすれば既すでにぼくは間合いの中にいる。一ひと際きわ重い踏み込みの音を合図に寝々の移動が止まり、蓄たくわえられた速度が手にした得え物ものに貸たい与よされた。標識の先端が左下方から弧こを描いて伸び上がってくる。

　椅い子すを身体の左側に突き出し、かろうじて防御。だが突進力を加味された斬ざん撃げきの威力は生なま半はん可かではない。ぼくは身体の危険信号が訴えてくるまま身を屈かがめ、標識とその威力に押される椅子をまとめて頭の上でやりすごす。

　流れた椅子の勢いを利用し、ぼくは地面についた膝ひざを支点にして強引に身体を回した。一回転しても円運動を止やめず、今度はこちらが斜め下から椅子の足を繰くり出して寝々の胴体を薙なぐ。だがその攻撃は素早すばやく引き戻された標識によって防がれ、接触の衝しよう撃げきを利用するように寝々の身体がさらに前に出た。戦せん慄りつすらも間に合わず、チャイナドレスの裾すそがぼくの腿ももを掠かすめて背はい後ごに移動。背中合わせのような姿勢から、ぼくの背に肘ひじ打うちが鋭するどく突き刺さる。

　背骨から伝わる激げき痛つうを嚙かみ締しめながら、追撃を避さけるため前転する。後ろから摑み技でも喰くらおうものならそれはかなり致命的だ。と思いきや──ガリ、とアスファルトが割れる音。見ると寝々が半身になったまま、あてずっぽうに標識を背中側の地面に叩たたきつけていた。

「む、いない。あれで倒れてないとは、割とタフね」

「摑み技どころか、いきなりトドメ刺す気満々じゃねぇか……くそ、恐ろしいな」

　攻勢に転じさせるのは危険だ。ぼくは椅子を威力ではなく速度重視で振り回す。ヒット面積の広い四本の足を横に縦たてに斜めに叩きつけ、隙すき間まが広い故ゆえに貫通力の高い突きを混ぜていく。寝々は道路標識を槍というよりは棍こんのように操あやつり、そのことごとくを弾はじき返していった。

「なんだかやりづらいわね。剣やヌンチャクとかなら対処法もわかるのだけれど……」

「そりゃいいことを聞いた」

　攻こう撃げきが強く弾はじかれ、椅い子すがぼくの手からすっぽ抜けたように宙を舞まう──が、それは意図的なものだ。好こう機きと見た寝ね々ねが僅わずかな大振りになったのを見み逃のがさず、ぼくは半回転してこちらを向いた椅子の足を狙い通りに摑つかむ。寝々にとっては想像の埒らち外がいだろうが、何も足で攻撃するばかりが椅子の能ではない。ぼくはそのまま、椅子の背板を寝々の頭部に振り下ろした。彼女が纏まとった一いつ瞬しゆんの油ゆ断だんは、回かい避ひも防御も不可能なタイミングを生んでいる。

　両手に伝でん播ぱされる硬い衝しよう撃げき。これで効きかないはずはない──と思ったが。

「っ……それはさすがに、ちょびっと痛いのだわよ」

　寝々は軽くよろめいただけだった。引ひき攣つった頰ほおの歪ゆがみでぼくはそれを糾きゆう弾だんする。

「は、ちょびっとか。卑ひ怯きようなくらいの頑丈さだ」

「大おお怪け我がしても来週には平気な顔で新たな敵と戦ってたりするのが正義の味方。頑丈なのはデフォルトよ、卑怯ではなくある」

　直後、寝々の足がぼくの腹にめり込んだ。中国拳けん法ぽうでは足技もインパクトのときに捻ひねるのだと聞いたことがあったが、その通りだ──螺ら旋せん運動によって衝撃が合理的に体内に注入され、酸さん味み溢あふれる胃液が不快感と共に喉のど元もとまでせり上がってくる。

　続いて、幼女の姿がくるりと躍おどった。道路標ひよう識しきを肩に担かつぐような姿勢で横回転。長い髪の房ふさが翻ひるがえり、標識が３６０度の円運動でぼくに襲おそい掛かる。近付きすぎた──避さけられない！

「が……はっっ!!」

　標識先端の円えん盤ばん、その×マークが峰みね打うちのようにぼくの胸を強打する。鋭するどい縁ふちで攻撃しないのが手加減か。だがぼくの損傷はその言葉とは似合わない。一瞬で体内の酸素がぼくを見限り、さらに胸の奥で小気味よく肋ろつ骨こつが折れる音が聞こえた。先刻の砧きぬた川がわと同じように吹ふっ飛ばされ、全身を塀へいに打ち付ける。その拍子にまた鋭い痛みが体内で発生。これが、九死に一生番組でよく聞くところの「折れた骨が肺に刺さって大問題」ってやつか。聞きしに勝まさる最悪だ。

　酸素不足と激げき痛つうで意識が朦もう朧ろうとしてきた。断続的な覚かく醒せいと睡眠の葛かつ藤とうが忙しい。

　──ああ、まずい。ぼくは死んでいるが、ここで死ぬわけにはいかない。エベネゼルはさっき鞄かばんと一いつ緒しよに放り出したままだ。なんと言ったか……そう、暫ざん定てい死しからの復活には奴やつの存在が不可欠、なのだ。ここで死んでしまえば、ぼくは二度と目覚められない……！

「さてさて、とりあえず邪じや魔まな壁かべに拙せつ者しや様が潜もぐれるくらいの穴は開いたようだわね。思ったより抵抗が激はげしかったので壁さんの正義暫定さらに下がって四割。ではイオ……いい？　うん、わかってるのだわ。そこの黒い子を正せい殺さつして悪エネルギーを吸い取る、と。浄化は大切よね」

　寝々がロケットと話しながら、焦あせる様よう子すもなく歩を進める。頭の上でくねったり伸び上がったりしながら、アヴェイラーズは聞き取れないほど口汚くぼくと砧川を叱しつ咤たしていた。

「うふふ、何を言っても無む駄だだわよ。無駄な足あ搔がきをするのは悪っぽくて凄すごくイイけれど」

　ぼくは立ち上がれない。息をするたびに、全身が「なんてむごいことを！」と一斉にブーイングする。じゃあどうしろってんだ。死ねってのか？　残念、それはもう済んでるのだ。とにかく立て。立ち上がり、椅い子すを拾い、もう一度寝ね々ねの前に立たち塞ふさがり──

　で、どうすればいい？　身体からだに氷が詰められる感覚と共に、その言葉が脳のう裏りに溢あふれた。

　ぼくと寝々は魔ま術じゆつで物品を強化し接近戦を行う、同タイプの代替魔術師ポステリオルマギスだ。そして単純に力量負けしている。真っ向からではどうにもならない。そう、どうにもならない……！

　背筋の冷汗が底なしの暗黒に変へん貌ぼうする気配けはいを見せる。

　漠ばく然ぜんとした恐怖感があり。重すぎる不安感があり。未来に対する閉へい塞そく感かんがあった。

　だが──ぼくは不ふ思し議ぎに絶望しない。混こん濁だくした思考の中、感じていた。どこか、その恐怖や不安が仮かり初そめだと信じる自分がいるような──救いとなるべき何かを忘れているような気が──

　支し離り滅めつ裂れつな思考を垂たれ流すだけの、朦もう朧ろうとしていた意い識しきが、そのとき一つの音を捉とらえる。

　硬質で。軽けい薄はくで。簡かん単たんで。だが決定的な、それは。

　銃の撃鉄が上がる音だった。




「え、なにか言った、イオ……後ろ？」

「purisazスリサズ！」

　銃弾が寝々の足あし下もとに穴を穿うがつ。次の瞬しゆん間かん、そこから無数の太い荊いばらがうねりつつ伸び出てきた。生せい誕たんを謳おう歌かする荊は寝々が持っていた道路標識に絡からみ付き、一瞬で深しん緑りよくの内に飲み込む。寝々は武器を取られまいと抵抗を試みるが、荊の侵食は寝々の手にも及んだ。荊が肘ひじにまで到達すると、寝々は仕方なくといった様よう子すで標識を捨ててそこから飛とび離はなれた。

　銃弾が飛んできた方向を、寝々はサンバイザーの下からじっと睨にらみつける。

「新たな悪の登場かしら？　飛び道具で奇き襲しゆう。ふむ、やはりこの眼鏡めがね黒くろ子こさんと同類だわ」

「落ち着け。とりあえず物ぶつ騒そうなものを置いてもらおうと思っただけだ。話をしよう」

「なるほど。悪は正義にこちらの水は甘いぞと一度は裏切りを持ちかけるものよね」

「何を言っているのかわからないが、私の言う話とは……まぁ、いろいろあるのだがな。軽い話から重い話まで。だが総合すれば」

　傍そばの家の屋根から飛び降りてきたエルフは、ふとぼくに視し線せんを向け──

　微笑するように自じ嘲ちようするように、軽く片目を歪ゆがませながら言葉を続けた。

「伝えたい選せん択たく肢しの話がある、というところだ」




　大人おとなびた美び貌ぼうに、滑なめらかな長い金髪。鼻の上には小さな眼鏡。ウェスタンなマントの下には、手足を覆おおう白い包帯が見え隠かくれ。尖とがった耳をここまで隠していただろうヘッドホンは、今は無造作に首に引っ掛けられている。手にしているのは、古めかしいリボルバータイプの拳けん銃じゆうだ。
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「私はレンテンシア・イズラデリという。君は？」

「拙せつ者しや様は蘭らん乱らん爛らん崎ざき寝々。立て込み中だから単刀直入に聞くのだわ。貴女あなたは悪かしら？」

　ちょっと待て、挨あい拶さつ代わりに致命的な二択をかけるな……！

　ぼくは彼女にその質問の重要性を伝えようとしたが、口を開いて出たのは激げき痛つうの気泡だけだった。くそったれ、早く治れ……肋ろつ骨こつを抜き取れば声が出るというのならそうしてやる。

「……何を言っている？　そんなことよりも、今大事なのは──」

「そんなこと！　ああ、なんと劣悪なことをおっしゃるのかしらだわ。イオの言う通り、これはどうも確かく認にんするまでもなく悪っぽそうね。これ以上に大事なこととは何なのかしらん？」

「何か知らないが……落ち着いて話をしよう、というだけのことだ。そう殺さつ気き立だつな」

「落ち着いて話ができるかどうかの第一歩がこの質問なのだわ。さあ答えなさい今答えなさい。というかもう大体わかったから確認ね。貴女は悪よね？」

　レンテンシアは呆あきれたように首を横に振る。それから投げやりな言葉で、言ってしまった。

「ふぅ──わからん。だが確たしかに、私は今まで褒ほめられることばかりしてきたわけではないからな。我われ々われの性質上、無関係な人間に迷めい惑わくをかけねば生きられないのも事実だ。だからもし、誰かが私を悪だと言うならばそれは受け入れざるを得ないのだろうが──」

「認めたわね」

　ぴしゃり、と寝々がレンテンシアの言葉を止めた。サンバイザーの位置を軽く調ちよう整せいし、小さな胸を張り──敵を睨にらみつける。細く長い呼こ気きと共に、彼女の身体からだの力が抜けていくのがわかった。アクセルを踏んだ瞬しゆん間かんに最高速まで到達できるように。

「オッケ、了解、完了。拙せつ者しや様は悪を正せい殺さつするのみ。始めるのだわ」

「待て、話を聞け！」

「さっきからそればかりね。選せん択たく肢しの話……とか言ったかしら。ああ、それはなんとなく不ふ吉きつな響ひびきがする言葉なのだわ。オマケで聞いてあげると、選択とは、何について？」

「……君は今、自身についての重大な情報に気付いていない可能性がある。先が見えぬことに変わりはあるまいが、『これから』を具体的な道筋として考えるためにそれは知っておくべきだ。だから、端的に言うならば──未来についての選択肢を伝える、ということになるか」

「ほう、未来について。ならば必要ない。なぜなら正義の味方は過去も現在も未来も常に正しい。故ゆえに正義の味方は未来に惑まどわず、一意的に正義の味方を続けるのが正しき道」

「そういう問題ではない！　いいか、まず君は自みずからの魔ま術じゆつの反動を──」

「そこにあえて選択肢を提示するというのならば。それは、拙者様に『正義以外の』可能性を付ふ与よすることに他ほかならない。正義を捨てろという存在、それすなわち悪！　当然自然に正当至極、正殺あるのみ！」

「く、何か話がずれているようだっ……！」

　寝ね々ねのエンジンが車体を前に弾はじき出し、疾しつ駆くの機き構こうを稼か動どうさせる。レンテンシアは不理解に眉まゆを寄せつつも、身を守るために拳けん銃じゆうを構えた。

　ぼくは喉のどに溜たまっていた血けつ塊かいを必死に吐き出し、震ふるえる足で立ち上がりながら叫ぶ。こいつとは積せつ極きよく的てきな協力関係にあるわけではないが……前の事件のときに少しばかり借りがある！

「近寄らせると、危険だぞ！　間合いを取れ！」

「わかった！　君はメイコについていろ！」

　銃口から打ち出される火炎球。寝々はレンテンシアを中心とする円を描くように走り、それを回かい避ひ。さらにエルフは続けざまに刻印魔術ルーンマジツクを連射して彼女を近付けさせまいとする。魔術は寝々の身体からだを捉とらえないが、寝々も間合いを詰められない。しかし膠こう着ちやく状態は長くは続かなかった。エルフの攻こう撃げきは構造的欠陥を抱えているのだ。拳銃は無限に弾たまが込められるわけではない。

　単純な六連装のリボルバー。最後の一発に至ったのか、銃撃のリズムが崩くずれる。一いつ瞬しゆん、躊ちゆう躇ちよの間。それを逃のがさず、寝々は身を低くして急きゆう激げきに方向転換、今度は一いつ直ちよく線せんにエルフへ向かう。

「残弾、撃うってみるとよさげ。外はずせば終わるのだわ──最さい期ごの絶叫台詞せりふの準備はいかが？」

「その必要はない。ōpilaオースイラ！」

　弾が打ち込まれる先は、寝々ではない。その足あし下もとだ。銃弾が地面を抉えぐったと見えた刹せつ那な、その部分が急激に盛り上がった。津つ波なみのように、火山の隆起のように、地ち竜りゆうの生せい誕たんのように。

　寝々がはっと身を起こし、跳ちよう躍やくする。だが不十分な体勢でのジャンプに加え、土つち壁かべの高さはおよそ五メートル。飛び越えられるものではない。寝々の足は土壁の上部を蹴けるに留とどまった。舌打ちを残し、身体を三み日か月づきのように反そらして後方宙返り。その瞬間、噴ふん水すいが収まるように土壁が高さを減じ──その向こうに見えるのは、弾丸のリロードを素早すばやく終えたエルフの姿。

「頭を冷やせ」

　銃弾の変じた火球が空中の寝ね々ねに直ちよく撃げき。およそ人間が撃うたれたものとは思えない鈍にぶい音を道連れに、その身体からだが地面へと落下する──だが、まただ。すぐにもぞもぞと起き上がってくる。

「なん、だと？」

「いったーい、のだわ……銃で撃たれていいのは犯罪者だけなのに、なんて劣悪」

　そんな問題発言を聞きながら、ぼくはとりあえずブロック塀べいの破は壊かい跡あとで倒れている砧きぬた川がわに近寄った。身体に乗ったブロックを退どけてから、その頰ほおを軽く叩たたいて目覚めを喚かん起きする。

「ったく、何なのじゃ、これは。またあの腐れエルフも出張ってきておるし」

　帽子が不ふ機き嫌げんそうに文句を言い始めてしばらく、うっすらと砧川の瞼まぶたが開いた。

「ん、あ……宵よい本もと、くん……どう、なって……」

「エルフ様が登場しただけで事態はあんま変わってない。立てるか？」

　砧川は荒い息をつきながら、まさに病人のように力なく立ち上がった。塀に肩をつけ、ぼーっとした目で二人の戦いを眺める。身体の損傷は治っているようだが、それ以外が全然治ってないぞ……どういうことだ？

　前方では依然、レンテンシアが寝々に刻印魔術ルーンマジツクを放ち続けている。首尾よく距きよ離りを開けたエルフがリロードを始めるのを見ると、寝々はやおら身を屈かがめ、近くにあったポストの根元を摑つかんだ。力任せにコンクリートから引き抜き、

「【拡かく縮しゆく設定：外力の槌つち】！」

　巨大化。不ぶ格かつ好こうな棍こん棒ぼう兼盾たてとなったポストを持ち上げ、寝々は怒ど濤とうの勢いでエルフに突進。

「ちっ、非ひ常じよう識しきな！」

　エルフは魔ま術じゆつを連射しつつ横方向に回り込む。途中でその視し線せんがぼくたちを捉とらえた。次に放つは先刻の荊いばらのルーンだ。得え物ものを巻き取られないために寝々が突進力を抑えた隙すきに、彼女はぼくたちのすぐ前に到達していた。「……どうだ？」という漠ばく然ぜんとした問いが、その背中から。

「非常識な、ていうツッコミには凄すごい共感するよ」

「冗じよう談だんは後だ」

　こちらを振り向かず言うレンテンシアの、マントの背中が揺ゆれていた。疲労か──あるいは。

　その通りだ、冗談を言っている場合ではない。

「逃げるしかないだろ。こいつはどうも調ちよう子しが悪いみたいだが、まぁぼくが引ひき摺ずってく──どうやって逃げるのか、てのが一番の問題だが」

「なりふり構っている場合ではないな。来い！」

　もう一度、大地のルーンで寝々を足止め。同時、レンテンシアは逆方向に走り出した。

「心の準備くらいさせろ！　とりあえず砧川、走るぞ！」

　半目で頭をカクカクさせていた砧川の手を強引に引っ張る。はっと起きるそぶりを一いつ瞬しゆんだけ見せた砧川だったが、その手に気付いてまたさらにぼーっとした表情になった。依然として辛つらそうなものの、同時になんとなく幸せそうな頰ほおの緩ゆるみもあり……ヤバげな含み笑いなども小さく聞こえる。前後不覚すぎてとりあえず笑うしかなくなった重病人、といった感じの危険な風ふ情ぜいではあったが、足は動いているので今は気にせず引ひき摺ずっていくことにした。椅い子すを逆の腕で拾い、幸運にも進路上に落ちていたぼくたちの鞄かばんをさらにその足で引っ掛けて掬すくい上げる。

　今までの細道から飛び出すと、そこは片側一いつ車しや線せんのそれなりに広い道路だ。夜よ闇やみが薄うすく広がり始めたこの時間、周囲に数人いる通行人や車の中からの視線が痛い。

　疾しつ駆くするエルフの行く先は、信号待ちで停車している大型トラックだ。彼女はそのすぐ後ろにいる軽自動車の運転手が向けてくる怪け訝げんな目も気にせず、後部扉とびらの取っ手を使ってコンテナに登り始めた。途中、屋根を摑み損ねて落ちかけるアクシデントもあったが、ぼくたちが辿たどり着いたときには彼女は既すでにコンテナの上。あれに乗れってことか。

　レンテンシアが屋根から手を伸ばしてくれていたので、ぼくはまず砧きぬた川がわのケツを押し上げて（「ひゃん!?」という素すっ頓とん狂きような悲鳴は聞こえない）彼女を送り出した。それから、邪じや魔まな椅子に苦労しながら自分もコンテナに這はい上がる。

　とりあえず周囲の視線は無視して、今までいた細道のほうを見やる。信号が青になり、鈍どん感かんなドライバーがアクセルを踏んだのと同時、ポストを抱える寝ね々ねがそこから飛び出してきた。

　レンテンシアが二、三発、牽けん制せいの銃弾を撃うつ。そこで弾たま切ぎれか、リロード。マントの下から弾丸を取り出し、その一つを指先で摘つまみ──止まった。指先の震ふるえを、ぼくは目にする。

「……っ。舐なめる、な……！」

　数秒後、唇くちびるを嚙かんだレンテンシアが再び動きを取り戻し、再さい装そう塡てん終了。トラックがスピードに乗り始める。道交法違反万ばん歳ざいだ。だがそこで、寝々はポストを歩道に放り出し、無謀にも疾しつ走そうを始めた。どう考えても追いつけるわけがない──と思った瞬しゆん間かん、その矮わい軀くが車道に向かってジャンプ。ぼくらの後ろを走っていた軽自動車の屋根に軽く飛び乗った。ドライバーはコンテナ上のぼくたち三人娘を窺うかがうのに夢中で、それには気付かなかったようだ。

「大丈夫だ。ここには飛び移らせん。いかに頑丈だろうとも、衝しよう撃げきまで吸収できるわけではないらしいからな。跳ちよう躍やくした瞬間に撃ち落とせる」

　寝々はレンテンシアの銃口を見、跳躍しても無む駄だだと悟ったらしい。今はどこか不満げに腕組みした姿勢で、ぼくたちをサンバイザーの奥から見上げていた。

「……悪は絶対に逃がさないのだわ」

「残念だが今日きようのところは逃げさせてもらう。とても話ができる状況ではなさそうだからな」

「ふむ。今日のところは。それはかなり悪っぽい捨て台詞ぜりふね。だけど安心するといいわ。その台詞を発した者は、次に必ず敗れるという法則があるもの。今も同じ。今日は、もともと──」

　真横に靡なびく長いポニーテールを引き摺り、頭を僅わずかに動かせる。ぼくを見たようだった。

「もともと、そっちの壁かべさんを見つけてイレギュラーに始めたもの。拙せつ者しや様の準備も足りなかったし。だからここでは追わないけれど、繰くり返すのだわ。貴女あなた達は決して逃げられない」

　何な故ぜだね、というエルフの問いに、寝ね々ねの肩が愉ゆ快かいそうに震ふるえる。

「拙せつ者しや様の──《ドゥオーフ》の工房には、基本的にモノを打ち直す槌つちしかないのだわ。自分は別として、他ほかの生物に関かかわる道具なんてない。けれど、たった一つだけ例外がある、ということよ。話は変わるけど、銀ぎんはあまり毒っぽくないのだわよね？　でも水銀には凄すごい毒がある。銀の上に水ってつけただけなのに。だったら……もしも、水銀以上のナントカ銀があるならば、それはとてもとても凄い毒を持っているのではないかしらん？」

　銀と水銀は全く別物の物質だ。というツッコミをわざわざするほど、ぼくは野や暮ぼではない。

　何か──ひどく重要なことを話しているような、そんな気がした。

「何を言っているのだ？　そろそろ私は家に帰らせてもらいたいのだが」

「その毒の効果は簡かん単たん。そのたった一つの毒をもってして初めて、モノにしかできなかったことがイキモノにもできるようになる。ただ一つの楔くさびにて打ち込む毒は、鍍金めつきの如ごとく生物を覆おおい尽くす──だから拙者様は、それを使うときはこう言うのだわ。【拡かく縮しゆく設定：外力の楔】【支配式イクエイシヨン設定：Ｄ＝Ｍ／Ｖフアンクシヨナル】【妖精銀ミスリル：鍍金プレーテイング】」

　はっと目を細めたレンテンシアが銃口を引き絞り、だが寝々の声は止まらない。

「ああ、勘違いしないでほしいのだわ。この言葉に意味はないの。だって──残念ながら、既すでに楔は打ち込まれているのだわよ」

　無数の雹ひよう弾だん。腕で防ぐ寝々の動きが止まった隙すきに、レンテンシアは次に軽自動車に向けて同じ弾丸を放った。尖とがった雹は呆あつ気けなくタイヤをパンクさせ、運の悪いドライバーの混乱を生み出す。道路に火花が散り、急ブレーキの音と共に、寝々が後方に置き去りにされていく──

「……逃げられないのだわ……」

　屋根の上に仁に王おう立だちのまま小さくなるシルエットから、そんな声だけが最後に聞こえてきた。




　ぼくは顕化アピアランスを解きながらコンテナの上に座り込んだ。やれやれ、だ。

　寝かせておいた砧きぬた川がわはもはや完全に眠り込んでしまっている。無む論ろんそれは安らかなものではなく、荒い息と頰ほおの紅こう潮ちようを伴う、何かとの交戦に等しい眠りだ。

　ひどく、不ふ吉きつな予感がした。胃の奥で、ぼくのものではない何かの鼓動を聞いたような。

「かっ……メイコはこの間から寝てばかりではないか。儂わしの代替魔術師ポステリオルマギスのくせにこの体ていたらく、ほんに情なさけないのぅ……ともあれ、エルフから目を離はなすなよ、小僧。いくら無害ぶっておっても、いつ心変わりして儂らに襲おそい掛かるかわからん」

　アヴェイラーズの声に、ぼくは顔を上げ──未だコンテナの縁に立ち、腕を伸ばして拳銃を構えたままのレンテンシアを見る。

　彼女は無意味に敵のいなくなった虚こ空くうを見つめ、腕を伸ばし続けている。表情はない。だが見ていると、緩かん慢まんにその目が細められた。微かすかに俯うつむき、一回だけ、大きな深呼吸をする。

「……っ、ふ」

　声が漏もれた。レンテンシアの視し線せんが初めて動く。虚こ空くうから──自分の右腕へ。

　そして、ひどく唐とう突とつに。その姿勢のまま、彼女は笑い始めた。

「ふ、ふふふふ。くっ、は、はははははははははははは！」

　傍はたから見れば、それは確かく実じつに彼女がイカレとしか思えないような突然さ。だが彼女は満面の笑えみを浮かべ、ぼくが今まで見たこともないほどに明るい──そう、どこにでもいるただの少女のように──気持ちよさそうな、笑い声をあげているのだった。

「あはは、あははははははは！　はは、はぁ……は、は、は」

　それから彼女はゆっくりと左手を動かして自分の右腕を摑み、その右腕の関節を僅かも曲げないまま、まるで機械のレバーを引き下ろすような仕草でマントの下に仕舞った。

　数十秒ほど、彼女はそのまま遠くを見つめていた。風がマントをはためかせ、包帯に包まれた四し肢しの存在をぼくに再さい確かく認にんさせる。

　そして振り向いた顔は、いつもと同じ。さっきのような馬ば鹿か笑いではない──落ち着いた、老成していると言ってもいい、優やさしげな微笑ほほえみ。ぼくの口が問いを勝手に発した。

「これから、どうすんだ」

「しばらくこのまま距きよ離りを稼かせごう。この車は北に向かっているようだな……丁度いい、北の山の辺あたりに私が使っている住居がある。そこまで行けば先刻の彼女にも探知されないだろうし、メイコを休ませるにも都つ合ごうが良かろう。なに、ここまで来れば一いち蓮れん托たく生しようだ」

　それは、間違った答えだった。ぼくが意図する問いの答えではない、曲解されたもの。

　だがぼくは何も言わなかった。

　コンテナの上に座り込んだレンテンシアは、マントで全身を包み、目を薄うすく閉じている。聖者の瞑めい想そうのように。唐とう突とつな笑いの意味について触れられることを、拒絶するように。

　……繰くり返そう。

　ひどく、不ふ吉きつな予感が、していた。




　彼女の隠かくれ家がは、境さかい森もり市しの北部にある山──その中腹にある寂さびれた神社だった。寂れた、というよりは、打ち捨てられた、と言ったほうが正せい確かくかもしれない。ここに至るまでの山道は荒れ放題で、一見獣けもの道みちにも見えかねないほどの細さ。もう日が暮れていることもあり、後ろ手に椅い子すと二つの鞄かばんを持って（レンテンシアが持とうと言ってくれたのだが、導き手ナビゲータ達は舌を嚙かまんばかりに抵抗した）さらに砧きぬた川がわを背負っているぼくにとっては苦行以外の何物でもない行程だった。やっとこさ境けい内だいに辿たどり着いても、そこには明かりの一つもない。木板で至るところが打ち付けられている、廃屋のような本殿が玉たま砂じや利りの奥にのっそりと聳そびえているだけだ。

　本殿の脇わきを通って奥に行くと、そこにはプレハブ小屋があった。曇くもりガラスの引き戸を開けて中に入る。エルフが壁かべをまさぐると、十畳ほどの空間が蛍けい光こう灯とうの光に照らし出された。

「なぜか電気や水道も来ていて助かっている。毛布はそこだ。他ほかのものも好きに使うといい」

「……悪いな」

「どうということはない……さて。私は少し外に出てくる。気にせずやってくれ」

　エルフの姿がなくなったプレハブ小屋の中を、ぼくは改めて見回した。まず土間があり、そこから先は一段高くなったカーペット敷じきの床ゆか。簡かん易いシンクの脇わきにはガスコンロもある。ここはおそらく元社務所なのだろう。机や椅い子すはなく、全体的にがらんとしたものだったが、隅すみには小型テレビがあった。きっとこれで日本贔びい屓きのエルフ様は時じ代だい劇げきでも見ているに違いない。

　部屋の中央に砧きぬた川がわを寝かせる。さっき一いつ瞬しゆんだけ起きたときに顕化アピアランスを解いたので、もう制服姿だ。その上に毛布をかけ──さて、どうしよう。誰だれかを看病した経けい験けんなどないぞ。

「うーむ」

　適当にタオルを濡ぬらして砧川の額ひたいに乗せただけでやることがなくなった。薬という言葉が頭に浮かんだが……何の薬だ？　そもそもぼくたちに効きくのか？

　奇跡的に手放さずに済んだ鞄かばんからノートＰＣを引っ張り出してみる。

『魚ぎよ游ゆう釜ふ中ちゆうの危き機きを脱し、難なん敵てきから逃のがれられたのは僥ぎよう倖こうである。だが汝なんじはその敵を打破せねばならない。機き略りやく縦じゆう横おう、今から勝利のための策を熟じゆつ考こうしておくべきで──』

「あーあーそれはあとでな。今聞きたいのはぼくたちに薬って効くのかということなんだが」

　ブルマ少女はぼくをじっと寝ね惚ぼけ眼まなこで見つめた後（絶対に呆あきれたのだと思う）、吹ふき出しに短い単語を表示した。『無効果』、と。

「小僧よ、何を間抜けなことを言っておるか」

　砧川の鞄の中からも、アヴェイラーズが嘲あざけりの言葉を返してきた。これも、短く。

「死者は病やまいに罹かからぬ」

　……では、今のこの状況は何なのだ？

　あくまでも静的なプレハブ小屋の中を、思考を白紙にしたまま隅々まで視し線せんで掃除する。この世界の動きのなさはまるで時間が止まっているようで、ぼくにとっては好ましいものだった。時間が止まっていれば、少なくとも事態がこれ以上悪くなることはない。

　だが時の不停止は視覚ではなく聴ちよう覚かくによって証明されていた。時計とけい代わりに聞こえるのは、すぐ近くにある砧川の寝息だ──ああ、それなりに落ち着いてはきているようだな。時間が一番の妙薬ってことか。普通でつまらない真理だが、今は最低に最高だ。

　砧川の顔を見つめる。寝顔を見るのは初めてだ、ということに気付いてなんとなく気き恥はずかしくなった。死に顔なら見たことあるんだが。

　砧川から目を逸そらしたのを契機に、気になることがあったのでぼくは立ち上がった。

「落ち着いたようだし、散歩してくる。エルフ様見つけたらエルフ薬でも持ってないか聞いとくさ。何かあったら大声で呼べ」

「おい、儂わしをメイコの頭に乗せていけ……それと、あの女は探すまでもなくすぐ近くにおるぞ」

　鞄から引きずり出したアヴェイラーズを砧川の頭にぽんと落としてやる。外に出ようとすると、エベネゼルがＰＣで短いメロディを鳴らした。連れてけということなのだろうが、

「すぐ近くにいるんなら別にいいだろ、面めん倒どう臭くさい。何かあったら死ぬ前に戻ってくるさ」

　問題児っぽく聞き流すことにする。古臭いガラス戸を昭和的な音で滑すべらせて外へ。

　山の夜や気きは絵の具をぶちまけたら世界中をその色に染められそうなほど澄すんでいて、先刻破は壊かいされた肺に程ほどよい癒いやしを与えてくれた。森の匂においのする風は十月ということもあって肌寒い。詰つめ襟えりのホックを閉じ、無目的に一歩を踏み出したときだ。頭上から声が聞こえた。

「澪れい。メイコはいいのか？」

「……多た分ぶんな。ほっときゃ治りそうだ」

「それは重畳ちようじようだ──暇ひまならば上がってくればどうだ。良い空が見えるぞ」

　小屋の後ろに立て掛けられていた梯はし子ごで屋根に登ると、あぐらを搔かいて座っているレンテンシアの姿があった。小さな箱はこを膝ひざに乗せ、何やら細かい作業をしているようだ。

「何やってんだ？」

「第一目的は、星ほし見みだ。今日きようは良い星が出ている」

　ふぅん、と適当に返事して、ぼくも横に座る。そこで気付く、小さな徳利とつくりと猪ちよ口この存在。

「どうだ一いつ献こん。君はいけるクチとみたが」

「ハハハ何を仰おつしやいますやらぼくは未成年ですよいただきます」

　注・未成年の飲酒は法律で禁止されています。ただし死人には適用されません。

「んっ、と……辛から口くちで美う味まい。にしてもとことん和風だな。そんなに日本が好きなのか？」

「好きだな」

　どうして、と問うと、彼女の肩が揺ゆれるのが見えた。

「理由を問われても困る。いろいろあるさ。目に見えてわかる四季とか、豊かな自然の恵みを利用した食事とか、騎き士し的てきなサムライの生いき様ざま描く時じ代だい劇げきだとか──」

　笑うところだろうか。この人は真ま面じ目めな顔で面おも白しろいことを言うので判断が難むずかしい。

「しかし、そうだな。初めて来たときの印象が強かったのかもしれない……今から何十年も前のことだ。当時、この国は今まさに大きな戦争を始めようかというときでな。あまり長なが居いはできなかったのだが……いや、驚おどろいたよ。この国の人々に」

「その頃ころはもうチョンマゲもない時代だぞ。何に驚いたんだ」

「この国の人々は神を信じていて、同時に信じていないということに、だよ。ここでは、神仏を信じてはいるが、それを心の拠より所とはしていない人間が大半だ。人じん知ちの及ばぬ──つまり自分の力ではどうしようもなくなったときだけに、初めて神の名を口に出す。つまり神はもとより運命そのものであり、けして頼るものではないのだ。それは、食事の前に祈りを捧ささげ、日にち曜よう日びには欠かさず教会の礼拝に行くような──ヨーロッパしか世界を知らなかった小娘にはとても衝しよう撃げき的てきなことだったのだよ。彼らがとても強い存在であるかのように思えた」

「……強い？」

「そうだ。小娘には──私には、自分を終えたときに思ってしまったという事実があった。神に裏切られた、とね。あれだけ敬けい虔けんに信じていたのに、どうしてこんな過か酷こくなものを与えたのか。どうして救ってくれなかったのか、と……私にとって神は見返りを求める存在であったが、彼らにとってはそうではなかった。それはとても真しん摯しで、気け高だかく、潔いさぎよい──それこそ、まるで騎き士しのような強い生き方に思えたのさ」

　静かな言葉を続けるレンテンシアに、ぼくは軽く肩を竦すくめて言った。

「残念だが、宗教はよくわからんね……どっちがいいとか悪いとかいうもんじゃないだろ」

「そうだな。私にとっては新しん鮮せんだった。だからこの国の人々に憧あこがれた。ただそれだけのことさ」

　彼女は、私も貰もらうぞ、と断ってから、ぼくも使った猪ちよ口こに酒を注ついでくいと呷あおった。それからまた手元の作業に戻る。見ると──それは細いナイフを使って、小さな金属塊かいに傷をつけているのだった。つまりは、弾丸に。入手経けい路ろは聞かないほうが身のためだろう。

「刻印魔術ルーンマジツク、ね。んなアナクロなやり方で作ってたのか」

「第二目的だ。今日きようはかなり消費してしまったからな。その場で対象に刻んでもよいが、タイムラグがあるし、使い方が限定されてしまう。意外と面めん倒どう臭くさい魔ま術じゆつさ」

「今日見て思ったが、割と種類があるんだな。搦からめ手てが選えらべるのは羨うらやましい」

「確たしかに、君の祝福魔術ブレスマジツクに比べれば戦法の幅は広いだろうな。主おもに使う火炎や氷の具ぐ現げんルーンの他ほかに、闇滓アンシイで仮想生命体を構こう築ちくする召しよう喚かんルーン……」

「格かつ好こういい響ひびきだ。ゲーム的な発想で聞くが、あれか、魔ま獣じゆうとか喚よべるのか」

「いや。農作業のための馬や牛などだが」

「……牧歌的で素す晴ばらしいですな」

「後は、呪じゆ法ほうルーン──漠ばく然ぜんとした効果を齎もたらすルーンだ。搦手と言えば一番の搦手だ。たとえば、この弾丸に刻んでいるのは」

　と、レンテンシアが膝ひざの上から一つの銃弾を摘つまみ上げる。月明かりで目を凝こらせば、そこには簡かん単たんだが印象的な幾き何か模も様ようが刻まれているのがわかった。

「Iruwazイルワズのルーン。眠り在あれ、という意味だ。これで傷つけた者を眠らせる効果がある」

「……やばいな、ぼくは天才だったのかもしれん。頑丈幼女を大人おとなしくさせる術にたった今心当たりが生まれたぞ。遠えん慮りよなく賞賛してくれ」

「それは素晴らしい、感服した。ところで無関係に独ひとり言ごとを言うが、これは敵にはほとんど通用しない。効果が概がい念ねん的てきなだけに、強い意志で抵抗レジストされれば完全に無意味になるのだ。戦いながら眠気に負ける敵がそうそういると思うか？」

「ぬか喜びに乾杯。わかってたがやはりぼくは役立たずの阿あ呆ほうだった。今日からミドリムシを崇拝することにしよう。光合成できるだけで彼らはぼくよりも立場が上」

「そう自分を卑ひ下げするな。結局のところ、これは味方の麻ま酔すい代わりがせいぜいだな。言っただろう？　それほど便利でもないし、意外と面倒臭い魔術なんだよ……ぬか喜びに乾杯」

　強い日本酒が喉のどを熱あつくし、喋しやべるのも億おつ劫くうになって、ぼくはなんとなく頭上を見上げた。ここに至って初めて、天の存在を意い識しき的てきに目に入れる。なるほど、山の夜空というのは格別だ。紺こん色いろの海に漂ただよう、矮わい小しような光の群れ。普通と特別の同どう棲せい。ぼくの嫌いなものと好きなものが混ざり合った、混こん沌とんの海うな原ばらだ。くだらないと唾つばを吐くのと全く同等に、届かない光こう輝きに憧あこがれの手を伸ばす。そんな矛む盾じゆんに満ちた心境が、ぼくの胸の奥を不安げにざわめかせていた。

　弾丸に刻こく印いんを刻んでいたナイフの音が止やみ、代わりに、彼女の金髪がマントに擦こすれる音。

「ああ……星は綺き麗れいだな」

「なんて普通な台詞せりふだ。捻ひねりが足りないぞ」

「ふふ、君はどうも『普通』が嫌いなようだな。そんな君の感想はどうだ」

「星ほし屑くずほど素す晴ばらしいクズはいない、ってところか」

「なるほど、さすがに捻くれている」

　飄ひよう々ひようと言って、レンテンシアは肩を小さく震ふるわせた。

　それから──盃さかずきを持った手を、星空に向けて伸ばす。ぽつりと、言った。

「こうして見ると届きそうなのだが……やはり、届かない、のだな」

「メルヘンチックに当たり前なことを。あれは誰だれもが憧れて、でも手の届かないものの筆頭だぞ。届いてはいけないのだ。なぜなら届いたらみんなが家に持ち帰って、夜空が真っ暗になってしまうからだ。どうだ、このメルヘンチック返し」

　ああ、とレンテンシアはこちらがいたく傷つく適当な吐と息いきで返事をした。

「憧れ、しかし手の届かないものの筆頭、か。私にとってそれは故郷であり、かつての平和な日々であり、そして──喪うしなわれてしまった、私自身だ。ああ、ならば……つまるところ、還かえる場所、ということになるのかな。私にとっての、あの星々は……ふ、これは少し感傷的に過ぎるか。いかんいかん」

「その支し離り滅めつ裂れつな発言にはこう思わざるを得ない──酔っ払うエルフってレアだな、と」

「何を言う、酔ってなどいない……不ふ思し議ぎだな。君と話しているとどうも奇妙な気分になる。私にとって、君が特別な君だからか」

　そう言われて悪い気はしないが、その言いい様ようはちとどうかと思うぞ。胸中でそんなツッコミをして生まれた間を誤解したか、レンテンシアが夜空に対して軽く頰ほおを緩ゆるませる。

「忘れてもらっては困る。君は私の選せん択たく肢しを伝えることができた、唯ゆい一いつの成功例なのだ」

「別に忘れてはないけどな」

　そうだ、忘れることなどできない。砧きぬた川がわがまだ知らない、このエルフがぼくだけに伝えた選択肢のことを──そう、ぼくだけに。なぜ、ぼくなのだ？

「唯一、か。前にも聞いたかもしれんが、今まで伝えられた奴やつ等らはいなかったのか」

「いなかった」

　視界の端で、包帯に包まれた手が猪ちよ口こを慈いつくしむように弄いじっている。

「前回の励起節エキサイテイシヨンで出会えた代替魔術師ポステルオルマギスの数がそう多くなかったのもあるし、基本、我われ々われは敵同士だ。襲おそい掛かられるのが常で、やっと話をする機き会かいが得られたと思えば、それは私を殺す罠わなだったことが何度もあった。伝えても何かの策略だと信じてもらえないことも多かった……結局のところ、本来ならば人の話など聞く余裕はないのだよ。今を生きるだけで精一杯の代替魔術師ポステルオルマギスはな。それでも君に伝えられたのは幸運だ。どうしてだろうな──」

「ぼくは例外とかイレギュラーとかいう言葉に無条件で惹ひかれるタチでね」

「納なつ得とくしたよ」

　苦笑の気配けはい。それを最後に言葉が途と切ぎれる。沈ちん黙もくに導みちびかれるように、ぼくの意い識しきは彼女から伝えられた未来──そしてそれに関かかわる現在のことに集中していった。導き手ナビゲータと代替魔術師ポステルオルマギスの意図が複雑に絡からみ合っている現状。それぞれの抱く問題が、それをさらに混こん濁だくさせている。

　導き手ナビゲータの目的は種しゆの復活であり、他ほかの根源闇滓ルート・アンシイの奪だつ取しゆだ。問題は、肉体を失った導き手ナビゲータ自身には戦せん闘とう力りよくが皆かい無むなため、現地調ちよう達たつした代替魔術師ポステルオルマギスを操あやつらなければ目的が達成できないこと。つまりはいかにして自分の代替魔術師ポステルオルマギスの手た綱づなを握り続けるか、である。

　一方、代替魔術師ポステルオルマギスの目的は単純。終わった生を続けること。

　その続け方が問題だ。大まかにわけて……三パターンほどがある、のだろうか。そしてそのそれぞれについて、簡かん単たんには選えらべない理由が存在する。

　一つ目。このまま導き手ナビゲータの言いなりになって、根源闇滓ルート・アンシイのために戦い続ける。だがここには、最終的に身体からだが奪われてしまうかもしれないという可能性がある。

　二つ目。言いなりにはならず、抵抗する。デメリットは、誰だれかの根源闇滓ルート・アンシイを奪わなければ反動は進行していく一方で──しかも導き手ナビゲータの意思でぼくらが死体に戻される危険性がある、ということだ。奴やつ等らがぼくたちを代替魔術師ポステルオルマギスにしたのは間違いがないのだから、できるかできないかで言えばおそらくできるのだろう。具体的な方法などは知る由よしもないが。

　そして三つ目。導き手ナビゲータを殺す。レンテンシアはこの道を選び、そして……自みずからの身体で証明してしまった。顕化アピアランスが解けなくなる、という最悪の結果がこの道の先に待っていることを。

　他にも、世界の闇滓アンシイ量が底上げされている励起節エキサイテイシヨンが終われば、自動的に導き手ナビゲータはどこかに根源闇滓ルート・アンシイごと引き上げる（やはりぼくらは死体に戻されてしまう）という話もあるが、今の励起節エキサイテイシヨンが何年何十年続くのかは誰だれにもわからないらしいので、これは今気にしても無む駄だだろう。

　ともあれ、今ぼくに見えている道はこの三つくらいだ。この中からどれを選えらべばいいのか、それともまだ見えていない別の道があるのか……ひたすらに、わからない。頭が痛くなるな。

「それで」

　ぼくが沈黙の中に何を考えているか、彼女にはお見通しだったのだろう。

　何かに遠えん慮りよするかのように、エルフは小さな声で聞いてきた。

「……未来についての指針は、僅わずかでも立ったかね？」

「さぁてね。正直なとこ、全然わからんよ。考え中さ」

　ぼくは溜ため息いきを吐つき、正直に答える。そうか、とレンテンシアは呟つぶやいた。

「私には上う手まい助言はできないし、君の答えを操そう作さする資格も権利もないのだとは思うが」

　そんな前置きがあって、言葉は続く。

「一つだけ言っておきたいのは──焦あせるな、ということだ。ゆっくりと、時間をかけて考えて……そして確かつ固こたる意志を持って、自らの未来は選ばねばならない」

「いや、そんな当たり前のことは言われんでもわかってるつもりだが──ま、人生の先達の言うことは素直に聞いとくよ。了解だ」

　鼻から息が漏もれる音が聞こえた。顔を横に向けると、目が合う。

「そうだな。当たり前のこと、だな」

　レンテンシアは、笑っていて。

　けれどもなぜか、その顔はどこか自じ虐ぎやく的てきに歪ゆがんで見えた。




　そんなこんなしていると、森のざわめきが耳につくようになってきた。

「風が冷えてきたな。星ほし見みはここまでにするか」

　弾丸をマントの隠かくしポケットに詰め込み、レンテンシアが徳利とつくりを抱えて立ち上がる。が、ふと何かを思い出したように彼女は動きを止め、ぼくを真顔で見つめてきた。

「と、そうだ、色々質問されたので逆に思い出したが。私は君に問いたいことがあった」

「恥はずかしい夜系の秘密以外なら答えてやるぞ」

「では端たん的てきに聞く──君の目的は何だ？」

「……どういう意味かわからん」

「巨マ視ク的ロな意味で、だよ。たとえば私の『選せん択たく肢しを伝える意志』のように──現在に必要なもの。つまり今、自分がここに在る目的。君にとってそれが何なのか、知りたいと思ってね」

「そんなものはないよ。惰だ性せいだ」

「そんなはずはない。未来には選択肢が、そして現在には目的意志が必要だと私は信じている。特に、一般的な生から脱だつ離りしてしまった私達にとっては。言いい換かえるか？　死んでいる私達には、何よりも生きる目的が必要だと思うのだ」

　そう、なのだろうか。とはいえ、自分がわかっていないことを他人に教えられるわけはない。

　彼女は、黙だまっているぼくをじっと見て──しばらくしてから、目を細めた微笑で頷うなずいた。

「いや……いいよ。何となくわかった。自分では気付きたくないことなのか、あるいはその解を探すことこそが目的なのか。君はまだ途上なのだな」

「なんか、未み成せい熟じゆくだと言われてるみたいでいい気分じゃない」

「気にするな。途上とは、まだ先に進める余地があるということだ。ある意味、羨うらやましいよ」

「んな哲学的なこと言われてもな……じゃあ、砧きぬた川がわはどうなんだ？　その目的意志ってやつは」

　何だって？　とレンテンシアは目を丸くした。それから軽く唇くちびるを曲げ、

「それこそ、気付きたくない、のかね？　私は見てすぐにわかったよ。彼女の『今ここに在ある目的』は、とても彼女らしく、とても少女らしい、素敵すてきなものさ」

　ぼくは妙に楽しそうな顔のレンテンシアに対して両手を挙あげた。

「ギブアップだ。哲学問答にも風の寒さにも。早く降りよう」

　ぼくは率先して梯はし子ごを降りる。だが首から上だけを屋根に残したところでぼくは足を止め、名残なごり惜しそうに空を見上げていたレンテンシアに向けて言った。

「おう、しまった。もう一個質問を思いついてしまったぞ。次はぼくの質問ターンのはずだから、いいよな？　なに、たいしたことじゃないんだが」

「いいとも。何だね？」




「あんたの身体からだ、あとどれくらい持ちそうだ？」




　レンテンシアは、顔をこちらに向けなかった。

　夜空を眺めたまま。金髪とマントを風に靡なびかせたまま。

「……どういう意味か、わからないな」

　ぼくは、それ以上、追及しない。ただ、言った。

「そうか。一応、提案だ……面めん倒どう臭くさい魔ま術じゆつは今後使わなければ面倒臭くなくなるぞ、てな」

「いかに面倒臭いとはいえ、そういうわけにもいかないさ。今日きよう、丁度──新たに選せん択たく肢しを伝えるべき相手を見つけたところだ。最後まで、私は役割を続けるよ。なぜならそれが私の目的意志だからだ」

「これは砧きぬた川がわ専用言語だったんだが、特別だ。あんたにも贈おくる──アホだな、と」

　鼻から息を漏もらすだけの彼女の苦笑を聞き、ぼくはどこか苛いら立だたしい胸中で梯子から地面に飛び降りた。まったく、ぼくの周りにはアホが多すぎる。何が目的意志だ。くそったれ──

　と、そのとき。ぼくの心しん臓ぞうを跳はねさせる事件が、不意に起こった。

　もう一人のアホが力の限りに放つ、悲鳴だ。

「き、きゃあ、きゃあ、きゃああああああああああああああっ!?」

「メイコ、何じゃ、何がどうなっておるーっ!?」

　同感だ、何が起こった？　敵てき襲しゆうか、それとも──

　ただならぬ悲鳴に、レンテンシアも屋根から飛び降りてくる。ぼくはプレハブ前に置いていた椅い子すを引ひっ摑つかんで、顕化アピアランスしつつ中に突入。そこで見たものは。

　顔を真まっ赤かにしている、砧川だった。それは今までの体たい調ちよう不良からではないと思えた。おそらく、羞しゆう恥ち。どうしてそれが予想できたかというと、まぁ、なんというか……砧川が、緩ゆる々ゆるになった制服とスカートを押さえて床ゆかに座り込んでいるからだった。

「あ、あう、あうあうあう……よ、宵よい本もとくん、あの、その……えと、ですねっ。これは、その、ちょっとまずいっていうか、まずくないのかもしれないですけど、えと、やっぱり、もっと段階を踏んでというか！　そ、そう、こーいうのは牛歩戦術的なスローペースの達成感がその後の関係に影えい響きようしてこそ末永く続くと言いますか」

「メイコ、落ち着け。何が何やらわからんが、とにかくお前が混乱しておるのはわかる。現状を自分で正しく把握するのじゃ」

「現状を把握って……その、だって、あれしかないじゃないですか……恥はずかしい……」

「……あれって何だ、言ってみろ砧きぬた川がわ。多た分ぶんとても楽しいことを言うと予想しているが」

「ふぇぇ……その、目が覚めたら制服もスカートもパンツも半脱ぎになってるってことは──これはもう、宵本くんが、えと、寝ているわたしを」

　ぼくは無言で砧川の傍かたわらまで歩き、その頭をぽかりと叩たたいた。涙目の砧川が、ぼくを遙か下から見上げてくる。その事実に気付いたのか、砧川の目がきょとんとしたものに変わった。

「わかったか？　服が脱げてるんじゃない」

　ぼくは深く嘆たん息そくを吐きながら、その事実を簡かん潔けつに伝える。

「お前が小さくなってるんだ」

「……へ？」

　小学生ライクに子供化した砧川の顔から、サイズの合わない眼鏡めがねが斜めにずり落ちた。
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　翌日の土ど曜よう日び。

　教室の気配けはいは妙だった。ぴんとささくれだっているような緊きん張ちよう感かん。不可視の棘とげがある。

　その中でも最大の奇妙は、この場にいる誰だれもがその棘の存在を黙もく殺さつしていることだ。暗黙の了解の極きよく致ち……棘などない。棘などないと思う必要すらない。いつも通り。一人一人の欺ぎ瞞まんが欺瞞を相そう殺さいし合い、結果的にただ漠ばく然ぜんとした違和感のみが残る。

　それに触れてはならない、と教室の空気に標語が書き込まれているようだった。この空間では、無関心の演技こそが『普通』となっている。世界の一般常じよう識しきであり、規定された冷たい方程式であり、ニュートンの林りん檎ご的てきな絶対真理なのだと。くそくらえだ。

　ＰＣ上でバックギャモンのダイスを振りながら、ぼくは欠伸あくびのついでに背筋を伸ばした。

　教室には幾つかの空席がある。そのうちの一つは、無む論ろん──あの魔ま女じよの不在を示す。

　それは普段ふだんと比べれば異変には違いなかったが、結局のところ教室の空気役が本当の教室の空気に置おき換かえられただけに過ぎない。気にしている人間は誰もいないようだった。たとえ彼女の役割が別のものであったとしても同じだったと思う。棘を黙殺する余波を受け、この空間では全すべての異変が平坦に見み逃のがされているのだから。

　相変わらず物もの憂うげな表情の草そう太たが能動的活動を放棄し、ぼくの横にある窓、飛び降り自殺者を優やさしく抱きとめてくれる陽光の空間をぼんやりと眺め続けていることも。ぼくが片手で適当にＰＣを操そう作さしつつ、もう片方の手で機き械かい的てきにノートを取っている（どれくらいぶりかは自分でもわからない）ことも。校舎の外、校門辺あたりが発生源の喧けん騒そうが教室の中にまで小さく届いていることも──全て、棘の前では異変たりえない。誰も何も言うことなく、存在しない事象として、見逃され続ける。

　それがごく自然な流れとしてそうなったことは非常に気味が悪かったが、ぼくのありえない行為も詮せん索さくされないという意味では好こう都つ合ごうでもあった。ぼくは誰にも聞こえないように小さく鼻を鳴らし、両手の動きを再開させる。

　どちらの手も、穴を掘っては埋め戻す無意味な刑けい罰ばつに似て、惰だ性せいだけが動力源だった。




　チャイムが聞こえ、ふと意識を取り戻す。あまりに退屈な作業だったため、ノートを取りながら脳のう味み噌そだけが気絶していたらしい。今まで気付かなかったがその授業終了のチャイムは今日きよう四度目で、時間は既すでに十二時四十分になっていた。今日は土曜で半ドンのため、ここで生徒の解放が始まる。ぼくも学校に残る理由はない。鞄かばんを肩に引っ掛け、教室を出た。

　廊下を歩き始める。視し線せんは足あし下もとに固定していた。この階だけは、その必要があったから。

　ぼくの風評というのもこんなときには有用なもので、身体からだがぶつかりそうになっても相手のほうから避よけてくれるので楽だ。ぼくはただ足を動かすことに集中していればいい。

　と、思いきや──何事にも例外はあった。それは相手も前を見ていない場合だ。

「ぬぐふっ」

「わ、わわわわわ！」

　何やら柔らかいものと激げき突とつし、行く手が遮さえぎられる。鼻を押さえつつ前を見ると、そこには歩くダンボール生物が立っていた。本体の下からはスカートを穿はいた足が見えている。メスだな。

「ご、ごめんなさいぃっ。あまり前が見えなくて急いでて見えなくて、その」

　簡かん単たんに言えばそれは背の低い女子がやたら大きなダンボール箱ばこを抱えて歩いていただけで、さらに言えばダンボールの横からひょっこりと覗のぞいた顔はぼくの妹のものだった。

「って、なーんだ。お兄にいちゃか」

　ここでなんだとはなんだとかありきたりな返事を返すのはプライドが許さない。代わりにぼくはにっこり笑いながらダンボールの上部を摑つかんだ。そこに向けて足をがっと持ち上げつつ、

「乗せろ」

「ちょ、いきなりわけがわかんないよーぅ！」

　ぶるんぶるんと切せつ華かはダンボールを左右に振ってぼくの足をふるい落とした。薄はく情じよう者ものめ。

「で、なんだそれ。何かのバイトか」

「もう……そんなわけないでしょ。これから生徒会の会かい議ぎがあるから、その資料だよーぅ」

　そうだったな。切華は生徒会の書記という役目を持っていた。そしてあいつは──

「お兄ちゃ？　なに、ぼーっとしてるの？」

「いや……しかし女子一人にこんなもん持たせるとは薄情だな。生徒会は人手不足なのか？」

「まーね。副会長はまだドイツから帰ってきてないし。副会長代理、毎日鬼のよーに働いてるよぅ。今までも忙しかったけど、やっぱり、あの……」

　切華はふと口くち籠ごもり、視し線せんを自分の足あし下もとに向けた。後に続けられるはずだった言葉は容易たやすく理解できたが、ぼくは理解しないことにした。

「そっか。大変だな。まぁ頑張れ」

　軽く言うと、切華は僅わずかに目を大きくしてぼくの顔を見た。その表情が維持されたのは数秒。ふっ、と力が抜けるように瞳ひとみが細まり──それと共に、顔が俯うつむいていく。

「何かさぁ……お兄ちゃ、最近、変だよね」

「……そうか？　どこがだ？」

　ぼくは教室の逆側にある廊下の窓に視線を逸そらした。

「どこがって……だって、変じゃん。だって、だってさ。その……」

　しばらく、間があった。だから次の台詞せりふが、今の言葉の続きなのかどうかはわからなかった。

「お兄ちゃ、こっち、見ないね。なんで？」

「ん、いや。別に、見てるぞ」

　ぼくは顔を戻す。心を、全すべての罪悪感を閉じて、上うわ目め遣づかいの切せつ華かの顔を見つめる。

　だが……切華は、違うよ、と首を横に振った。

「切華じゃなくて、こっち──教室の中のこと」

　そして彼女が視し線せんを向けた、隣の教室の中を、一つの虚ろな机を、ぼくは見ない。

　見なくてもわかるからだ。そして、見ればどうなるかわかるからだ。

「は、何言ってんだお前。別にじろじろ見るようなもんでもないだろ？」

「ん……そう、だね。そう、なんだけど……」

　切華は曖あい昧まいに言葉を濁にごし、無意味に抱えたダンボールの位置を変えたり戻したりしていた。

「それよりもお前、急いでるとか言ってなかったか。会かい議ぎの時間はいいのか？」

「……へ？　わぁ！　そうだよ、まずいよーぅ！　もう、遅れたらお兄にいちゃのせいだよ!?」

　猛烈に慌あわて始めた切華が次に何を言うかはわかりきっていたので、ぼくはその対処のために廊下を歩く人間の品定めを始めた。モテなさそうな人間がいい。

「──そだ、人手不足だって切華言ったよね皆薄はく情じようだってお兄ちゃも言ったよね!?　だったらさ、この重い荷物を持って可愛かわいい妹を手伝ってくれたりなんかすると」

「なぁ、そこの君。あそこで喚わめいている未発達体型で特殊な性せい癖へきの持ち主ならまかり間違って可愛いと言ったりするかもしれないような気がする女子が君と話したいそうだ」

　ぼくが捕まえたのは小太りで坊主頭の（おそらく）柔道部員で、なんだかいかにも女っ気がない人生を十七年続けていますという感じだ。耳元で囁ささやいた。

「ずばり君に好意を抱いてるね。激げきラブだね。とりあえず重たい荷物を持ってあげたりすると双方ともお近づきになるきっかけになって来月には恋人になってたりするんじゃなかろーか」

「え……え？」

「ほらほら、チャンスは逃のがさないようにな。健けん闘とうを祈る！」

　彼の背中を一方的に押してから、そそくさと逆方向に歩き始める。

「お兄ちゃ、どこに逃げ……え、え？　持ってくれる、んですか？　それは、嬉うれしいんですけど……はぁ、どうも。切華の誕たん生じよう日び？　初対面ですよね、なんで──あの、す、少し顔が近付きすぎのような……はっ。お兄ちゃーっ！　この人に何か言ったでしょ、ちょっとぉーっ……」

　ぼくは周囲の雑音を全て無視して階段を降りていった。




　そこに惹ひき付けられてしまったのは、きっと、切華のせいだ。

　下校時の喧けん騒そうに満ちた昇降口。自分の下げ駄た箱ばこに辿たどり着く前に、ぼくは足を止めた。

　隣となりのクラスの下駄箱には、もう二度と開かれることのない場所がある。手を伸ばして中を検あらためたい衝しよう動どうに駆かられたが、押さえつけた。知っている。そこは空からだ。上うわ履ばきも外履きもない。

　ネームプレートも外はずされていた。空白は虚うつろだ。彼女のロッカーも、机の中も、虚ろだ。

　机？　そうだ、切華に言われるまでもない──ぼくは彼女の机がどうなっているか知っている。見たから知っているのだし、知っているから見たくないのだ。

　廊下の窓から覗のぞいた、隣となりのクラスの光景を思い浮かべた。そう、机はまだある。本来の使用者の代わりに、白い花か瓶びんと黄き色いろい花が机を二十四時間使い続けている。その新たな使用者を見るたびにそれを殺害したくなった。床ゆかに叩たたきつけ、踏みにじり、破片の一つ一つを窓から放り投げ、こんなものは無意味だと喉のどが潰つぶれるまで絶叫したくなった。

　だがやらない。その自じ慰い行為に似た破は壊かい活動の後に訪れるのは、きっと、今現在ぼくが感じているものと同じだと予想できるから。

　ああ──これが──喪そう失しつ感かん、という感情だ。

　ない。無い。失なくした。亡くした。たいせつなものを、ぼくはなくした。それは、彼女は、

「待て」

　すぐ近くで聞こえた言葉と、がん、という大きな音に驚おどろく。なんのことはない、言葉はぼくの口から発されたもので、音はぼくの手が近くの下げ駄た箱ばこを殴おう打だして生まれたもの。

　怯おびえたような表情で周囲の生徒達が外に出て行く中、ぼくは胸中で繰くり返す。

　待て。考えるな。決めただろう？

　あのとき──そう、あのとき。ぼくが呪のろわれた、あの瞬しゆん間かん。

『考えない』とぼくは決めたはずだ。明めい確かくに、はっきりと、矜きよう持じを以もつて、決めたはずだ。

　深呼吸する。取っ手の金具で引っ掛けたのか、拳こぶしに裂傷ができていた。鞄かばんでそれを隠かくす──数秒待っていると、時間が巻き戻るように肉が蠢うごめいて傷が治っていった。

　いつ見ても、この不自然な違和感には慣なれない。

　──不自然な違和感？

　どうしてか、この気持ち悪い肉体から発せられるもの以外にも、その単語がぼくの周囲に蟠わだかまっているような気がした。だがそれは今ここで発生したものではない。これまでにも何度か曖あい昧まいに感じていたことだと、ぼくはぼんやりと思い出した。言語が先にあって初めてその存在を思い出せるほどの、矮わい小しような気配けはい。

　いつからそれを感じ始めたのか。おそらく……昨日きのうからだ、と思う。それはつまり、寝ね々ねに会ってからということか。ならばこの違和感は、あいつが原因なのか。わからない──わかろうとする必然も感じない。窓まど枠わくに積つもっていることに気付いた埃ほこりの組成式について思いを巡らすようなものだ。些さ細さいな思考はその些細さに相応ふさわしく、いとも容易たやすく空間に溶けていった。

　空白に最後の視し線せんを遣やってから、自分の下駄箱に向かう。手を伸ばす。そこに『宵よい本もと澪れい』という名前がまだあることに、中身が空からではないことに、ぼくはとても不公平さを感じた。




　　　　２




　いろいろ考えたのだが、やはり行くべきだろうと思った。何の意味があるかはさておき。

　自宅の前を通り過ぎ、そのまま五分ほど歩を進めると、眼前に古式ゆかしい二階建ての木造アパートが現れた。蔦つたが這はっていないのがむしろ不ふ思し議ぎに思えるほど味のある建物だ。

　その１０５号室、一階の最さい奥おうに向かう。あいつが中に入っていくのは見たことがあるから、間違いはないだろうが……ううむ、なぜか緊きん張ちようするな。

　と。そこで、ぼくは小さな声を聞く。間延びして籠こもった、言語化されていないただの音。

「んぅー……」

　ぼくはドアの横にある台所窓に目を向けた。軽く開いている。

　女の部へ屋やを覗のぞいてはいけない？　そんな当たり前の忠告がぼくに通用するものか。確たしかにこの部屋だと確かく認にんする意味もあるし──さっきのはおそらく寝言。もう昼すぎなのに。どんな面おも白しろい姿で寝ているのか興きよう味みがある。というわけで、覗いた。

　六畳一間の畳たたみ敷じきが見える。予想通り、そこにはまだ布団ふとんが敷かれていて。

　その上で、砧きぬた川がわが変なカエルみたいな姿勢で寝ていた。

「うっ、予想以上に面白い」

　中ちゆう途と半はん端ぱに足を開いた正座から、そのまま上半身を倒して土ど下げ座ざのようになった姿勢。腕は変てこな形で頭に絡からみ付いている。掛け布団は脇わきに退のけられていた。想像するに、一いつ旦たん起きたはいいがそこからまた力尽きて二度寝してしまったのだろう。

「うー、んぅ……うー」

　とりあえず確認は済んだ。妙な寝声を苦笑して聞きながら、ぼくは玄関のチャイムを押す。

「……っ。ん……は、い？」

「ぼくだ。開けてくれ」

「──!?　よっ、よっ、宵よい本もとくん!?　あの、あの、えと」

「開けてくれないなら勝手に入る……ん、鍵かぎはかかってないな。無用心だ」

「だ、だだだだた駄だ目めです駄目ですちょっとだけ待ってください！　えと、なんていうか、駄目なんです！　今は、あの、その──部屋が弱点ゾーンの露ろ出しゆつしたボス敵みたいな状況なのでひぇぇぇえええ！　見られたら死にます！　死にます！」

「その面白い発言に免じて待とう。早くしてくれぃ」

　どったんばったんばたばたばた……ばた。

「終わったか？　入るぞ」

「いえっ、ちょ、あぅー！　寝起きなのでこれから着替えしようと、まだっ」

「お前は服を今の倍以上の時間をかけて選えらぶと予想する。不許可だ」

　ぼくは一方的に言って中に入った。慌あわてて砧川が玄関までやってくる。

「うう、前もって連絡してくれれば……」

「ぼくはこの家の電話番号を知らん」

「あぅー……じゃあ、あとで教えます……はぁ。こんな格かつ好こう、やだなぁ」

　どんな格かつ好こうかと言えば。何とか鼻で引っ掛かっている眼鏡めがねに、裾すそが何重にも折り曲げられている典型的な縞しま々しまパジャマという姿であり──つまるところ、依然として。

　砧きぬた川がわは、まだ小学生のようにチビっこい砧川のままなのだった。




　六畳の和室には最低限の家具しかない。年とし頃ごろの女の住居としてはいささか飾り気がなさすぎだろう。何の気なしに部へ屋やを眺め回していたぼくは、ふと本棚の内容に目を止めて言った。

「服飾関係がたくさんあるな」

「え、はぁ、そうですね……好きなので」

　テーブルの向かいに座る砧川は、妙にそわそわしながら答えた。

「うむ、何かされはしないかと不安なのだな。ところで……さっきから、あのクローゼットがぼくに開けろ開けろと精神波で訴えてきているのだが」

「だ、駄だ目めですぅっ！」

「女の下着もある意味見み慣なれたもんだぞ。そんなに気にするなよ……仕方がないな。クローゼットの神秘は神秘のままにしておこう」

「って、ナチュラルに押入れを開けようとしないでくださいー！」

　忍者のように砧川が背中で押入れに張り付いてぼくをブロック。

「なぜそんな必死に……はっ!?　ま、まさか……二本の棒ぼうがイヤな感じに乱れ飛ぶ薄うすい本とか電池式微小細動装置とかが仕し舞まいこまれているのでは……」

「な、なんですかなんですかそれ!?　と、とにかく、駄目なものは駄目なのですよぅっ！」

「ええい、騒さわがしいのぅ。何をしに来たのじゃ、小僧。目的があるならさっさと済ませんか」

「目的……か。そうだな、いろいろある。三つだ。軽いものから済ませるか……アヴェイラーズ、お前の出番はもうちょっと後だ。うるさいから黙だまってろ」

「ひっひっひ、お断りじゃな。儂わしが出せるのは口と汁程度。実は幼児性愛者ぺドフイリアであったお前とメイコがこれから肉交を始めようとも口は閉じんと約束しよう。体位の指し導どうは儂に任せておけ」

　ぼくは部屋の隅すみから聞こえる声を無視することに決めて、自分の鞄かばんを開けた。今渡しておかないと忘れそうだ。ノートと……ついでにＰＣを引っ張り出す。砧川の目が大きくなった。

「あ……まさか、本当に……？」

「本当にって何だ」

「いえ……本当に、もしよければでいいですって、軽いお願ねがいのつもりだったから……」

　それは昨日きのうの別わかれ際ぎわぼくに言ったことだ。世の中では間違いなく少数派だろうが──信じられないことに、この眼鏡っ子は学校が好きで、勉強が好きらしいのだ。でもあまり頭は良くないので、一日でも授業を飛ばしてしまうと怖い、と……やれやれ、ぼくとは全く対極だな。

「なに、いい暇ひま潰つぶしになったというか暇すぎてその暇すら感じなくなったというか。ま、一日くらいなら逆に新しん鮮せんかと思ってやってみただけだしな。それに下心アリだ。ていうか今そうすることにした」

「……下心？」

「見ての通りぼくは学校帰り、ノート取りの見返りに昼食の一つでも貰もらってもバチは当たらんと思うのだが。お前も、今まで寝てたんならメシはまだだろう？」

　砧きぬた川がわはその意味が脳に届くまでぱちぱちと瞬まばたきをし、理解に至ったのと同時に「ついに見せ場が来た！」みたいな勢いでグァッと立ち上がった。

「えっ、はい、それはもう！　じゃ、じゃあ、何か手早く作りま──」

　が、そこで止まる。台所の冷蔵庫を恨うらめしく眺めてから、泣きそうな顔で首を回し、

「えと、ですね。今……ちょうど、食材を切らしてるところ、だったんです。だから、今は買い置きのカップラーメンくらいしか、なくて、ですね……ち、違う、違うんですよ？　いつもはそうじゃないんです！　決してそんなものばっかり食べてるわけじゃなくて、料理もちゃんとしてるんですけど、今日きようはたまたまっ」

　噓うそではないだろう。砧川は料理もできるはずだ。なぜなら今まで、父親目もく父親族ぞく父親科かに分類される腐った動物のエサを作る役目は彼女だったのだろうから。

「あーあー、わかってるわかってる。んなら仕方ない。この際カップラーメンでもいいや」

「……本当に？」

　ぼくが頷うなずくと、わかりました、と砧川は妙に真剣な顔で言った。眼鏡めがねの光が、きらーん。

「私はカップラーメンも美お味いしく作る術を心得ています。どーんと待っていてください」

「誰だれが作っても同じだと思うが」

　その台詞せりふの間違いにはすぐに気付いた。台所で展開される光景を見て。

　……ヤカンの口に温度計が刺さっているのは何でだろうな？

　背伸びしながら作業する砧川は、科学者のように真剣な面おも持もちで目盛りを見つめながら、ぶつぶつと口の中で何かを呟つぶやいていた。が、突然、

「はっ！　今です！」

　ビクリとしてしまった。だが砧川はぼくのことなど気にせず、右手でヤカンを持って二つのカップに沸ふつ騰とうした湯を注そそぐ。左手はなぜかストップウォッチを持っていた。

　砧川が宮廷料理人じみた手つきでカップを運んでくる。少し待ってくださいね、との言葉に、

「ま、待つぞ。ところでぼくに何か注意点はあるだろうか。箸はしはこう使って麵めんをこう持ち上げろとか音を立てて食べたらコロスとか」

「え……？　あはは、そんなのないですよ。宵よい本もとくん、おかしいです」

　いつものようにはにかんで笑うが、おかしいのはお前だ。

　ストップウォッチが二分を過ぎたころから、砧川は後入れスープの封を切り、妙な拳けん法ぽうのような形でそれを顔の前に掲げて止まっていた。で、三分ジャスト……おや、動きなしだ。

「大丈夫です。これは麵がちょっと固めだから、三分十七秒付近で開けるとちょうどよくなるんですエイッ（どばー）！　さあどうぞ今どうぞ！　五分辺あたりまでが一番美お味いしいです！」

　ぼくは割り箸ばしとカップを漫まん然ぜんと受け取った。わかってたが、あれだ。ファッションと同じ。こいつは部分的に凄すごい凝こり性しようなのだ。そのぶん、普段ふだんの押しは最弱レベルだが。

　四分モノだったらしい砧きぬた川がわも、ぼくに遅れてラーメンを啜すすり始めた。確たしかに、普段食ってるのより美味い気がする……のか？　激はげしく微妙だが、余計な波風は立てまい。腹が減っているのは事実だし、ただ食う。そして食い終えた。
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「ごちそうさま。まぁ、美う味まかった。さんきゅ」

「なら、よかったです。お粗末さまでした。えと、今度こんなことがあったら、ちゃんと料理を作りたいです。その……食べて、くれますか？」

「……機き会かいがあればな」

　その答えに、やはり砧川ははにかんで俯うつむいた。ぼくに遅れて食べ終えると、空からのカップを台所に。そして帰ってきてから、彼女は何気ない様よう子すでぼくが渡したノートをぱらりと捲めくった。

　その顔を見て、今日きようの学校を思い出す。この部へ屋やにも、教室と同じ黙もく殺さつの棘とげがあった。

　致命的な何かの存在から、目を背そむけている状態。だがいつまでも、それは続けられない。ぼくは学校の棘について砧川に知らせ、さらにはこの部屋の棘を抜かなくてはならないのだ。

「落ち着いたし、目的の二つ目を済ませよう」

　言うと、砧川は神妙な顔で頷うなずいてノートを閉じた。

　まずは学校の棘とげ。こちらのほうが重要度は低い。なぜならこれはほとんど砧きぬた川がわだけに関係するものだからだ──ぼくが非人間でなければ、また違う意味を持っていたのだろうが。

「あの三人組のことだけどな」

　砧川の顔が僅わずかに暗くなる。学校での基本姿勢。肩を縮ちぢめて、上うわ目め遣づかいにぼくを見る。

「ええっと……西にし村むらさんたちが、何か……？」

「そう、そいつら。ぼくも朝のホームルームで初めて名前を覚えたよ。ともあれ──結けつ論ろんから言うと。お前はもう、あいつらに苛いじめられたりパシリにされたりすることはない。あいつらのぶんの宿題もやらなくていいし、理り不ふ尽じんな命令にも従わなくていい」

「え？　それは、どうして──」

　そう、砧川冥めい子こが抱えていたその小問題は消失したのだ。もう苛められることはない。いとも簡かん単たんに、あっさりと、それは誰だれもが予想だにしない──しかし事実として最も簡単で完かん璧ぺきな解決を迎えた。無意味で理不尽なぼくたちにふさわしい、無意味で理不尽な終しゆう焉えん。

　ぼくは砧川の目を見ながら、極きわめてあっさりと、言った。

「三人とも死んだからな」




「……どうして、ですか……？」

「お前は今まで寝てたから知らんだろうが、テレビ点つけたら今もやってるさ……殺人集群フラツトフロア、第四の事件発生だ。場所は夜の居い酒ざか屋や。手口はいつも通り、そこにいた数十人がみんな床ゆかにバラバラ。そこに財布があったらしくてな。女子高生と居酒屋なんて普通はありえない組み合わせだが、あいつらはそういう奴やつだろ……運が悪かったんだろうさ。学校にもそれを嗅かぎ付けた馬ば鹿かマスコミが一杯来てたよ」

　無感情にぼくは情報を綴つづる。そうだ、ぼくの感情は必要ない。感情を持つ資格すらない。ぼくはあいつらをどうでもいいと思っていた。いや、むしろ蔑さげすんでいた。

　だからぼくは哀かなしまない。砧川も同じだと思った──なにせ苛められていた相手だ。しかし、

「……なんで……そんなこと……」

　砧川は涙を零こぼしていた。ああ、お人よしめ。喜べとは言わないが、そんな義理があるのか。

　……あるんだろうな。こいつにとっては。弱くて、脆もろくて、鈍どん感かん。だから強い。そんな矛む盾じゆんした砧川冥子は、泣くべきであるぼくに代わって流すべきではない涙を流す。

　ぼくが発するべき言葉は沈ちん黙もくしか用意されていない。十分ほどして、ようやく砧川が呟つぶやいた。

「許せないですね、殺人集群フラツトフロア……」

「確たしかに、見過ごせない奴等だ。黒幕みたいな代替魔術師ポステルオルマギスがいるのかどうかもまだわからんが……とりあえず注意しておこう。夜の食事のときに変な奴を見るかもしらんし。いや、感知できるほどの『悪人』だったら、あの正義の味方が何かやらないわけがないだろうけどな」

　さて。そこに辿たどり着くのが最初から決まっていたかのように、会話はごく自然に第三の目的に到達した。この部へ屋やの棘とげ、ぼくたちが極力スルーしていたものに目を向ける時期。

「で、正義の味方と言えば、だ……どうするよ？　お前のそれ」

「ど……どうしましょう」

　未いまだ瞳ひとみに充血を残しながらも、砧きぬた川がわは曖あい昧まいな愛あい想そ笑わらいを浮かべて聞き返してきた。

　笑うしかない、ということだな。全く同感だね。




　さて、出番だ。導き手ナビゲータ二人をテーブルに用意する。まずは現状説明を要求。

「やれやれ、都つ合ごうのよいときばかり儂わしに頼りおって。しかしまぁよい──見ての通り、精神はそのままで身体からだだけが小さくなっておる。あの忌いま々いましいドゥオーフが顕化アピアランスしたときのようにな。奴やつの顕化アピアランスと違うのは、これが見た目通りの意味しか持っておらぬということ。つまり、このメイコは奴のように非ひ常じよう識しきな密度、すなわち怪力や頑丈さを具そなえてはおらん」

『推測。三要素全すべての一律減少によるもの。故ゆえに当然、質量も減じているはず』

　と、ブルマ少女が寝ね惚ぼけ眼まなこで言うまでもない補足をしてきた。

「さらに、忌いま々いましいことではあるが──代償魔術ペインマジツクの威力も落ちるであろうな。言うならば、代替魔術師ポステルオルマギスの機き構こうが具える概がい念ねん的てきな闇滓アンシイの放出口のようなものすら小さくなっておるからじゃ」

「一応、使えはするってことか。ていうか顕化アピアランスできるのか？」

「えーと、一いつ瞬しゆんだけやってみたんですけど。できてもその後が大変って感じで……こう、ズルッとしてギリギリ、みたいな」

　察するに、魔ま女じよ服ふくのサイズが合わなくて大変だ、ということか。

「それくらいなんとかしてやれよ、アヴェイラーズ。代わりの服とか。まほーつかいだろうが」

「阿あ呆ほうめ、顕化アピアランスは装しよう束ぞくというよりも、儂の代だい替たいであることの証明のようなものじゃぞ。メイコは常にあれに包まれておるから魔女ウイツチなのであって、同時に魔女ウイツチであるから決して脱げん。破れても自己修復するし、たとえ脱いだり別の服に着替えたりしても、しばらくすれば自動的にメイコは顕化アピアランスの瞬間の姿に戻る」

『汝なんじの髪も同様。切ってもいずれ戻る。あの長さが規定値だからである』

「ま、服とか髪の話はどうでもいい。問題は身体だ。今わかってるのは、これが正義の味方サマのいうところの《毒》だってことだな」

「最初の一いち撃げきで既すでに仕込まれておったのだろうな。あれからメイコの様よう子すはおかしくなった」

『千せん慮りよ一いつ失しつ』

　僅わずかに沈ちん黙もくの時間があって、彼女の口くち癖ぐせが始まる。

「……ごめんなさい。わたしが、ぼーっとしてたから悪いんです。宵よい本もとくんに助けてもらわなかったら、どうなってたかわかりません。それに、そもそも……わたしが、自分のことを悪だなんて言っちゃったのが、全ての元げん凶きようで……迷めい惑わくばかり、ほんとうに、ごめんなさい……」

　ややあって、俯うつむいていた砧川が、妙な決意の窺うかがえる顔を上げた。

「あの、ですね。これは、わたしが原因で、わたしだけが影えい響きよう受けてることで。だから、その……頑張って、ひとりで」

「一人で解決できるのか？　本当にそう思ってるのか？　無理だと認定してやろう。ていうかだな、これはアレだ……お前に恩を売っとく、その、先行投資みたいなもんだ。いつかぼくは自分のピンチでお前を利用するから、お前はお前のピンチでぼくを利用すればいい」

　砧きぬた川がわは忙いそがしく、何かを見み透すかしたかのような優やさしい目になり（ぼくに見透かされるようなことはないので意味不明だ）、しかしすぐに申もうし訳わけなさそうにしゅんとなった。

「さて、状況整せい理りをしよう。問題提起。砧川の子供化を治すにはどうすればいいか？　ま、単純な二択になっちまうか。それは──」

「考えるまでもないことじゃ。ドゥオーフを殺せば戻ろう」

『可能性のみを論ろんじるならば、交渉にて術を解除させるという手もあると発言』

　二人の導き手ナビゲータがそれぞれに答えを出す。正しい。簡かん潔けつな解だ。問題は、どちらを選せん択たくするか。

「それなら……エベネゼルさんの、ですよ、ね……？」

　砧川の言葉に、当然帽子女が猛反発。びよんびよん伸び上がりつつ、

「何を言っておるか、敵は殺すのみ！　我われらの最大目的、根源闇滓ルート・アンシイがそこにあるのじゃぞ!?」

「アヴェイラーズ。でも、駄だ目めですよ。もし、仮に、寝ね々ねさんを倒したとしても、その根源闇滓ルート・アンシイは宵よい本もとくんのものです。順番、ですから……」

「むっ……むむむ!?」

『一いち諾だく千せん金きん、約束は遵じゆん守しゆしてもらわねば困る』

「それに。あのひとは、強いです。わたしがこんなふうになってて、勝ち目があるかどうか」

　同意、と画面の中で頷うなずくエベネゼルを魔ま女じよ帽子が睨にらんだ。

「翼人ラニアンシエとやらよ、貴様はどう思っておる。順番ならば早くこちらに回してほしいものじゃがな」

『現戦力でドゥオーフに勝利できる蓋がい然ぜん性せいは極めて低いと判断。交渉→魔女ウイツチの戦力確かく保ほ→策を練ねり再さい襲しゆう撃げき、の流れが我われとしては望ましい』

「かっ、七しち面めん倒どう臭くさい。あのエルフがいま少し信用できれば他ほかにも手はあるのじゃが」

　いや。それは──無理なのだ。それだけは。

「二人とも、勝手に決めたら駄目です！　えと、そもそも、宵よい本もとくんは……」

　と、砧川が黙だまっていたぼくに視し線せんを向けた。帽子も、ブルマ少女も、それに倣ならう。

　確たしかに砧川をなんとかせねばならないのは事実だが。寝々はぼくを殺すつもりはないみたいだし、奴やつが興きよう味みをそそられる変人なのも確かだ。とりあえず砧川が元に戻りさえすれば、無理に戦せん闘とう状態に持っていく必要性はない……ような気がする。状況が許せば、の話だがな。

「ぼくが思っていることは単純だ。まず交渉から始める。会話で、なんとか砧川を元に戻してもらう。それがどうしても駄目なら……仕方ない。心しん底そこ気合入れて、玉ぎよく砕さい覚悟で戦う。以上」

「以上じゃと？　元に戻った後のことは？」

「それは今考えても仕方ないだろう。交渉で完全に同盟関係のようになるのか、ただ砧きぬた川がわの術だけ解いて改めて敵になるのかもまだ全然わからない。とにかく、これからぼくたちがすべきことは完全に決まっている。できることもこの一つしかない。あいつを見つけて話をする、と」

「ちっ。言葉の端はし々ばしに貴様の甘さが見える。儂わしは不安でならんが……メイコが戻らねばどうにもならん。文句は今後に取っておくわい」

『……以下同文』

「でも、これからが問題ですね……あのひとの居い場ば所しよなんてわからないですし、そもそも交渉させてくれるのかどうかも。なんかもう、わたし、完全に敵認定されてるっぽいですし」

「まったく──こりゃ少しばかり長期戦になりそうだ。お前、いろいろ大変だな」

　この言葉に、疲労の息を吐いていた砧川が一いつ瞬しゆんだけ──ぴく、と身体からだを震ふるわせた。瞳ひとみの翳かげり。

　だがそれがこの世界に現出していたのは本当に一いつ刹せつ那なのことだ。気付いたときには、いつもの間抜けな微笑を浮かべている。ぼくの錯さつ覚かく、だったのだろう。きっと。

「そうですね……学校にも行けませんし。えへへ、困りました」

　その顔を見ているうちに、ぼくはとあることを思いついた。ダブダブパジャマを指し示し、

「買い物に行くにもそんなんだよな、服は。ふむ……それはちと問題ありじゃないか？　明らかにサイズの合わない服を着た不ふ審しんな小娘。人の服を奪って逃とう避ひ行こうを続ける家出人と思われても仕方ない。サツに補ほ導どうされかねんぞ」

　はぁ、と生なま返事する砧川が面おも白しろくて、自然と笑えみが漏もれる。

「そこで、いつかのお返し兼けん仕返しだ──さあ、買い物に行こうぜ。奢おごってやる。可愛かわいいクマさんパンツとかアニメプリントのシャツとかがお前を待っているぞ」

　砧川は一瞬きょとんとした後、その顔を吹ふっ飛ばすような勢いで左右に振った。

「なっ、えっ、ええっ？　い、いええええいいですよ！」

「どうせお前、買出しとかするんだろ。で、買出しで怪あやしまれないためにはその前に子供服を買っとかなくちゃならんだろ。ついでだよ。ぼくも街に出るのは出るんだし」

「えと、それに、その……そう、あれです！　もし寝ね々ねさんに出会っちゃって、そこにわたしがいたら、また大変なことになっちゃうかもっ！」

「ぼくが街に行くのは『一応やっとく』程度の意味しかないぞ。暇ひま潰つぶしみたいなもんだ。昼間にただブラブラ歩いて探してそう簡かん単たんに見つかるもんかよ──本命は夜、あいつが顕化アピアランスしたときの感知だろうな。そんときゃ臨りん機き応おう変へんにお前に隠れてもらったりしなくちゃならんだろうが」

「は、話がずらされてますぅっ……だから、宵よい本もとくんに服買ってもらうなんてことはっ」

「んー？　お前は一生ズルズルパンツで過ごすのかぁー？」

「買いに行きますから！　一人で大丈夫ですから！」

「見える、見えるぞ……買い物に行く途中でコケてはずみでパンツが脱げてそれをたまたま後ろにいた病気な奴やつに目もく撃げきされてあまつさえ写真にも撮とられるんだ。んでそれが『神幼女降こう臨りん！　ハァハァ』みたいなスレにアップされて祭りになる、と──」

「ああ、なんだかわかりませんけど、宵よい本もとくんがとても不ふ吉きつっぽいことを……！」

　がっくりと項うな垂だれる砧きぬた川がわに苦笑しつつ、ぼくはＰＣのディスプレイを閉じようと手を伸ばす。そのとき、エベネゼルの視し線せんが不自然なほどの真剣さで砧川に向けられていた気がしたが──

『外出か。油ゆ断だん禁物』

　ぼくが見ていることに気付くと、そう短く表示してから電子の海に消えた。
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　繁はん華か街がい近くにあるカジュアル店。子供服売り場に立っているぼくは、眼前の棚の前をうろついている背の低い影かげを見て思う──誤算だ。なんなのだ、この罰ばつゲーム気分は。

　ここに来るまでの道中ではなんだか暗い顔になっていた砧川だったが、店に来れば来たで気を切り替えたのだろう。まるで普通に買い物に来たような風ふ情ぜいで店内を歩き回っている。

「あ、これ可愛かわいいです。でも色の取り合わせがどうかなぁ……って、どうしたんですか？」

　ワンピースのスカートを腰でたくし上げて強引にベルトで固定した姿の砧川が、嘆たん息そくを漏もらしたぼくを見上げて首を傾かしげた。ちなみに靴はサンダルで、小さな鞄かばんの中には当然の魔ま女じよ。

「いや、想像の甘さを嚙かみ締しめてただけだ。『ああ、こんなの着なきゃいけないなんて恥はずかしすぎですぅぅ。にょー』などと言って楽しく悶もだえるお前の姿を見に来たはずだったのに」

「わ、わたし、にょーなんて言いませんよっ。いいじゃないですか、大人おとなになっちゃうと雰囲気で似合う似合わないとかもう決まっちゃうから、わたしには絶対着れない色とかあって……えへへ。わたし、ピンクの服なんて着るの久しぶりです」

「満まん喫きつしてやがる。あれだけぶーぶー言ってたのに」

「よ、宵本くんが連れてきたんじゃないですかぁ……」

　はっ。怪け訝げんな視し線せんを感じるぞ。少し離はなれたところにいる女性店員からだ──これはまずい。

「……おい砧川。今からぼくのことはお兄にいちゃん、もしくは兄さんと呼べ」

「う、うぇ!?」

「素すっ頓とん狂きような声を出すな。今の日本の時じ世せいじゃ仕方ないことだ」

「わ、わかりました。お……お、お、おに……」

「……無理に言おうとしなくてもいい。必要なときそう言えってだけ。敬語もな」

　それから砧川は試着室に籠こもった。カーテンの向こうから聞こえる衣きぬ擦ずれの音を聞きながら生なま欠伸あくびしていると、鞄の中から短いメロディが流れてくる。

　試着室の砧川に一声かけてから、ぼくは店のトイレに入った。洗面台に小と大が一つずつ、狭いがこの空間丸ごと施せ錠じようできるので好こう都つ合ごうだった。洗面台の横にＰＣを置き、

「何だよ。敵──なわきゃないな、アヴェイラーズが騒さわがんはずがない。他ほかに何の話だ？」

　エベネゼルはわざわざ三点リーダで沈ちん黙もくを表しながら、じっとぼくを見つめた。無感情なブルマ少女の瞳ひとみは揺ゆるがない。そこに込められた感情など──わかるはずがない。

『確かく率りつが低いことは承知。それでも、一応の提案であるが』

　わかるはずがない。

　こんな、腐った人じん外がいの考えていることなど──わかるはずが。

『事実として、魔女ウイツチは矮わい小しよう化かしている。今なら労せず根源闇滓ルート・アンシイの奪だつ取しゆが可能』




　ははは。なるほど。砧きぬた川がわが子供になっているから、今なら簡かん単たんに殺すことができるというわけか。楽勝に楽勝で砧川の首を絞めたり脳を飛び散らせたり心しん臓ぞうを破は壊かいしたり肺を破裂させたりできるというわけだな。ぼくが。この手で。この手で。この手で。ははははははは面おも白しろい。

　眩暈めまいを起こしたように目の前が暗くなった。どうということはない。ぼくは何も見る必要はなく殺してやるただ頭の中には殺してやるこの人外への嫌けん悪おと怒りと憎しみ殺してやる死ね。

　はっと視界を取り戻すと、手には冷たい金属質の感触があった。ぼくは意い識しきせず、強く強くＰＣを摑つかんで胸の前に持ち上げていた。そのディスプレイからは、ピンクの小こ象ぞうを頭に乗せたブルマ少女がじっとぼくの瞳を見つめていた。

　この手を離はなせばいいのか。洗面台に叩たたき付ければいいのか。糞くそ塗まみれの便器の中に突っ込んでやればいいのか。そうすれば気は晴れるのだろう。そうすれば楽なのだろう。そうする選せん択たくが最も簡単なのだろう。だが──ぼくはそれを選択することができなかった。

　それは、ぼくがぼくの姿を永遠に失うことと同義なのだ。

　ぼくは無言でＰＣを元の位置に戻した。それから洗面台に頭を突っ込み、蛇じや口ぐちを捻ひねって冷水を浴びる。雑念を押し流す水の助けを借りて、その姿勢のまま短く呟つぶやいた。

「その提案は拒否する。くそったれめ」

　頭が冷えるのを待ち、殺意を込めた視し線せんを用意して顔を上げる。と、

『了解した。繰くり返すが、一応の提案であった。以前と同じ討とう論ろんを再現する気はない』

　画面にはそんな言葉があり、相変わらず、それを含めた全すべてが無む機き質しつだった。

「……お前は最低で最低だ。アヴェイラーズも最低で最低だが、全然負けてない」

『魔女ウイツチ種族と同列に扱われるのは心外』

　横目に見えるディスプレイの中、エベネゼルはぼくを笑わせる。

「は、何が違うんですか。化ばけ物ものにも化け物なりのプライドがありやがるのですか？」

『魔女ウイツチは西欧の夜を闊かつ歩ぽしていた悪あく名みよう高き魔まの者。欲望のまま喰くらい犯し殺し、自じと他たの区別なく痛つう苦くを咀そ嚼しやくし絶頂に至る。故ゆえに人間は魔女ウイツチを畏い怖ふし、恐怖し、嫌悪し──排はい斥せきしたと聞く』

　珍しく饒じよう舌ぜつだった。だがその内容は、自みずからを比較論で正当化しているようにしか思えない。

「……お前は違うのかよ。どうせお前らも疎うとまれて怖がられてたんだろ」

『我われ々われは』

　瞬まばたきにしては長すぎる、瞑めい目もく。

『客きやつ観かん的てきに言うならば──崇すう敬けいされていた』

「……なんだって？」

　問い返した瞬しゆん間かんに、その文字は消えていた。ブルマ少女の目もいつもの半開きにされている。

『否いな。堕おちた神性は魔ま性しようと等価。無意味にて無益。汝なんじにとって我われは魔女ウイツチと同じ闇やみであるのだろう。前言撤てつ回かい、同一視を認める。話題終了』

　それが表示されたのも一瞬。ぼくは、これこそ本当に珍しいことだが──この一瞬だけ、エベネゼルの『素す』というものに触れた気がした。

　だが、それで何が変わるというわけでもない。こいつが血も涙もない人じん外がいであることは間違いがないのだ。生前のこいつがどんな奴やつだったのかなど、ぼくには全く関係がない──いや。

　砧きぬた川がわ家けでアヴェイラーズが言っていた。魔女服は儂の代替であることの証明。初めて出会ったときにエベネゼルが話していた。顕化とは原初魔術師を模した形態に姿が変化すること。

「今いま更さらだが、どうでもいいことを確かく認にんだ。お前は銀髪で翼の生えた女だったわけか」

『肯定。顕化アピアランスとは原初魔術師プルミエルマギスの本質の発はつ露ろである。特殊な肉体的性質の場合もあれば魔女ウイツチのような装しよう束ぞくの場合もあろうし、あるいは精神性の場合もあるのかもしれぬ。部分的かつ基底的な性質が根源闇滓ルート・アンシイの活性により顕けん在ざい化かし──』

　続けられる言葉を、ぼくは目に入れてはいなかった。

　ああ……とすると。エベネゼルを殺せば、ぼくがこいつになるということか？　無む論ろんそのものではないが、こいつの基底が出ているのが顕化アピアランスだというなら本質的にはそういうことになる。

　はは、なんて皮肉的なシステムだ。そんなのは絶対嫌いやで、嫌すぎる。

　自じ虐ぎやく的に唇くちびるを歪ゆがめながら、もう一度頭を蛇じや口ぐちの下に突っ込んだ。そろそろ戻らないと砧川が不ふ審しんに思う。適当にシャツの裾すそで頭を拭ぬぐった後、ぼくはＰＣを鞄かばんに叩たたき込んでトイレを出た。

　試着室に戻ると、砧川がカーテンの隙すき間まから首を出してきょろきょろしていた。

「あっ……ど、どうしたんです？　頭が濡ぬれてるみたいですけど……？」

「これはサッカー選せん手しゆ的なアレだ。暑すぎたというか激げき闘とうがあったというか、ま、察しろ」

　トイレで激闘……？　と呟つぶやいた砧川がそこではっと顔を赤くし「まぁそれはそれとして、着替えました！」と強引な話題転換を行った。そして遠えん慮りよがちにカーテンが開く。

「えと……どうですか？」

　白のボンボンが付いたピンクのスタジャン、下はデニムのスカート。ニーソックスは暖かそうで、これまたピンクのスニーカーが妙に活動的な印象を与える。砧川らしくないと言えば全くらしくないのだが、かと言ってそれがマイナスポイントかどうかは別の話で──

「その……なんだ。新しん鮮せんではある。以下ノーコメント」

　砧川は妙に嬉うれしそうな顔のまま、本当に子供っぽくその場で一回転した。

　先刻の宣言通り、ここはぼくが奢おごる。店を出ると、砧川が眉まゆを寄せて言ってきた。

「ごめんなさい……本当に、よかったんですか？」

「ん、別にたいした値段じゃなかったし。最近、デイトレードで臨りん時じ収入もあったしな」

「か、株ですか……」

　などと話しながら、適当に繁はん華か街がいを一周して帰ろうと決めた。

　ぼくの隣となりで揺ゆれる黒髪。少し遅れ気味に歩くのが砧きぬた川がわの癖くせだ。ふと、その顔を見た。

　微かすかに俯うつむき加減で、暗い。なぜだろう──いや、容易たやすく想像できる。普段ふだんは着ないような服選えらびで浮かれたはいいが、結局この状況は『異常』なのだ。真実ではなく、正当でもない。

　駅前に近付くにつれ、砧川はさらに元気を失っていった。落ち着きなく周囲を見回している。通行人が近付いただけでびくりとして、肩を縮ちぢめるのだ。いくらなんでも怯おびえすぎだろう。

　しかし確たしかに、子供になるということは見える風景が変わるということだ。周囲を巨人が歩いているならば、たとえそれらが何もしないのだとしても、恐怖を感じて当然かもしれない。

　もはや砧川の位置はぼくの真後ろ。半なかば背中に隠かくれている。ったく、仕方がないな。

「あー、砧川。気持ちはわからんでもないし、今のお前は万引きライクな軽さで連れ去られそうな気もする。この上、いらん面めん倒どう事ごとは御ご免めんだ。できれば回かい避ひしたい。ということで」

　ぼくは明後日あさつての方向を見ながら、数十センチだけ、鞄かばんを持っていない右手を身体からだから離はなした。

「握りたければ握ってもいい」

「えっ……あ、その、わぁ、はい！　はい、喜んで！」

「仕方なくだぞ。子供の迷子まいご対策に発はつ信しん機き付けるのと同じ行為だ。勘違いするな」

「しませんしません、大丈夫でして大丈夫です！　えへ……えへへへ」

　くそ、凄すさまじく恥はずかしい。でも合理的に考えれば仕方のないことだろう、うん。これは単なる握手式ＧＰＳ。意味はわからんがそんなものだ。縋すがりつくような力で握られた手は全然外はずれそうにないし、外れないならしばらく我が慢まんしておくしかないのだ。

　ともあれそれで砧川の顔に怯えや暗さはなくなった。ような気がする、だけかもしれないが。

　アーケード街を歩く。土ど曜よう日びの午後ということで、それなりに人通りは多い。眼前には人の頭、頭、頭。この一つ一つにご大層な自じ意い識しきが詰まっていると思うと眩暈めまいがするね。

　そんなとき、ふと逆方向からやってくる誰だれかと目が合った。その違和感を認にん識しきしてから、遅れて相手が何者なのかをぼくの脳が認識する。そして猛烈に暴あばれ回る嫌いやな予感。

「てや！　こっちだ！」

「え、え、え？」

　手を引っ張って移動しようとしたが、あまりに急すぎて砧川は対処できなかった。道行く人々の身体からだで繫つないだ手が分断され──砧川には悪いが、ここで立ち止まるわけにはいかない。ぼくは特殊部隊のように中腰で移動し、服屋とパン屋の隙すき間まにある路地に滑すべり込んだ。

　ぼくを見失った砧川がおどおどと周囲を見回している。そこに小走りでやってきたのは、その砧川の身長に僅わずかなオマケを足しただけの──

「はぁはぁ。あれ、いないや？　おかしいな、見間違いかなぁ」

　買い物袋を提さげた切せつ華かは額ひたいの汗を拭ぬぐいつつ、適当に周囲を見回していた。そして怪け訝げんそうに首を傾かしげた後、一人身体からだを硬直させて佇たたずむ子供を振り向く。愛あい想そ笑わらいの砧きぬた川がわと視し線せんが合い、そこでまた不ふ思し議ぎそうな表情になった。

「あれ。ねぇ……あなた、ひょっとして、砧川さんの妹さん、かなぁ？」

「ひっ。は、え、その……そそそそ、そうです、たぶん！」

「やっぱりー。顔が似てたからね。切華は砧川さんの知り合いなんだよ」

「そう、ですか……」

「あのね、一個だけ聞きたいんだけど。今日きようは誰だれかと一いつ緒しよ？」

「……えと、し、知り合いの人と。今は、ちょっとその人、用事で。待ってるとこで……」

　知り合いねぇ……と切華は探偵ライクに顎あごを撫なでて呟つぶやいていたが、やがて大きく頷うなずいた。

「ちょっと気になることがあるから、切華も一緒に待たせてもらっていいかな？　ほら、子供一人だけだと危ないし」

「え、あの!?　全然、大丈夫ですから、お構いなくっ」

「そんなわけにもいかないよーぅ。あ、ジュース飲む？　何がいい？」

　……なんだこの状況。ぼくは路地で頭を抱えていた。最低のタイミングで最低の相手が最低なことをしでかしてくれている。まったく、ぼくはよほど日ひ頃ごろの行いが悪いらしいな……運が悪くなる、というくそったれな魔ま術じゆつの反動のせいだという可能性も大きいがね。

　砧川は切華に押し付けられたジュースを握にぎり締しめながら、まさに顔面蒼そう白はくといった様よう子すでがたがたと周囲を見回していた。やばいな、運の悪さを嘆なげいている場合ではないぞ。このままだとリアルに警けい察さつとかに連れて行かれるかもしれん。とすると……とすると？

　ぼくは路地からちらりと顔を出し、隣となりの服屋の中を眺める。

　素す晴ばらしい品しな揃ぞろえに、顔が引ひき攣つった。




「や、やぁ……お待たせ」

「あっ！」

　ぼくの姿を見るや否いなや、すててて、と砧川が小走りでぼくの後ろに回り込んできた。シャツの裾すそをぎゅっと摑つかみ、半泣きの顔を持ち上げ──そこで変な顔になる。

「あっ、ミオさん。なーんだ、ミオさんだったんだ」

「ひ、久しぶりです、切華ちゃん」

　ぼくがカクカクと手を挙あげて挨あい拶さつすると、切華もビミョーな表情になってぼくを見回した。

「……アバンギャルドな服だね」

　うるさいな。ぼくだって金と紫むらさきの竜りゆう虎こが闘たたかってるシャツなんて着たくなかった。おばちゃん経営の服屋にはこーいう超越したセンスの服があるから侮あなどれない……そして往おう々おうにして、押しの強いおばちゃんの勧めを断るには時間がかかるのだ。仕方あるまい、男子の制服姿でこいつの前に出て行くわけにもいかない。

「で、どうしたの？　ぼくはその……この子と、お買い物、なんだけど」

「え？　いやー、あはははー。切せつ華かも暇ひまだから適当に買い物してたんだけどー。実はなんかパトロール的な気分もあって」

「パトロール？」

「あー、うん。最近お兄にいちゃの様よう子すが微妙にヘンでさ。どこがどうっていうんじゃないんだけど……今日きようもまだ学校から帰ってきてなかったし、ひょっとしたらまた街で騒さわぎでも起こしてるんじゃないかなーって、なんとなく。だから一応探しながら歩いてて、多た分ぶんそのせいで目の錯さつ覚かくしちゃったんだね」

　うんうんと一人で頷うなずいてから、

「さっきなんだか、この子とお兄ちゃが手を繫つないで歩いてたのが見えたような気がしてさ。も、そんなの見た瞬しゆん間かんに監かん禁きんとか妊娠とか不ふ吉きつな言葉が浮かぶ悪あく魔ま的てき絵え面づらだよね!?　だからダッシュで救出しにきたんだけど……うん、とにかく見間違いでよかったよぅ」

　嫌いやな予感は的中していたようだ。最初に隠かくれてなければ、さらに面めん倒どうなことになっていただろう……にしても、ぼくって予想外に信頼されてないのだな。ちとショックだ。

「い、いくらなんでも、彼、そんな人じゃないでしょう？」

「わっかんないよーぅ！　そりゃ信じたいけど、お兄ちゃのことだから、何をしてもおかしくないよおかしくないよ!?　はっ、そーだ！　砧きぬた川がわさんと仲が良いのだって、実はこの妹さん狙ねらいとかだったりして!?　ま、まずいよねまずいよね！　性犯罪者注意報発令！」

　……半分は冗じよう談だんなのだろう。そう思いたい。

　ぼくは疲れた愛あい想そ笑わらいを浮かべつつ──胸中に湧わき上がる、吐き気を堪えていた。たった今自分で口に出した言葉が、紫むらさき色いろの毒となってぼくの脳を侵食している。

　彼。

　このミオという偽にせ物ものの存在は、他人事ひとごとのように宵よい本もと澪れいのことを語っている。切華も、ここにいるぼくではない宵本澪のことを語っている。では、『ここにいるぼく』は誰だれなのだ？

　考えている間にも、惰だ性せいで会話は続く。どうでもいい、噓うそと無知で構成された言葉が続く。

　なんてそらぞらしい。気持ち悪い──吐き気がする。

　こうなる。ぼくがぼくではなくなる。ぼくという存在がいなくなる！

　あの選せん択たくの意味は、こういうことだ。それはとても、恐ろしくて哀かなしくて救いがなくて──

　きゅい、と服の裾すそが引っ張られた。振り返ると、砧川が心配そうにぼくを見上げている。

「……でさぁ、そのとき見たのは、どうしてかは知らないけど群がるサンタクロースをお兄ちゃが千ち切ぎっては投げ千切っては投げしてるとこで！　商店街に積つもった綺き麗れいな雪の上に、赤い服のサンタが血けつ痕こんみたいにごろごろと……って、どうしたの？」

「えと。悪いんだけど切せつ華かちゃん、ぼくたち、これから行くところがあって」

「あ、そだったね……ごめんね、変な理由で捕まえちゃって」

　切華は軽く頭を下げた後、砧きぬた川がわの頭を撫なでた。また何やら身を硬くした砧川に笑いかけ、それじゃまたー、と歩き去っていく。その姿が見えなくなるのを待って、ぼくたちは揃そろって息を吐いた。なんとなく、二人で軽い謝しや罪ざいの言葉を交換してしまう。

「……じゃあ、行きましょうか」

「待て」

　ぼくは口をへの字にしつつ、自分の着ているシャツを持ち上げて訴えた。

「元に戻させてくれ。こんな格かつ好こうで歩くのは拷ごう問もんだ」




　路地裏で男姿に戻り、隠かくしておいた鞄かばんと制服を装備する。ちなみに、変装のためだけに買った前ぜん衛えい的てきなシャツの返品は当然のように利きかなかった（畜生め）。

「やれやれ、なんか疲れた……ていうか疲れすぎて身体からだの悩みが発生してきたぞ。昼にカップ麵めんだけではさすがに足らんかったか。ついでだし、メシ食ってから帰ろうぜ」

「あ、はい、そうですね。わたしはどこでもいいです。宵よい本もとくんの食べたいものを」

「つってもこの辺の店はさすがに食くい飽あきてるしな。よし、駅向こう行ってみるか」

　高架で線せん路ろを越え、駅の南側へ。栄えていないわけではないが、こちらは市役所だの何だのがある北と比べれば見劣りする。ぼくもあまり足を踏み入れないのだが……正直、ぱっとしないな。ここまで来て牛ぎゆう丼どん屋やもアレだし、もっと目新しいところは、と商店街を通り過ぎる。適当に道を進み、ほどよく店の密度が薄うすれたころになって──うわ、あの店すげぇ心こころ惹ひかれる。

　第一に『殺さつ々さつ軒けん』などという店の名前が普通じゃない。第二に、中ちゆう華か料理屋（だろう）にはふさわしくない店構え。看板はピンクで原色でネオンがキンキンで、さらにそこに書かれているのは「創作中華風定食・六百二十円ポッキリ。新人さん続々入店中！」などという意味のわからん煽あおり。

「ぐぅ、惹かれる……料理屋なのに新人を売りにするってどういうことだ。結局中華なのかそうじゃないのか、風ふうって何だ。ポッキリにしても中ちゆう途と半はん端ぱなのは何な故ぜだ。うさんくさすぎて素敵すてきだ……入る、ぼくはここに入るぞ砧川。異い論ろんは許さん」

「い、いいですけど。ほんとに、わたしが入っていいとこなんでしょうか？」

「可能性だけは残るな……もし料理屋風の風俗だったらすぐに出よう」

　ドキドキしながらドアに手をかけ、一気に横に滑すべらせる。

　香こうばしい油の匂におい、炒いため物ものの美う味まそうな音。中華鍋なべが竈かまどにぶつかる、心地ここち良よいリズム。

　よかった、一応、中身は中華料理屋のようだ。テーブルではとび職しよくの兄にいさん方やスーツの会社員とかの男達が料理を食べていて、んでその間を忙いそがしく飛び回っているウェイトレスが──

　ウェイトレスが、全員、ミニスカのチャイナドレスで。

「……いらっしゃいませなのだわ」
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　その中の、ただ一人サンバイザーを被かぶっている女が、無表情にぼくたちを迎えた。




　　　　４




　色とりどりのチャイナドレスが乱らん舞ぶする（？）店内。ウェイトレスの一人が壁かべを見て叫ぶ。

「きゃー！　店長っ、おっきなお客さん、太た郎ろうさんのお越しですーっ！」

「よーし、お任せ！　いろいろ略して言うとパイ無用！」

「香か織おり、よけろな感じで地球的絶対座標を加算しなさいー！　ていうか全員五ご体たい投とう地ちせよ！」

　と、厨ちゆう房ぼうから走り出てきた二人はなぜか大きくスリットの入った白衣を着た、瓜うり二ふたつの顔をした双ふた子ごらしき若い女で（髪型はショートとロングで区別化されていた）、彼女らは躊ちゆう躇ちよなくそれぞれが指に挟んだ包丁を曲芸じみたフォームで投とう擲てきした。一いつ瞬しゆん後ご、それは壁を這はっていた太郎さん（黒い悪あく魔ま生物の隠いん語ご）に容よう赦しやなく突き刺さる。綺き麗れいに二つ並んで。

　うむ、と満足げに頷うなずいた二人は平然と厨房に戻りつつ、

「その掃除用包丁、洗浄よろ～」

「無む論ろんのこと、その昆こん虫ちゆう網もう網もう翅し目もくの魔王が終しゆう焉えんした変死体も丁てい寧ねいに塵ごみ箱ばこ葬そうしておくように」

　などとのたまう。店内では料理を食べつつ談だん笑しようする男達の声が聞こえていた。

「いやぁ、二人のアレ、週に一度は見ないとなぁ。はっはっは」

　頼んだ麻婆マーボー豆どう腐ふ定食を待つぼくらは、伏せていた身を起こし、発ぜん条まい仕じ掛かけの玩具おもちやのように顔を戻して引ひき攣つった愛あい想そ笑わらいを見せ合う。それからなんとなく首を回して壁かべの張り紙を眺めた。

『鉄●定食・六十分以内に食べると四千円相当の満足感をプレゼント』『ウェイトレスへのお触り厳げん禁きん』『姦かん淫いんの目を以もつて女性を見るものは姦淫したのと同じであるｂｙ聖書……同様に厳禁』『違反者には厳きびしい罰ばつゲームが待ってるゾ。ルールを守って奇声が飛び出るほど楽しい食事タイムを！』『今月の仕置……鼻から麻婆茄な子す注入。嫌いやがっても嬉うれしがっても止やめません』

　そのとき丁度、店内が騒さわがしくなる。

「人気一番の洋よう子こちゃんに源げん蔵ぞうさんが視し線せん違反と認定されたぞっ？」

　見ると、一つのテーブルに店内の注目が集まっている。うわぁ。なんてーか……張り紙通りの地じ獄ごく絵図だ。初老の男にミニスカチャイナの女が覆おおい被かぶさってる時点で危険だと思う。

「ああ、源蔵さんの鼻と気管がひどいことにっ！」

「ゴフフ、ダイレクトに熱あつ辛からい！」

「おおお、左右同時注入なんてムゴタラうらやましいことをっ!?」

「……ぶげほゲホッ。ああ──素敵すてきな触れ合いじゃったぁ。く、悔くいは、ない……（ガク）」

　平然と仕事に戻るウェイトレス。ぴくりともしない男性。ぼくたちはまた顔を見合わせる。

　そこで、テーブルの横に影かげが立った。料理のトレイを持った寝ね々ねだ。無む論ろん大人おとな姿。

　彼女はドレスを押し上げる豊満な胸にぎょっとする砧きぬた川がわを見て、裾すそから伸びる白い太ふと股ももについ目を向けてしまったぼくを見て、ぬぼーとした顔で呟つぶやいた。

「視姦、してる？　劣悪だわ」

　ぼくは伝票に『麻婆茄子』と書き込もうとする寝々を慌あわてて止めた。




「店長達が、知り合いなら少しだけ話してもいいって」

　寝々はテーブルに料理を置いた後、そう言って傍かたわらに立ち尽くした。砧川は緊きん張ちようした面おも持もちで身体からだを縮ちぢめている。ぼくもすぐに動けるよう、腰を浮かせて椅い子すの背を摑つかんだ。

「ああ……店長達に迷めい惑わくがかかるし、ここではさすがに正せい殺さつしないのだわよ」

「喫きつ茶さ店てんのことを考えると、信じるのはちと難むずかしい言葉だな」

「正義の味方と言えども、社会には適合せねばならないのだわ。だから普段ふだんは正体がばれないように小市民のフリをしつつ、平へい穏おん無事に暴ぼう力りよくとは無む縁えんな暮らしを──」

　そのとき何やら皿が割れる音がけたたましく聞こえて、

「ぐ、ぐへ、ぐへへへへ！　もう我が慢まんできんっ！　はあはあ、はあはあ！」

「きゃあきゃあ！　てんちょ、店長ーっ！　臨りん界かい突破のお客さん一名様です助けてーっ！」

「ああ、いっそがしーい！　今は料理で手が離はなせん！」

「寝々、寝々！　うちらの代わりにホールのヘルプ・パターンＢで！」

　了解、と寝ね々ねの長いポニーテールが翻ひるがえってぼくたちのテーブルから離れ、

「拙せつ者しや様はばっちりくっきり完かん璧ぺきに、正体がばれてはいけない正義の味方などではないのだけど、ご迷めい惑わくなお客様に一般的な小市民としての物理的な諫かん言げんをしろとの雇い主の指令なのでつまりいい加減にしてくださるといいのだわ」

　……見る気にもならなかったので音をメインに表現しよう。その後、メキメキボキリという謎なぞな音。ドサリと重いものが倒れてズルズルと引ひき摺ずられる音、ドアがガラガラ開かれポイ、ピシャリ。一いつ瞬しゆんの沈ちん黙もくの後で拍手が巻き起こり、「うむうむ、このスカッとする立ち回りも店のウリの一つだね！」などという常連の会話と共に店内が元の調ちよう子しを取り戻していく。

　すたすたとテーブルに戻ってきた寝々は、

「……平へい穏おん無事に暴ぼう力りよくとは無む縁えんな暮らしをしているのだわ」

　などと何事もなかったように言葉を続けた。ぼくは脱力しつつ、適当に口を開く。

「普段ふだんはここでバイトしてんのか？」

「なんと言ったかしら……そのドイツ的な言葉を無理に英語とくっつけて、あまつさえ略した……それと、ふっくら揚がる衣揚げの方法に似た……ん、これはフリッターだわ。だから、フリーター、そうフリーターなのだわと明快になりました。拙者様」

　ボケでやってるのか本気なのか、欠片かけらもわからない。

「で……貴方あなた達はどうしてここに来たのかしら？　拙者様を探して？」

「そうだとも言えるし、そうでないとも言える。この店に来たのはメシを食うため。そこにたまたま探してたお前がいたってわけだ」

「あっ……あのっ！」

　どもりながらも声を発したのは、砧きぬた川がわだ。彼女は眉まゆを寄せた顔で寝々を見つめ、

「お願ねがいが、あるんです……これを……戻してもらえませんか？」

「戻す気はないのだわ。なぜなら貴女は劣悪だもの……それは拙者様が死ねば元に戻るのだわよ？　治したければ、貴女は拙者様と戦うしかない」

　ちっ……やっぱり駄だ目めか。口を挟むしかない。口を挟むといえば、交渉の際にあいつが口を出せばまず間違いなくこじれるだけなので、アヴェイラーズには黙だまっておくように言ってある。

「それができない、したくないから話をしてるんだ。お前は砧川を劣悪だと言ってるが、その根拠は、こいつが自分を悪だと言ったから。それだけだろう？」

「充分な理由だと思われますだわ」

「いや、だから、だな。それが間違いだって可能性がある。こいつ自身の勘違いとか。あえてぼくが言ってやるが……ぼくはこいつが悪だとは思えない」

　所しよ詮せんは欺ぎ瞞まんだ。砧川は悪であり、同時に悪ではない。ぼくと同様に。

「正義暫ざん定てい四割の貴方が、この子が自分自身について勘違いをしていると言い──だから拙者様の劣悪認定は間違っている、と。しかしいかに貴方が正義サイドといえど、拙者様も正義。立場的には互角なのだけれど、貴方あなたの発言には説得力がない、確かく証しようがない、信じられない。この状況では、拙せつ者しや様は自分の判断を信じるだけだわよ」

「それを信じてほしいと言ってる。ぼくがぼくの判断の正しさを信じていることを信じてほしい。つまり、お前がぼくを信じるかどうか、に問題を変えよう──さて、お前は何があればぼくを信じるんだ？　できることなら何でもしよう」

　寝ね々ねはしばらく、無言を保った。それから胸元のロケットをそっと持ち上げる。無表情に言葉を聞き、またしばらく無言で考えた後──「方法は拙者様が決めていいのかしらね」とロケットに対して小さく言うのが聞こえた。そして彼女はひどく真剣な顔でぼくに向き直る。

　いかなる意味があるのか、さらに数呼吸の沈ちん黙もくで間を作り、

「──決めたのだわ。試し験けんをしましょう」

「試験？」

「そう。明日あしたは……日にち曜よう日びだったかしら？　では明後日あさつてね。朝八時半、貴方の学校前で」

「し、試験って。一体、何を──」

「貴女あなたには関係ない。黙だまりなさい」

　砧きぬた川がわを一いつ蹴しゆうし、寝々はぼくを見つめる。曖あい昧まいな視し線せんからは、いかなる感情も読み取れない。

　奇妙ではあった。あれほど頑かたくなだった寝々が、あっさりぼくの口八丁に乗って試験などと言い出すのは。問題をすりかえられたことに気付かないほど愚おろかなのか──あるいは。

　……いや、考えても仕方ない。結局のところ、そうしなくては砧川を元に戻せないというのならば、ぼくに選せん択たくの余地はないのだ。

　ぼくが寝々に向けて頷うなずいたとき、厨ちゆう房ぼうからステレオで彼女の名を呼ぶ声が聞こえてきた。

「店長達が呼んでいるわ。では明後日──必ず一人で来るように。武器なども必要ない」

　踵きびすを返し、寝々がテーブルから離はなれていく。取り残されたぼくは、ひどく重苦しい気分に身を浸ひたしていた。考えても仕方ないと切り捨てたはずのものが、胸中で生き延びているのを感じる。切り捨てられるのをよしとせず、醜しゆう悪あくに蠢うごめいているのを感じる。

　原点は些さ細さいな予感、あるいは妄もう想そう。けれど、その些細をさらなる些細が補強する。寝々の奇妙な沈黙の意味。謎なぞめいた試験。必ず一人で。武器なども必要ない。

　結果として、原点の些細さとは不釣合いに明めい確かくな形で、それは現在のぼくの中に在あった。

　不吉で不安な、ただ一つの単語。

　寝々が愚かなのか、あるいは。

　罠わなか、だ。
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「はぁ……緊きん張ちようしました。試験、どうするんです？」

「……行くしかないだろう。とりあえず交渉のテーブルについてくれただけでも御おんの字じだ」

「かっ、生なま温ぬるい。小僧、いざというときに強化できるものを持っていっておけよ」

「お前がぼくの心配なんて珍しい」

「手て駒ごまをみすみす失うのも惜しいからの、ふん」

　アヴェイラーズの言うことにも一理あった。可能性が捨てきれない以上、できる限りは最悪の事態を考えて行動せねばならない。だが──

「……大丈夫だろ。せいぜい飛んで逃げる練習でもしとくさ」

　店を出たところで会話していると、辛からい麻婆マーボー豆どう腐ふのせいで何か飲み物が欲しくなってきた。砧きぬた川がわも同意したので、道の向かいにあった自じ販はん機きに足を向ける。と、そこには先客がいた。

　この店の店員の一人だろう、青いミニスカチャイナに、シャギーの茶ちや髪ぱつ。印象は派は手でだが綺き麗れいな人だ。年上だろうな……咥くわえ煙草タバコで腰を屈かがめ、出てきたコーヒーを取り出している。

「ん？」

　店に戻るのかと思いきや、彼女はぼくたちを軽く眺めてから自販機横の壁かべに寄りかかった。コーヒーと煙草を交互に吸収している。休きゆう憩けい中ちゆうか？　まぁいい、さっさと買おう。

　砧川が迷っている間に、ぼくはホットコーヒーのプルタブを開けた。一口飲んだところで、横にいたチャイナのお姉ねえさんが「ねえキミ、ちょっといい？」と話しかけてきた。

「……何すか？」

　ぼくは初対面の相手には基本的に敬語なのだ。女性は猫のように人ひと懐なつっこそうな笑え顔がおで、

「さっき寝ね々ねぷーと話してたでしょ。友達なの？」

　ぷー？

「まぁ……知り合い、ってところで。多た分ぶん、ぼくよりもそっちのほうが親しいはずです」

「にゃははは、どうだかねぇ。あの子はこの店随ずい一いちの不ふ思し議ぎちゃんだから。謎なぞが多いのよん。ま、そのミステリアスなところで固定客もついてるんだけどね？　何かやばいことやって逃げてるとか、昔はいいとこのお嬢じよう様だったけど今は勘かん当どうされてるとか、そういう噂うわさもあるし」

「……」

「今、笑うところなんだけどにゃー？」

　言って、彼女は自分でくすくすと笑った。煙草を美う味まそうに吸う。

　近くに寄ったせいでわかったが、チャイナドレスの胸元は大きく開かれ、小麦色の乳房の上に彫ほられたタトゥー（I love loveというポップな文字とキスマーク）がアピールされていた。左耳には♀の円に♂の矢印が刺さった形のイヤリングが揺ゆれている。今風の派手な人だと片付けるにしては眉まゆは太めで、目立つカットはされていなかった──肉感的で力強い体型と顔立ちによく似合っている。思考停止して流行に乗るだけの馬ば鹿か女おんな達とは一味違うのか、と思った。

「で、なんか友達っぽい子が来たからちょっと話してみようと思っただけ。ね、名前は？」

「宵よい本もとですけど。えーと、あなたは……？」

「私は、風かざ茉まつ莉り……えー……」

　視し線せんがあらぬところを彷徨さまよって、

「……楓かえで。風茉莉楓」

「名札に『風茉莉花はな子こ』って書いてあるけど」

「うっ！　バレた！」

　大おお袈げ裟さに顔を隠かくすふりをしてから、彼女はカラカラと陽気に笑った。裏表なさそうな人だな。

「これはまったく、しまったー、だねっ。初対面の人にゃ、とりあえず目につく植物の名前を名乗る癖くせがあってさぁ。常連さんの中には、まだ私のことを金きん木もく犀せいさんとか呼ぶ人もいたり」

「なんでそんなことを……」

「ほらー、私この名前嫌いなんだわ。名みよう字じ負けしてるし、ダッサダサじゃん？」

「いやま、それには同意しますけどね」

「わお、正直。いいね、正直なコ、お姉ねえさん好きだよ？」

　言いながら、彼女は煙草タバコの灰はいをコーヒーの缶の中に落とし──落とし、そして恨うらめしそうな顔でその缶を眺めて振った。音がする。まだ中身が入ってたのか。

「あーあ、まだ全然飲んでなかったのに……これはまったく、ずーん」

　と息を吐いた彼女は、なぜかぼくのほうをじっと見てくる。圧力。圧力。圧力。負けた。

「……一口飲みます？」

「マジで？　いいの？　キミ、いい子だねぇ。好感度アップ！　ディモールト、グー！」

　嬉うれしそうにぼくの肩を抱き（香こう水すいと炒飯チヤーハンのいい匂においがした）、楓さんか花子さんか知らないがとにかく風茉莉氏はぼくのコーヒーを啜すすった。

　むー、という不満げな呻うめき声ごえは……清涼飲料水の缶を持つ砧きぬた川がわだ。ジト目でぼくを見ている。

「おお？　その子は？」

　風茉莉氏が言うと、砧川は不満げな顔をはっと怯おびえの色で塗ぬり潰つぶし、ぼくの後ろに隠かくれた。

「妹です。妹なんで無む論ろん敬語なんて使いません。な、冥めい子こ」

「え？　えーと、そ、そう……お兄にいちゃんの、いもうと。って、冥子!?　初めて、なま、名前で、呼ばれっ？」

「……なんか変な感じになってなーい？」

「人見知りするんです。気にしないでください……つーか、ぶっちゃけ近寄りすぎ。柔らかいものが当たってます」

「あ、馴なれ馴なれしかった？　気に障ったらごめんねー」

「いや、別に気に障ってはないんですけど」

「なーんだ、だったらいいじゃんかよー」

　と、さらに彼女はぼくの頰ほおをぷにぷにと押してきた。どうにも調ちよう子しが狂うなこれは。

「私、スキンシップ癖へきがあってさー。誰だれかに触ってると落ちつくんだよねぇ。目に見えるものだけが真実ではないぞホッホ、てばーちゃんも言ってたし」

「それは触って確たしかめろって意味じゃないと思う……なんだか深いこと言うお祖ば母あ様ですな」

「ばーちゃん、イタコだもん。現役でやってるよ。こないだなんかヒトラーの霊れいを降ろしてしれって外人さんが来たらしくてー」

「ぬあ、キャラ立ちすぎ！」

　うーん、好感が持てる一家だ。間違ってもその家に生まれたくはないが。

　風かざ茉まつ莉り氏しは灰はい皿ざら確かく定ていの缶に短くなった煙草タバコを入れて、もう一本を懐ふところから取り出した。

「……身体からだに悪いっすよ」

「それはまったく、ぴんぽーん、な言葉だね。遠回しな自殺だってのはわかってるけどー、これがなかなか止やめられないんだわ。私、快楽主義者だってよく言われるしー」

　えーと、そろそろ帰りたいんだが……ジュースをちまちま飲んでいる砧きぬた川がわが、いつぼくのケツをつねってもおかしくないような顔をしてるしな。

「時間は？　休きゆう憩けい中ちゆうでしょ？」

「いいの、ちょっとくらい遅れても。店長ズのオシオキ包丁の脅威に勝まさるほど、君と話したいなーっていう私の欲求は強いのだ」

「あー、ぼくもこれから用事あるんで」

「そっか……ね、電話番号とメアド聞いてもいい？」

「なんでです？」

　言うと、彼女はにまーと満面の笑えみを浮かべた。無意味にぼくの肩をもみもみしながら、

「ぶっちゃけ、君、タイプだから。一ひと目め惚ぼれってことじゃろかにゃー」

　ひっく、と隣となりで砧川がジュースを喉のどに詰まらせる音がした。

「冗じよう談だん」

「冗談じゃないけど。あ、キミ、ひどいことでも、建前でウソつかれるよりは本ほん音ねで話されたほうが嬉うれしいタイプだよね。なんとなくわかるよ」

「それは……ま、そうかも。イタコの血筋パワー？」

　ひひ、そうそう、と彼女は肩を震ふるわせる。ぼくはコーヒーを一刻も早く空からにしようと啜すすりながら、思う。この人は、初対面なのになんでこんなことを──

「初対面なのになんでこんなこと言うのかわかんない、って顔だー」

　恐るべきイタコ力！

「うん、じゃあ本音を言おうかな。ほら、繰くり返すけど私って快楽主義者だからさー。だから、えーと、簡かん単たんに言えば、そだね……」

　それは多た分ぶん、考えるフリ。剛ごう速そつ球きゆうのストレートを投げる前の単なるテイクバックだったのだ。

　さしたる間もなく、彼女はぼくの顔をひょいと覗のぞき込んで軽く言った。無む論ろん、笑え顔がおで。

「今度、私とセックスしようよ？」

　ぶひゃあ。

　ぼくと砧きぬた川がわは口に含んでいたものを同時に噴ふき出した。

「わっと、二人で面おも白しろい反応。てか……うふふー、妹ちゃん、おませだねぇー。もうこの言葉の意味知ってるんだ」

「な、えと、それ、それは、駄だ目めっ！　絶対駄目っ！」

「別にお兄にいちゃんをとって食おうって言ってるわけじゃないんだけどなー……」

　誰だれか助けてくれ──というぼくの祈りが届いたのか、そのとき、不意に店のドアが数センチだけ開く。次の瞬しゆん間かん、そこから飛んできた二本の包丁がコンクリートの壁かべにぶっ刺さっていた。

「休きゆう憩けいは今まさに終わりング！」

「あと五秒でその肉体を店内に帰属させなければ、確かく定てい的てきに前ぜん代だい未み聞もんの給料恐慌が訪れる！」

「わあ、相変わらず意味不明で妙に絶望的な言葉！　これはまったく、ひぃぃ、だねっ！」

　風かざ茉まつ莉り氏は慌あわてた様よう子すで包丁を引き抜き、店に向かって駆かけ出した。最後にぼくを振り返り、笑顔で手を振ってくる。アンド、古ふる臭くさい投げキッス。

「近いうちにまた店に来てよ！　待ってるからねー！」

　静寂を取り戻した店の前。深い溜ため息いきをついた砧川が、引ひき攣つった笑え顔がおでぼくを見上げる。

「結構、年上のひとに弱いんですね……お兄ちゃん？」

　ぼくは砧川の頭にチョップしてツッコミの代わりにした。
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　月げつ曜よう日び。

　登校の時間になって考えたことは「なぜ朝の学校なのか？」という根本的な疑問だった。人目がある。ありすぎる。いや──だから、なのか？　生活圏ど真ん中で生き死にの戦せん闘とうはしにくい……それ以前に、知り合いの前で顕化アピアランスするのは不可能だ。

　と、ここで新たな問題発生。ならば顕化アピアランスしてから行くべきだろうか。安全性はそちらのほうが高いだろうが、それで敵意アリとみなされると話がこじれるだけだ。

　……解決策として「行ってみて考える」を選えらんだ。奴やつが顕化アピアランスしていれば、そこでこちらもどうするか考えよう。寝ね々ねの目的がわからない以上、後ご手てに回るのは仕方ない。

　可能性だけならばいくらでもある。単なる待ち合わせ場所から──罠わなまで。今までの対処からして確かく率りつは低いと思いたいが、ゼロではない。面めん倒どうに砧きぬた川がわを擁よう護ごするぼくを、ついに見限って排除しようとする可能性は。

　武器など要いらないと寝々は言っていた。それは何な故ぜか。たとえその言葉をぼくが無視したとしても、体面的に椅い子すを持っていきにくいような人目ある場所に呼ばれた。それは何故か。

　不ふ吉きつな予感は晴れない。未来は不確定だった。そして想像されるのは常に最悪の場合。

　五分後には胴体から切きり離はなされたぼくの首が校門に陳列されているかもしれない。あるいは校門前が血の海になっているかもしれない。戦せん闘とうのあおりで、誰だれか他ほかの生徒が不運にも巻き込まれて死んでいるかも。無個性な生徒が死ぬ光景──吐き気がするほどよく知っている。結局、ぼくは何百人殺したのだろうか。

　未来を確定させる方法は一つ、学校に行くこと。しかしいつも通りに登校して学校に近付いても、鞄かばんにいるエベネゼルの警けい告こくはなかった。つまり寝々は顕化アピアランスしていないことになる。安心……してもいいのだろうか。これでさらに寝々が何をしたいのかわからなくなった。

　だが、どんな姿の寝々が待っていようが──奴が何を狙ねらっていようが、ぼくのすることは変わらない。なんとか砧川を戻す気になってもらわなくてはならないのだ。とりあえずは安あん堵ども緊きん張ちようも見せずに友好的な接し方をする必要がある。たとえ一いつ瞬しゆん後に死の危険があるにしても。

　そんなことを考えながらぼくは学校の前に辿たどり着き、

　……眩暈めまいのようなものを覚えた。

　いや、どんな姿の寝々が待っていようが、とは言ったが。そして少しはこんな可能性も考えてはいたが。実際目にすると、それは結構な破は壊かい力りよくのある姿だったのだ。

　一言で言えば。

　寝々がうちの学校の制服を着ていた。




「遅いのだわ」

　登校する生徒達でごった返す朝の時間。じろじろと向けられる不ふ審しんな目をものともせず校門横の壁かべに寄りかかっていた彼女は、開口一番にそう言った。

　不ふ審しんな目──当然だ。奴やつの装備は、制服＋妙に長い髪＋斜めに被かぶったサンバイザー＋胸元に垂たれるロケット。これで人目を惹ひかないわけがあるまい。鞄かばんの代わりにポシェットを腰に巻いているのもそれに拍車をかけている。

　ぼくは頭痛を堪こらえるように、眉み間けんを親指と人差し指で押しながら呻うめいた。

「……お前、フリーターだって言ってなかったか？」

「ええ、紛まぎれもないフリーター。この学校の生徒などではないのだわよ」

「なら、その制服はどうしやがったんだ」

「これは殺さつ々さつ軒けんで隠かくれてバイトしてる子に借りたの。拙せつ者しや様は十九だけどまだまだいけるのだわね、正義的に。よって今日きようだけ十七ということになりました。そのつもりで」

「歳としはまぁ、それはそれで通ると思うが……ええい、ちょっとこっち来い。目立ちすぎてる」

　寝ね々ねの手を強引に引っ張り、学校の中へ。人ひと気けのないところと言えば……やはりあそこか。教室に向かう生徒達の流れを突っ切り、ぼくは体育館裏に向かった。

　二週間前に謎の崩落を遂とげた体育館は今も工事中で、その周囲が背の高いフェンスで防ぼう護ごされている。この体育館裏も依然として人目につかない場所なのは確たしかだ。砧きぬた川がわが刺されたり変な操あやつり人形とバトルったりで、ここにあまりいい思い出はないのだが。

「ここは体育館裏よ。なぜだか工事中みたいだけど」

「言われなくとも知っとる」

「内気な女の子が勇気を出して告白したりする正義なところね。ん、でももう時代遅れかも。今でもそんなことあるのかしら？」

「……さぁ、な。で──試し験けんの内容は何だ。もう教えてくれてもいいだろう」

　その質問を繰くり出すには多少の心構えを必要とした。拳こぶしと足に力も籠こもった。自分でも臆おく病びようだと思うが、仕方ないだろう。「それは貴方あなたが五秒後に生きてられるかどうかよ」と致命的な言葉と攻こう撃げきが返ってくる可能性がある瞬しゆん間かんだ。これで緊きん張ちようしない人間は想像力を家に忘れてきた痴ち呆ほうでしかありえない。政治家にでも向いているんじゃないのか。

　だが寝々の答えは軽く、

「ああ、そうね。そうだったわね」

　そうだったわね、ときたか。いろいろ気になる言い様だな。

「そんな緊張した顔をしないでもいいのだわ。簡かん単たんに言えば、これから拙者様はこの学校の中で劣悪を探しまする。貴方はその手伝いをなされ」

「まさか──ここにまだ別の代替魔術師ポステルオルマギスがいるってのか」

「ああ、違うわよ。悪の幹部がどうとかではなくて……これはただの日につ課かの延長なのだわ。悪人探しの。拙せつ者しや様、色々なところに行って悪を見つけようとしているのだけれど、やっぱりこういう学校は入りにくいから放置していたの。で、たまたま都つ合ごうよく貴方あなたと知り合ったから」

「闇滓アンシイが多い……所謂いわゆる《悪人》がここにいるかもしれないから、一応探しときたいってことか。で、その手伝いというか案内をぼくにしろと」

　なんだその程度か、とぼくは拍子抜けした。ぼくの命が目的の罠わなならば、今ここでぼくを襲おそわない意味がない。生命の危き機きに対して常に気を張るようなレベルの警けい戒かい心しんは必要ないだろう。ただし、こいつが別の目的を隠かくしているという可能性は証明不可能命題として残る──当然、ある程度の警戒心は保険として保っておかなくてはならない。

　ともあれ、そういう簡かん単たんな試し験けんならばさっさと学校の悪人を探して終わらせてしまおう、と思った瞬しゆん間かん、ぼくの頭に疑問が浮かんだ。よくよく考えれば、それなら別に案内までして調しらべることもないような。鞄かばんの中に入れてあったＰＣを開いてエベネゼルに尋たずねてみると、当然ながら『今のところは感知できず』と返ってきた。

「調べるまでもなく、いないみたいだぞ。わざわざ探す必要なんかあるのか？」

　寝ね々ねはその質問にふと首を動かした。地面の萎しなびたタンポポや卑ひ猥わいな落書きが書かれた外がい壁へきをひとしきり漫まん然ぜんと眺めやってから、もごもごと言う。

「……ん。それは……信用できないのだわ」

「信用できないって──じゃあお前の導き手ナビゲータに確たしかめさせればいいだろうが」

　何やらまた微妙に警戒心が疼うずくが、こんなすぐわかる事実を目め晦くらましにして罠にかけようとする阿あ呆ほうもいないだろう。どういうことなんだろうな。

「それは……そういうわけには、いかない。拙者様はこの中を自分で歩いて自分の目で見て自分の頭で感じて確かめる必要があるの。文句があるのなら試験はなし、あの劣悪眼鏡めがねさんはやはり劣悪ということに」

「む、それは困る。わかった、とにかく悪人探しに付き合えばいいってんなら付き合おう」

　わかればいいのだわ、と寝々は満足げに頷うなずいた。

　ひょっとしたら、こいつの導き手ナビゲータ──イオというのか──は、悪人の、つまり闇滓アンシイの感知が不ふ得え手てなのかもしれない。それなら説明はつく。とはいえ、わざわざ学校を練ねり歩いて探すよりも上う手まい手はいくらでもあるだろうに……ま、あえて文句は言うまい。何も言える立場にない政治的弱者だからな、今のぼくは。

「ああそう、それと。思い出したのだわ。探している悪と言えば」

　寝々は軽く目を眇すがめて、

「なんと言ったかしら……この前言っていた、劣悪な劣悪殺人集団は」

「殺人集群フラツトフロアか」

「そうそれ。拙者様も探してはいるのだけれど、そちらについての情報は？」

「……手がかりなしで元気だ。数日前に、この学校の生徒も殺された」

　無感情に答える。寝ね々ねはその言葉にぴくと眉まゆを動かした。

「学校の生徒が？　何か関係があるのかしら？」

「いや……それはたまたまだろう。その他大勢に含まれてたってだけでな」

「ふむ。もし関係があったらついでにこの学校をもっと念入りに調しらべなくては、と思ったのだけれど。そういうことなら別にいいのかしら」

「この学校に殺人集群フラツトフロアがいるかもって？　いくらなんでも、そんなことは」

　笑いかけ、しかしぼくはすぐに口を閉じる。ぼくは近しい人間が人間を止やめていたことに気付かなかった。学校の中に狂った殺人集団がいないとなぜ言える？

「まぁ、どこにいるかわからないなら、どこでも注意してないといけないのだわね。忘れない程度に頭に留とめておきましょう」

　了解だ。そもそも学校の中に闇滓アンシイ反応はないし、そんなに気にすることもないだろうが。

　そのときＨＲを告つげるチャイムが鳴り、

「学校が始まったみたいだわね。では行きましょうか……と、注意を忘れてたのだわ」

　寝々は軽くぼくに指を突きつけて言った。

「ひとつ。勝手にうろうろして迷子まいごにならない。ふたつ。忘れ物をしないように気をつける。みっつ。何か困ったことがあったらすぐに大声を出して拙せつ者しや様に知らせ──」

「どこの子供に対する注意だ!?　ていうかだな、ぼくのほうこそお前に注意したい！　マジで頼むから、あまり目立つことはしないでくれよ。授業中の教室に入って中を確かく認にんするとか、もっと単純にいきなり暴あばれ出すとか」

　寝々は妙に子供っぽく頰ほおを膨ふくらませた。

「失礼千万。いくら拙者様でもそんなことはしないのだわ」

　いや、そのお前の線せん引びきがまったくわからんから怖いのだが。

「じゃあ、とりあえずどーすんだよ」

「そうだわね……まず廊下を歩く。それからあまり人ひと気けのない……特別教室とか、そんなところに行ってみましょう。授業をサボってる人間がいたら悪の疑いアリ」

　ぼくは人知れず肩を竦すくめた。一つの矛む盾じゆんに対して。

　そうすると、お前が正義っぽいと認定してるぼくも授業をサボることになるんだがな。




「廊下よ」

「見りゃわかる」

「静かね」

「授業中だからな」

　人気のない矩く形けいの空間はあくまでも無む機き質しつに、ぼくたちを世界の奥へと導みちびいて延びていた。横で寝々の来客用スリッパが立てる気の抜けた足音、教師による念ねん仏ぶつのような教科書の朗読、誰だれかが冗じよう談だんでも言ったか、遠くから微かすかに届く笑い声。それら不可視の要素を全すべて取り除けば、モノクロな静の光景は打ち捨てられた病院のような印象すらぼくに抱かせ、どこか退廃的で落ち着かないものだった。人間がいるべき場所ではないような、そんな気がした。

　……だから、人間じゃない奴やつ等らがこうして歩いてるんだろうさ。

「不ふ思し議ぎだわ」

　歩ほ調ちようを同じくして隣となりを歩く寝ね々ねが、廊下を眺め渡しながら言った。

「いつもは人でいっぱいの場所なのにね。それがただ見えなくなっただけで──あら不思議。拙せつ者しや様達二人しかいない異世界に飛び込んだような気になるわ」

「メルヘンちっくなこと言いやがる……しかしまぁ、同感だ」

「……うふふ」

「何笑ってんだよ」

「いいえ、何でもないのだわ」

　無目的に歩いていると、そのうちにチャイムが鳴った。しばしの喧けん騒そうを身に纏まとった生徒達が廊下に流れ出てくる。すると寝々は足を止め、廊下の壁かべに背中を預けた。

「少し止まりましょう」

「だから目立ってるっつーんだが……ああもう、いいや」

　ここは一年の教室がある階で、上級生──しかも学校一の問題児と見覚えのないサンバイザー女が廊下に佇たたずんでいるのだ。怪け訝げんと不ふ審しんのデコレーションに塗まみれた視し線せんが集まるが、君くん子し危あやうきに近寄らず、誰だれもが見ないフリをして通り過ぎていく。

　生なま欠伸あくびを嚙かみ殺して教室から出てくる者、何が楽しいのか黄き色いろい声で爆ばく笑しようしながら連れションへ向かう女子、硬貨を握にぎり締しめているであろう拳こぶしを振り、自じ販はん機き目指して走る男子。

「これが、高校、なのよね……中学とは全然違うのだわよね？」

「当たり前なことを。ま、高校生ってのは子供と大人おとなが合体したイキモノだからな。子供みたいに思いつきで騒さわぐし、大人みたいに遊びに知恵を巡めぐらせる。どっちかに寄ってる奴やつもいるが」

「他ひ人と事ごとみたいに言うのね。貴方あなたはどうなのかしら？」

「さぁね。子供寄りじゃないか？　自分を大人だと思ってる、馬ば鹿かな子供だろうよ」

　また寝々は肩を震ふるわせた。何だろう……落ち着いてるというか安らいでるというか、今までとは多少違う雰囲気だ。制服を着ているせいで、ぼくがそう錯さつ覚かくしているだけかもしれないが。

　そのままぼんやりしていると、ふと聞き覚えのある声が耳に届いたような気がした。

　……最近、こんなパターン多いな。まぁ、運が悪いのは自覚しているし──そうでなくとも、ここは一年の廊下だ。出会わないほうがおかしいのだが。

「おっ、おっ、おおおおお!?」

　素すっ頓とん狂きような声に首を回すと、そこではあんぐりと口を開けた切せつ華かがこちらを指差していた。その指先はぷるぷると震え、隣の寝々とぼくとを行ったり来たりしている。

「おおお兄にいちゃ、お兄ちゃ！　ちょっ……」

　何かを言いかけたが、そこで口が真ま一いち文もん字じに引き結ばれる。そしてその童どう顔がんに何やら怒ったような表情を乗せ、切せつ華かはずんずんと大股で近付いてぼくの腕を摑つかんだ。引っ張られる。

「おわ、なんだ!?」

「いいから！　来て！　ていうか来る！」

「……何なのかしら。世にも珍しい校内略取誘ゆう拐かいだったら止めるべきなのだろうけど」

「いや、そこで待ってろ！　すぐに戻る、頼むから動くな騒さわぎを起こすな何もするな！」

　そのまま連行され、廊下の角を曲がって階段の踊り場に。寝ね々ねの姿は見えなくなった。

「おい切華、いい加減離はなせ！　なんだってんだ？」

「……あの人、なに？」

　切華は頰ほおを膨ふくらませ、ぼくを見上げている。

「なにと言われても……知り合い、だな」

「なにしてたの？」

　少し考える。あんな目立つ奴やつが生徒の中にいないことは調しらべればすぐわかるだろう。後で言いい訳わけするのも面めん倒どう臭くさいし、正直に言っておくか。

「学校案内だ。本当はここの生徒じゃないんだが、いろいろ見て回りたいらしくてな」

「……変なの。ただの知り合いなのに、そんなことするの？」

「少し借りがある知り合いなんだ」

「それだけ？　本当にそれだけ？」

「お前、変だぞ。何つっかかってんだ。お前には関係ないだろう？」

「関係、ない……のかな。なんか、気になるの！」

「何が気になるってんだよ」

「うん……なんだろ。気になってるのは、ぱっと見て、髪型とか、で。それは、ええと。うまく言えないんだけど──」

　ぼくの鼓動が止まる。不ふ穏おんな予感が忍び寄ってくるのを感知し、張り詰めた意い識しきが防ぼう壁へきを発動させた。呪じゆ文もんは再び繰くり返される──考えるな。考えるな。考えるな。

「ねぇ、まさかとは思うけど！　お兄ちゃ、まさか、あの人を……」

　止やめろ、切華。その先を口に出すな。

　ぼくは考えないようにしている。だから止めろ。考えさせようとするな。

　そして切華が致命的な言葉を口に出す、まさにその瞬しゆん間かん。

「あら、ここにいたの。誘拐でなくて、らっき。可能性が捨て切れなかったから、探しにきてしまったのだわ」

　寝々が姿を現した。怪け訝げんそうな顔で、ぼくと切華を眺めている。

「……誘拐でなくてぼくもほっとしてるよ。まぁ、一応紹介しとく。ぼくの妹だ」

「あ──切せつ華かです。こんにちは」

「そう。拙せつ者しや様は蘭らん乱らん爛らん崎ざき寝ね々ね。正義の味方とは何の関係もない一般人なのだわ。道みち端ばたで劣悪を見かけてもフライングクロス正せい殺さつなどせずに通り過ぎ……はさすがにアレなので通り過ぎた後ろからマンホールの蓋ふたを思い切り投げつける程度の気弱な天てん罰ばつ行為はするかも」

　などと寝々は極きわめて特殊なタイプの自己紹介を行った。当然のように、切華の顔には戸と惑まどいと困こん惑わくの気配けはいが強く表れている。

「えーと。お兄にいちゃのお知り合いの方、ですか？」

「そうね、そういうことになるのかしら。言うならば正義の味方を勇気で手助けしたりたまには敵に攫さらわれて足を引っ張ったりする町民の少年Ａのような」

「またよくわからん比ひ喩ゆを……」

「とてもわかりやすいと思うのだけれども。あ、でも、間違えたのだわ！　拙者様は正義の味方ではないので、今のはナシ──じゃあ、そうね。散歩友達で」

「いきなり適当になったなオイ」

　微かすかな吐と息いきが聞こえたので見れば、切華は俯うつむき気味に小さく独ひとり言ごとを呟つぶやいていた。

「なんだ、違うや……気のせいで、たまたま、だよね……」

　ぼくと寝々の顔を交互に見た後、一人で納なつ得とくして頷うなずく。

「うん、安心した。そのことについては安心した。だいじょぶ、だね。切華的にも認定！」

　何を言ってるのだ。ううむ、いつにもまして馬ば鹿かさ加減が凄すごいぞ。

「ああ、でも、それはそれとして」

　切華はじろりとぼくを睨にらんだ。

「とにかくやっぱり、お兄ちゃは駄だ目め」

「何が駄目なんだよ」

　反射的に言い返すと、切華の目に再び憤いきどおりのようなものが纏まとわれた。

「それはもう、二人っきりで、仲良く廊下で、とか！　何考えてるの!?　今は、今だから、言うんだよ！　ほんとにもう、お兄ちゃだって昔から絶対にわかってたよね!?　そりゃこないだは自由みたいなこと言ったかもしれないけどだからって二週間くらいしか経たってないこんなときに好き勝手やられたら切華だって少しは頭にくるしそれ以前にすごく哀かなしいしどうでもいいみたいな感じ見るの嫌いやだしだから──!!」

　そんな雪崩なだれ式意味不明発言がそこで僅わずかな間を開けたのは、単純に切華が息継つぎを必要としたからと──都つ合ごうよく、休み時間終了を告つげるチャイムが鳴ったからだった。

　それに間合いを外はずされたのか、切華は言葉の機き銃じゆう掃そう射しやを始めることなく、吸い込んだ空気をそのまま溜ため息いきの形で吐き出した。そして疲れた様よう子すで肩を落とし、
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「はぁ、凄い空から回まわり感がする……なんかお兄ちゃ、可哀かわい想そうな人を見るような目だし」

「実際そんな感じで見てたからな」

「……まあ、いきなり遊び人になるってのもそれはそれで不自然なんだよね。だから多た分ぶんさっきの説明も本当で、お兄にいちゃは天然で意い識しきせずにやってるだけなんだろうけど──」

　再び独白じみた言葉を漏もらしてから、お馬ば鹿かな妹は目を細めてぼくを見やった。

「けど、切せつ華か、まだ結構怒ってるからね」

「……何でだ。怒られるようなことをしたか」

「お兄ちゃの、その『わかってないトコ』かな。『わかろうとしないトコ』かもしれないけど。今ぐらいはさ、誤解されるようなことはやってほしくないの。見てて嫌いやな気分になるから！」

　色々と意味不明だ。理解できない──理解したくもない──外国語の朗読じみている。それはただ耳障りな雑音でしかなく、だからぼくはただ思っていた。五う月る蠅さい。もう黙れ。

「いろいろ他ほかに言いたいこともあるけど……もう授業だから止めとく。とにかく、今後は注意してよね。切華はいつでもチェックしてるよ！」

　びしりとぼくに指を突きつけてから、切華は大股で教室に戻っていった。寝ね々ねが小首を傾かしげ、

「何だったのかしらね？」

「……さあな。出来の悪い妹なんだよ、気にしないでくれ」

　既すでに廊下の人ひと影かげは消えている。身を回しつつ、寝々はぼくにふわりと笑え顔がおを見せて言った。

「今後は誘ゆう拐かいされないように手を繫つないでおきましょうか？」

「勘かん弁べんしてくれ」

　しかめっ面つらで言うと、寝ね々ねの肩が残念そうに竦すくめられた。まったく、どこまで本気なのかね。

　そして寝々は、ではまたどこかに行きましょう、と軽く言って歩き始める。そのあまりの軽さに、ぼくはふと不安を覚えた。

「ちゃんと確かく認にんしてんだろうな？」

「ああ……そうね、悪はいないみたいだわね」

　あっけらかんと答え、スリッパの音がぼくを先行し始める。寝々は尻しりの後ろで両手を組み、その髪を小さく揺ゆらしているだけだ。その後ろ姿に緊きん張ちよう感かんなどというものは欠片かけらも見られず──なぜか逆に寝々が今にも鼻歌を歌い出しそうな気がして、ぼくは怪け訝げんな気持ちで首を傾げた。




　ぼくたちは第三校舎の三階、特別教室が集まっている場所に辿たどり着いていた。授業中なので廊下に人ひと気けはない。「音楽室よ」「美術室よ」などというわかりきった台詞せりふをいちいち発しつつ、寝々は教室をチェックしていったが……当然、授業していたり鍵かぎがかかっていたりして中には入れない。徒労に終わる。しかし寝々は本来の目的である『授業をサボる悪を探す』ことが上う手まくいっていないにも拘かかわらず、それにはたいした失望も抱いていないようだった。

「ふむ……では次は図書室に行ってみるのだわ。あそこなら鍵もかかってないはずであり」

　階段へ向かう──はいいのだが、ぼくは寝々が上りのほうに足をかけたのを見て言った。

「おい、図書室ならこっちだぞ」

「あらそう。図書室は上にありそうな気配けはいがしたのだけれど、変ね」

「図書室の気配って何だ？　ま、惜しくはある。去年までは四階にあったんだが、ＬＬ教室が上にできて教員棟とうのほうに移ったんだ」

「ＬＬ教室って何かしら？　知らないのだわ」

「あー……何の略かはぼくも知らんが、英語のヒアリングとかするところだ。ＰＣとかビデオとかもあって、そうだな、視し聴ちよう覚かく室しつの大おお袈げ裟さなもんだと思えばいい」

「ビデオ。ＰＣ。なんだか楽しそうな授業ね。きっとラク・ラク・教室に違いないのだわ」

　……ともあれ、教員棟の最上階にある図書室へ。さすがにここに鍵はかかっていなかった。静寂の中、数人が読書スペースに座っている。きっと授業が自習になったか何かなのだろう。

「図書室よ」

「さっきから、口に出して確認しないと気が済まんのか？　まぁいいが……悪は？」

「いないみたいだわね。とりあえず休むのだわ」

　寝々は読書スペースにあった四人がけの机に座った。ぼくもその向かいに。

「ところで貴方あなた、本を読むのは好きよね？」

「おっと何だ、この知的フェイスでバレバレか。そうだな、手当たり次第に何でも読むぞ」

「ふふ、それはよいことね。ここに来れば好きなだけ読めるのだわよ。中学のより本の数も多いだろうし」

「そりゃそうだろう……てかぼくはもう二年だっつの、中学との違いに驚おどろく時期はとっくに過ぎたよ。図書室に入いり浸びたるようなタイプでもなかったしな」

「ん……そう」

　それきり、寝ね々ねは何をするでもなく目を細め、じっと机に視し線せんを落としていた。睨にらんでいるのではない。逆だ。それはあくまでも安あん穏のんな、まるで転うたた寝ねをするように──ただ、この静せい謐ひつな空間に身を浸す行為。たまにぼくを見れば、微かすかに口元の力を抜く。そしてまた机を鑑かん賞しようする。

　その態度に疑問と不ふ審しんが浮かんでくるが、それを口には出せない。これが砧きぬた川がわの子供化を治すことに繫つながる試し験けんである以上、ぼくはこいつに黙だまってついていくしかないのだし──それに。

　こういうのも、悪くない気がした。特に理由はないが、なんとなく。

　図書室というのはどうしてこう眠気を誘さそうのか。本の匂においの中に睡すい眠みん薬やく成分でも入っているのだろうか。そんな思考にふさわしく、机が次第に距きよ離りを縮ちぢめてくる。

「あ」

「あ？　ぬぐ」

　寝々の声に顔を上げた瞬しゆん間かん、視界が白い手で覆おおわれた。こめかみと眉み間けんが同時に圧迫される。それほど力が込められてはいないので、別段痛いことはなかったが──何だか恥はずいぞ。

「わしわし。猫背は駄だ目めよ」

「……今のはただ眠かっただけだ」

　やんわりとそのロックを外はずすと、寝々は微笑しながら、代わりにぼくの金髪を軽く摘つまんだ。

「ぼく、ね……今いま更さらなのだけど、こんな髪をしててそんなこと言うのは……うふふ。似合っていない。変なのだわ」

「悪かったな。それも癖くせだ、もう直らん。つーかお前も似たような髪だろが」

「あら、これは地じ毛げなのだわ。ご先祖様に外国のひとの血が入ってるらしくて」

　ふーん、と適当な相あい槌づちを打ったとき、小動物が鳴くような音が耳に届いた。寝々の頭が緩かん慢まんに下を向く。眠たげな瞳ひとみで自みずからの腹を凝ぎよう視し──つまりはその奥にある食物消化袋の存在を確かく認にん。

「率直に言って……拙せつ者しや様はお腹なかが減ってきたのだわ。食堂に行きたいと希望するなり」

「へいへい、案内しますよお姫ひめ様……と、残念ながら学食は十二時半オープン、もう三十分くらい待たないと駄目だぞ。ま、隣となりの購こう買ばいなら開いてるだろうが」

「それでいいのだわ。学食が開くまでそこで何か買って繫ぎましょう」

　繫ぎという言葉に嫌いやな予感を覚えるぼく。そしてその予感は的中した。




「……このパン、二十個ほど欲しいのだわ」

　またやりやがった！　ぼくは喫きつ茶さ店てんでの驚異を再び目にすることになるのかと内心恐れおののいていたが、幸運にも購買のカウンターにいるおばちゃんは笑ってそれを受け流した。

「いやーだ、そんなにゃ売れないよ。おつかいだろ？　そーいうことされるとみんなの分がなくなっちまうからね。ここでは一人五個までっていう暗あん黙もくの了解があるの。欲しけりゃ自分で買いに来いってお友達に伝えなよ」

「違うのだわ、これは拙せつ者しや様が一人で」

「オッホホホ、あらおかしい！　確たしかにあんたは発育よさそうだけど、そんなに食べられるもんかい。とにかく、これはルールだからあんただけ特別扱いはできないさね。諦あきらめなさい」

「……ルール？　正義の？」

「そうそう。みんなが昼飯を食いっぱぐれないようにするための正義のルール。わかった？」

「むぅ……なら、仕方ないのだわ。五個でいい」

　購こう買ばいは食堂の隅すみに設置されている、駅構内にあるコンビニ風の小さな店だ。パンの袋を提さげてそこから出てきた寝ね々ねが微妙に凹ヘコんだ顔をしているのが面おも白しろくて、ぼくは苦笑する。

「ま、足りんぶんは学食で補えということだな」

「五個ルールなんて聞いたことなかったのだわ」

「安心しろ、ぼくもない。というかそれだけ一気に買う奴やつもそうそういないだろう」

「……貴方あなたは何も買わないのかしら？」

　学食で食うなら別に今ここで腹を満たしておく必要はないのだが……ふむ。

　購買の中を覗のぞき込むと、カウンターの横にアイスの入ったケースがあるのが目に留とまる。

　アイスでも齧かじるかな。寒いときにあえて冷たいものにトライするのが男だ。

「よし、ぼくはアイスを食う。哀あわれな顔してるからお前にも一本くらい奢おごってやろう」

　何の気なしに言ったのだが、寝々はその言葉に過剰な反応を見せた。素早すばやく首を動かし、けれども動作に見合わないとろんとした目でぼくを睨にらむ。

「それは駄だ目めだわ。拙者様が貴方に奢るの」

「うお、なんでだ」

「なんででも。これを拒否すると劣悪よ」

　そう言われては引かざるを得ないのだが……女にただ奢ってもらうというのもなんだかな。ということで、妥協案だ。

「よしわかった。お前はぼくに奢れ。ぼくはお前に奢る」

「……妙な話だわ。とてつもなく矛む盾じゆんしているような、それでいて何も問題はないような」

　ぶつくさ言う寝々を無視して購買へ。適当に一本を選えらび取り、寝々に押し付ける。

「で、お前は？」

「なんでもいいのだけれど……そうだわね」

　呟つぶやきながら、寝々はその細い腕をケースの中に伸ばした。

「拙者様、ブルーベリー味が好きなのだわ」




　ぼくは、何も、考えない。




　　　　２




　まぁ予想はできてたことだけどな、というのがその声を聞いた瞬しゆん間かんの感想だった。

　そう、全すべては当然のことだ。驚おどろきも目新しさもない。人で賑にぎわう学食の中、ぼくたちの周囲だけがエアポケットになっていることも、寝ね々ねの口の動きが止まらないことも、机の空あき皿山が標高を増す一方だということも、ぼくが頰ほおを引ひき攣つらせてそれを眺めるしかないことも──

　そして、そんなときに場違いな闖ちん入にゆう者しやが現れることも。

「ああ？　んだテムェ、まだ目立つ髪しやがってるんじゃオラァ!?」

　国語力の崩ほう壊かいを憂うれえさせる台詞せりふに首を回すと、そこにいるのは──いつかのヤンキーさんたち、数は四人。以前、金髪とか態度で絡からまれたときには適当に受け答えして穏おん便びんにお引き取り願ねがったのだが……どうでもよすぎてそのやりとりすら忘れていた。ふむ、どうしよう。

　と、悩む必要もなかった。結けつ論ろんから言うと、返答はハイスピード・フライング・うどんの丼どんぶり。ぼくの肩を掠かすめて射しや撃げきされた丼との強制的接せつ吻ぷんで、不良Ａは安らかに夢の世界へ旅立った。

「劣悪ね。これはもう」

　げ。まずい！　果たし合いを挑いどまれた剣豪のように席から立ち上がる寝々を、慌あわてて制止。

「ちょっと待て、お前がそう思うのも無理はないが、あれだ、こいつらは悪は悪でもゴキブリレベルの悪！　お前がわざわざ叩たたき潰つぶす必要もない！」

「てっ……てめぇ！」

　あー、ちょっと言葉を間違えたな。うん。それは認める。

　いきなり殴り掛かってきたリーダー格だったが、ぼくの手が勝手に動いてカウンター一発。リーダーが倒れたのを見て、残りの不良さんたちが一斉に血けつ相そうを変えて襲おそい掛かってくる。

「ほら劣悪」

「ええぃ、こうなったら仕方ないか。頼むから魔ま……アレは使わないでくれよ！」

「当然、ゴキブリ如ごときには使うまでもないのだわ」

　ぼくは冷や汗の一つも搔かくことなく不良の一人を叩きのめす。で、寝々は、と見ると。

　人間が空そらを飛んでいた。体重の乗った掌しよう底ていで翼つばさを与えられた不良は高く高く吹ふっ飛び、学食のカウンターを乗り越えて厨ちゆう房ぼうへ。鍋なべが倒れて汁がぶちまけられる音がした。

　続けて寝々はもう一人が繰くり出したパンチをかわして腕に手を添え、別の手で軽く足あし下もとを払う。と──冗じよう談だんのように不良の身体からだが一回転し、テーブルに叩きつけられた。あまりの勢いでべきべきとテーブルが折れ、彼は硬い食堂の床ゆかに背中を打うち据すえる。

　そして、さらに。寝々は丼を喰くらって倒れていた男に歩み寄り──その鳩尾みぞおちを踏みつける。手加減なく。彼の口から吐と瀉しや物ぶつが周囲に撒まき散らされ、ギャラリーから悲鳴があがった。

　うおう、いつもの「やりすぎ正義」が出ております！　喫きつ茶さ店てんで砧きぬた川がわにしたことを思い出せば当然だが……やはり悪に対しては容よう赦しやないな！

「ひい汚っ！　ほら、もういいだろうが！　とりあえず走るぞ！」

「あら……でも拙せつ者しや様、まだ腹八分目なのだけれど。いろいろな意味で」

「このうえまだやる気か！　そして食う気か！」

　寝ね々ねの手を強引に引っ張って走り出す。食堂を脱出、適当に校舎の中へ。ああ、これでまたぼくの汚名が一つ増えたことになるな。憩いこいの食堂を阿あ鼻び叫きよう喚かんの地じ獄ごくと化した男、とか。くそ。

　そんなぼくの胸中をよそに、寝々はぼんやりと繫つながった手を見ていたが、

「……えい」

　不意にチョップでその繫がりをぶった切ったかと思えば、今度は逆にぼくの手を引っ張って軽快に走り始めた。くすくすと肩が揺ゆれている。

「ぬお、何だ!?　わけが、わからん、のだがっ」

「うふふ。いえ、何だかこちらのほうが楽しそうよねって思って」

「ぼくは全然楽しくないがっ」

　相変わらずマイペースな不ふ思し議ぎ行動の寝々に引っ張られて辿たどり着いたのは、幸いにも人ひと気けのない特別校舎。これでやっと一息つけると思いきや、やはり寝々はマイペースだった。牽けん引いんの終了と同時に、彼女は気楽な調ちよう子しで言う。

「ねえ、ちょっと。御ご不ふ浄じように行くのだわ。ここで待っていて」

「はぁ……できるだけ長く籠こもっていてくれると嬉うれしいな。ほとぼりが冷めるまで」

「失敬な。小だわよ、そんなに長くならない」

「種類を聞いたわけじゃないが……」

　ぼくのぼやきを置いて、彼女は廊下のトイレへ。憮ぶ然ぜんとしながら汗を拭ぬぐっていると、誰だれかが廊下を走ってくる音がした。騒さわぎを聞きつけた教師達か、とぼくは僅わずかに身構える。しかし曲がり角から現れたのは見覚えのない女子生徒だった。上うわ履ばきの色を見るに、上級生……三年だ。

「はっはっ……あっ、いた！　やっと見つけた！　君、ねぇ、さっきのどういうこと!?」

「えー、なんというか、ですね……正当防ぼう衛えい、というかなんというか。もしもあなたが傷害罪とかでぼくらを訴えようとしてるんなら、それはちょっと考え直していただきたく……」

「いや、そーゆーのじゃなくて！」と、彼女は顔の前でばたばた手を振った。

「さっきの、蘭らん乱らん爛らん崎ざきさんでしょ!?　なんでここにいるの？」

　何な故ぜ、寝々のことを知っている？　いや、なんで、とはどういう意味だ？

　ぼくは横目で軽くトイレを見た。まだ出てくる気配けはいはない──

「……その質問に答える前に、聞きたいです。あなたはなんで、彼女のことを知ってるんですか？　友達とか、バイト仲間とか──」

「そういうんじゃなくて……ただ、見たことがあるだけよ。あんな格かつ好こうはしてなかったけど」

「見たことがあるって、どういうことっすか？」

「だから、学校にいたときに……え？　ひょっとして、知らないの？」

「ぼくは、彼女のことについてはほとんど何も知らないんで。それよりも、学校にいたってのは……あれがここの卒業生だってこと？」

「違うよ。私が一年生のころ……だから、彼女が二年のときかな。学校、辞やめちゃったの」

　寝ね々ねが一言も言わなかった事実だ。しかし──思い当たる節ふしがないではない。

　図書室は上にありそうな気配がしたのだけれど、変ね。

　五個ルールなんて聞いたことなかったのだわ。

　いや、しかし、だったら。なぜぼくに案内など頼んだんだ？　必要ないじゃないか。

「蘭らん乱らん爛らん崎ざきさんはね、そのときは有名人だったんだよ。あ、私、剣道部の元部長なんだけどさ。私が一年のとき丁度、あの人、うちにある武道系の部活を全部かけもちでやってたのよ」

「全部って」

「そう、全部。剣道、柔道、空手、フェンシング、弓きゆう道どう……結局、全部かけもちでできるくらい強かったのよ。私が見たのも、剣道一筋でもう十年くらいやってる三年の先せん輩ぱいが、蘭乱爛崎さんに手も足も出ないで負けるとこだった。うん、憧あこがれ、だったのかなぁ」

「……」

「あの人っていいとこのお嬢じよう様らしくて、昔から……英才教育っていうの？　そういうの受けてたみたい。普通ピアノとかだろうって思うけど、本当のお金持ちって、ほら、一般人の想像とは違うことやりたがるじゃない？　だから」

「……で？　理由は？」

「ああ、それで、もし復学したんだったらぜひ剣道部に入ってほしいなーって。最近、うちの部活ってめっきり弱くなっちゃってさ。あの人が入ってくれれば百人力──」

「違います。そうじゃなくて……彼女はなんで学校を辞めたんです？」

「いや……それは、ちょっと、わかんないなぁ。彼女、孤高の人、って感じで、あまり親しい友達がいなかったみたいなんだよねぇ。でも彼女には噂うわさがあって、それが関係してるんじゃないかってみんな話してたね。ま、ただのゴシップ話だけどさ。その弟さんの噂が──」

　そのときだった。トイレの中から、水が流れる音。長話できる状況ではないことを思い出す。寝々はぼくに対して自分がこの学校にいたことを隠かくしていたのだ。

「残念ですが、彼女は復学なんかしてません。隠れて遊びに来てるだけなんです」

「あ、なんだ、そうなの？」

　目に見えてがっかりした顔になる。その隙すきをついて、ぼくは彼女の背中を強引に押した。

「だから見つかるとやばいんで。すみませんが先輩、今日きようのところはお帰りを」

「もし復学したら剣道部！　剣道部をよろしくって伝えといてよ～」

　彼女が曲がり角の向こうに消えたまさに一いつ瞬しゆん後、ハンカチで手を拭ふきながら寝々がトイレから出てくる。不自然な姿勢で身を固まらせているぼくを見て、彼女は急に真顔になった。

　そのまま数秒間、ぼくを凝ぎよう視しして──不意にその視し線せんが、何やら憐れん憫びんのような色を身に纏まとう。

　ぽん、とぼくの肩を慰なぐさめるように叩たたき、彼女は素敵すてきな笑え顔がおで勘違いした。

「大きなほうね。我が慢まんはボス級劣悪と認定、行ってらっしゃい」




　世界は角度で支配されているのかもしれない、と思った。

　太陽という名の一存在を見る角度が変わっただけで、世界は一変する。垂直は青。マイナスは闇やみ。そしてゼロ付近は赤。この星が壊こわれるまで、全すべてを繰くり返し覆おおい尽くす支配の三原色。

　この屋上から見える街の光景は、それら全てを内包していた。青の残ざん滓しと闇の気配けはい、その二つを身に纏わり付かせる赤。複雑系の朱しゆ。

　フェンスの網あみ目めから、ぼくはそれを見つめている。ぼくの隣となりで、寝ね々ねもそれを見つめている。先刻までグラウンドから聞こえてきていた運動部の声も、今はない。静かだった。

　結局、これは寝々の罠わなではなかったようだ。しかし「悪人探しをしました。いませんでした」などという当然の結けつ論ろんだけが残されても、予定調ちよう和わじみてどこかすっきりしないものがある。捻ひねくれているぼくだからこそ、かもしれないが──ひどく不ふ明めい瞭りような感覚が胸の内で蟠わだかまっていた。

　それでも眼前にあるのは、胸中とは対照的に、これ以上なく明瞭な光景。

　何もなく、誰だれもおらず、ただ世界の色だけが視界を染そめる、空の果て。

　自称・正義の味方の彼女は、いつものように曖あい昧まいな瞳ひとみで、眼下を塗ぬり潰つぶす赤を見つめていた。彼女の長いポニーテールが、奔ほん放ぽうな大気に巻かれてふわりと踊る。

「……ここが、屋上」

　おう、とぼくはおざなりに答えた。不明瞭な感覚とは、つまりは疑問だ。寝々に感じていた僅わずかな奇妙さ。彼女が学校を辞やめたという過去。しかし表面上、ぼくは平静を装よそおっている必要があった。余計な質問は、余計な疑問は、今この時点においては──障害になりうる。寝々と悪人探しをしたのは砧きぬた川がわを治すために必要だったからであって、それ以上の意味は持たない。そしてその必要条件は既すでに達成しているはずだ。

　さあ、これで砧川を元に戻してくれるよな。何度もそう聞こうと思ったが、このひどく叙情的な静けさがそれを阻害していた。明あ日す以降の状況がどうなるのかはまだわからないが、その言葉は少なくとも今日きようという日の終わりを告げる必須要項ではある。避さけては通れない。それを口に出すタイミングが訪れるのを、あるいは彼女のほうからそのことを言ってくるのを、ぼくはただ待つしかなかった。

　遠くを眺めたまま、寝々はふと胸元のロケットを握った。それを耳元にまで持っていく。

　それきり、止まった。

　無言──けれども口元は微かすかに綻ほころんでいる。

　視線は朱の世界から離はなれず──けれどもその瞳は、数多あまたの異世界を同時に眺めているように、もはや一つ一つの要素が何であるかも窺うかがい知れないほど多種の感情を煌きらめかせている。

　耳元にロケットを押し当てた姿勢は変わらず──けれども傍ぼう若じやく無ぶ人じんな風は、彼女の髪を弄もてあそぶことを止やめない。

　わからない。寝ね々ねが何をやっているのか。何がしたいのか。

　困こん惑わくするぼくをよそに、寝々の顔がゆっくりとぼくを向いた。視し線せんが合う。そして揺ゆらぐ。

　瞳ひとみの内に、何か──寂さびしいものが、浮かんだような。

　そんな気がした。

　しかしその意味も理由も、ぼくには理解できない。ただ、寝々と見つめ合っているだけ。

　ややあって、ロケットを持っていないほうの手が動いた。

　伸ばされる。ぼくの頰ほおに。慈いつくしむように──触れることを、恐れているかのように。

　そして、その掌てのひらがぼくの頰に触れる、まさにその刹せつ那な。

　ぼくを微笑で見つめる寝々の瞳から小さな雫が零れた、まさにその刹那。

「すまない。君やメイコに迷めい惑わくをかけることになるのは承知だが」

　ぼくの鞄かばんから、ＰＣのエラー音。同時、寝々が素早すばやく身構え、声の方向を見上げる。

「私には、やはり、これを続けるより他ほかない。『選せん択たく肢し』を聞いてもらうぞ……ドゥオーフよ」

　エルフは、自みずからの金髪を赤と同化させながら、給水塔の上に真まっ直すぐ立っていた。

　眼下の少女に向けられる硬質の黒だけが、世界と混ざり合わない。




　　　　３




「出たわね劣悪。こんなところで来るなんて、ほんとうに、劣れつ悪あく至し極ごくなのだわ」

「時間がないのだよ──私には、な」

　彼女の視線がちらりとぼくのほうを向く。

「そのつもりはなかったが、利用したことになってしまった──メイコに謝あやまっておいてくれ」

「どういう……ことだ？」

「電話を貰もらった。君の身に何かあるといけないから、遠くからそれとなく見張っていてくれないか──とね。番号は君が教えたのだろう？」

　そうだ。土ど曜よう日び、砧きぬた川がわの電話を知らなかったぼくはあいつと番号交換をし──ついでだったので、このエルフ様の携けい帯たい番号も砧川に教えておいたのだ。

「それでドゥオーフがこの学校にいることがわかった。メイコはまだ多少、理解できていないようだな。私達は何も完全な味方同士の間柄ではない、ということが」

「あいつは、まだ……甘いんだよ。許してやってくれ」

「拙せつ者しや様をおいて話するなんて劣悪だわ。いよいよ拙者様に正せい殺さつされる覚悟ができたのでしょう？　よいのだわ、やるべき。今日きようは拙者様も多少の準備はしてきてるし」

　腰に巻いたポシェットのジッパーを開けながら言う寝ね々ねに、レンテンシア。

「今いま更さら無意味かも知れんが、言っておこう。私は今のところ、君を殺すつもりはない」

「おかしなことを。では何がしたいのかしら？　正せい殺さつされたい？　言うなれば自正殺？」

　レンテンシアは小さく頭を横に振り、

「君が私を殺したいならやるがいい。殺されてやるつもりはないが。私はただ、君を行動不能にする。そして私が持っている選せん択たく肢しについて話す。軽いものから。受け入れるに値すると判断できれば、重いものまで。つまり私の目的は、漠ばく然ぜんとした意味で君に『勝利する』ことだ」

　そのマントと拳けん銃じゆうにふさわしい台詞せりふで、彼女は会話を終わらせる。

「つまり、これは私の死と選択肢を賭かけた──ただの決けつ闘とうに過ぎない。澪れい、手出しは無用だ」

　コインが落ちる合図も、十歩歩いて振り返ることもなく、それはいきなり銃声で始まった。




「isa-イーサ！」

　銃弾が屋上のコンクリートを抉えぐり、そこから四方八方に巨大な氷柱つららが飛び出す。だがその範はん囲いにもう寝々はいない。銃声よりも早く飛とび離はなれた彼女は、

「【拡かく縮しゆく設定：内力の槌つち】！」

　一いつ瞬しゆんで子供姿に変じると同時、頭のサンバイザーを弾はじいて顔を隠かくす。正義の味方の登場。

　そしてポシェットから摑つかみ出したのはフォークとスパナだ。

　同時、双方が数メートルサイズに拡大。熊くますら刺し殺せそうなフォークを左手に。車のタイヤを挟んで回せそうなスパナを右手に。歪いびつで奇妙で、笑いが出そうになるほど愉ゆ快かいな、二刀流。

　寝々が武器を獲かく得とくしたのを見、レンテンシアがさらに激はげしく刻印魔術ルーンマジツクを射しや撃げきした。寝々はフォークで火球を突きスパナで巨大な岩を弾はじく。狙撃が途と切ぎれた一瞬に足を踏み出そうとしたが、それは彼女の腰から落ちたスカートに阻はばまれた。子供姿なので腰回りのサイズが合わないのだ。舌打ちと共に、邪じや魔まなのだわ、と呟つぶやいて寝々はスカートを脱ぎ捨てる。同時、銃撃の再開。

　ぼくは──ただ、見ているだけだ。レンテンシアに加勢する？　寝々に加勢する？

　どちらも正しくないような気がした。だから、動けない。

「さすが劣悪……首尾一貫して卑ひ怯きようなのだわ！　降りてきなさい！」

　寝々が呻うめく。完全な膠こう着ちやく状態になったか──とぼくが思ったとき、不意に寝々がフォークを捨てた。空あいた手をポシェットに潜り込ませ、そこから何かを取り出す。それは……ミニカーだ。ブリキでできた頑丈な玩具おもちや。彼女はそれを投とう擲てきしながら、先刻と同様に拡縮魔術スクイーズマジツクを叫ぶ。

「【拡縮設定：外力の槌】【支配式イクエイシヨン設定：三要素独立パラメータ・フリー】【体Ｖ積値：増移】【密Ｄ度値：増移】！」

　瞬間、それが本物の車のような大きさになって、給水塔へと飛ひ翔しようした。

　顔色を変えたレンテンシアが跳ちよう躍やく──いや、それはとても跳躍とは呼べない。両足にギプスが嵌はまっているかのような、ぎこちない動作だ。バランスを崩くずして足を踏み外はずしたのと大差ない姿で、不ぶ格かつ好こうに給水塔から飛び降りる。

　投とう擲てきされた車が一いつ瞬しゆん遅れ、今まで彼女がいた場所を直ちよく撃げき。タンクが滅め茶ちや苦く茶ちやに壊こわれるものと思いきや──かこん、という軽い音を立てて、巨大ミニカーはそのまま屋上に転がり落ちる。そうか、『質量』は変わっていないからか……！

　フェイクに引っ掛かってしまったエルフが舌打ちを一つ。彼女の着地点に向かって、さらに寝ね々ねは取り出した釘くぎを五、六本纏まとめて投げつけた。当然ながらそれは放たれる瞬間に杭くいサイズへと変わる。エルフは着地の一瞬で身を捩よじり、回かい避ひしようとするが──不可能だ。物体の着地点は投げられた瞬間に決まっているのだし、そもそも、彼女はまともに着地することができなかった。衝しよう撃げきを吸収する役目を担になう膝ひざは壊こわれた発ば条ね、体重を支えきれずに折れ曲がる。腰に力が入らないのか、重心はよろめく身体からだの奥おく底そこに固定。平へい衡こう感覚を補助する腕も今は壊こわれた弥や次じ郎ろ兵べ衛え程てい度どの機き能のうしか持たない。

　無ぶ様ざまに尻しり餅もちをつくような姿勢で着地した彼女の上腕を、巨大化した釘の一本が貫いた。銃を持つ右腕ではなかったが、苦境であることに違いはない。寝々が疾しつ駆くしてくる。

　右手の銃を持ち上げようとし──しかし持ち上げられなかったレンテンシアは、その瞬間に躊ちゆう躇ちよなく自みずからの手首に嚙かみ付いた。弾はじける血液と包帯。びくん、と活を吹ふき込まれたように──あるいは死ぬ間ま際ぎわの魚類のように腕が撥はね、赤と白を垂たらしながらようやく銃が持ち上がる。

　そこから放たれる刻印魔術ルーンマジツクをスパナで弾きながら、

「やっと手の届くところに来てくれたのだわ……！」

　寝々は再びポシェットに手を伸ばした。準備してきた、と言うだけあって、道具は豊富だ。

　次に出てきたのは、Ｕ字のマグネットである。投げる。大きくなる。

　自分がどこにいるか気付いたレンテンシアが顔色を変えた。彼女の背はい後ごには、校舎の中へと続く、鉄製の扉。避けようとするが、マグネットは近付くにつれ磁じ力りよくという名の協力者を得る。スピードが落ちるどころか加速し、それは鉄てつ扉ぴに対して垂直に立った……無む論ろん、逃げ遅れたエルフの身体を挟み込んで。

「お……のれっ……！」

　寝々の魔ま術じゆつは大きさを変えるだけで、物体の形状そのものが変化するわけではない。そのＵ字マグネットは口の幅よりも本体の長さのほうが僅わずかに勝まさっていた。レンテンシアは身体を横に捻ひねって脱出しようとするが、何かが引っ掛かって上う手まくいかないようだった。

　勝利を確かく信しんした寝々が、致命的な一撃を加えるためにスパナを振りかぶって踏み込む。

　ぼくには何もできなかった。武器もない。決意もない。意志もない。だから何もできない──ただ、スクリーンの悲ひ劇げきに他ひ人と事ごとの悲鳴をあげる傍ぼう観かん者しやのように、身を硬直させるだけ。

　断絶された世界の中、終しゆう劇げきの気配けはいが高まっていく。ぼくの前で、残ざん酷こくに、高まっていく。

　手が届かない。その結末を変える術すべを、ぼくは持っていない。

　しかしそれは当然のことだった。終劇に対抗できるのは、傍観者ではなく。

　武器と、決意と、意志を持った──登場人物のみ。

「……teiwazテイワズ！」

　何かが引っ掛かって上手くいかない。

　ならば、その何かを排除すればいい。

　単純明快なその論ろん理りに従って、エルフは銃口を自分の左肩に向けた。火薬の断だん末まつ魔またる銃声。そして弾丸の代わりに現れた大剣は──彼女の左腕を、根元から切り飛ばす。

「がっ……あああああああああああああ！」

　生物のように肩でのたくる鮮せん血けつを僅わずかも気にすることなく、レンテンシアは強引に身を捻ひねり、さらにはしゃがみ込むようにしてマグネットの拘こう束そくから身を脱した。

　あとはただ手中のエモノをぶちこむだけだと油ゆ断だんしていたのだろう、寝ね々ねは回かい避ひも防御もできる体勢にはない。そこに──至近距きよ離りから、さらなる銃声が叩たたきつけられる。

　アッパーをくらったかのように、寝々の頭が後ろに弾はじかれた。僅かの血も見せないのはいつも通りだ。だが寝々の皮ひ膚ふで停止した銃弾から、深しん緑りよくの怒ど濤とうが溢あふれ出してくる。刻印魔術ルーンマジツクで生まれたその荊いばらが、瞬しゆん時じにして寝々の頭を多重的に覆おおい尽くした。

　レンテンシアの狙ねらいは、そう──窒息、か。寝々がいくら頑丈であろうと、生物（のふりをしている存在）である以上、呼吸が止まれば活動は停止する。たとえ僅かでも。

　肉の蠢うごめく左腕から血液を迸ほとばしらせるエルフは震ふるえる足で立ち上がる。右手だけでなんとか弾丸をリロードしようとするが、また、その動きが止まった。彼女は血が出るほどに唇くちびるを嚙かみ締しめ、固まった手首を自分の膝ひざに打ちつける。何度も、何度も。

「おのれ──動け……動け！　今動かずに、どうする……！」

「むぅっ……む、ふん！」

　顔面の荊を搔かき毟むしっていた寝々が、声を頼りにしたのか、見えてはいないはずのレンテンシアに向けてスパナを振るう。あてずっぽうにも拘かかわらず、それは動きの鈍にぶいエルフの右肩を直撃した。鎖さ骨こつが砕ける鈍い音。辛かろうじて銃は取り落とさなかったが、どう見ても、あの肩はもう使い物にならない。右腕は上がらず、つまり肩が再生するまで──魔術を放つことはできない。

　寝々は適当にスパナを振り回しながらも、増殖を続ける顔面の荊を必死に引ひき剝はがし続けていた。このまま窒ちつ息そくに至るかどうかは激はげしく疑問だ。

　ぼくはここに至ってようやく、傍ぼう観かん者しやたる自分だけができることを見み出いだした。ただ一つ。

　レンテンシアの目を見ながら──ゆっくりと、首を横に振る。退ひき時だ、と。

　彼女は悔かい恨こんと苦悩の浮かぶ顔を伏せた。それから、ぽつりと呟つぶやく。

「君に言っておく。今回ばかりは、私は……最後までこの立場を守るよ。君の願ねがいも目的も、関係なく。だから、あるいは、私と君が敵同士になる可能性もあるのかもしれない。それでも私は、私の生き方を貫きたいのだ」

　ぼくが何かを答えるより早く、彼女はマントを翻ひるがえした。ふらつく足取りながらも跳ちよう躍やくし、なんとかフェンスを飛び越える。木の枝が揺ゆれる音。そして気配けはいが消えた。

「むぅん……はぁー、苦しかったのだわ……」

　その声に振り向くと、寝ね々ねが口を塞ふさいでいた荊いばらをようやく引ひき剝はがしたところだった。時間の経過かレンテンシアが離はなれたせいか、それとほぼ同時に、顔面の荊は全すべて搔かき消える。

「む……劣悪は逃げてしまったのね。劣悪だわ」

「そんな目で見るな。協力しろ、とかお前一言も言わなかっただろ」

「それはそうなのだけれど。こんなことなら妖精銀ミスリルはこちらに使っておけばよかったわ」

「どういうことだ？」

「言ったでしょう？　妖精銀ミスリルは一つだけ。つまり一度に一人の相手にしか使えないのだわ。さっきの劣悪に使えば、あの黒々眼鏡めがねさんに対してのは自動的に解除される」

　寝々はスパナを元の大きさに戻し、ポシェットに仕し舞まう。それから顕化アピアランスを解いて、大人おとなの姿に戻った。だがサンバイザーはまだ仮面のように被かぶったまま、彼女はじっとぼくを見つめた。

「再さい認にん識しきしたのだわ。今の金髪劣悪は拙せつ者しや様の対極たる劣悪。選せん択たく肢しなどというわけのわかないことを言って、拙者様を混乱させる大ボス。卑ひ怯きような戦い方で拙者様を追い詰め、不利となればすぐに逃げる、恥はじ知しらずな──そして最大で最低で極大で最凶で究極で著大で極限で終極で最悪な、醜しゆう怪かいと卑ひ賤せんだけが同胞の純然たる劣れつ悪あく至し極ごく。だとね」

　予感があった。

　予感してはならない予感があった。

　ぼくは絶望的な笑いの衝しよう動どうを感じる。明めい確かくすぎる予感は既き知ちに等しい。そして既知であるということは──知る事実が変えられない、という意味なのだ。

　寝々は胸元のロケットを摑つかみ、軽く頷うなずくような仕し草ぐさ。

「そうね、イオ。貴方あなたが昨日きのう言っていたことだわ──『他ほかのはおいておくにしても、まずあの劣悪をなんとかする必要がある』のだわね。言ってることはわけわからないし、変な銃の魔ま法ほうとかで、やってることは誰だれよりも卑怯でうざったいし。拙者様が一応確認するためにやってたこの子の正義試し験けんはいい感じだったから、ここで予定通り、試験の締しめといきましょう……」

　顕化アピアランスしてスカートを脱いだのを忘れたのか、パンツ丸見えの姿で寝々がこちらに向けて胸を張った。それはまったく愉ゆ快かいで、だから笑いを堪こらえるしかなかった。

「最後のテストをするのだわ。これをクリアすれば、眼鏡さんの妖精銀ミスリルは必ず解いてあげる」

　そして、

　彼女はこの期ごに及んで、

　ぼくに対して新たな選択を突きつける。

　それはまったく愉快でなく、だから笑いを堪えるしかなかった──




「内容は簡かん単たん。拙者様と一いつ緒しよにあの金髪劣悪を正せい殺さつしなさい」
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　愉ゆ快かいではないが簡かん単たんな方法だったのは確たしかだった。だからそうすることにした。

　レンテンシアはあの隠かくれ家がで茶ちやを啜すすりつつテレビを見ていた。ぼくがコンビニで買った団だん子ごを差し出すと、おお、と彼女は嬉うれしそうに目を輝かがやかせてそれを受け取る。玉ぎよく露ろを入れるから君も付き合え、とレンテンシアは立ち上がった。

　ぼくはお構いなくとにこやかに言いながら、その後頭部を椅い子すで殴りつける。

　西瓜すいかを割るような感触と共に、鮮せん血けつが飛び散った。金髪も飛び散った。簡単だ。簡単すぎる。なんだかんだ言ってもこのエルフは甘い。そのうえ、今は魔ま術じゆつの反動で身体からだが自由に動かせないときた。失敗するはずはなかった。

「……え……な、ぜ……」

　頭ず蓋がい骨こつを陥かん没ぼつさせたレンテンシアが、ずるりとぼくにもたれかかってくる。

　続けて、ぼくは椅子の足で彼女の胸を貫く。何度も何度も突き入れ突き入れ突き入れ、肉を陥没させ穴を穿うがち梃て子この原理で抉えぐり出し、ぼくは椅子の突起を使って彼女の身体を滅め茶ちや苦く茶ちやにして滅茶苦茶にしてやった。まさに陵りよう辱じよく。なんだか無性に笑えてきた。してはいけないことに興こう奮ふんするのは人間の性さがだろうか。死し姦かんじみた背はい徳とく感かんが愉快すぎて脳内物質が絶頂を示し唆さする。あはは、あはは、あはははぁはぁはきひははは。何か　が　出る　！　何か　が　漏もれ──




　自分の部屋の壁かべを殴りつける。大きな音と衝しよう撃げき。おそらく拳こぶしは骨折したが、すぐに治る。

「……自分で想像しておきながら、吐き気がする」

　ぼくはベッドに座った姿勢で溜ため息いきを吐つき、頭を抱えた。真っ暗な部へ屋やの中、ぼくの呼吸音だけが耳障りに止やまない。そのまま数秒。手をずらして眼前に持ってくる。ぼんやりと見えるその手には、先刻の妄もう想そうで体たい験けんした肉の感触が生なま々なましく残っていた。

　なぜこんな妄想ができるのか？

　なぜこんなに感触がリアルなのか？

　答えは決まっている──簡単だ。

　事実として、ぼくはかつて彼女を殺したことがあるからだ。

　今とは状況が違う。理由が違う。心情が違う。けれども、過去に刻まれた事象は一つ。『宵本澪はレンテンシア・イズラデリを殺すことができる』という単純明快な真理。

「くそったれ。ぼくは、何を……考えている……？」

　そんな独白が出るほどに、自分が何を考えているのかわからない。何かを考えようとすると、さっきのような妄もう想そうが勝手に再生される始末だ。

「大きな音がしたけど……どうかしたの、お兄にいちゃ？」

　ドアがノックされて、部へ屋やの外から切せつ華かの声が聞こえた。起こしたか。

「なんでもない。夢の中で魔ま王おうと戦っただけだ。仲間が殺されて怒りの右フックで勝った」

「……壁かべに穴開けたら怒られるよ。怪け我がしてない？」

「ヒロインの僧そう侶りよが治ち癒ゆ魔法をかけてくれたので治った記き憶おくがある」

「そんな変なこと言えれば大丈夫だね。あんまりうるさくしないでよぅ。じゃ、おやすみ」

「ああ」

　すらすらと噓うそが出てくる。やはりぼくは人間としてどこかおかしいのだろう。

　人間失格のぼくには、できる。できるのだ。彼女を、殺すことが。

　いや、だから──なぜ、こんなことを考えている……!?

　なぜ、だって？　それこそ簡かん単たんだ。論ろん理り的てきに当然だ。

　ぼくは一度、彼女を殺しており。

　彼女はぼくが敵になるのを覚悟で、自らの生き方を貫くと言い。

　そして砧川は、寝々の言うことを聞かねば元に戻らない。

　ぼくはこの三つの要素で導みちびかれる、最も単純な必然のことを考えているだけなのだ。

　また、かつての光景と感触が浮かんでくる。汚れた雨の中。濡ぬれた金髪。耳障りな声。弾はじける血と脳のう漿しよう。それを生んだ、絶望的な手の感触──

　唇くちびるを嚙かんで、無む理り矢や理りに顔を上げた。意い識しきを逸そらすために何かを見ようとする。だが目に入ったのは、テーブルの上に広げられたＰＣで。

『客きやつ観かん的てきに判はんずれば』

　暗黒の中に光るディスプレイには、アニメ絵と吹ふき出しの文字が表示されている。

『汝なんじは魔女ウイツチの殺害を忌き避ひしている。一心同体であるが故ゆえに、我われはそれを尊重しよう。魔女ウイツチの非殺害を前提と定義し、且かつ我の目的である根源闇滓ルート・アンシイを奪だつ取しゆする最短経路を模も索さくした場合──』

　やはり、無表情に。人じん外がいはその一文を表示した。

『現在、最も打破の蓋がい然ぜん性せいが高いのはエルフである』

　くそったれだ。ぼくはエベネゼルに対する緩かん慢まんな殺意を身の内に思い出した。

　けれども、彼女を殺した感触を反はん芻すうする現在のぼくにその資格はない。あったとしても、その『選せん択たく』は選えらべない。デメリットが大きすぎる。

　……デメリット？

　そこでぼくは気付いた。未来の選択そのものは等価な無む慈じ悲ひさで存在しているのかもしれないが、それぞれに付ふ随ずいするデメリットには確実性において明めい確かくな差異がある。

　導き手ナビゲータに言われるまま動いた場合、いずれ身体からだを乗っ取られる可能性がある。

　導き手ナビゲータに反抗した場合、おそらく導き手ナビゲータは元の死者に戻す手段を持っているので危険である。

　導き手ナビゲータを殺した場合、確実に自分の姿を失う。

　くだらない比較論で、確率論に過ぎないかもしれないが──危険性のみを論ずれば、最も期待値的に理に適かなっている選択がどれかは明めい確かくだ。だから、とりあえず何かを選えらぶのだとしたら。

「……畜生」

　呟つぶやいて、ぼくは座っていたベッドのシーツを握にぎり締しめた。さっき骨折した手かどうかもわからなかったが、とにかく、骨が砕けそうな力を込めて握り締めた。

　レンテンシアには借りがあった。大事なことを教えてもらった。前の事件では協力してもらった。計り知れない迷めい惑わくもかけた。そして、一度、殺した。

　一度、殺した。その意味をどう取るのか。全すべてはそこに集約される。

『惑まどわずは魔ま、惑うは人──』

　視界の端に、ディスプレイの文字。そして、いつかと同じような、瞑めい想そうじみた長い瞬またたき。

『──決すべきは誰だれか。少なくとも、魔ではない。それが卑ひにて劣れつの証しよう左さ』

　意味のわからない、独白じみた文章も。瞳ひとみを閉じたブルマ少女も、すぐに消えた。

　ぼくは暗くら闇やみの中に取り残される。しばらくぼくを苛さいなんだ耳障りな静寂は、携けい帯たい電話の振動で破られた。着信ではなく、アラームだ──『食事』の時間が来たことを示す。

　音を立てないようにして、ベッドから立ち上がった。胸中にある思いは、ただ一つ。




　ぼくは、選択せねばならない。
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　三十分後。砧きぬた川がわと共に、椅い子すを担かついだぼくは裏道を街の中心部に向かって進んでいた。ぼくたちの言葉で言う『食事』──悪人をシバいて栄養を摂取するためだ。

　二にの宮みや金きん次じ郎ろう的な形で椅子を担いで歩くぼく。斜め後ろをとことこ追ってくる砧川。そのペースが僅わずかに上がり、ぼくの隣となりへ。彼女は頼りなげな街がい灯とうに文字通りの童どう顔がんを晒さらしながら、

「……何かあったんですか？　その……試し験けん、で。ずっと上うわの空そらじゃないですか。やっぱり許してもらえなかったとか、それだけじゃなくて今度こそ本気で殺し合いをしてきたとか……」

　ああ、やってたぞ。レンテンシアがな。

「何もなかったって言っただろ。平へい穏おん無事に学校をうろついただけだ。悪人がいなかったんで、今回の試験はノーカウント。やり直しの試験があるらしいから、ま、もーちょっと待っとけ」

　何の救いにもならない、噓うそをつく。解決を急せかさない砧川への甘えに等しい、最低の噓。

「そう、ですか……」

　黙だまって歩を進めた。悪人の位置はアヴェイラーズとエベネゼルが既すでに感知している。

　パトロール中の国家公務員をアパートの塀へいの裏で首尾よくやり過ごし、目的地の詳しい位置を確たしかめようとノートＰＣを取り出したときだった。砧川の持つ鞄かばんの中から、魔女ウイツチの呻うめき声。

「むぅっ？　これは──代替魔術師ポステルオルマギスの闇滓アンシイじゃ。まだ離はなれておるが」

　画面の中でも、首肯のアニメーションでエベネゼルが発言した。

『同どう調ちよう、そして補足。移動している。目的地は我われ等らと同じであると推測』

　聞くところによると、導き手ナビゲータが代替魔術師ポステルオルマギスの根源闇滓ルート・アンシイを感知するのはどうやら『臭におう』ような感覚らしい。それが異い臭しゆうであるのはわかる。どこに源みなもとがあるのかもわかる。ただしそれは代替魔術師ポステルオルマギスに装備されている基本隠いん蔽ぺい能力──フィルターのようなもののせいでぼやけており、臭いの原因たる根源闇滓ルート・アンシイの質や量などの詳しい情報がわかるほどではない。つまりそれは感知だけでは個々の区別ができず、持ち主が誰だれなのか判別できないということなのだ。

「三択だな。①、エルフ様。②、正義の味方。③、それ以外。か……」

「そうですね……①だったら、いいんですけど……」

　はたして──そうだろうか。無む論ろん、卑ひ怯きようなぼくはその感情を隠蔽する。

「②や③のリスクが大きすぎるな。正義幼女にお前は会わせたくないし、新しい敵に対して力が落ちてるお前を見せるのも自殺行為だ。ここはひとまずぼくが行って様よう子すを見てこよう」

「む。まぁ、仕方のないことかの……」

「相手がレンテンシアでも、三等分しませんか？　て頼むわけにもいかんよな。砧きぬた川がわ、お前はどうする？　ぼく的には、また明日あしたあたり出直すのがいいと思うんだが」

「あぅ……そう、ですね……じゃあわたし、とりあえず今日きようは家に戻ります」

　エルフに電話してみる、という解決策は携けい帯たいを持っていない砧川には思いつかなかったらしい。ぺこりと頭を下げる──が、そこで彼女はしばらく、俯うつむいたままでいた。

「今いま更さら、ですけど……わたし、宵よい本もとくんに、すごい迷めい惑わく、かけてますね。自分の食事くらい、ほんとうは一人でやるべきなのに」

「いやいや、激はげしく今更だな。初めからそういう約束だったろ？　コストパフォーマンスが悪いお前の代わりに、ぼくが使っても減らないこの椅い子すでぶったたく、と」

「ええ。でも、そういうんじゃなくて……迷惑のかけ具合が違うというか……その。つまり。わたし、なんとなく、思うんです」

　溜ため息いきのように息を吸うという矛む盾じゆんを容易たやすく成なし遂とげて、

「宵本くんも、わたしに、迷惑かけてくれたらいいな……って」

「迷惑なんて好んでかけるようなもんじゃないだろ」

「あ！　なんか今間違えましたねわたしっ!?　だから、訂正すると、その──うー。せっかくの相あい棒ぼうなんだから、というか。これじゃ、わたし、ほんとうにただの……みたいで……」

　最後のほうはぼそぼそとしてよく聞こえなかったが、ま、いつもの自じ虐ぎやくなのだろう。

　ぼくはすぐ下にある砧川の頭を乱らん暴ぼうに撫なでた。それから人差し指を立て、頭頂部を搔かき回す。

「秘技・つむじ竜たつ巻まき！」

「あうーっ？　髪が、髪がー」

　一いつ瞬しゆんで頭のトップをぼさーとした砧きぬた川がわに、ぼくはさらに笑って、

「なに、心配するな。今はたまたまないだけだろ。今後死ヌほど迷めい惑わくかけることもあるだろうから、そんときまでのお楽しみでとっとけ。な」

「……はい。では、また明日あした」

　砧川は溶ける間ま際ぎわの氷ひよう花かのように儚はかなく笑って、もう一度、ぺこり。

　歩幅の小さい足音が背はい後ごから消えるのを待ち──そしてぼくは、全力で駆かけ出した。




　目的地は繁はん華か街がいの近く、雑居ビルが立ち並ぶ一角にあった。昼間はそれなりに賑にぎわう場所だが、今はビルの看板からも照明が消され、廃はい墟きよのように静せい謐ひつな闇やみが空を衝つくだけになっている。

　エベネゼルの地図が表示しているのは、そのビル群の一つ。掘り込み式というか何というか、建物自体が一段低いところに建てられているビルだった。エベネゼルにさらに詳しい情報を訊きくと、その一階──ぼくから見れば地階に相当する場所に獲え物ものはいるらしい。

　それはそれとして、間に合ったか。

　正直に言えば、安あん堵どした。猶ゆう予よがまだ残されていることに。ぼくはＰＣを閉じて肩掛け鞄かばんに入れてから、道の逆方向を歩いてきた女に歩み寄った。口には煙草タバコのような影かげがある。

「おや。貴方あなたも悪人探しかしら」

　寝ね々ねは子供姿だが、サンバイザーは斜めになったままだ。口が動くので見れば、煙草と思えたのはビーフジャーキーだった。いちいちツッコむのも疲れるのでスルーしておこう。

「ま、そんなもんだ。この下だろ？　つーか、なんで最初からその姿なんだよ」

「決まってるでしょうや。拙せつ者しや様に接触したい人達が接触しやすいようにだわ」

　喋しやべりつつも、寝々は器用に口だけを使ってジャーキーを短くし消失させる。チャイナドレスの合わせ目、平坦な胸の谷間から追加の一本を取り出して咥くわえながら、彼女は周囲を見回した。

「んぐ。一いつ緒しよかと思ったけれど、劣悪お子さんはいないのね」

「自宅謹きん慎しん中ちゆう、ということにしといてくれ」

「ま、貴方との約束もあるし、あの子の正せい殺さつは一応、保留しておくのだわ……で、昼間の話なのだけれど。答えは決めたのかしら？」

　心しん臓ぞうが跳はねた。いずれは決めなくてはならない。だが、ぼくは、まだ。

「……もう少し、時間をくれ」

　再び蘇よみがえった。手の感触が。雨の中の光景が。意志を総動員して、忘れる。そうしなくては、忘れられなかった。それは、つまり──？

「ふぅん」

　寝々は長いポニーテールを揺ゆらして身体からだを前に倒し、ぼくの顔を下から覗のぞき込んだ。そして、くすりと笑う。面おも白しろそうに、彼女もまた……安堵したように。

「ん、了解。いい感じの目をしているし、もう少しだけ待ってあげる。期待しているのだわ」

　目を見て、わかった、と言うのだろうか。ぼくが最終的に何を選せん択たくするか。今のぼくが、どの答えに最も近しい場所にいるか。他ひ人とがその程度でわかるほどならば、ぼく自身が気付いていないのはおかしいのではないか。あるいは、気付いているのかもしれない。もう決めてしまっているのかもしれない。ただ、認める覚悟がないから、うだうだと逃とう避ひしているだけで──

　──駄だ目めだ、思考停止しよう。まだ猶ゆう予よがあるのは確たしかだ。

　しかし一度猶予の存在を認にん識しきしてしまえば、連れん鎖さするように弱さが漏もれ出してくる。ぼくは往おう生じよう際ぎわの悪さを自覚しながらも、昼間の屋上で発した言葉を再び繰くり返した。

「もう一度聞くが……代わりの試し験けんみたいなのはないのか。別のならすぐにでもテストを受けてやるんだが。たとえば、これからやる悪人退治を手伝う、とか」

「ないのだわ」

　一いつ蹴しゆうされた。答えは変わらず、か……予想してはいたけどな。

「ただ、悪人退治を手伝う、というのはいい案だわね。試験の願がん書しよ提出が引き延ばされて、それを待っているのが拙せつ者しや様だもの。これくらいの対価はもらってもいいような気がするのだわ」

　しかも逆効果だった。面めん倒どう臭くさいが、ここでゴネてまたややこしいことになっても困る。思考停止を続けながら、ぼくは軽く言った。

「はいはい、手伝いますよ。正義の味方サマ」

「正義に対する無む償しよう協力。よい心がけだわ」

　二人で外階段を降りてみる。途中の踊り場にはクラブらしき店名の書かれた看板がひっそり置かれていた。薄うす汚ぎたないうえに電でん飾しよくが切れており、いささか怪あやしげだ。踊り場から先を覗のぞくと、そこにはスモークのかかったガラス扉とびらがある。その扉の前だけ電気が点ついていた。

　ようやくジャーキーが品切れとなったらしい寝ね々ねが口をもぐもぐさせつつ、

「では行くのだわ」

「待て待て、店なら人が一杯いるかもしれんだろ」

「別に気にすることないと思うけども」

「んなわけにいくかっての……とりあえず中を確かく認にんしてからにしようぜ。どうしても無理なら対象が出てくるまで待てばいいし。なんにしろ真正面から突入はヤバイ。裏口とか探そう」

「ふむ。では探して。拙者様はデザートの開封に忙しい」

　寝々はまたどこからか取り出したゼリー飲料の栓せんを捻ひねっていた。傍ぼう若じやく無ぶ人じんな姫ひめ様の言葉に顔を顰しかめながら、周囲を観かん察さつ。ビルの外がい壁へきと周りのコンクリートの間には人一人が通れるほどの隙すき間まがあった。その溝みぞのような空間に、猫の気分を味わいながら滑すべり込む。ビルを迂う回かいして入り口の裏側に回ると、汚いゴミや煙草タバコの吸すい殻がらなどが散乱する空間があった。そこに裏口らしきドアが遺い児じのような寂せき寥りよう感かんで佇たたずんでいる。近寄ろうとしたところ、肩に寝々の手が乗せられた。

「待つのだわ」

　振り向くよりも早く、頭の後ろから小さなものが飛ぶ。それはドアの上の壁かべ付近に当たって、そこから何かを叩たたき落とした。近寄ってみると、それは防犯カメラだ。落ちたせいでレンズが割れ、壊こわれている。投げたもの（ボールペンだった）を拾い上げながら、寝ね々ね。

「正義の味方は防犯カメラを嫌う」

「聞いたことない定番だぞ!?」

「正体をばらしてはいけない、の現代バージョンだわよ」

「それならわからなくもないが……こういうのって結構高いんだろうに」

　とはいえ、弁べん償しようする気などさらさらない。ぼくは慎重にドアノブを握る。が──

「鍵かぎがかかってるな」

「確たしかトンカチを持ってきてたわね。なら、これを大きくして、と……」

「よーしそこの幼女。なんでノータイムで破は壊かいする気満々なんだ」

　ポシェットをまさぐる寝々に言うと、彼女は不満げに唇くちびるを尖とがらせた。

「ならどうするの？　拙せつ者しや様、ここの鍵など持ってないのだわ」

「ぼくも持ってないわい……とすると、だ。穏おん便びんに行くなら、あの手しかなくなるんだが」

　ぼくは自分のポケットを探った。当然、ない。地面に転がってないかとしゃがんで目を凝こらすが、探しものがそうそう都つ合ごうよく落ちているはずもなかった。

「何をしているのかしらね？」

「暇ひまに任せて練習したスキルを発はつ揮きすべきところだと思ってな。でも道具がいるんだ……お前、小さな針金みたいな、何か細くて固いもん持ってるか？」

　ないとなれば、そうだな。自分の髪の毛でも祝福して代用するしかないだろうが。

　しかし寝ね々ねは不ふ思し議ぎそうに首を傾かしげ、ぼくに向けて腕を伸ばす。その手中にはさっきのボールペンがある……ただし大きさはまさに針金サイズになっていた。便利なもんだな。

　ちょっと短めだが、なんとかなりそうだ。それを受け取って、ピッキング開始。
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「むぅ……なんだか悪っぽそうなスキルなのだわ」

「いやいや、よく考えろ。ＲＰＧの勇者だってきっと使いまくりだ。でなきゃとても宝たから箱ばことか開けられんだろ。つまりこれは正義スキル」

「ふーん」

　よし、丸め込んだ。

　寝々は次なるゼリー飲料（ビタミン補給用）を取り出し、こちらの手元から興きよう味みを失う。それからぼくが十分ほど鍵かぎ穴あなを愛あい撫ぶしていると、手て応ごたえアリ。扉とびらの中から硬い音がした。ちょっとやり方を齧かじった程度にしては奇跡的な好タイムだと思う。

　さて……と。ここからが本番だ。一応、何が起きてもいいように顕化アピアランスする。それからドアを引いて隙すき間まを作った。ピッキングの間にゼリー飲料を飲み尽くしたらしい寝々もぼくの下に潜もぐり込み、ぼくたちは二人トーテムポールみたいな姿勢で中の様よう子すを窺うかがう。

　ドアの向こうはすぐ店の中になっていた。小さなライブハウス程度の空間で、中に仕切りはない。鉄骨やパイプなどが剝むき出だしの天てん井じようから、薄うす暗ぐらい照明が吊つり下げられており──店内の混こん沌とんを朧おぼろに照らし出している。

　視覚の混沌。空間の隅すみに配置されているバーカウンター。アートの意味を勘かん違ちがいしていることで話題になった、昨さつ今こん流行の落書きアートが描かれた壁かべ。床ゆかに転がっている酒さか瓶びん。毛布。煙草タバコの空あき箱ばこ。注射器。邪じや魔まだとばかりに隅に積つまれているテーブル。無秩序に置かれた無数のソファ。その上に見える影かげ──裸の男の背中と女の素足が律動する影。別のソファでは、裸の女の上半身がトランポリンに乗っているように上下する影。影の総数は、十数個。

　聴ちよう覚かくの混沌。聞こえるか聞こえないかくらいで微かすかに流れる外国のラップミュージック、それに混じり聞こえる、男の獣じゆう声せい──そして女の嬌きよう声せい。絶頂を示す悲鳴が途と切ぎれ、そしてまた再び、くぐもった喘あえぎに連れん鎖さする。スプリングと水音と肉同士がぶつかる音が空間に擦こすれていた。

　嗅しゆう覚かくの混沌。煙草と酒の臭においに混じり、やたら甘ったるく、それでいて鼻の奥がつんと痺しびれるような奇妙な臭しゆう気きが店の中からぼくの鼻び腔こうに届いてきた。感覚的にわかる──わかりすぎる。この臭いはおそらく、人を狂わせる。

「道みち端ばたの岩を退のけたら、その下で無数のダンゴ虫が交尾してるのを見た気分だ」

「ダンゴ虫の交尾ってどんなのかしら」

「知らん、イメージで言った。だがダンゴ虫のほうがこいつらよりも生物的に上。虫は薬を使わないからな。ここは虫以下の生なまゴミが集まった巣す穴あなだ、市役所に駆く除じよの依頼をせんと」

「同感だわね。劣悪、劣悪、また劣悪。かつて見たことがないほど劣れつ悪あく至し極ごくだわ」

　怒り狂っているかと思いきや、寝ね々ねの言葉は意外に静かなものだった。それにぼくは僅わずかに安あん堵どし、再びノートＰＣを取り出した。さて、目的の相手はどこにいるのか。

　エベネゼルはしばらく目を閉じていたが、すぐにその寝ね惚ぼけ眼まなこを半開きにした。頭の上に乗せたピンクの小こ象ぞうの鼻が指差すようにひょこひょこ揺ゆれる。

『この空間ではない。いま少し奥である』

　言われて再び店内に目を戻せば、確たしかに奥の壁かべには『プライベートルーム』などと書かれたドアがあった。ははん、お偉えらいさん専用の個室ですか。

「目当ての悪人さんは奥の部屋だってよ。中を通らんと部屋には入れなさそうだし……この人の多さじゃ、隠かくれてコッソリ通過ともいかんよな。どうする？　出てくるのを待つなら──」

　なんにしろ、無関係な人間を殴り倒すのは避さけておくべきだろう。ぼくが砧きぬた川がわとここに来ていても間違いなくそうした。こんなぼくでもちっぽけな良心が残ってないでもないし、派は手でに動いて警けい察さつに通報されても困るし、まぁメインの理由としては何よりも面めん倒どう臭くさい。

　だからこれは自然で当然の提案だった。

　脊せき髄ずい反射でも言えるような、正当性を考える必要すらない、明々白々な唯ゆい一いつ解かいだった──

　少なくとも、ぼくにとっては。




　寝々はぼくの台詞せりふを聞き、心しん底そこ不ふ思し議ぎそうに首を傾かしげた。

　そして、少女の顔で、少女の声で。

　ただ、言ってきた。

「貴方は何を言っているのかしら？　劣悪は全て正殺するだけだわよ？」




　　　　６




　おや……？　何か……おかしいことを言ったかな、こいつ？

　ズレ、があった。世界とぼくのズレ。身体からだと精神のズレ。認にん識しきと理解のズレ。

　そのズレに支配されているぼくは、半なかば幽ゆう体たい離り脱だつしているかのように曖あい昧まいな感覚の中、寝々がドアを大きく開くのを見た。大股で、のしのしと店内に入っていく。男女が絡からみ合う淫いん靡びな空間の中央で立ち止まり、彼女は腕組みをして周囲を見回した。

「本当に、劣悪な空気だわね。窒ちつ素その代わりに劣悪分子が浮ふ遊ゆうしてるに違いないのだわ。毒性があって、結合性が強くて、けれど何の役にも立たないダメ元素として科学者の間で大好評」

「おっ……誰だれだ、こんなトコにガキ連れてきやがったのはッ!?　つまみ出せ！」

「きゃあっ、いやーん……うふふ……あん、抜かないでよぉ……いいじゃん、見せとけばぁ」

　黒人ラップのＢＧＭがにわかに聞こえにくくなる。驚おどろきの声。怒りの声。未いまだ続く、性の声。

　誰だれかが合図をしたのか、照明の光量が増した。半裸、あるいは全裸の男達数人が、寝ね々ねを摘つまみ出そうとソファーから起き上がって彼女に近付く。男の責めが止まったことをこれ幸いと、寝転がったまま気だるげに煙草タバコに手を伸ばす全裸の女。煙草の代わりに白い粉の袋を鞄かばんから取り出す女。バーカウンターから、一応の店員らしきバーテン姿の男が飛び出してくる。

　それら全すべてをぼくは見る。情報として見る。だが感情に繫つながらない。意い識しきとして認識できない。ずれている。ズレている。ズレテイル。

　男の一人が寝々に手を伸ばすのと同時、寝々が頭のサンバイザーを指で弾はじいて押し下げた。

「貴方あなた達は全て劣れつ悪あく至し極ごく。よって、一律に──」

　ポシェットに、交差するように両手を入れて。

　右手で金かな槌づちを。左手でカッターナイフを。

　胸を張るようにしてその二つを抜き出した刹せつ那な、

　巨大な兇器が──巨大な狂気が──巨大な狂喜が──そこに、生まれる。

「──正せい殺さつするのだわ」

　次の瞬しゆん間かん、ぼくは喫きつ茶さ店てんでのことを思い出した。

　同じだった。飛んでいた。

　巨大なカッターナイフで切り飛ばされた、男の首が。

　巨大な金槌で吹き飛ばされた、別の男の首が。

　くるくるくるくるくるくるくるくるくるくるくるくるくるくるくるくるくるくるくると。




　ぼくがズレたまま固定される。世界の違和に飲み込まれていく。

　認識と理解。身体からだと精神。世界とぼく。遅すぎる、同一化。

　寝々の矮わい軀くが薄うす暗ぐらい空間の中を奔はしる。手にしたカッターナイフが一いつ閃せんされる。最後まで怪け訝げんな顔を浮かべていた男が頭も胸も腹も男根も完全に縦たてに両断されて左右に分かれた。その隙すき間まに見えた女が頭頂部から金槌で叩たたき潰つぶされ悲鳴を自みずからの首の中に埋め込んだ途端とたん、続けざまに煌きらめいた横一筋の銀ぎん光こうが彼女の細い腰を断って上半身を滑すべらせる。二個になった彼女が折り重なって床ゆかに倒れると位置関係が逆転、足の間に胴体がこんにちは。遅れてその股こ間かんから噴ふき出した小水が自分の頭／首／肩で受け止められた後に白の曲きよく線せんと桃もも色いろの釦ぼたんを伝い落ちて湯ゆ気げを上げた。無数の甲かん高だかい悲鳴と煌きらめき。飛び散る血液が壁かべの間違ったアートをアートに変える。黒人のラップミュージックが聞こえていた。ほら見てよ見てよチエケラヽチエケラとリズムに乗って殺害が歌われる。寝々はソファーを掬すくい上げるように金槌を下から叩きつけ、その後ろに隠かくれていた男女を一つの肉にく塊かいに纏まとめた。男の頭骨が女の肺に挿入され女の腕の筋肉繊せん維いが男の肉塊を包み男の膝ひざから飛び出た脛けい骨こつが女の空洞を犯しぐちゅじゅぶりと産うぶ声ごえがあがる。雄おすと雌めすが合体し性交し新生物が生まれる、その発生学的真理が虚きよ数すう領域で実証された。黄き色いろい脂肪と真しん紅くの肉汁を垂たらして飛んできたおにくを両手で受け取ってしまった女が気絶する。だが安らかな昏こん倒とうは国連も決けつ議ぎする不許可。幾筋も斬ざん撃げきが走り、最後まで、脛すねから下だけが前ぜん衛えい芸術的に直立していた。

　カッターナイフが全すべての斬を表明し、金かな槌づちが全ての潰かいを体現する。

　死が。殺害が。在あった。

　いや、違う。これは死とすら言えない。これは殺害とすら言えない。これは破は壊かいだ。竜たつ巻まきや地じ震しんが齎もたらすものと同じく、神のような平等性で、ただ、も　の　が　こ　わ　さ　れ　る　。

　区別なく、散らばっていた。手が。腕が。足が。頭が。脳が。指が。髪の毛が。臓ぞう物もつが。ソファーの破片が。ライターが。酒さか瓶びんが。汚物が。注射器が。コンドームが。壁かべの欠片かけらが。血液が。携けい帯たい電話が。唾だ液えきが。精液が。愛液が。テーブルの残ざん骸がいが。その他人間の残骸が。

　寝ね々ねの動きが止まったとき──そこに、動くものはなくなっていた。この空間に立っているものはなくなっていた。高さを獲かく得とくしているものはなくなっていた。

「ふぅ……こんなものかしら、だわ。結局、手伝ってくれなかったのだわね？」

　寝々がこちらを振り向き、笑う。

　彼女は創造主だ。彼女こそが、この状況を生んだ、唯ゆい一いつの創造主だ。

　創造主の呼び名が、頭に浮かんだ。

　それは生じた現象そのものに等しく。

　ここに見える世界そのものに等しい。

　何もなくなった空間の中央で、一人、返り血すら浴びていない彼女が立っている。

　全てが平坦になった床の上で、一人、立っている──

　殺人集群フラツトフロアと呼ばれる、彼女が。




「ん？　おかしなことを言うのだわね。確たしかそれは、劣悪な殺人鬼集団の名前ではなかったかしら？　貴方あなたが言ったことだわよ？」

　ぼくが掠かすれ声で呟つぶやいていたその名を耳ざとく聞き取り、寝々は平然とした顔で小首を傾かしげた。

　その平然さに、ぼくの背筋が粟あわ立だつ。怖おぞ気けが走る。

「ふざ、ける、なっ……これは、これが、殺人で殺人だらけで、殺人しかないだろうが！」

「ううん。これは正せい殺さつなのだわ。劣悪を正しく殺す。ただそれだけのこと」

「感知できるほどの悪人は、奥にいる奴やつだけだっ……！」

「見ての通り、ここにいたのも同類。程度の差はあれ、劣悪に間違いなし。だから拙せつ者しや様は見つけた劣悪を正殺するのみ──強ごう姦かん魔まの長男を囲んでおめでとうと誕たん生じよう日びを祝う家族の劣悪を、詐さ欺ぎと恐きよう喝かつで稼かせいだ利益を表ひよう彰しようしそれによって自殺した男を嘲ちよう笑しようする会社の劣悪を、万引き常習の主婦を踊りが上じよう手ずねと褒ほめるフィットネスの劣悪を、強盗殺人で得た金で酒を飲む劣悪を正殺した拙者様を悪の殺人犯のように騒さわぎ立て邪じや魔まする居い酒ざか屋やの劣悪を」

　ああ、もう何を言っているのかすら理解不能だ。ぼくは椅子を握る手に力を込めた。何のために？　何をするために？　わからない──まだ、ズレている。あるいはズレが足りない。

「そうそう、それ。ありがとう。忘れていたのだわ。最悪人は向こうにいる、と……」

　寝ね々ねは手中のカッターナイフを手品師のごとく軽妙に回転させてから、『プライベートルーム』と書かれたドアがあるホールの奥に歩き出した。

　ぼくの脳から発射された電気信号は、両足に辿たどり着くことなく今も彷徨さまよっている。足を震ふるわせて立ち尽くすぼく。平坦になった空間に、寝々を制止するものはない。

　だが彼女がドアノブに手を掛けたとき、突然に向こう側からそのドアが押し開かれた。

　弾はじけ飛ぶように開いたドアと、そこから飛び出てきた男のタックルで寝々はいささか呆あつ気けなく尻しり餅もちをつく。男は全裸で、筋肉の盛り上がった体たい軀くの持ち主で、ネックレスやら指ゆび輪わやらを多量につけていて、腕にはタトゥーがあって、片手にナイフを持っていて──そして半狂乱だ。

「くそ、くそ、くそ、何だよお前ガキ何だ!?　皆、ブチ殺、ブチ殺しやがってブチ殺してやる！」

　ドアの向こうに隠かくれていて、タイミングを窺うかがっていたのだろう。転んだ寝々に馬乗りになり、男は涎よだれと汗を散らしながら、一心不乱にナイフを寝々の頭に振り下ろしている。何度も何度も。

「おおおぉ、うぐぉおおお……殺、殺して、くそっ……皆死んだ、畜生畜生畜生！　死ね死ね死ね死ね死死死ねねねねシね死ねシね死ね死ねブチ糞くそブチまけてゲロ死ね！　ブチ殺して、殺して、ブチ殺して……ブチ犯してやるガキ！　てめぇの小せぇのを滅め茶ちや苦く茶ちやにしてやんぞ！」

　訂正する。半狂乱ではなく、完全に。狂乱していた。

　男の中でどういう理屈があってそうなったのかは知らないが、股こ間かんで赤黒い欲望が屹きつ立りつしていた。寝々の小さな身体からだに馬乗りになった男は、繰くり出すナイフが寝々の頭に全く刺さっていないことにも気付かないまま、彼女の胸元に空あいた手を伸ばす。チャイナドレスを割り開くため、邪じや魔まなロケットを退のけようとして──

「劣悪。イオに触ることは許さない」

　その手首から先を失った。そこから鮮せん血けつが迸ほとばしるよりも早く、カッターナイフを振り切った寝々が力任せに身体を入れ替えていた。くるりと回転し、今度は寝々が男のマウントを取る。

「ひ……ひぁぁぁああああ!?」

「そして──何か言っていたのだわね？　拙せつ者しや様を犯すと？　このように？　このように上に乗ってほしかったのかしら？　今の拙者様の小さな身体を突き上げて抱ほう擁ようしたかったのかしら？　汚らしい体液を拙者様の中に思うまま吐き出したかったのかしら？」

　寝々は冷れい徹てつで平坦な言葉を続けながら、その矮わい軀くの尻しりを男の上に乗せていた。微かすかに揺ゆれるように動いている──それはとても背はい徳とく的てきで、淫いん靡びな、子供の姿。

　絶叫を続けていた男の声が途と切ぎれた。それは、疑問のため。違和感のため。切断された手首から、血はいつまで経たっても流れ出なかったのだ。

　男が自分の腕を見るのと同時、寝々がぐいと顔を男に近付けた。囁ささやくように、言う。

「そんなのは許さない。思うままに体液など出させない」

　血が出ないのは、手首が締しめ付けられているからだ──小さく小さくなっていく、男のブレスレットによって。止血を通り越した、嗜し虐ぎやくの圧迫。

　そして寝ね々ねは男の指ゆび輪わを触った。アンクレットを触った。ミサンガを触った。同様に、小さくなる。全すべての円えん環かんは直径を減じ、男の肉体を締しめ付けていく──

「そんなのは許さない。抱ほう擁ようなどさせない。けれど代わりにこの抱擁をあげる」

「ぐぅっ？　あ、あ、あ……ぐふ、がっ……!?」

　手首が潰つぶれ、そこでようやく鮮あざやかな生命の羊よう水すいが賛美を歌って飛び散る。もともと小さかった指輪がさらに縮ちぢみ、男の指が何本か千ち切ぎれた。続いて足首も。悲鳴の硬度が増す。男は暴あばれるが、小さな寝々の身体からだはびくともせず、男自身の上に尻しりを乗せているだけだった。

「劣悪、劣悪、劣悪さん。どうして貴方あなただけにこんなことをするのかわかるかしら？」

　寝々はそっと手を伸ばし、男の首のネックレスに触れた。指が千切れ、足首が千切れ、手首が千切れた男に──さらなる痛つう苦く。もったいぶるように矮わい小しよう化かするネックレスが首を絞める。

　そして寝々は、薄うすい笑いを浮かべながら、優やさしい声こわ音ねで言った。

「イオに触ろうとする劣悪は、拙せつ者しや様の身体に触ろうとする劣悪は、特別扱い。簡かん単たんには正せい殺さつしないのだわ。さあ、苦しんで痛がって怖がって畏おそれて泣いて喚わめいて叫んで絶望して──」

　直径が男を緩かん慢まんに殺していく。首の存在など無視して小さくなるネックレスを男が手首で搔かき毟むしるが、無む駄だだ。肉が強引に締め付けられ、頸けい部ぶが冗じよう談だんのような細さに減じた。男の顔は鬱うつ血けつして黒くろ紫むらさき色いろになり、目玉と舌が飛び出した。だが絞こう首しゆは止まらない。

　寝々は男の胸板を押し、そっと立ち上がる。もはや男に動きはなく──代わりに動いたのは、寝々によって持ち上げられた巨大金かな槌づち。

「──そして正義を羨うらやみ劣悪を悔くいながら、さようなら」

　雑ぞう巾きんを引き絞るような音と共に、男の首が千切れた。同時、首のあった場所がメルヘンな赤せき色しよく噴ふん水すいに置ち換かんされた。とどめに金槌が叩たたき込まれた。

　一度ならず二度ならず、何度も、何度も。超重の質量が弧こを描き、男の肉体を、否いな、死体を打ちよう擲ちやくする。不必要なまで粘着質な殺意を持って死体を殺す。その狙ねらいは適当、ただ力だけが込められた純粋で乱雑な暴ぼう力りよく。それは今まで寝々が見せたような、洗せん練れんされた殺人ではなかった。四し肢しも頭部も失った肉が、砂山を崩くずす子供のような破は壊かい行為で分解されていく。白亜の骨格が発狂死し脈動する心しん臓ぞうが横死し肉厚の腹部が圧死し零こぼれた腸が轢れき死しする音の多重奏の中、いつしか笑い始めていた寝々の暗く楽しい声が独裁者のカリスマ性を持って楽団を指揮していた。

「う、ふふ、うふふふ。くふふふふふっ……頭の悪い劣悪な肉にく塊かいね、発情期の狗いぬじみた肉塊ね、おいたが過ぎる肉塊ね！　だから、さようなら、さようなら、さようなら！　ほらほら別れの挨あい拶さつくらいはちゃんとしましょうね肉塊？　──はいよくできました！」

　ぷじゅるさようなら、と一ひと際きわ赤く元気な血が飛び散る。軽やかな破壊者であったはずの寝々は、今はただ金槌を振り下ろすことにのみ精神を集中していた。だからなのか、その髪が──長いポニーテールの髪が──ここに至り、初めて返り血で汚れる。だが寝々はそれには気付かない。

「はっ……はっ……はぁ……」

　そして全すべては平坦フラツトに。

　ようやく満足して金かな槌づちの先端を脇わきに置いた寝ね々ねが、ふと服の尻しりを撫なでた。そして掌てのひらに付着した何かを汚らしそうに払い飛ばす仕し草ぐさをして、「いつの間に。堪こらえ性しようのない男」と呟つぶやいた。

「ん、ともかく、満足したなり。で……あれ？　違うって……こいつでもないの、イオ？　なんだ、やっぱり奥なのね。では最後の仕上げに行きましょうなのだわ」

　ロケットに対してそう囁ささやいた後、寝々は軽くぼくを見て微笑を浮かべる。それから再びプライベートルームに通じる扉とびらのほうに歩いていった。その微笑が、ぼくの脳と身体からだをようやく連結する。狂乱？　今この場で最も狂乱しているのは誰だれだ？

「ま、待て……！」

　慌あわてて追う。ホールの中に入った途端とたん、血けつ臭しゆうと死臭に吐き気がした。奥歯を嚙かみ締しめてそれを堪えながら、床ゆかの血や人間の破片をできるだけ踏まないようにして奥の扉へ。

　小さな廊下のようになっていたそこには、倉庫らしきドアが二つ、そして『PRIVATE』と書かれたドアが一つ。それらは追加で設置されたものなのか、微妙に安っぽい造りに見えた。

　寝々がドアノブを破は壊かいして中へ。ぼくも追う。

　そこは八畳ほどの空間。カラオケ屋とホテルが合体したような部屋だ。雑然と物が置かれたテーブル、ソファー、小さな冷蔵庫、そして部屋の端はしにはベッド。

　寝々が部屋に入った途端、きゃっ、と女の声がそこからあがった。

　見ると──ああ──何だ？　これも、ぼくの運の悪さのせいなのか？　くそったれめ。

　そこには、騎き乗じよう位いで男の腰に跨またがっている、全裸の女がいた。前のホールと同じ。突然の闖ちん入にゆう者しやに驚おどろいた様よう子すで、腰の律動を止め、目を見開いている。汗の浮いた肌。シャギーの茶ちや髪ぱつ。

　前のホールにいた女達とは違うこと。明らかに違うこと。

　それは、ぼくがその女の顔を知っていることだった。

　無論、寝々も彼女のことは知っているはずだった。

　あら驚き、というように、寝々が小首を傾かしげる。

　なんだお前らは、と男が不ふ機き嫌げんそうに立ち上がり、ベッドから降りた。

　そしてただの肉になった。

「ひっ──あ──あ……？」

　べちょり、と床に散らばる元・男の身体。

　ベッドに座り込む彼女は──猫のように人懐っこく、好感が持てるひとで、祖母がイタコで、寝々のバイト仲間で、快楽主義者で、スキンシップ癖があって、乳房の上にタトゥーがあって、変なイヤリングをしていて、ぼくに一目惚れしたと言ってセックスを誘ってきた風茉莉花子氏は──何が起きたのかまったくわかっていない様子で、ただ呆ほうけたように口を開けていた。

　理解と悲鳴と恐怖が彼女の脳に正しく届く前に、寝々はなんでもない口く調ちようで言った。

「こんにちは、風かざ茉まつ莉りさん。貴女あなたもここにいたのだわね」

「え……え……？」

「ああ──わからないのかしらね？　拙せつ者しや様は寝ね々ねだわ。実は正義の味方だったのでした」

　顕化アピアランスの解除。凶器が元の大きさに戻り、寝々が大人おとなに戻り、サンバイザーが通常位置に戻る。

　動かない──ぼくの身体からだが動かない！　畜生！

「寝々ぷー……？」

「そう、寝々ぷー」

「え……なん、で……今、だって──え？　彼、は？　これって、な、に──？」

「これは劣悪の同罪だったので正せい殺さつしたのだわ。彼は罰ばつとして死んだのだわ。だからこれは肉にく塊かい。死体。残ざん骸がい。欠片かけら。ゴミ。断たたれ、潰つぶされ、そして死んだただの残り物。死を見たでしょう？　死を臭におったでしょう？　死を聞いたでしょう？　死に触れたでしょう？　死を味わったでしょう？　どうかしら、これで説明は充分だと思うのだけれど」

「死ん、だって、さっき、うん、寝々ぷーが、大きな刃物と金かな槌づちで彼をぐちゃぐちゃにしちゃったってこれは本当に死んで死、死体の死んで死死死いぃいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいぁぁぁあああああああああああああああああああああああああああああッ!?」

　理解、到達。

　彼女は頭を搔かき毟むしり、眼球が飛び出るほど大きく目を剝むき、恐怖し恐怖し恐怖し恐怖し恐怖し座ったままベッドの上で後ずさりし壁かべに背中を打ち付け嫌けん悪おし嘔おう吐とした。

「げっ……う、ぇぇぇぇぇぇえええええ……」

「あらあら大変ね。拙者様は見み慣なれているので大丈夫、なのだわ」

　寝々が、一歩。踏み出す。近付く。

　犬のように浅く荒い呼吸を繰くり返しながら、風茉莉氏は充血した目をはっと寝々に向けた。

　あは、あははははははははははは、と、哂わらう。怪かい談だんのしゃれこうべのように、歯をがちがちと打ち鳴らしながら。

「ね、ね、ねぇ、寝々ぷー……、ね、寝々ぷー……」

「何かしら？」

「私達、さぁ、結構、仲、良かったよね？　好き、で、好き、だったの。寝々ぷー、不ふ思し議ぎで、可愛かわいくて、抱きついたりしても、『重いのだわ』とか真ま面じ目めな顔で言うだけで、おかしくて、あは、っひ。だから、大丈夫、ん」

「確たしかに、嫌いではないのだわ」

「だ、だよね、だよねっ？　そ、の、ね、あああああ今度の土日、寝々ぷー、バイト終日入ってたよっ？　休みくらい、遊びたい、遊びたいっしょ？　私、月火にあるから、シフト、代わってあげるから、今週全部代わってあげるから、いや、その給料も、寝々ぷーにあげて──」

「シフト？　月火ね……うーん」

　日常的な話題。寝ね々ねはあの料理屋にいた寝々のように、とらえどころのない不ふ思し議ぎ少女の顔で、小首を傾かしげた。全身をがたがたと震ふるわせる風かざ茉まつ莉り氏しは祈るようにその答えを待ち、

「──いいのだわよ？」

「ほ、ほんと？　これはまったく、ほっ、だよ、ねっ……じゃ、うん、わ、私は、だから、殺さない、でくれる、よね──」

　ぎこちないながらも、笑え顔がおを浮かべた風茉莉氏に対して。寝々が、もう一歩。

「でも交代ではないわね。単に、拙せつ者しや様が貴女あなたのシフトに入るだけの話だわ」

「……え？」

「だって、貴女は来週にはもういないのだもの」

　寝々の身体からだが再び小さくなり。対照的に、兇器が大きくなり。

　次の瞬しゆん間かん。

　ぼくの前に、あの人ひと懐なつっこい笑顔が、転がってきた。




　床ゆかに立つ首がぎこちなく笑っている。一ひと目め惚ぼれかな。にゃはははは。

　眩暈めまい。ぼくは床に手をついて嘔おう吐とした。気持ち悪い。気持ち悪い。何だ。何が起こっている。ぼくが認にん識しきしているものは何だ。ぼくは何をしなければならない。ズレが。ズレが。笑う風茉莉氏とまた目が合った。意味のない涙が出てきた。気持ち悪い。

　寝々は男の死体の前で膝ひざをつき、痙けい攣れんする頭部に手を当ててその闇滓アンシイを吸収していた。

「正せい殺さつ完了、と……あら？」

　そこで寝々は自分の髪が血で汚れていることに気付いた。房ふさを持ち、恨うらめしそうに眺める。

「なんてこと……さっきの劣悪に汚されてしまったのだわ。本当に、劣悪はどこまでも劣悪なのね。ああ、物もの凄すごく嫌いや。できることなら切ってしまって、拙者様に触れたこの劣悪の痕こん跡せきを完全に撤てつ去きよしたいところなのだけれど、そういうわけにも──え？　いいの？　だって……」

　ロケットを耳に当てる。不思議そうに首を傾かしげた後、なぜか顔が緩ゆるんだ。

「そう……そうなの。ショートもいいと思うって、本当に？　うふふ……なら、いいのかしら。うん、それなら、拙者様としては全然。いい気分転換だわ。長いのが似合ってるって言ってたから伸ばしてただけで、別に、願とかかけてたわけでもないのだしね」

　心しん臓ぞうが跳はねる。その言葉が、ぼくの深しん淵えんを抉えぐった。そして、急きゆう激げきに世界が色を失っていくような、世界そのものの在あり様ようが変わっていくような失しつ墜つい感かんの中──

「じゃあ切るのだわ」

　寝々は巨大なカッターナイフで、いともあっさりと、自らのポニーテールを切断した。

　重みを持った髪の束たばが、床に落とされる。

　次に寝々は「ああ、これは残せないわね。正義の証しよう拠こ隠いん滅めつをしなくては」とポシェットから着火用のライターを取り出し、巨大化させた。火炎放射器じみた量の炎が発射され、髪に引火し、それがさらに横のベッドに移り、留とどまることなく壁かべ紙がみを這はい──

　蟠わだかまる血けつ臭しゆうそのものが形を持ったような赤が、部屋の中を暴あばれ始めた。何かが焼やけ焦こげる臭においが鼻び腔こうを刺す。それを意に介する様よう子すもなく、ライターを仕し舞まった寝ね々ねがこちらを振り返った。

　短くなった髪の上で、炎の照り返しが揺ゆらいでいる。楽しそうに。

　寝々の顔には微笑が浮かんでいた。楽しそうに。

　ぼくはそれを見て、しかし見ていなかった。

　ぼくは周囲に満ちる死を見ていた。惨ざん殺さつされた何十人というクズの死を見て、そして今、床ゆかの上で人ひと懐なつっこく笑っている一人の女性の死を見ていた。死。それは二週間前に失った彼女とは全く縁えん遠どおく、しかし最後には、最も近しくなったものだった。

　ぼくは周囲に満ちる炎を見ていた。赤く、赤く、赤い。その赤さは、いや、その熱ねつは、かつてぼくが火か葬そう場ばの扉とびらの向こうに感じたものと同じだった。扉が開かれた後の、くすんだ臭い。銀の長方形には白が敷しき詰められていて、その中には灰はい色いろの塊かたまりがあって、ぼくたちは箸はしを手渡しながらその塊を乳にゆう白はく色しよくの壺つぼの中へと運び入れた。初めて、それを思い返した。

　ぼくは周囲に満ちる『蘭らん乱らん爛らん崎ざき寝ね々ね』を見ていた。そう、彼女は周囲に満ちていた。死と炎の中に笑え顔がおで佇たたずむ彼女は圧倒的な存在感で、ぼくの前に立っていた。サンバイザーを被かぶって。チャイナドレスを身に纏まとって。そして、誰とも似ていない、ショートの髪型で。

　誰だれとも似ていない。そう感じたからこそ、ぼくは矛む盾じゆんした思いに囚とらわれた。今いま更さらながら、根本的すぎる、問う必要もなく問うまでもなく、問うこと自体が間違っている、そんな疑問を胸の内に抱いていた。

　あれは誰だ？　と。

　愚ぐ問もんだ。寝々は寝々であり寝々でしかなく、それ以外の誰でもない。では、この疑問を発したぼくは、彼女を一体誰だと思っていたのだ？　いや、

　誰に似ていると思っていたのだ？




　──ぼくはここに至り、

　──その名前を思い出すことに成功し、

　──あるいは、思い出すことで失敗する。

　当然の間違いを突きつけられることになったという意味で、心地ここち良よく失敗する。




　ぼくはどうして、寝々が巳沙希に似ているなどと思っていたのだろう？




　　　　７




　はははは。はははははははははははは。誰かが笑っている。ぼくだ。ぼくが笑っている。自分の吐と瀉しや物ぶつと誰だれかの血液と炎の照りが広がる床ゆかに手足をつき、助けられなかった風かざ茉まつ莉り氏しの笑え顔がおを見ながら、喉のどを震ふるわせている。

「うふふ。簡かん単たんに終わったからってそんなに笑わなくてもいいのだわ。正義の味方にとってはこんなもの、オチャノコサイサイ……どうしてお茶ちやと犀さいが血けつ縁えん関係になるのかしらね？　まぁいいわ、ねぇ、またお腹なかが減ってきたのだわ。どこかに食べに行きましょうよ」

　寝ね々ねがショートの髪を揺ゆらしながら身を屈かがめ、軽く手を伸ばしてきた。ぼくは唾だ液えきと胃液で汚れた口元を拭ぬぐい、喉と肺を必死に制御した。

「……いや、すまんかった。ちょっといろいろ予想外のことがあってびっくりしてな」

　けれども、頰ほおが緩ゆるむのは止まらなかった。ぼくは寝々に笑顔を見せながら、

「そうだ、さっきのことを謝あやまるよ。あんな虫以下のクソ野郎ども、そりゃ殺して当然だ。どんな強力な殺虫剤撒まいたらこいつら全滅させられるかな、ってぼくも思ってたんだし」

「別にいいわ、説明なしにやったら驚おどろいて当然。正義の味方でないとできないことだものね」

　伸ばされた寝々の手を優やさしく摑つかんで立ち上がり、

「一番の悪人も正せい殺さつできたみたいだし……ここでの仕事は終了か。んならメシに行くのも賛成だ。今後のことを相そう談だんしよう──お前の強さを見て決めたよ。あの金髪劣悪を逃にがさずにぶっ殺すにはどうしたらいいか、一いつ緒しよに考えようぜ」

「あら、それはとても嬉うれしいのだわ。貴方あなたには正義の味方になる素質があると思うの。頑張れば正義コンビとして動けるのだわ。そうだ、じゃあコンビ名を決めないとね、うふふ」

「ああ、ぼくも嬉しいぞ。ただ、一つだけ補足するなら──」

　しかし立ち上がった後もその手を離はなさず、

「全部噓うそだがな」

　ぼくは逆に渾こん身しんの力を込めてその手を引っ張り、寝々と身体からだの位置を入れ替えて体勢を崩すと同時、奇跡的に今まで持ったままだった椅い子すをその頭部に叩たたきつけた。

　寝々が吹ふっ飛び、付近の壁かべごとドアを破は壊かいして残ざん骸がいに埋もれる。既すでに部屋中を覆おおい尽くしていた炎が飛び散り、陽炎かげろうと火の粉こを朧おぼろに揺らした。

「はぁ……は、は、は」

　抑えていた笑いの衝しよう動どうが再び。

　そう、ぼくは選せん択たくせねばならない。決めなくてはならない。それは正しい。

　しかし、最も重要なのは、『何を』選択するのか、ということだった。導き手ナビゲータへの対処だとか、不ふ確かく定ていな未来を選えらび取るには情報が足りない。もっと直接的に関与していて、もっと現実的に逼ひつ迫ぱくしていて、もっと即物的に重要な、第一にぼくがすべき選択は──

　単純にして明快な、今、ぼくが倒すべき『敵』は誰か？　ということだったのだ。

　それは、今にしてみれば容易たやすい。自分の間違いに気付いた今にしてみれば。

　狂った正義の味方を倒すのは容易いことではないだろう。奴やつは強い。だが、倒さなければならないのならば、彼ひ我がの戦力差に懊おう悩のうするのは二次的な補足問題に過ぎない。

　入り口付近の瓦が礫れきが動いた。やはりダメージ自体はない、か……さて、ここからが本番だ。

「何を……するの、かしら。理解、できないの、だけれど……」

　瓦礫を押おし退のけて立ち上がった寝ね々ねは、首を左右に振りながらぼんやりと言った。

　ふむ。何を言えば、簡かん単たんにぼくの立場を説明できるんだろうな。

　考えるまでもなかった。一言でいい。ぼくは不敵さが伝わるように意い識しきして唇くちびるを歪ゆがめた。

「ぼくは悪だ」

「……何を、言って？」

「今まで騙だましてたのさ、馬ば鹿かな正義の味方さんよ。ぼくは悪、劣悪も劣悪だ。あーあ、さっきの乱交パーティーに参加したかったな。もうビンビンで準備もできてたのによ。おっと、ひとを殺したこともあるぜ。あの眼鏡めがね魔ま女じよ、砧きぬた川がわと協力してやったんだ。は、馬鹿じゃねぇの？　ぼくは劣悪認定受けたあいつの味方も味方、むしろボスみたいな存在だ」

「……拙せつ者しや様を騙、して、いた？」

　そうとも、と即答する。サンバイザーに覆おおわれた顔が再び左右に振られた。

「噓うそ、なのだわ」

「噓じゃないんだな、これが。砧川を元に戻すためにクソッタレな正義のふりをしていたんだが……まだるっこしすぎるんだよ。いい加減、我慢できなくなってな」

「悪……貴方あなたが、悪……」

　敵対すると決めたのなら、身体からだが不自由な砧川達よりも、まずぼくのことを『第一に倒すべき敵である』と意い識しきさせなくてはならない。わざと汚い言葉を使って悪をアピール。

「そーだよ悪だよ。超・悪いぞ。店に行ったときのこと覚えてるか？　視し姦かん？　してたしてた。どうやってペニスをお前に突っ込んで乳を揉もんでやろうかってことばかり考えてたさ。麻婆マーボー茄な子すを鼻に流し込まれなくてラッキーだったぜ。さっきのもエロくて興こう奮ふんしたぞ」

「ああ、そんな汚い劣悪の言葉を使っては、いけないのだわ……貴方は。貴方は、だって──」

「だって、何だよ」

　言葉が止まる。数秒。そして爆ばく発はつ的てきに。動き出す。

「拙者様を騙してた騙してた騙してた騙してた！　ああ、ああ、ああああああああああ！　劣悪、劣悪、なんて劣悪！　貴方は……だと、思って、いたのにっ！」

　来た！　子供のように感情的な、意味の取れない言葉をただ投げ捨てると同時──寝々が入り口の瓦礫を一ひと跳とびで乗り越え、再び巨大武器で襲おそい掛かってくる。だが動きは乱雑だ。

　陽気に踊る炎をチャイナドレスに掠かすめ、矮わい軀くが肉にく薄はくする。ぼくは突き込まれるナイフの先端を椅い子すで受け流し、続いて叩たたき込まれる超重の金かな槌づちを──飛んで回かい避ひ。

　ぼくは部屋の天てん井じよう、その角に避ひ難なんする。背中から生はやした白い翼つばさを使って。やれやれだ……実のところ、コツを摑つかんだのは本当に数日前のことだ。やはり練習はしておくもんだな。

「……っ。それ、は──」

「顕化アピアランスに一つくらい特典があるだろう、だったかな？　その通り、あるんだよ。一つどころじゃなく、他ほかにもいろいろ奥の手もあるがな」

　この一角はまだ奇跡的に火勢が弱い──とはいえ火事場は火事場だ。ぼくは翼つばさに炎が燃もえ移らないように強く羽ばたきながら、自信ありげに噓うそをついた。あーあ、ほんとに悪役っぽいな。

　寝ね々ねは両手の武器を強く握にぎり締しめ、憎々しそうに歯は嚙がみしてぼくを睨にらんでいた。はったりブラフにかかった。そうそう、迂う闊かつに飛び込んでこられてはぼくが困る……さらに追つい撃げきだ。

「狂った正義の味方さんよ。お前は完全なる偽にせ物ものだ。お前は純然たる殺人鬼だ。正義の味方なんて便利な言葉で自分を欺ぎ瞞まんするのは止やめろ。ひとごろしの、殺人集群フラツトフロアめ」

「違う違う、違う！　拙せつ者しや様は、正義の味方！　選えらばれた、だから、イオと一いつ緒しよに、正義の味方になって、悪と戦っているのだわ！　正義の味方だからこそ、生きてるの！」

　寝々は癇かん癪しやくを起こした子供のように両手の武器を振り回した。炎に包まれていたベッドと──その上にあった風かざ茉まつ莉り氏しの胴体が折れ曲がって部屋を跳はね回る。ナイフの先端で床ゆかに大きなクレバスが作られた。金かな槌づちが壁かべを抉えぐり、吹ふっ飛んだ瓦が礫れきが物もの凄すごい勢いで天てん井じように接せつ吻ぷん。昨さつ今こん流は行やりの手抜き工事のせいか火災のせいか、存外に脆もろく天井にも大穴が開く。体たい積せきを増して崩ほう落らくした瓦礫が部屋の中央に積つみ上がり、焦しよう熱ねつ地じ獄ごくの山さん塊かいを正せい確かくに模した。

「ま、お前が何なのかなんてどうでもいいんだが……そんな八つ当たりしてる暇ひまはあるかな？」

「どういう、こと、かしら」

「ぼくがどうしてこんな状況で自信たっぷりだと思うんだ？　残念ながら、もう悪の味方はすぐそこまで来ている。お前はもうすぐ、完全な袋の鼠ねずみになるんだぞ。ぼくは悪だからな……当然、あの金髪のエルフだってぼくの仲間だ。あれが手て強ごわいのはもうわかってるだろ？　あれだけじゃない、他ほかにもいろいろ悪の仲間はいるんだ。観かん念ねんして命乞ごいするといい」

「ふざけた……ことをっ！」

　歯は軋ぎしりの音。サンバイザーの奥から、憎ぞう悪おに満ちた視し線せんが届いてきているのがわかった。

「……認定、するのだわ。貴方あなたは悪も悪、劣れつ悪あく至し極ごくの親玉。絶対に──絶対に、貴方は正せい殺さつする！　拙者様の正義にかけて！」

「安心しろ、ぼくも同じだ。お前は許せない。ぼくの愚おろかさの罪滅ぼしとして、絶対にお前を罰ばつする。最終的に殺すか殺さないかは彼女次第だがな」

　寝々はその言葉には答えず、最後にぼくに対してカッターナイフを投げつけ──そして素早すばやく踵きびすを返し、部屋から走り出た。逃げるのが悪ではなく負けるのが悪、とか言ってたからな。今回はその狂った整せい合ごう性せいのあるポリシーが幸いした。

　戻ってくる気配けはいがないのを確認し、床に降りて羽はねを仕し舞まう。なんとか上う手まくいったか……

　まったく、やれやれ、だね。

「はっ……ははっ……」

　ああ、数えるほどしか聞いてないのに。彼女の口くち癖ぐせが耳に残っていた。ぼくは喉のどを軋きしませる。

　視界には暴ぼう虐ぎやくの赤。その色に染そまって、床ゆかにはまだ、彼女の生なま首くびが笑っていた。

　熱ねつ気きに焼かれる肌が、煤すすを吸い込んだ肺が、悲鳴をあげている。ぼくは膝ひざをついた。風かざ茉まつ莉り氏しの笑え顔がおを見た。寝ね々ねが殺し、そしてぼくが殺した、単なる被害者である女性の最さい期ごの笑顔を。

　入り口のあたりで大きな音。また何かが崩れたのだ。だがぼくはそちらを見ることなく、風茉莉氏の頭に手を伸ばした。掌てのひらで瞼まぶたを押さえ──閉じさせる。

「……すいません、でした」

　聞く者のいない、無意味な謝しや罪ざい。ぼくに新たな咎とがが加わったことの、無意味な宣言。

　しばらくそのままぼんやりしていると、鞄かばんの中からＰＣのアラーム音が猛烈に聞こえていることに気付いた。いや……ずっと前から鳴っていたのか？　寝々が大虐殺を始めたときから鳴っていたような気もするが、思い出せない。どうでもいい。

　ぼくは立ち上がる。椅い子すを摑つかんで、ぼくが殺した女性の生首を残して、立ち上がる。

　やはりもともと大した造りではなかったのか、あるいは寝々が置き土産みやげで破は壊かいしていったのか──ともかく、入り口付近は燃もえ盛る瓦が礫れきで完全に塞ふさがれていた。

　瓦礫に椅子の足を突き入れる。抉えぐれた。息苦しくて咳せき込む。さらに深く突き入れる。梃て子この原理で瓦礫を動かそうとしたが、びくともしない。大きな塊かたまりに刺さってしまったのか。全体重を込めて椅子を押し下げる。動かない。抜けもしない。仕方ないので椅子が抜けるまで素す手でで瓦礫を排除することにした。小さな欠片かけらを摑む。熱あつい。自分の肉が焼ける臭しゆう気きと脂あぶらが弾はじける音は、地じ獄ごくのような世界の中でも不ふ思し議ぎにはっきりと感じられた。痺しびれるような苦痛が骨まで届いた──実際、掌を覗のぞくと焦こげた骨が見えていた。当たり前だな。納なつ得とくして作業を再開。適当に瓦礫を背はい後ごに放っていると、何かの拍子に腕が炎に包まれた。最悪。どうしたら消えるかなと一いつ瞬しゆんだけ考えた。酸さん素そを打ち払う物理的接触と速度が必要。だから拳こぶしを握って、思いっきり瓦礫を殴りつけた。肘ひじまで中にめり込む。一石二鳥だ。その腕で瓦礫を搔かき出す。皮ひ膚ふと筋肉の大半が捥もぎ取られ千ち切ぎれそうになっていたが、腕の炎はそれで消えたので何も問題はない。椅子の足を発見。火ひ箸ばしのようになっていた椅子の足を引き抜いて、今度は単純に椅子を振りかぶって殴りつける。もう少しで穴が空く。殴りつける。殴りつける。殴りつける──

　──そこで記き憶おくが途と絶だえた。




「涼しい」

　自分の独ひとり言ごとで目が覚める。男姿のぼくは夜の裏道をふらふらと歩いていた。

　背中側の街は何やら騒さわがしい。遠くにサイレンの音が聞こえている。消防士って普段ふだんは何をしているのかなぁ、とどうでもいいことを考えた。一日中ロープ遊びでもしているのか。

　ふと、椅子がないのに気付く……ああ、脱出したとき適当に隠かくしてきた覚えがあるな。ビル近くに続々と人が集まってきてたから、抱えていてはさすがに目立つと思った……ん、だったか。記き憶おくは曖あい昧まいだ。それでも隠かくした場所だけはっきり覚えているのは、合理的なぼくっぽい。

　身体からだの損傷は既すでに大部分が治ってはいたが、まだ肺の奥がひりひりしていた。頭の中には疼とう痛つうが残っており、油ゆ断だんすると足あし下もとがふらつく。当然ながら服も派は手でに焼やけ焦こげたままだ。

　目的もなく進みながら、空を見上げる。支配色は闇やみだ。地球の反対側から、毎日ようこそ。

　学校の屋上で、似たようなことを考えた。だからだろうか──ぼくはあのとき隣となりに立っていた寝ね々ねのことを思い出した。

　いやはや、恥はずかしいことだな。それでも自じ戒かいを込めて繰くり返そう。

　当たり前に、寝々は巳み沙さ希きとは似ていない。

　暴ぼう力りよく癖へき──そう言えるのは最初のドロップキックだけで、わしわしなんてアクションは巳沙希のデスクローの前では児じ戯ぎじみて甘すぎる。狂った日本語──狂いすぎてて共通点などない。おかしな一人称──寝々は一言も俺おれなんて言っていない。笑え窪くぼ──草そう太たにだってできるぞ？　髪型──純粋にただ長いだけのポニーテール。全国に何人もいるだろう。祈りも願ねがいも込めることなく、ただファッションとしての髪型。そこに類似を見み出いだすのは阿あ呆ほうだ。

　その阿呆はぼく一人。砧きぬた川がわも、レンテンシアも、何も言わなかった。切せつ華かは多少、ぼくと似ている阿呆だから気にしていたようだが……思い起こせば、少し寝々と話しただけであっさりと気付いていたようだった。違う、似ていない、と。

　ああそうだ、ぼく以外は皆、至し極ごく当たり前に気付いていた。もしもぼくの感情を遙か高みから俯瞰する神のような第三者がいたとしても、きっと気付いていたに違いない。なのにぼくだけが気付かなかったのはなぜか？　単純な事実を誤認していたのはなぜか？

　決まっている。巳沙希のことを考えようとしなかったからだ。

　考えようとしなかった──意い識しき的てきに、その名前を思い浮かべることを忌き避ひしていた。

　さらに、それはなぜか、と自みずからに問う。

　星空に向けて、唇くちびるが歪ゆがんだ。それこそが、間違い。

「本当に、ぼく自身が卑ひ怯きようすぎて嫌いやになる。自分が自分に決めたことをすりかえるなんてな」

　すりかえた。ぼくは自分の決意をすりかえた。

　あのとき──巳沙希を殺したあのとき、ぼくは心に刻んだ。『想像しない』と。

　それは『巳沙希を殺したぼくのことを、巳沙希がどう思うか想像しない』という──ぼくにその資格がないことによる、当然の刑けい罰ばつに過ぎなかった。だがぼくはその意味をいつの間にかすりかえていた。単純に、『巳沙希のことを全すべて考えない』という決意に。

　無む論ろん、その理由は──『逃避』のためだ。この自分勝手で腐ったぼくが辛つらくならないためだ。

「最悪な人間だ……本当に。死ねよ。死んでるけど死ねよ」

　わかってはならないのは、ぼくが巳沙希を殺した後のこと。ただそれだけだ。彼女の存在を忘れる必要もなく、代わりの誰だれかを用意する必要もない。

　贖しよく罪ざいとして、巳沙希のことを思い出そう。単純に、思い出そう。あいつがどんな奴やつだったか。

　家族。隣りん人じん。腐れ縁えん。幼おさな馴な染じみ。学友。生徒会長。人間性。友情。元気。恋愛感情。そんな、世の大多数のためにわざわざ不適格に言語化された概がい念ねんは必要ない。全すべては不完全で無む駄だだ。

　ぼくにとって巳み沙さ希きは、ただ純粋に大切な奴やつだった。

　恋愛感情はなく、好きでもなく嫌いでもなく、ただそこにいて当たり前の存在。他ほかの概念の何物にも置おき換かえられることなく、ただ巳沙希は天てん堂どう巳沙希という名の概念であるだけだった。

　さあ、天堂巳沙希という概念を正しく思い出したぼくは、何をするべきなのか？

「なあ巳沙希、聞いてくれ──いろいろわかんないんだが、ぼくはどうしたらいいと思う？」

　呟つぶやいて、過去の巳沙希に聞いてみた。奴はにっこり笑って言った。




　知るか。自分で決めろ。




　わーお、そりゃ凄すごくお前らしい返事だ。安心したよ。じゃあ──

　自分で、決めないとな。
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　様さま々ざまなことを考えながら、惰だ性せいで夜道を歩き続ける。火事場の喧けん騒そうは既すでに背はい後ごに遠く、郊外の夜は静かだった。しかし当然であるはずのその静寂に、ぼくはふと違和感を覚える。少し考えただけでその理由に思い至った。鞄かばんからＰＣを取り出す。

　そしてディスプレイに現れたエベネゼルは、いつもの無感動な視し線せんをぼくに向けてくるだけだった。口うるさいのも困るが、静かすぎても不気味だ。

「何も言わないのか」

『言ってどうなる。覆ふく水すい不ふ返へん、汝なんじは既すでに決定してしまった』

　言葉の後、その口が微かすかに開閉するアニメーション。きっと嘆たん息そくしたのだろう。

『今いま更さら、事態は戻らぬ。ドゥオーフと交渉し魔女ウイツチの戦力を再さい確かく保ほするという手段が失われた以上、我われ等らに残されたのは敵を現有戦力で打破する方法の模も索さくのみ』

「ドライだな。馬ば鹿かなことをした、とか散々嫌いや味みを言われるものと思ってたが」

　ぼくは自じ嘲ちようを込めて唇くちびるを歪ゆがめながら言った。エベネゼルは微妙に首を横に振る。

『繰り返すが、もはや戻らぬことを論ろんじても無意味。敢あえて困こん難なんで最悪の道を行くと汝が選えらんでしまったのならば、我はその上でどうするかを考えねばならない』

「困難で最悪の道、ねぇ……ぼくにとっては、この現実の全部が全部そんな感じだ。今更何をしても、最悪っぷりにたいして差はないとか思ってる」

『──汝がそう思うのも無理はない』

　間があった。ここ数日で何度か見たものと同じ、瞑めい目もくするブルマ少女の姿がある。

　停滞は数秒。次の文字は緩かん慢まんに表示され、停滞の名残なごりを惜しむ。その内容は話の流れから言えば脈絡がないとも思え──つまりは、どこか独白じみていた。

『最悪しかない舞ぶ台たいを用意するのは我われ々われ最低の人じん外がいで、そこで身を切って決意するのはいつも、汝なんじのような無関係に巻き込まれた人間だ。我は提案し、希望を述べ、最悪の中の最善と思われる場所へ導みちびく……方向性を与える程度のことしかできない』

　内心では困こん惑わくしながらも、ぼくはぼくらしく軽く肩を竦すくめた。言葉尻じりだけを捉とらえ、

「なのに全然言うことを聞かない下しも僕べがいて大変だ、とでも？」

『否いな。我らはひたすらに根源闇滓ルート・アンシイを奪だつ取しゆしてゆく必要がある、という意味で一いち蓮れん托たく生しよう。いかようにしろ必然的に同じ目的に向かうのならば、方向性の違いは《奪取過程の多様化》を意味するに過ぎない。故ゆえに、過ぎ去った齟そ齬ごへの拘こう泥でいは無益であるし──』

　根源闇滓ルート・アンシイを奪取する必要。それは魔ま術じゆつの反動のことに違いない。今はともかく──いずれぼくはぼくの事情として、誰だれかの根源闇滓ルート・アンシイを奪うようになるのだろう。以前の砧きぬた川がわと同じように。

『そもそも、拘泥し憤慨したところで我には何もできない。我にとって最善と思われる手は提案するが、人間の決意を変える術すべはない』

　ああ、また言いやがったぞ。今のぼくはその言葉を、おそらく噓うそだろうと判断する。どうにかすれば、こいつはぼくを元の死者に戻せるはずなのだ。そう、推測できる。だとすれば問題は、この噓にどういう意図があるのか、だ──考えてもわかりゃしないがね。

　まぁいい。今はその噓に乗っておいてやる。様さま々ざまな事実を隠かくす導き手ナビゲータの噓、それを知っていることをさらに隠すぼくの噓。状況は五分だ。今はそれ以外に重要なことが多々ある。

「だから？　結局、何が言いたいんだ？」

『結けつ論ろんするなら──今後に関する提言。あるいは、宣言、である。無益で無意味は承知』

　エベネゼルの目が中ちゆう途と半はん端ぱに開いた。その眠たげに半開きにされた瞼まぶたは、こいつの基本形。つまるところいつもの調ちよう子しで、ブルマ少女は言葉を続けた。

『するべきことが見つかれば、やるがいい。《人間》の決意を以もつてやるがいい。ただし我は悪であり魔であり、故に妥協しない。汝に疎うとまれようが憎まれようが、愚ぐ直ちよくに一つのことを言い続ける──魔の矜きよう持じとして。根源闇滓ルート・アンシイを奪取せよ、と』

　それは一見、なんでもない台詞せりふだったのだが。ぼくはひどく曖あい昧まいな心持ちで、考えていた。変だと。奇妙な違和感があると。

　こんな、わかりきったことを。たとえば──アヴェイラーズは、他ほかの導き手ナビゲータは言うだろうか？　言うかもしれないが、言わないかもしれない。わざわざ言う必要がない。

　頭にあったのは、馬ば鹿かげた妄もう想そう。仮定からしか生まれ得ない、単なるもしもの疑問。

　もしも、滅んだ魔術種しゆの中に。人間じみた善性、感性と良心を持っていて、それでも種の復活のために悪魔じみた所業に手を染そめねばならないものがいたとしたら──

　そいつはどんな顔で、どんな言葉で、自みずからの感情を押し込めるのだろう、と。

「くっ……ははは」

　本当に、くだらない。毒にも薬にもならない仮定話だ。ぼくの想像力ってのも捨てたもんじゃないのか、と唇くちびるが勝手に苦笑の形を作った。そんなこと、現実にはありえない。導き手ナビゲータは最低最悪の人じん外がいでしかないのだ。眼前のこいつも、アヴェイラーズも、間違いなく。

『その笑えみは余裕の発はつ露ろと解釈する。ドゥオーフに勝利する策を見み出いだしたか』

　軽く小首を傾かしげて聞いてくるエベネゼルに、ぼくは肩を震ふるわせながら答えた。

「策？　そうだな、あるぞ。原げん爆ばくを使えば勝てるな。確かく実じつに」

『原爆とはいかなる武器か。入手の当ては』

「大統領に頼めればすぐだが、残念ながらぼくは電話番号を知らない。諦あきらめろ」

　ぼくは言いながらＰＣを折り畳み、鞄かばんの中に戻した。冗じよう談だんだとわかってくれたかね。

　先刻から喉のどに異物感があった（煙と煤すすを吸いまくったせいだろう）のだが、いろいろ喋しやべったせいでさらにそれがひどくなっていた。歩きながら周囲を見回したが、こんなときに限って自じ販はん機きが見つからない。その代わり、いつのまにか周囲が見覚えのある風景に変わっていることに気付いた。ここ数日でちょくちょく足を運ぶようになった場所の近くだ。

「あー……水でも貰もらうか」

　足が向くまま、砧きぬた川がわの家に行くことにする。当然──行くとなれば、喉を潤うるおす以外に重要な用事が発生するが。あいつにも正義の味方の正体について伝えなければならない。

　もう日付が変わる頃ころのはずだが、アパートの電気は点ついていた。夜よ更ふかしをしているのだな。深夜にいきなりお宅訪問！　とドアを開け放ちたい衝しよう動どうに駆かられながらも玄関に近付く。

　そこで、また、変な音が聞こえた。一昨日おとといの昼間、聞いたものとほとんど同じ。

「ん……うう、ううー……」

　だが、砧川が変な寝言を言っているのだとは、思わなかったし思えなかった。

　ぼくは存在感を増した心しん臓ぞうの重みを抱えながら、あのときと同じように台所の窓から部屋の中を覗のぞいた。ああ、部屋の中も同じ。まったく同じ。でもそれを受け止めるぼくが違う。

「うう、うう……んー」

　一昨日おととい、ぼくはこの姿を見て何を思ったのだったか。中ちゆう途と半はん端ぱに足を開いた正座から、そのまま上半身を倒して土ど下げ座ざのようになった姿勢。腕は変てこな形で頭に絡からみ付いている──だったか。ははは。ふざけるな。

　それはつまり、地震に怯える子供のように砧川が全身を丸めているということだ。

　それはつまり、怒声に怯える子供のように砧川が頭を押さえているということだ。

「ああっ……うあ……ううう、うう──」

　変な寝言は、押し殺したように発せられている、

　砧川の泣き声だ。

「いや……お父とうさん……お母かあさん……けんか、しないで……聞きたくない、聞きたく、ない、よぅ……うう、ううううう──」

　ああ。今ここにいる砧きぬた川がわは、子供なのだ。寝ね々ねの魔ま術じゆつのせいではない。イキモノとして自然な摂せつ理り。身体からだが精神に支配されているのと同様に、精神は身体に支配されている。

　部屋に一人怯おびえる、子供の砧川。外の人ひと影かげに一人怯える、子供の砧川。

「うるさいのはいや……しずかなのもいや……みんな、みんな、いや……」

　怒りを覚えた。繰くり返しだ。一つのことに精一杯で、もっと大切な何かを見失う。

　ぼくはかつて、砧川の哀かなしい喪そう失しつを見失い──そして、巳み沙さ希きの喪失を見失った。

　唇くちびるを嚙かむ。こんな最低のぼくに、今の砧川へ何かを言う資格などあるはずもない。

　……あとしばらくの我が慢まんだ。すまない、砧川。

　ぼくはそのままチャイムを押さず、砧川に声もかけず、そっとその場から離はなれた。策は既すでに頭の中にある。卑ひ怯きようなぼくは、卑怯な手しか思いつかない。

　夜の最後に。

　もっと星が見える場所へ行こう。
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　電気が点ついていたプレハブ小屋のドアをノックする。

「ぼくだ。入ってもいいか？」

　中から伝わってきていた緊きん張ちよう感かんが、ゆるゆると解かれるのがわかった。

「……構わない」

　曇くもりガラスの引き戸を滑すべらせ、中へ。決まり手は上手出し投げ。大関は一敗をキープ、優ゆう勝しように望みを繫つなぎました──おっと、いきなり予想外のお出迎え。小型テレビに映し出されているのは日本放送協会の深夜ニュース番組だ。受信料はきっと払っていない。

　レンテンシアは床ゆかにあぐらを搔かいて座り、こちらに背を向けるようにしてテレビを見ていた。左手（首尾よく再生したらしい）には五個×三本の団だん子ごの串くしが握られており、それが一つ一つ、まるで何かの競技のように彼女の口に消えていっている。だが油ゆ断だんはしていないらしかった──ぼくは、彼女の右手に握られていた鉄てつ塊かいがそっとマントの中に仕し舞まわれるのを見る。

「それを仕舞うのはまだ早いかもしれない」

　動きが止まった。黒光りする銃じゆう把はをマントの陰から覗かせた姿勢で。だが、振り向かない。

「どうしてかね？」

　これを言うのは頭が悪い。けれどもぼくはその頭が悪い当人だから、言えるのだ。

「ぼくはあんたを殺そうとしていた。完全に決めちゃいなかったが、少なくとも、殺すという選せん択たく肢しもあるってことを──本気で考こう慮りよに入れて、それを選えらびかけていたんだ」

「なぜ、そんなことを私に言うのだね」

　彼女に見えてはいないだろうが、ぼくは肩を竦すくめた。語ご調ちようを軽くして、

「そんな最低なぼくは今から、虫がよすぎることを言うからさ。後で何かの拍子にバレていきなり撃うたれるよりは、ここで心構えして撃たれるほうがいい。臆おく病びよう者ものなんだよ、ぼくは」

「……私も臆病者さ」

　ややあって小さな声が聞こえ、右手が動いた。ぼくは目を閉じる。

　次に目を開いたとき、彼女の手は身体からだの脇わきにあった湯のみを摑つかんでいた。ぼくのほうを一度も見ないまま、ずず、と爺じじむさく茶ちやを啜すする。どうやら命拾いしたらしい。

「用件を聞こう」

　率直に。単純に。答える。

「ぼくは蘭らん乱らん爛らん崎ざき寝ね々ねと完全に敵対した。あいつの正義は狂っている」

「……それで？」

「戦うつもりだ。あいつを倒さなくては砧きぬた川がわを元に戻せない」

　レンテンシアは団だん子ごの消えた串くしを、床ゆかに直じか置おきしていた皿に置いた。それからまた、そこに山のように積つまれていた団子の数本を手に取りつつ──同じ台詞せりふを発する。

「……それで？」

「酷こくなことだってのは承知で言う──あんたの協力が必要だ。協力の代だい償しようは二つ。ぼくはあんたの目的に最大限協力する。そして、その後でもし寝々を殺すようなことになれば」

　唇くちびるを舐なめ、続ける。アヴェイラーズがここにいたら、きっと涎よだれを撒まき散らして大おお暴あばれするだろうな。エベネゼルは鞄かばんの中にいるが……ま、ＰＣのエラー音ぐらい安いものだ。

「その根源闇滓ルート・アンシイを、あんたに譲ゆずろう」

　案あんの定じよう、エラー音の連打が鞄から鳴り始めた。無視無視。

　レンテンシアは動かない。やがて、包帯に包まれたその腕がすっと伸び──団子の消えた串の先端で、テレビのスイッチを押した。無音の侵食が始まる。

「澪れい、少し頼みがあるのだが」

　そこで初めて、彼女はぼくを振り向いた。

　ああ、その顔は。あのときと同じ。トラックの上で見せたものと同じ。

　ただの少女のように、晴れやかな──

「屋根の上まで連れていってくれないか？　もう、足があまり動かなくてね」




　足を引ひき摺ずるレンテンシアを苦労して梯はし子ごに乗せ、屋上までエスコートする。ちなみに、エベネゼルはエラー音が鳴なり止やまなかったので「うるさい」の一言で下の部屋に捨ててきた。次に拾うときまでには右耳と左耳を直列で繫つなぐ方法を見み出いだしておく必要があるだろう。

「まったく、面めん倒どうなこと、だな……すまない、ありがとう」

「どういたしまして、お嬢じよう様」

「ふむ、悪い気はしない。ところで、ひどい格かつ好こうをしているな、君は？」

「いろいろあったのさ。火事場に取り残された子こ猫ねこを助けてきた、とでも思っといてくれ」

　喉のどを小さく鳴らしながら笑って、彼女はこのあいだと同じように、屋根の上にあぐらを搔かいて腰を下ろした。ぼくも同じように、その隣となりに。そして、同じように、星が。

　輝かがやいている。

　遠い、超越の光。羨せん望ぼうした。普通で特別な星光からしてみれば、虫けらのようなぼくたちの悩みも、生き様も、目的意志も、全すべてが無意味なのだろう。彼かれ等らは変わらず、ただ毎日そこに在ある。たとえ見えなくとも在る。

「あの星達だけが時間に耐えている」

　レンテンシアが言った。限りなく優やさしい目で空を見上げながら。

「だが、耐えられないのが存在の常だ。この世に永遠などない」

「そう……かな」

「そうさ。永遠に近いものだった私だからこそ、よくわかる──時間というものの無情さはな。そう……時間は残り少ない。彼女が最後となるだろうが、さて……伝えられるの、かな」

　独ひとり言ごとのように、言葉は囁ささやかれる。

　あーあ、まただ。ホントに、このエルフ様も……アホだな。

　ぼくはさして心配する必要もないだろうと思われる一単語を無視し、

「弱音を吐くな、伝えてやろうじゃないか。一方的にでも。それで何を選えらぶかどうかは関係ない。ただ伝えるだけがあんたの仕事で──目的意思だろう」

「どうやるのかね？　あの意い固こ地じな彼女に対して」

「大きな意味で言えば、あんたがやろうとしていたことと同じだと思うけどな。行動不能にして、導き手ナビゲータを引ひき剝はがす。その上で寝ね々ねだけに『選せん択たく肢し』を伝える……てことだろ？　問題は行動不能にするときに殺しちゃマズイってことだな。その状態で導き手ナビゲータを引き剝がしたら寝々が生き返らない。切せつ羽ぱ詰まっててそんな余裕がなかったら殺すのも仕方ないが──そんときゃ寝々を生き返らせた瞬しゆん間かんに導き手ナビゲータを引き剝がす、なんて面めん倒どう臭くさいことをする必要が出てくる」

「小さな意味で言えば、が聞きたいな。つまるところ──どう戦う？」

「学校ではもう少しだったろ。あんたの刻印魔術ルーンマジツクメインに、搦からめ手で攻めていくしかないな」

「しかし、私は、もう……」

「だからぼくが足になる。なんとか飛べるようになったからな。あんたを抱えて飛んで距きよ離りをとったり──ま、他ほかにもまほーつかいを守る前ぜん衛えいの戦士みたいな役割もできるさ」

「単純で……素す晴ばらしい作戦だな、それは」

　満足したのか、呆あきれたのか。微妙に唇くちびるを歪めながら、彼女は小さく肩を揺ゆらせた。

「メイコは？」

「当てにならない」

　即答すると、そうか、と言って彼女は頷うなずいた。

　それからしばらく、夜の舞ぶ台たいには動きも音もなかった。このぼくたちという愚ぐ鈍どんな役者はただ動かない。佇たたずんでいる。台詞せりふを忘れ、未来を忘れ、この劇げきの演目すらも忘れて。無数の観かん客きやくたる星々の瞬またたきは、役者を励ます拍手か、それとも不満の雑ぞう言ごんか。どちらにしろ、それでぼくたちのペースが狂わされることはない。ざまあみろ。

「君は、私のしていることが無む駄だなものだと思うか」

「今回に関して言えば、両方だな。あんたがそう信じて続けてるならその行為自体は無駄なものじゃないし、でもその行為が相手を何も変えないだろうという点では無駄だ」

「選せん択たく……しない、のか。彼女は、やはり」

「しないだろうな。あの狂気がそうそう晴れるとは思えない。選択肢を伝えたところであいつはぼくたちを殺そうとするだろうし──そうなれば、ぼくたちも同じことをするしかない」

　最終的に殺すことを予想しておきながら、『伝える』だの何だのということを考えるのは無駄で、矛む盾じゆんしているかもしれない。だが必要なのだ。砧きぬた川がわを元に戻すために、ぼくは寝ね々ねを殺すと選択する。だが殺すためにはレンテンシアの助力が必要。ならば彼女の助力を得るために、無駄だとわかっていても選択肢を伝える協力をする──それだけの話。

「個人的な意見だが、ぼく的にはその結末に九割方確かく信しんがあるよ。だから」

　そしてここに至り、ぼくは無視していた一言を引っ張り出した。

「『最後』というのは、違うさ……結局、あいつの根源闇滓ルート・アンシイはあんたのものになる」

　その言葉を聞いて、彼女は薄うすく笑った。やはり、はにかむ少女のように。

「それでも、どうかな。私の反動は、励起節エキサイテイシヨンの間のみ活動できるという仕組みに無む理り矢や理り抗あらがい、醜みにくく足あ搔がき続けてきた結果だ。今いま更さら根源闇滓ルート・アンシイを得たところで、どうにかなるとは──」

「やってみないと、わからないだろう」

　僅わずかに語ご調ちようを強めて、言葉を遮さえぎる。

　彼女は軽く目を閉じ、そうだな、と囁ささやいた。諦てい観かんだけを含んだ、同意。

　その諦観がまた腹立たしい。それはぼくの十お八は番こで、彼女は、そんなふざけた感情に飲み込まれて相応ふさわしい存在ではないのだと思った。

「……生きるのは、醜いか。ぼくには……正直、あんたの生き方は羨うらやましい」

「どうしてだね」

「何かやるべきことがあって、ただそれだけを目的にして生きる。なんて──それは、とても、人間らしいじゃないか。ただの惰だ性せいで生きてるぼくにとっては眩まぶしいくらいだ」

「やるべきことが正しかったのかどうかは、今もわからないままだよ。そう──それ以前に、私はこれでよかったのか。悪かったのか。私自身の選択は正しかったのか。わからないままだ……こんなときになっても。はは、なんと──」

　静かな口調で言葉を発していたレンテンシアが、そのとき突然に、顔を伏せた。マントを引き寄せ、寒さに耐えるように、小さく肩を震ふるわせる。無ぶ遠えん慮りよな観かん客きやくの視し線せん──星の輝かがやきは、その顔まで届かない。だから、どんな表情をしているのか、ぼくにもわからない。

「……今まで、いろいろなことを……してきた。漠ばく然ぜんとした恐怖に駆かられ、導き手ナビゲータを殺した。私を失いたくないがために、私を失った。残った私を失わないために、世界中の悪人から闇滓アンシイを奪いつつ生き長らえた……正義の味方の真ま似ね事ごとだと思ったこともあったな。愚おろかしい。何のために？　生きて、選せん択たく肢しを伝えるためだ。この愚かさが存在することを誰だれかに伝えるためだ。そうしたかったから、そうするより他ほかなかったからそれを目的に生きてきた。いや、だから、などではない。生きることが目的意志そのものだった。どちらが先でも後でもなく、ただ等価だった。だと言うのに──」

　思いつくまま、なのだろう。それは支し離り滅めつ裂れつで、まとまりがなく、だがそれゆえに──疑いようのない、彼女の本心が語られているのだと思った。

「だと言うのに、問いたくなる。正しかったのですか、と。神に。正しかったのならば救いが与えられるだろうなどと……私はまた、見返りを求めて、縋すがろうとしている。この期ごに及んで。何も変わっていない。私は百年前の、ただの小娘のままだっ……！」

　座っているぼくの隣となり。俯うつむいて、マントで身体からだを包んで、レンテンシアはただの塊かたまりになる。

　ぼくは無言。ややあって、彼女のほうが口を開いた。小さく、マントの中に囁ささやくように。

「……澪れい。前に私が言ったことを覚えているか」

「何のことだ。いろいろありすぎてわからん」

「焦あせるな、と言っただろう。時間をかけて考え、確かつ固こたる意志を持って、自みずからの未来は選えらばねばならない──そんなことを」

「言ってたな。わかってるつもりだよ」

「つもり、では駄だ目めだ……今はもう、羞しゆう恥ちを隠かくしても無駄だと思う。だからはっきり言おう。意志を持って選ばねば、選択など無意味なのだ。なぜだかわかるか？」

「……いや」

　レンテンシアの語ご調ちようが、一気に強まった。それは、今までのテンションと比較すれば──彼女が絶叫したように、ぼくには感じられた。

「必ず後悔するからだよ！　その選択の正誤に拘らずな！」

　思わず隣を見るが、彼女の顔はまだ、マントの中に隠かくされたまま。

「当然の話だ。しかし、それを真に実感しているものは少ない。選ばなかった未来に到達できるものがいない以上、選択肢には間違っている可能性が絶対に残り、同様にその正しさを絶対に証明できない。だからこそ、間違っている可能性も含めて、それでも正しさを信じてこれを選んだのだという意志が──覚悟が必要になる」

　自じ虐ぎやく的てきに、彼女の鼻が鳴った。

「かつて失敗した私にはわかる。深く考えもせぬまま、ただ恐怖に追われ選択し、自分の姿を失ってしまった──そして今になって、手に入りもしない正しさを求めて怯おびえている私には」

　だから、彼女は選せん択たく肢しを伝えているのだろう。誰だれかが自分と同じ思いをしないように。予あらかじめ提示しておくことで、誤っているかもしれない未来を意志と覚悟で正しく選えらべるように。

　意志と覚悟。はたして、ぼくにそれはあるのだろうか。

　決まっているな、とぼくは肩の力を抜く。

「わかったよ。なんだか今初めて、あんたの言ったことが実感できたような気がする」

「──そうか」

「でも、引っ掛かった単語が一つだけある。それを確かく認にんさせてくれ。つまり……ああ、なんでもかんでも『つまり』とかまとめたがるところが頭悪いよな、ぼく。まぁいいだろ。つまりあんたは今、怯えているわけだな。何でだ、何に怯えてるんだ？」

　しばしの間の後。金色の塊かたまりから、自動再生のテープから流れるような無む機き質しつな声が発された。

「自分が終わるかもしれないことに」

　ああ──やっぱりな。結局のところ、まだその不安を捨てきれていないわけか。

　ぼくは呆あきれた息を吐いた。そして手を伸ばした。

　その気配けはいにレンテンシアの身体からだがぴくりと動いたが、それだけ。何もしようとしない。塊となって、ただ待つ。ぼくはその肩に優やさしく手を回し、抱き寄せる──と見せかけ、

「くらえ！　必殺・髪々の反乱！　たまには重力に抵抗したい反抗期！」

「ぬ、わ、髪が!?　何をする!?」

　ぼくを甘く見てもらっては困る。誰だれがそんな生なま温ぬるい物語の主人公のような真ま似ねをするか。

　シュバシュバと頭を摑つかむような手の動きで髪全体を持ち上げ、レンテンシアの黄おう金ごんをぼさぼさに逆さか立だたせる。強制パンクロッカーになったレンテンシアは、今までに見たこともない、なんだか啞あ然ぜんとした瞳ひとみでこちらを眺めていた。ぼくは再び座り直して空に相あい対たい。

　はいはい、滑すべってるのは知ってますよ。頼むから今のについては深追いしてくれるな。

「だっかっら……終わらん、つってるだろ。だいたいアレだ、協力条件になってるのにそれが無意味になっちまったら協力の前提自体が破は綻たんしちまうだろうが。だからこれはあんたのためじゃなくぼくがぼくの事情でぼくのために信じているんだぞ」

「な……な？」

「大丈夫、大丈夫。だいたい、ぼくみたいに適当で頭の悪い男がこうして生きてるし、砧きぬた川がわみたいなどんくさくてもう終わりだ的な状態だった女も快復したんだ。あんたみたいな頭が良さそうで真ま面じ目めな奴やつに対してだけ救いが適用されないなんて話は、もー世界的にありえない」

　もう一度、エルフがナ行の変な音を発するのが聞こえた。そして数秒の沈ちん黙もくがあった。次にマントが擦こすれる音が聞こえた。さらには喉のどの引ひき攣つりが聞こえた。

「くっ……くく。っは、あはは」

　横目で見ると、彼女は口元を押さえ、これ以上ないくらい少女的に顔を綻ほころばせている。

「そんなに笑えるか？　別に面おも白しろいことを言った覚えはないんだけどな」

「くく、いやいや。君の台詞せりふに冗じよう談だんがあったわけではなく、は、ただ純粋に支し離り滅めつ裂れつでわけがわからない。そのわけのわからなさが素敵すてきだ。そうだ、やってみなければ未来の結果が出ないのは真理だな。真ま面じ目めに考えて不安がっていたのが馬ば鹿からしくなってくるよ、はは」

　どうやらツボに入ってしまったようだ。彼女の笑いが止まらない。ぼくは憮ぶ然ぜんとして、

「別にわけのわからないことを言ったつもりもないぞ？」

「わけのわからない論ろん理りだらけの台詞だったさ。ただ一つわかることは」

　視し線せんを感じ、首を横に向ける。鼻はな眼鏡めがねを愉ゆ快かいに揺ゆらしつつ、彼女はぼくの目を見て断言した。

「君は慰なぐさめが下へ手ただ」

　ぼくは苦にが虫むしを嚙かみ潰つぶした顔になっていただろうと思う。その顔を見て、また、レンテンシアは少女に戻った。顔芸をしたつもりもないんですけどね。

　それから今後のことについて細々とした会話をして、

「了解だ……そろそろ下に戻ろう」

「はいはい、寒くなってきたしな」

　ぼくは肩を竦すくめて、それからレンテンシアが立ち上がらないことに気付く。そうだった。彼女の肩の下に首を入れ、立ち上がるのを助けようとする。そのときふと、

「澪れい。メイコには秘密だぞ」

「はいはい」

「……いい返事、だ。さて──おおっと」

　足がもつれたように、立ち上がりかけていたレンテンシアの身体からだが回転しながら崩くずれた。体重がこちらに圧のし掛かり、ぼくは堪こらえ切れずに尻しり餅もちをつく。一拍遅れて、彼女の身体がぼくの上にとすんと落ちてきた。

　回転しながら、ということであるため、それは向かい合う形。なので。
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　軽く、啄ついばむように、彼女の唇くちびるがぼくの唇に触れたとしても──それは、偶然の、範はん囲い内ないの、出来事。

　──なのか？

　至近距きよ離りで視線を合わせつつ、ぼくたちは動きを止めていた。

「……ベタベタやん」

　なぜか関かん西さい弁べんでぼくは呟つぶやいた。二つの疑問をそのまま口に出す、そんな素直なぼく。

「今、倒れる前に『おおっと』って言わなかったか？」

「さて、どうだろう」

「砧きぬた川がわに秘密って……それは具体的に、どのことだ？」

「さて、どうだろう」

　二段階方式で唇の歪ゆがみが大きくなり、そっとぼくの胸を手で押して、彼女が離はなれていく。

「年寄りの悪戯いたずらなのか、ただの事故なのか。宿題にしておくのも面おも白しろい」

「ぼくは全然面白くないが……」

「私は面白い」

　底意地の悪い微笑を浮かべる教師に肩を貸して立ち上がりながら、ぼくは答え合わせの時間はあるのだろうかと思った。

　あっても困るし、なくても困る。つまり困る。

　つまり、だとさ。

　やっぱりぼくは頭が悪い。だから何も考えないのが正しいのだろう。
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　　　　１




　翌日の夜、ぼくはいつものように家を抜け出した。しかし今日きようの目的は悪人探しではない。向かうべき場所は決まっている……その前に、隠かくしておいた椅い子すを回収せねばならないが。

　家を出て、数歩。それが、ぼくが忘れていたものに気付くまでの時間。

　背はい後ごをついてくる、控えめな足音に気付くまでの時間。

　ぼくは足を止める。背後の人物も足を止めた。震ふるえる、小さな、声。

「……いつもの待ち合わせ場所は、こっちの方向じゃ、ないですよ……」

　振り向かないまま、ぼくは答えた。

「そう、だな。お前にしては的てき確かくなツッコミだ」

「えへへ……じゃあ、理由を宵よい本もとくんみたいに三択で聞きます、ね。①、ただ間違えた。②、椅子をどこかに隠していて、それを取りに行くところ。③……」

　すう、と息が吸われる。

「──一人だけで、寝ね々ねさんと、決着をつけに行くところだった」

　妙なところで、鋭するどい女だったのだ。この、砧きぬた川がわ冥めい子こという奴やつは。

「率直に言って、答えは②」

「……でも、③でもあるんですよね」

「なんでそう思う？」

「昨日きのう、宵本くんの様よう子すがおかしかったからです……わかります。それと、今日悪人探しに行くようなこと言っていたのに、待ち合わせの場所に来なかったから。何の理由もなく、宵本くんが約束をすっぽかしたり、時間に遅れることなんて、なかったですから──」

　ああ、そんな約束をしてたか。忘れていたな。まったく、ぼくはどこか抜けている。

「お前は、来なくていい」

「っ。どうして、ですか……」

「部へ屋やで一人、頭を抱えて泣いてるような奴には、戦わせられない」

　背後で、息を吞のむ気配けはい。その隙すきにぼくは足を再び動かし始めた。だが──ついてくる。小さく、軽い歩ほ調ちようの足音が、必死にぼくを追ってくる。一定の距きよ離りを保って。

　こんな妖よう怪かいの話を聞いたことがあったっけ、とぼくはふと思った。振り返ってはいけない。振り返っても誰だれもいない。立ち止まれば食われてしまう……は、馬ば鹿か馬ば鹿かしい。

　ややあって──何がきっかけになったというわけでもなく、妖怪が喋しやべり始めた。

「……部屋の内装も。家具の配置も。全然違うのに……どうして、でしょうね。手足が短くなって、背が低くなって、視点が変わっただけで……思い出してしまいました。わたしが、子供だったときの、こと」

　それは人形の独白のように、断頭台の懺ざん悔げのように、毒杯の悔かい恨こんのように。

　誰だれかの答えを求めない、ただ虚こ空くうに消えていくだけの言葉。

「部へ屋やの外からはいつも両親が喧けん嘩かする声が聞こえていました。すごく嫌いやでした。部屋が静かになるのは、両親が家の中にいない、わたしが一人ぼっちになったっていう意味でした。すごく嫌でした。わたしは、ただ……部屋の隅すみに丸まって、耳を塞ふさいでいるだけでした。ほんとうに無力な、ただの子供でした」

　静かな語り口は、昔話のようで。幸せな結末など待っていない、哀かなしい、昔話のようで。

「人に会うのが嫌で、だから、外に出るのが嫌でした。対人恐怖症で、外出恐怖症。治したつもりだったんですけど……あはは。やっぱり、駄だ目め、でした。子供のわたしは、とても弱い。自分が大人おとなだってことも忘れてしまうほど、とても、弱い……ねぇ、宵よい本もとくん」

「何だ」

　名前を呼ばれれば、答えざるを得ない。彼女は、呼びかけに答えた人間を殺してしまう妖よう怪かいではなかった。逆だ。呼びかけに答えなければ、彼女のほうが死んでしまうような──そんな危うさを持った、薄うすく曖あい昧まいな存在だった。

「今にして思えば、わたしはずっと、自分のことを悪だと思っていたような気がします。こんなふうになる前──子供の頃ころから、ずっと。テレビで見て、思ってました。正義はきっと、絶対的に正しい。もし自分を助けてくれないのだとしたら、それは自分が悪い子だからなんだろう、って。正義の味方は誰だれもを助けるけど、悪人だけは許さない。だからきっと、自分は、悪い子なんだろう、って……」

「お前らしい自じ虐ぎやくだ。絶対的な正義？　それは記号を崇拝できる愉ゆ快かい妄もう想そう家かか、常に脳内お花畑の蝶ちようを追えるプロ市民だけが信じてることだ。そんな奴やつ等らは世界の平均値から見ればまず間違いなく狂っている。悪も同じことなんだろうけどな」

「……だから。そう思っていた子供のわたしは、狂っていて、間違っていたんでしょうね」

「何を、間違えた？」

「何もしなかったこと。自分は悪い子で、だから何もできなくて、何をしても無駄で、何もするべきではないのだと──そう思い込んで、何もしなかった。結果、わたしは大事なものを失なくしました。母親を失いました。優やさしい父親を失いました。昔のわたしには、当然の帰結です。わたしに見えた道は、ただそれだけだったから──でも」

　足音が止まる。ぼくの足音も、止まっていた。

「でも、今は違います。わたしは子供で、弱いままですけど……知っています。それでもまだ、わたしに戦える力があること。戦うっていう、道があること」

「……それに、どんな意味がある」

「後悔しないという意味が。道のなかった過去と比較して、初めて、わたしにはわかりました──『選えらべること』は、物もの凄すごく価値があることなんだって。後悔するかしないかを、自分の意志で、自分の責任で、考えられるから」

　言葉が震ふるえ始める。決けつ壊かいの予兆。

「子供なのは、知っています。身体からだのことだけじゃなくて……普段ふだんでも、子供みたいに弱いのは、知っています。宵よい本もとくんの足手まといみたいになっているのも、知っています。でも、だからって──だからって、何もしないで、ただ人任せに事態がよくなることだけを祈ってて、それで勝手に後こう悔かいして、泣いてるだけだったらぁっ……わたし、ほんとうに、ただの子供みたいじゃないですかぁっ……！」

　背中に衝しよう撃げきを感じた。重み。でもそれは軽く、小さな──子供の、重みだ。

　泣きじゃくっていた。砧きぬた川がわは、ぼくの背中で、泣きじゃくっていた。

「わたしは……わたしは、そんなに、必要ないですかっ……！　一方的に、救って……後悔する資格も、覚悟を与える必要もないほどっ……宵本くんにとって、無関係な、違うところで生きてる、人間なんですかっ……!?」

　確たしかに、そうだ。ぼくは砧川のことを、自分より下に見ていたのかもしれない。無む意い識しきにでも。彼女はぼくよりも弱くて、ぼくよりも愚おろかで。ぼくが庇ひ護ごしてやらねばすぐに消えてしまう──子供のような、少女なのだと。

「相あい棒ぼう、は……対等の関係じゃなきゃ、嫌いやです……これ、我わが儘ままです、か……っ」

　それは間違いだ。砧川はちゃんと、そんな自分を嫌い、変わろうとしている。変わりたいと、願ねがっている。真の意味で。ぼくの隣となりに立ちたい、と。

　本当に。こいつは強いのだ。ぼくなどよりも、ずっと。

　ならばぼくは何をすべきだ？　弱く卑ひ怯きようなぼくが、これ以上、砧川冥めい子こを貶おとしめないために。

　言葉に罪悪感を込めると共に──居い心地ごこちが悪くむず痒がゆい、この行為をするしかないと思った。

　身体を回して。低い位置にある、砧川の黒髪を撫なでる。

「……悪いな」

　砧川の顔が絶望と失望で彩いろどられる。だがぼくは唇くちびるを歪ゆがめて続けた。

「あいつの根源闇滓ルート・アンシイはエルフ様にあげる約束をしちまった。それでも手伝ってくれるか？」

　その言葉が脳に届くまで、数すう瞬しゆんの間があって──ぱっと、眼鏡めがねの奥の瞳ひとみが見開かれた。

「は、はい！　もちろんです！」

「にゃんじゃとー！　小僧、貴様、また一人で、そんな世よ迷まい言ごとじみた約束をぉうっ!?」

　砧川の鞄かばんから、泡でも噴ふいているんじゃないかという勢いで帽子の声。

「うっはー、うるせー。これ以外に勝つ方法が見つからなかったんだ、仕方ないだろ。ぼくも無む茶ちや苦く茶ちや敵対認定されたから、まず身の安全を確かく保ほせんと始まらん」

「敵対……？　そうです、どうして戦うことに？」

「なに、ぼくの身体からプンプン迸ほとばしる悪の性しよう根ねがついにバレてな。今まで気付かなかったほうがおかしいんだが。んで、ついでに言えば……あいつが殺人集群フラツトフロアだったからだ」

「っ!?　寝ね々ねさんが……殺人集群フラツトフロア……」

「そうだ。意味とか理由を聞いても無む駄だだぞ。正義にとっての悪がわからないように、悪にとっての正義もわからない。自称・正義の味方に対して自称・悪の一味ができることは、殺されないように抵抗することだけだ」

　砧きぬた川がわは少しだけ、俯うつむいて何かを考えていた。勝手に想像するならば──きっと、楽しくない思い出だけを与えてくれたクラスメイトのことを、考えていたのだろう。

　だが、次に見えた彼女の顔は、どこか清すが々すがしくもある微笑。

「……はい。悪なら悪らしく、足あ搔がきましょう」

「よろしい、悪の魔ま女じよ」

　ぼくはふざけた調ちよう子しで言って、もう一度、砧川の頭を乱雑に撫なでた。猫のように目を細めていた砧川だったが、ぼくに抱きついていることに気付いて恥はずかしそうに飛とび離はなれる。

　さて。椅い子すを回収して、正義と悪が潰つぶし合う決戦の場へ向かおう。寝々は来るだろうか……いや、そうでないと困る。来てくれないと、全くの無駄になってしまうからな。

　寝々に出した果たし状が、というよりは──古ふる臭くさいそれを書くために消費した羞しゆう恥ち心しんが。
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　舞ぶ台たいは山中にある神社の境けい内だい、照明係は星明かりと月光。他ほかに光源のないこの地では充分すぎる光量だ。周囲の木々がざわざわと葉を打ち鳴らし、開幕に対して拍手を送っている。

　ぼくは賽さい銭せん箱ばこに至る階段の前。レンテンシアと砧川はその真上、本殿の屋根の上に陣取っている。そして寝々は──ぼくの眼前、いつものチャイナドレスとサンバイザーで、仁に王おう立だち。

　通行人に頼んで店に届けてもらった手紙（地図つきの果たし状）を握にぎり潰つぶし、彼女はぼくたちを仮面の下から睨にらみ回した。

「なるほど……三人だけ、のようだわね」

「昨日きのうは簡かん単たんな噓うそに引っ掛かってくれてありがとう。おかげで楽に体勢を立て直せたぞ」

「劣悪だわ……ああ、とても、劣悪だわ……！」

　寝々が苛いら立だたしそうに頭を振ったとき、頭上からの声。

「君は私達を劣悪だと言う。今いま更さら、そのことについては何も言わん。取りうる道が対立しかないのはわかっているが──折せつ角かくの舞台だ。せめて、口こう上じようを述べておこう！」

　マントがはためく背中に満月を従えて。黄こ金がね色いろで輝かがやく頭上に星々を頂いて。

　そう、まるで正義の味方のように、胸を張って、朗ろう々ろうと──彼女は言葉を発する。

「私はレンテンシア・イズラデリ。魔ま術じゆつ種しゆ《エルフ》の代替魔術師ポステルオルマギスだ！　君に語りたいことがある！　まず聞く──君は自みずからの反動、魔術行使による反現象干かん渉しようについて知っているか！」

「知らない、興きよう味みもない。ん、なに、イオ……耳を貸さないように？　わかっているのだわ」

「ちっ……やはり、問題はその導き手ナビゲータのようだ。魔女ウイツチよりも性た質ちが悪い。その盲目は君自身の身を滅ぼすだろう。さらに、私は君に──導き手ナビゲータを含めず、真に君だけに語りたいことも持っている。故ゆえに、私の目的は一つだ。君に私の話を聞いてもらう。たとえ力ずくでも！」

「お断りなのだわ。ええ、お断りなのだわ。拙せつ者しや様の唯ゆい一いつの選せん択たく肢しが之これ。拙者様が唯一信ずるものが之。それ以外は蚯蚓みみずの羽う翼よくのように魚の声せい音おんのように水鳥の大地のように蟲むしの悟性のように獣けものの慈じ愛あいのように男の子し宮きゆうのように女の男根のように機き械かいの意思のように死者の生命のように、全く以もつて無用の長物！　それを与えようとする貴女あなたは、拙者様の存在を塗ぬり潰つぶそうとする悪魔の絵筆に等しい！　故に拙者様は、劣、悪と語るのみ！」

「ならばどちらの意志がより勝まさっているか、実力にて確たしかめるより他ほかはあるまい！　一度ならず二度三度と死んでもらうことになるかもしれんが、覚悟！」

「貴女達は全すべて一度で死に、終わる！」

　強く断じる口く調ちようで叫び、寝ね々ねは大きく後ろに跳とんだ。ぼくの耳にエルフの言葉が降ってくる。

「ふふ……噓うそも偽いつわりもなく、互いの信念を語り会戦する、か。胸躍おどらせ見ていた侍さむらいの物語を思い出すよ。これが真の、決けつ闘とう──いや、果たし合い、か」

「余裕があるみたいで何よりだ、エルフ様」

「空から元気だよ。メイコが来てくれたから、気持ちが楽になったのかな」

「へ？　わ、わたしですかっ？　あ、あう……その、なんとか、頑張りますっ」

　わたわたとする砧きぬた川がわの姿が目に浮かぶ。苦笑したとき、首にぶら下げた携帯電話が一いつ瞬しゆんだけ着信音を鳴らした。窮きゆう屈くつそうに身体からだを縮ちぢめたエベネゼルがそこにいる。

『軽けい挙きよ妄もう動どうはもはや責めず。ドゥオーフは堅けん甲こう利り兵へい。一いち意い専せん心しん、排除に当たるべし』

「わかっとるわい。やらなくちゃ殺される。単純な話だ」

「さて、澪れい。まずは作戦通りにいこう。私達はここから彼女を攻こう撃げきし、窒ちつ息そく、あるいは四し肢しの拘こう束そくなどの完全なる行動不能を狙ねらう。君はここに接近させないように近きん距きよ離り戦せんを頼む。余裕があれば援えん護ごするが、間違って魔術を当ててしまうかもしれん。恨うらむな」

「一回くらいなら殺されてやってもいいさ。あんたにゃその権利がある」

「そうだったな。脳のう味み噌そを撒まき散らされるのはとても痛かった、とだけ忠告しておこう」

　冗じよう談だんめかした口調で、レンテンシア。ぼくも含み笑いした。場違い感が病的に愉ゆ快かいだ。

　戦争の脈動が周囲に満ちていた。それを肺に取り込んだ鳥が敏びん感かんに飛び立ち、ぼくは鈍どん感かんに身体の熱ねつを高めていく。すべきことが一点に固化した心地ここち良よさ。胸中に迷いはない。

　だが。本気の戦せん闘とうとは、得てして予想外のことが起こるものだ。つまるところ──前もって立てておいた作戦が、全く役に立たなくなるような事態が。

　ぼくたちから距きよ離りを開けた寝ね々ねは、武器が詰まっているポシェットには手を伸ばさなかった。ただ、立っている。息を整ととのえ──集中力を高めている──

「絶対に、負けるわけにも、ここで逃にがすわけにはいかない……最大にして最低の、劣れつ悪あく至し極ごく達。イオ、使うわ。工房で奉たてまつられる、ドゥオーフ自身にのみ使うことを許された唯一にして神聖なる銅の鍍金を。いいのだわよね？　誰だれも見てないし、広いし、幹部の悪の力が三つも手に入るのだもの。では……【拡かく縮しゆく設定：内力の楔くさび】【支配式イクエイシヨン設定：三要素独立パラメータ・フリー】……」

　その囁ささやきに言いようのない不安を覚える。椅い子すを構えて突進しようとするが──遅かった。

「──【妖精神銅オリハルコン：鍍金プレーテイング】」




　笑うしかない。現実がぼくたちを嘲あざ笑わらっているから、ぼくも笑い返すしかない。

　黙もく示し録ろくは愉ゆ快かいな挿そう話わを用意していた。頁ページの裏に今まで通りの狂気と猟りよう奇きと嘲ちよう弄ろうが潜ひそんでいることはわかりきっているのに、それでもただ眼前の頁に書かれた面おも白しろい話に笑わずにはいられないのならば──その笑いは、なんと死臭のするものなのだろう。性悪で、無む慈じ悲ひで、不条理に満ちたものなのだろう。

　そう、絶望的な愉快劇コメデイだ。眼前に見えるものは。ぼくが見上げているものは──

「では──正せい殺さつを、始めるのだわ」

　倒すべき怪かい獣じゆうも、いないのに。

　正義の味方は、幼女の姿のまま、その身長を十倍ほどに伸ばしていた。
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　遠近感が狂う。絶望的に愉快すぎる光景。二十メートルほどの巨人と化した寝々が（ご丁てい寧ねいにもチャイナドレスもサンバイザーもそれに合わせて大きくなっている）、のしのしとこちらに近付いてきた。最悪だ……こんなの、地上で戦ってどうにかなるわけがない！

　服が破れるのも構わず、背中から翼つばさを生はやす。飛行のコツは身体からだの力を抜くことだ。飛ぶのは特別なことではないのだと意い識しきする。団扇うちわを動かせば風の重みを感じるように、翼を動かせば空気を摑つかめる。それを逃さず、重心を風の足場のようなものに乗せればいい。離り陸りくと同時に強く大地を蹴けり、十メートルほどの高さを一気に獲かく得とく。だが、そこは寝々の腰の高さだ。

　前進するか後退するか、一いつ瞬しゆんだけ迷った。それが致命的。鈍どん重じゆうそうな外見とは裏うら腹はらに、歩幅の大きさは移動速度の増大に繫つながっている。気付いたときにはもう、大きく小さな胸が視界を占せん有ゆうしていた。真横から、肌色の肉が重く風を切って飛来。寝々の掌しよう底ていだ。

「くそっ、たれ……っ！」

　身を捻ひねりつつ、少しでも衝しよう撃げきを妨さまたげられればと祈って椅子を掌てのひらに叩たたきつける。だが無む駄だに過ぎた。津つ波なみや雪崩なだれのような圧倒的な肉量。金属的な接触音に過あやまちを悟ったときには、ぼくの身体からだはトラックに撥はねられたような（嫌いやな記き憶おくを思い出す）衝しよう撃げきと共に吹ふっ飛ばされていた。

　姿勢制御などできるはずもなく、錐きり揉もみ落下してぼくは横腹を石いし灯どう籠ろうに激はげしく打ちつけた。体内で肋ろつ骨こつ、体外で古びた石灯籠が砕ける音。痛つう苦くという懐なつかしい軋きしみの大合唱が始まる。

　まずい。寝ね々ねはぼくを弾はじき飛ばした勢いのまま、神社の本殿へ進んでいた。足が思うように動かないレンテンシアと、子供の砧きぬた川がわ。迎げい撃げきできるか──？

　そのとき、ぼくは砧川がレンテンシアを残して屋根から飛び降りるのを見る。着地と同時、彼女は鞄かばんから包丁と帽子を取り出した。そして顕化アピアランス。子供姿の肉体とは明らかにサイズが合わない魔ま女じよ服ふくで動きにくそうにしながらも、ばたばたと走って近くの木へ。飛びつくようにして枝の一本をへし折るのと同時、包丁が彼女自身の黒髪を僅わずかに断ち切り──

「《揺フらロぐー髪ト・は軟ブ膏ル不ー落ム・の箒へへアとリ捧ネぐス》！」

　千ち切ぎれた髪が枝の先端で渦うず巻き、捻ねじれた箒そう毛もうへ変へん貌ぼう。黒衣の矮わい軀くがその上で翻ひるがえる。

　同時、寝々が巨大な腕を振り上げていた。屋上から飛び降りようとするレンテンシア……だが足が動かない。バランスを失ってよろけたところに、寝々の拳こぶしが振り下ろされる。

　轟ごう音おん。神社の瓦かわらと木材が割れ、弾はじけ、砕け散る。存在年ねん齢れいを示す多量の埃ほこりが舞まい上がるのが見えた。半はん壊かいした神社の姿は、ぼくの心しん臓ぞうを跳はねさせるに充分な不ふ吉きつさを持っていたが──

「わ、わ、わ、とと」

「すまん、助かった！」

「ええい、なぜ儂わしらがこのような危局に飛び込まねばならんのじゃっ！」

　三者三様の台詞せりふを発しながら、空に箒ほうきが浮かんでいた。不安定に揺ゆれ動く箒を砧川が必死に制御し、その頭の上で帽子が喚わめき、箒に摑つかまっていたエルフが懸けん垂すいのようにして這はい上がる。

　ぼくが脇わき腹ばらの痛みを堪こらえて浮かび上がると、砧川たちが近寄ってきた。

　砧川の腰に摑まるレンテンシアが、巨大寝々に銃口を向けつつも呆あきれたように呻うめく。

「さすがに……この事態は、予想していなかったな。あんな奥の手を隠かくしていたとは」

「まったくだ。こりゃぼくたち二人だけでなくてよかったぞ。一応魔術は使えるんだな、砧川」

「わ、わ……と、えっと、なんとかっ」

　箒の制御にはなんとか慣なれた様よう子すの（それでもたまにふらふらするが）砧川がまだ慌あわてているのは、自分の魔女服を必死で調整しているからである。ベルトを縛しばって鎖くさりを動かし布を引っ張り、しかし引っ張ったのとは逆方向がずるりと滑って、

「……ふ、ふわぁぁぁあっ!?　い、今、何か見ましたかぁっ？」

　ぼくはそっと砧川から目を逸そらし、

「何も見てない。ぺったんこな胸やあまつさえ乳首なんて見えなかった」

「あうぅぅぅっ……！」

　砧川の泣き声を遮さえぎるように、胸元で携けい帯たい電話が鳴る。液晶には、『撤てつ退たい提案』と。

「そういうわけにもいかんだろ……！」

　そう──ここで寝ね々ねを倒しておかなくては、レンテンシアにとって『次』はないかもしれない。レンテンシアの助力がないのならば、それはつまりぼくたちにも次はないということだ。

　それ以前に、あいつがぼくたちをそうそう簡かん単たんに見み逃のがすとは思えないのだが。

「ちっ……なんとか作戦通りやってみるぞ、澪れい！　臨りん機き応おう変へんにな！」

「それは『適当に頑張れ』という意味にしか解釈できんのだがっ！」

　突進してきた寝々の手しゆ刀とうが垂直に振り下ろされ、ぼくたちはそれを左右に飛とび離はなれて避よける。

「ちょこちょこと──目障り！」

「お前がデカすぎるせいだろうが！」

　寝々の右手が素早すばやく切り返され、今度はぼくに向かって水平に手刀が飛んでくる。翼つばさを必死で動かし、身体からだを持ち上げる──が、下半身が引っ掛かった。ぼくは轢れき殺さつされる人形と化して吹ふき飛ぶ。強制的な側転のベクトルで上昇させられると、寝々の頭がすぐ近くに。

　下半身の軋きしみを堪こらえつつ、強引に椅い子すをその顔に叩たたきつける。が、手て応ごたえは巨大な岩山を殴ったものに等しい。刹せつ那な、横から巨大な影かげが接近してきた。寝々が自みずからの胸を巻き込むようにして放つ拳こぶしだ。尖とがった骨と剛ごう性せいを具そなえた肉がぼくの矮わい小しような肉体を打だ撃げきし、破は壊かい力りよくの奔ほん流りゆうとなる。翼で姿勢を制御するような余裕もない。体内と体外が砕くだけ潰つぶれる激げき痛つうに意い識しきが明滅する中、猛烈な失しつ墜つい感かんだけを肌に感じた。一いつ瞬しゆん遅れて伝わってきた再度の衝しよう撃げきと周囲を包む雑多な破は砕さい音おんで、神社の本殿に叩き込まれて落下したのだと悟る。

　半壊した神社の屋根の間に、腹立たしい吞気のんきさで輝かがやく星が見える。その光を遮さえぎったものが寝々の足だと気付いた瞬間、ぼくは埃ほこり塗まみれの床ゆかを横に転がった。さらなる轟ごう音おん。瓦かわらや木片が四方八方に飛び散り、堰せきを切ったように崩くずれ落ちてくる。椅子を盾たてにして、なんとかそれに押し潰されないようにするが──腐った床が割れ、いつのまにか身体がそこに挟まれていた。

　まさしく怪かい獣じゆう的てきな寝々の顔がこちらを見下ろし、ぼくの背筋に冷汗が伝ったとき──

「《第三指は日輪の繭へと捧ぐコクーン・フインガー・サード》！」

　太陽の如ごとき輝きを発する光球がサンバイザーの顔面に向けて飛来する。速度はそれなりだが、体たい積せきは寝々の頭の半分ほど。つまりはかなり大きい。光球は微かすかな陽炎かげろうを放ちつつサンバイザーと拮きつ抗こうし、やがて光こう輝きを撒まき散らして弾はじけた。目が眩くらんだということはなかろうが、それは寝々の注意を一瞬逸そらす程度の効果はあったようだった。続いて、銃声。

「ōpilaオースイラ！」

　大地のルーンで隆起する地面に足を掬すくわれたか、寝々がふらりとよろけて……って、おい！

　巨体が倒れ込み、神社の本殿が完全に倒壊する。危うく下した敷じきになりかけながらも、ぼくは周囲の瓦が礫れきを椅子で排除し、倒れた寝々の脇わきから再び空へ。くそ、脇腹が重いと思ったらぶっとい角材が刺さってやがった。舌打ちしながらそれを引き抜く。体内を自じ瀆とくすることへの悪お寒かんと快楽があったのは一瞬で、後に残ったのは損傷した器官が風を感じて蠢うごめく不気味な空くう虚きよさと、苦痛が擬ぎ態たいして発せられる熱あつさだ。内ない臓ぞう、この穴から出てこないだろうな。

「宵よい本もとくんっ……だいじょうぶですかっ」

「……なんとかな。それよりお前は」

　慌あわてた顔で寄ってくる砧きぬた川がわの右手から、指が一本なくなっていた。五引く一の違和感はぼくの背筋を冷たくさせるに充分だ。その断面が見えた。強引に断たたれた箇所から体液を垂たらす骨が、それを挟むピンクの肉の動きでぴくと揺ゆれた。生命活動そのものを直接的に目視する背はい徳とく感かんは、吐き気がするほど崇すう高こうで最悪な痛つう苦くの存在をぼくに知らしめる。

　眼下、神聖な神社の境けい内だいに呪のろわしい血液を降らしながら、それでも砧川は笑ってみせた。

「だいじょうぶ、ですよ……たぶん」

　こないだの繰くり返しはごめんだ。無む駄だ撃うちさせないようにしなければ。いや、それよりも、

「お前、もう二度とあの『奥の手』は使うなよ。使ったらぼくも本気で怒るぞ」

　口くち籠ごもる砧川の代わりに、アヴェイラーズが目玉の上の口で不満げに舌打ちした。

「使わぬわい。今回は根源闇滓ルート・アンシイが手に入るわけではないからの、ふん──それにしても、やはり今のメイコでは代償魔術ペインマジツクが脆ぜい弱じやくに過ぎる。これは割に合わんぞ！」

「正攻法が無謀なのは知っている。すまんがもう少し近付いてくれ！」

　レンテンシアの要よう請せいに従い、砧川が箒ほうきを下降させる。倒れた寝ね々ねがそれに気付いて身を起こしたとき、サンバイザーの下に僅わずかに覗のぞいている口に向けて、エルフは銃弾を放つ。

　荊いばらの刻こく印いんが穿うがたれた銃弾は寝々の唇くちびるに当たり、以前屋上で見たのと同じように、棘とげある茎くきをうねらせる無数の深しん緑りよくを生んだ。口を覆おおい、サンバイザーの下に潜もぐり込んで、鼻へも伸びる。

　無駄撃ちということなら、レンテンシアに対してもさせたくはないんだが、な！

　ぼくも引ひき攣つる翼つばさを操あやつって巨人へと近付き、少しでも注意を惹ひくために寝々の頭部を椅い子すで打うち据すえた。螺ら旋せんを描くように頭の周囲を飛行しながら、何度も、何度も。だが──荊が顔面を覆い尽くせたのは寝々が子供サイズだったが故ゆえのことだ。今は違う。数倍の面めん積せきと体積を持った巨人の顔を覆うには、刻印にて生まれた荊はあまりにも無力だった。這はいずる荊を寝々の手が乱雑に摑つかみ、顔に張りついたガムのようにあっさりと捥もぎ取ってしまう。

「こんな、もの……無駄！　正義の味方の前に、全すべての小細工は無意味なのだわ！　貴方あなた達に許されるのは悪を悔くいて正義を畏おそれることのみ、おまけで失禁程度は可！」

　寝々の巨体が動く。立ち上がったのではない。神社に尻しり餅もちをついているような姿勢だった寝々は、そこから再び背中を後ろに倒し、足を振り上げながら腰を支点にして身を捻ひねった。両足が円を動くようにして回転し、ブレイクダンスじみた蹴けり起きを演じる。

　神社の残ざん骸がいを巻き込み、砂利を巻き上げ、水場を破は壊かいし、予測不能な角度から寝々の足がぼくたちに襲おそい掛かる。一本はなんとかかわしたが、二本目に巻き込まれた。柱のごとき太さの足でボールのように蹴り飛ばされる。神社の境内が回転する視界の中に見え、遠ざかり、境内を包む森が近付き、頰ほおや腕に葉が当たるのを感じ──立て直さねばと翼に力を込めた瞬しゆん間かん、

　ぞぐん、と。

　体内で音が聞こえた。

　熱あつい。熱い。熱い。体内で何かが蠢うごめいている。異物だ。異物がある。出ていけ。ああ、素直だ。出ていきそうだ──胃を通って、喉のどを通って、口へ。吐き出す。血だった。違う。これはぼくだ。異物はまだ体内にいる。そして体外にいる。どういうことだ？　身体からだが動かない。ぼくではないものが。ぼくの身体になっている。

　首だけを動かし、ぼくは中空に停止している自分の身体を見下ろした。

　……畜、生。太く固いモノがぼくを貫犯いしてていいるる。乱らん暴ぼうに。力任せに。捩ねじ込まれている。

　ぼくの腹に、尖った木の枝が。

　冬の近付く森。境けい内だいの脇わきの森。枯れた木もあるだろう。先端が槍やりのようになった枝もあるだろう。飛ばされてきた人間が、それにたまたま刺さることもあるだろう──ふざ、ける、な。

「ん、あ、ああああ、あっ──あああああああああっ！」

　絶頂に至ったような悲鳴が漏もれた。片手で枝の先端を摑つかみ、体内に押し込むように、力を込める。感覚的に間違った行為。脳の矛む盾じゆんが気持ち悪い。意い識しきが刹せつ那なに途と切ぎれ、また復活する。何十回？　何百回？　ぼくは何人目のぼくだ？　支し離り滅めつ裂れつな思考の中、ただ腕だけに力を込め、ずるりずるりと枝から身を引き抜いていく。

「あっ……あっ……」

　最後に小鳥のように翼を動かし、身体を前へ──異物の排除完了。ああ、すっきりした。さて飛ぼう。飛ぶのだ。なのになぜぼくは落下している。地面の土に接せつ吻ぷんしている。

「宵よい本もとくんっ！」

　砧きぬた川がわがこちらに来ようとしているのが見えた。蹴けりの反動で跳はね起きた寝ね々ねが大きく踏み込みつつ、左手で順突きを繰くり出す。砧川はそれを見切って回かい避ひ。だが突きはフェイントだ。本命は逆の手に握られた、神社の大黒柱だった木材！

　攻こう撃げきの瞬しゆん間かんまで背中で隠かくされていたため、砧川の回避行動が一瞬だけ遅れた。

　矮わい軀くが木材に打うち据すえられるのが見えた。柔らかい肉を打ちよう擲ちやくする、鈍にぶく痛々しい音。バネで弾はじかれたかのような勢いで黒衣の魔ま女じよが数十メートルを一気に落下し、固い石畳に叩たたきつけられる。身体が数回バウンドし──そして、ぴくりとも動かなくなった。

　術者を失った箒ほうきは一瞬で揚よう力りよくを失い、ただの木の枝と黒髪に分離する。それに乗っていたレンテンシアも、重力の前ではただの林りん檎ごでしかない。マントを翻ひるがえしつつ落下していき──

　しかし、地面に激げき突とつはしない。その前に、巨人の手が彼女の身体を摑んだ。

「ぐうっ……ああっ！」

「さて。うるさい虫をやっと捕まえたのだわ」

　ああ、吐き気がひどい。治まらない。内ない臓ぞうが喉から腹から飛び出そうだ。身体の中心に開いた大穴から、鮮あざやかすぎる真しん紅くが留とどまることなく流れ出ている。押さえる手が熱い。熱すぎる。その熱さに囁ささやかれている──いのちはここです。

　知ったことか。ぼくはもう死んでいる。無む理り矢や理りに立ち上がろうとし、けれど腕にも足にも力が入らない。無ぶ様ざまに頰ほおを地面に擦こすりつけ、苦にがい土の味を唇くちびるで感じる。いのちがさらに零こぼれた。

『動かぬほうがよいと忠告。治ち癒ゆの遅延が憂ゆう慮りよされ、死すればさらに時が無む駄だになる。活動が可能になるのを待ち、即時撤てつ退たいすべきと勧告』

　目の前にある携けい帯たいのディスプレイに、そんな文字が表示されている。それも、知ったことか。

「ふむ。あちらの劣悪達はとりあえず放っておいてもよさそうだわね。つまり拙せつ者しや様はまず、この金髪劣悪を正せい殺さつすればよし、と」

　レンテンシアの身体からだが軋きしむ嫌いやな音が、ここまで届いてきた。全身が完全に寝ね々ねの掌てのひらに覆おおわれてしまっている。拳けん銃じゆうを持つ腕も、何もかも。

　虚うつろな意い識しきの中、疑問が浮かんでくる。考えただけで胸を搔かき毟むしりたくなるような、不安が身を塗ぬり潰つぶすような、単純にして難なん解かいな──疑問。

　……どうすればいい？

　瀕ひん死しの翼人ラニアンシエが一人。生死不明の魔女ウイツチが一人。行動不能のエルフが一人。三人の、無力な、子供のような存在。そして一人の、強大で巨大な、神のような存在。

　答えは簡かん単たんだ。笑いが出るほど簡単だ。無力でなくなればいい。ただそれだけの話。

　ぼくは五体満足に立ち上がろう。砧きぬた川がわは生き返ろう。レンテンシアは脱出しよう。

　無力でなくなりだが、どうやって？、立ち向かいどうやって？、戦闘術を鍛錬した女を打破しどうやつて？、十倍の背丈がある巨人に勝利どうやって？し、魔術すら通用しない身体を持つ敵を倒そうどうやって？──

　素敵すてきすぎる欺ぎ瞞まん解かいと、隠いん蔽ぺいされた重層疑問。それらが量りよう子し論ろんの猫じみて脳という箱はこの中に同時存在する。やがて存在確かく率りつを収しゆう束そくさせるのはどちらか？　明快だ。諦てい念ねんという共犯者を得て殺されるのは噓うそ。完全犯罪で生存を許された疑問が喜び勇んで凌りよう駕がを絶叫した。どどううややっつててどどううややっつててどどううややっつててどどううややっつててどどううややっつててどどううややっつててどどううややっつててどどううややっつててどどううややっつてて!?

　言語の意味がゲシュタルト崩ほう壊かいによって喪そう失しつされ、ぼくはただ、脳の根幹が猿さるの手で攪かく拌はんされる感覚を理解する。心臓の四部屋がパティシエの技で一つに凝ぎよう集しゆうされる感覚を咀そ嚼しやくする。

　全すべての疑問が、変わろうとしていた。答えそのものへ。

　答えなどないのだという、答えそのものへ──




　でも、ぼくは問うのだ。子供のように、愚おろかに問うのだ。

　どうすればいい？　と。

　こんな、答えがないのがわかっている、聞くまでもない問いに対して。

　神のような大人おとなは、蔑さげすむような笑いを返すだけだと知っていても。




　　　　４




「どうすればいい？　などと……悩んでいるのだろうな、君は」

　別の意味で、ぼくにとっては神のような大人おとなが。神のように大人のように、長く生きた女性が──蔑さげすむでもなく呆あきれるでもなく、ぼくに横顔を見せて、不敵に笑っていた。

「どうすることも、できないのだわ。貴女あなたは正せい殺さつされる。無ぶ様ざまな虫のように握にぎり潰つぶされて。ああ、だけど悪あく色いろのタマゴとか幼虫とかはぶじゅっと出さないでくれると助かるのだわね」

　寝ね々ねが言い、何かを絞るような、そして何かが砕けるような音がその手中から。苦く悶もんの呻うめきを漏もらしながら、額ひたいに脂あぶら汗あせを流しながら……それでも、レンテンシアは唇くちびるを歪ゆがめている。

「捕まえられて動けない、か。さて、あのときはどうしたのだったかな」

　息を吞のんだ寝々が顔色を変え、さらに手に力を込める。だが、レンテンシアの骨が完全に砕け散る前に、ぼくはくぐもった銃声を聞いた。無む論ろんそれは、寝々の手中で発生したものだ。

　同時、レンテンシアが叫ぶ。早口で、何度も繰くり返される──それは太陽のルーン。

　寝々の手中が爆ばく発はつした。

　無論、その爆発は寝々にダメージを与えない。だが衝しよう撃げきは吸収されず、密閉された空間を駆かけ回り、暴あばれ回り、二箇所に存在する脱出口──つまりは縦たて方向に抜けた。

　僅わずかに緩ゆるんだ手から、摑つかまれていたレンテンシアの身体からだが狗尾草ねこじやらしのように抜け出てくる。爆発の衝撃を受けたためと──下半身を失い、身体の重心が移動したため。

「自分の、身体を、吹ふき飛ばして……っ！」

「そう驚おどろくこともない。覚悟さえあれば──大抵の選せん択たく肢しは選えらべるものさ」

　両足が股こ関かん節せつから完全に消失している。骨が見えた、黄き色いろい脂肪が滴したたるのが見えた。料理に使ってはならない肉が焦こげる臭においは、悪あつ鬼きのみが涎よだれを垂たらすもの。正常な人間は胃液の存在を喉のど元もとで憎ぞう悪おする。上半身に残るマントも服も、爆風で滅め茶ちや苦く茶ちやに引ひき千ち切ぎられ、焼かれ、命の赤と灰かい燼じんの黒を生き地じに練ねり込んでいる。そして前者の色は今も彼女の口から零こぼれていた。

　痙けい攣れんする肩、震ふるえる手を制御し、弾丸をリロード。真まっ直すぐに、寝々の顔を狙ねらう。

「無む駄だなのだわ。何度やっても、拙せつ者しや様は倒せない！」

「ほう。私には、正義の味方は倒せない……と、いうわけかな」

「その通りなのだわ！」

　寝々の巨大な左手が振り上げられる。しかしエルフは焦あせる様よう子すもなく、

「なぜ倒せないのだろうか。やはり私が、あれだからか？　君の言うところの──」

「そう！　劣あ──」

　銃声。

「──く、だから……!?」

　連射された銃弾は狙ねらい通りの場所に撃うち込まれていた。

　寝ね々ねの口の中へ。彼女は一いつ瞬しゆんだけ顔を顰しかめ、よろめいたが、それだけだ。

「こんな、もの、無む駄だ」

「だろうな。さて……これは澪れいに言ったのだったか。我わが刻印魔術ルーンマジツクには召しよう喚かんルーン……闇滓アンシイで仮想生命体を構こう築ちくするルーンがある、と。これが初めて敵を倒す役に立ちそうだ。口が塞げないのならば喉を塞ぐしかあるまい」

　彼女は役目を終えた銃を垂たらし、その代わりに左手の指鉄砲を寝々に向けていた。囁ささやき。

「ehwazエフワズ──馬のルーンよ、在あれ。algizアルギズ──大おお鹿じかのルーンよ、在れ。ūruzウルズ──野牛のルーンよ、在れ。並びにpurisazスリサズ、purisazスリサズ、purisazスリサズ──荊いばらのルーンよ、在れ……命なき獣けもの達たちを抱き、喉のどに根を張り、不動の壁かべと成るがいい」

「……っ。あ、う、ううううっ……」

　寝々が両手で喉を押さえた。当然、レンテンシアの身体からだは足場を失い、受身も取らずに地面に落下する。これも、ぴくりとも動かない。落下死するような高さではなかった。ならばあれは、この期ごに及んで刻印魔術ルーンマジツクを連発したせいか──畜生。

　寝々は猫背になり、口を開けている。そこから出てくるのは涎よだれだけだ。空気も、レンテンシアが喉の奥に作った邪じや魔まな塊かたまりも出てこない。ついに膝ひざをついた。喉に手を突っ込む。無駄だ。焦あせった様よう子すで喉を搔かき毟むしる。無駄だ──

　それが数分。あるいは数十分。

　ふらり、と寝々の巨体がよろめいた。轟ごう音おんと土つち埃ぼこりが、ようやくの陥かん落らくを示す。

　ぼくの腹穴もようやく赤あか色いろの氾はん濫らんを鎮ちん圧あつした。だが身体も頭も、錘おもりが詰め込まれているように重い。構うものか。無む理り矢や理りに手足を制御し、立ち上がる。

　そのとき、倒れたままの寝々の身体が子供姿に戻った。妖精神銅オリハルコンとやらが解けたのだ。レンテンシアの魔術が残っていればこの瞬間に彼女の喉は馬やら鹿やらに破られていただろうから、かなりギリギリのタイミングで窒ちつ息そくに至ったのだとわかった。

　何よりもまたこいつに復活されては敵かなわない。ぼくは寝々に近付き、間違いなく死んでいることを確かく認にんしてから彼女のロケットを千ち切ぎり取った。導き手ナビゲータがいなければ、いくら代替魔術師ポステルオルマギスでも死から復活することはできない。根源闇滓ルート・アンシイを抜き取られるまで『死んだまま』だ。

「ぼくたちの勝ちだ。まだ少しこいつに用事があるんでお前を拿だ捕ほさせてもらうぞ」

「……」

「敵と話す口はないか。静かな野郎だ……帽子女もこうだったら助かるが」

「それはまるで儂わしがそこらの小娘のように姦かしましい邪じや魔ま者ものだと言われておるように聞こえるぞ」

「事実だろ。お前は下品なヤマンバ女子高生と話が合いそうだから、後で帽子をガングロに塗ぬっといてやろう。覚悟しておけ……それより砧きぬた川がわは？」

「今起きた。あまりの死にっぷりに時間がかかったわい。まったく、気合が足らんのじゃ」

「う、う……ううん」

　うるさい帽子を被かぶった砧きぬた川がわが、緩かん慢まんな動作で身を起こした。ぼんやりと周囲を見回し、

「はっ……宵よい本もとくん！　えと、大丈夫ですかどうなりましたか大丈夫ですかっ？」

「この通りだ」

　足下の寝ね々ねと、手に持ったロケットを示してやる。砧川がほっとした様よう子すで息を吐いた。

「あ……でも、わたし、治ってませんね」

「根源闇滓ルート・アンシイを取ってない以上、完全に殺したわけじゃないからな」

「ええい、早く殺してしまえ！　この弱さではどうにもならんぞ！」

「……済ませることを済ませてからだ」

　砧川と共に、倒れたままのレンテンシアに近付く。ぐじゅぐじゅと蠢うごめきながら再生している下半身。それは今ようやく膝ひざ頭がしらが作られたばかりだったが、彼女の、本来ならば顔と同じく透すき通るような白さを見せるであろう太ふと股ももは──隙すき間まなく、黒々とした歪いびつな刻印に埋め尽くされていた。長い年月で刻み込まれた、彼女だけの呪のろいの証あかし。ぼくとは違う、砧川とは違う、巳み沙さ希きとは違う、けれどもその誰だれとも同じな、不ふ可か避ひの呪じゆ詛そ。

「これ、は──？」

「……お前は見たことなかったか。こいつの《反動》だ」

　言うと、金髪が微かすかに動いた。仰あお向むけに寝たままこちらに視し線せんを向け、笑う。

「そうか、メイコは知らなかったのだな。忌いままわしく呪わしい、私の烙らく印いんだよ。気持ち悪いだろう？　隠かくしたいが、包帯をなくしてしまった……すまんな」

「い、いえっ！　全然、気持ち悪くなんてないです！」

「そう言ってくれるのは嬉うれしいが、やはり綺き麗れいなものではないさ」

「それはっ、その……だいじょうぶです、見てて、その、格かつ好こういい……じゃなくて、えと、なんか……神秘的、みたいな気もしますっ。だから、だか、だからっ……」

　砧川の声が、僅わずかに引ひき攣つれるようになってきた。どうしたのだろう、とぼくは少しだけ頭を動かし──見てしまった。

　レンテンシアの白い頰ほおに、忌まわしい刻印の姿を。

　思わず息を吞のんでしまったぼくを見、彼女は優しく頰を──刻印ある頰を──緩ゆるませる。けれど、何も言わなかった。慈いつくしむような目を向けてくるだけ。

　ああ。早く。早くしなければ。

「とりあえず導き手ナビゲータをひっとらえてきた。準備ができたら、あいつを拘こう束そくしてから生き返らせよう。話したいことがあるんだろ」

「そう、だな──すまんがもう少し待ってくれ。足が治れば、なんとか……」

　と、彼女が僅わずかに顎を下げ、自みずからの下半身に顔を向けたときだった。

　その目が見開かれる。息を吞む音。間かん髪はついれず、レンテンシアは叫んだ。

「──よけろ！」

　何を？　と、ぼくは考えた。砧きぬた川がわは考えなかった。その差が全すべて。

　砧川の体当たりに、ぼくは地面を転がる。その直後、今までぼくが立っていた場所で、砧川は──飛んできた巨大な鋏に胸を貫かれていた。

　きちり、と鋼はがねの先端が擦こすれた音を立てる。無力で純真で無む垢くな子供の身体からだが強引な暴ぼう力りよくによって抉えぐり押し開かれ、生命の破は瓜かを示す液体が凶悪なモノの先端から滴したたった。勢いで飛び出した乳白の肋ろつ骨こつが筋肉の収しゆう斂れんでぴくぴくと蠢うごめき、自分は体内に在ありたいのだと上訴を叫ぶ。腹圧で跳はねる血と肉片がぼくの顔にまで飛んできた。ああ、温かい。けれどもその温かさは、ここに鋼と子供の合一した冷たいオブジェが完成したことを示すのだ。

　そうして、何度目か、何十度目かの死を甘かん受じゆした砧川は、悲鳴もなく倒れ──

「外はずした、の、だわ……」

　その代わりに──蘭らん乱らん爛らん崎ざき寝ね々ねが、ゆっくりと、その身を起こしていた。

　悪を倒さないかぎり何度でも立ち上がる、正義の味方のように。




　　　　５




　なぜ……だ!?　あいつは死んでいた！　導き手ナビゲータが傍そばにいないのに蘇そ生せいできるはずがない！

　ぼくは寝々から奪ったロケットに視し線せんを向け──瞬しゆん間かん、悪お寒かんを感じた。

　こいつが一度でも喋しやべったのを聞いたか？　聞いていない。喋っていないのではなく──喋れない？　ああ、しかし、寝々はこいつと何度となく話すようなそぶりを見せていて、

「イオを……返しなさい。劣悪」

　ほら、寝々自身も、そう言っている。イオ。何度も呼びかけていた、彼女の導き手ナビゲータの名前。

　──本当に？

　ぼくは何かに導みちびかれるように、ロケットの蓋ふたを持ち上げた。中には、写真が。

　サンバイザーを被かぶっていない、本当に幸せそうな笑えみを浮かべている寝々と──

「伊緒を返しなさいと言っているのだわ！」

　彼女と同じ明るい色の髪をして、彼女と同じ顔で彼女と同じ笑顔を浮かべている、中学生くらいの少年の、写真が。




　今まで寝々に感じていた、全ての不可解さが枝葉だとすれば──これが、それらを繫つなぐ幹か。

　学校で会った、あの名前も知らない先せん輩ぱいの言葉を思い出した。

「……弟か」

　ああ、他ほかにもあの先輩は何かを言っていた。何を言っていたのだっけ？

「何を、わかりきったことを。返しなさい。イオを……」

　そうか。ということは──彼女が騙されているということに違いない。

「……心配するな。まだ、お前の近くにいるはずだ。たとえば」

　寝ね々ねが肌はだ身み離はなさず持ち歩いていたもの。一度も身体からだから離れたことがなかったもの。それは、

「たとえば、そのサンバイザーとかな」

　ぼくが言い、寝々が怪け訝げんそうに首を前に出し──

「あは、あははははははははははははははははははははははははははははは！」

　そして、彼女のサンバイザーが、くるくると頭の周りを回転した。笑うように、プラスチック部分をぱたぱた上げたり下げたりしながら。だから、見えた。

　寝々が、写真の中で見せたのと同じ、幸せな笑えみを浮かべたのを。

「ああ、イオ、そこにいたのだわね！」

「うん姉ねえさん、僕はここだよ。蘭らん乱らん爛らん崎ざき伊い緒おはここだよ！　姉さんの傍そばがいいから、たった今こっちに移動したんだ！」

　明るい少年の口く調ちようで、噓うそをつく。初めからサンバイザーに宿り、さもロケットの中にいるかのように──弟の役割を演じていただけであるはずの、《ドゥオーフ》の導き手ナビゲータが。

「ああ、嬉うれしいことを言うのだわ。拙せつ者しや様も、イオの傍が一番好きなのだわよ」

「うん、そうだね。嬉うれしいよ、大好き！」

　なんと軽々しい言葉なのだろう。なんとそらぞらしい言葉なのだろう。

　だが寝々は幸福そうだった。呆ほうけたように、虚こ空くうを見上げている──

　その顔に。ぼくはまた、答えらしきものを得る。想像だ。ただの想像に過ぎないが、しかし。

「なぁ。学校でちらりと聞いたんだが……お前、二年のときに学校を辞やめたらしいな」

「うん？　ああ……そうだわよ。別に言う必要もないし、黙だまっていただけだわ」

「で──お前はいいとこのお嬢じよう様だった、と。ついでに、これはあの可哀かわい想そうな風かざ茉まつ莉り氏しに聞いたんだっけな。噂うわさだ……実家に勘当されたとかなんとか」

「それも正しいのだわ。イオと一いつ緒しよにね。まだ子供だったからホゴセキニンとかいろいろあったはずだけれど、きっとお父とう様さまがなんとかしたのだわ。あの人が言うには、兄にい様が──ああ、うちは三人兄弟なのよ──この際、家には兄様だけいればいいですって。よくわからないけど、そんな感じで適当に。気付いたら勘かん当どうされていたの」

「長男だけ残して、下二人を勘当か……なんでだ？」

「なんでと言われても、おかしな話なのだわ。これは絶対におかしな話なのだわ。今でも拙者様は納なつ得とくできないし、いつまでも納得しない。本当に変だもの。どうしてお父様やお母かあ様が怒ったのか今でもわからないのだもの。なんでもないことだわよ。誰だれもがやっているようなことだわよ。拙者様は、ただ──」

　平然と。本当に、心の底から不ふ思し議ぎそうに、寝々は言った。

「ただ、イオと愛し合っていただけなのにね？」

　心しん臓ぞうが鷲わし摑づかみにされる錯さつ覚かく。ああ、それは。家族として、ではないのだろう。具体的な行為として──男女の行為として──愛し合っていたという意味だろうと、推測できた。そう、今にして思えば、寝ね々ねがあのバーで変態男を一ひと際きわ残酷に、我われを失ったようなテンションで殺したのも……『既すでに誰だれかに捧ささげた身体からだを汚けがされそうになった』怒りがあったからのような気もする。

　その禁きん忌きがバレて、勘かん当どうされた。体面を重んじ、醜しゆう聞ぶんを嫌う良家。有力者の保身。家か督とくに関係ない子供は切り捨てられる。働かざるを得なくなった寝々。学校を辞やめざるを得なかった寝々。苦しくて苦しすぎる、間違った子供の生活。そして──そして、どうなる？

「……崩壊だ」

　そんな生活が長続きするはずがない。肉体的にも精神的にも、耐えられないものだ。

「うん、そうだわね。だからピクニックに行ったの」

「……『だから』？」

　聞き返すと、寝々は目を細め、詩を詠うたうように静かな口く調ちようで言葉を続けた。

「先月かしら。日差しが厳きびしい日。お揃そろいのサンバイザーを被かぶって。イオが大好きな唐から揚あげのお弁当を持って。作り物みたいに綺き麗れいな、崖がけの上の草原でお弁当を食べました。それから柔らかい草に座って、日向ひなたぼっこしました。二人で笑いながら、海を見ました。キスをしました。四葉のクローバーを探しました。見つからなかったけど楽しかったのでした。それから二人で崖を蹴けって空を飛びました」

　密ひそやかに滑すべり込む──その言葉。全身が粟あわ立だつ。怖おぞ気けに震ふるえる。

「海岸で目が覚めたら、イオの姿がなかったの。それは寂さびしかったのだけど、代わりに」

「寂しくなんかないよ！　僕はここにいるよ、姉ねえさん。嬉うれしいんだ、嬉しいでしょう？　僕と姉さんは、二人で一人の正義の味方になった。これでずっと一いつ緒しよなんだよ！」

「ええ、そうね、そうね、イオ」

　寝々は額ひたいのサンバイザーを優やさしく撫なでた。

「カミサマが僕の願ねがいを叶かなえてくれたんだよ。正義の味方になりたいっていう、願い！」

「ええ、そうだと思ったわ。身体が弱くて泣き虫だった貴方あなたは昔から、拙せつ者しや様のことを『正義の味方みたいだ』『僕も姉さんみたいになりたい』なんて言っていたものね。たくさん武術の練習して、劣悪に苛いじめられてる貴方を助けてきた甲か斐いがあったというものだわ。愛してる」

　二人、くすくすと、笑いあう。

　ああ。なんて──気持ち悪い。ここには欺ぎ瞞まんと噓うそしかない。ここには間違いと失敗しかない。そして彼女はそれに微み塵じんも気付いていない。それが一番気持ち悪い。

　ぼくは拳こぶしを握にぎり締しめ、その悪お寒かんを一息で飲み込んだ。砧きぬた川がわは死んだ。レンテンシアは動けない。ぼくと寝々が戦う事態は避さけられないだろうが、時間は稼かせがなくてはならない。

「弟さんっぽい誰かよ……結局、そいつが正義の味方に選えらばれた理由はなんだったのかな。ぼくは『祝福』であり、魔女ウイツチは『代だい償しよう』だったが」

「ふふ……知りたいの？　じゃあ、ちょっとだけカミサマに聞いてみるね……うーん、『拡かく縮しゆくする意志』だってさ。つまり、拡大と縮小を同時に満たす意い識しきってことだよ。一意的に本人の中で広がり続け、けれども同時に、一意的に周囲から押さえつけられる──禁きん忌きのような、ね」

「イオは難むずかしいこと知っているのね。拙せつ者しや様にはわからないわ」

「うん、僕もわからないよ。神様から伝わってくるのを言ってるだけだからねっ。わからないなら多た分ぶん、僕や姉ねえさんには関係のないことだよ」

　最初から最後まで、この導き手ナビゲータは、こうやって寝ね々ねを騙だましていくのだろう。理想的だ。自分の言うことを微み塵じんも疑わず、迷いも持たず、ただ言われるままに敵を倒して根源闇滓ルート・アンシイを奪い去る──完かん璧ぺきな操あやつり人形のごとき、代替魔術師ポステルオルマギス。

　認めよう。寝々は狂っている。思考力も認にん識しき力りよくも判断力も、全すべてをどこかに置き忘れてしまっている。そのときぼくの頭をよぎったものは、感覚を喪そう失しつしていた砧きぬた川がわのこと。

「拡縮魔術スクイーズマジツクの反動が……《正常な思考を失っていく》と、いうことか……？」

「うふふふ。違うよぉー。なんでも僕達を悪者にしないでほしいなー。映画とか小説とかで、あるでしょう？　ドゥオーフは大喰らいだってさ。消費カロリーがどんどんと増えていくんだ」

「よくわからないけど、そうね。いわれてみればおなかが減ってきたわ。とても」

「あの劣悪三人を正せい殺さつしたら、おなかいっぱい食べようねっ」

　それが魔ま術じゆつの反動だというのなら。他ほかの異常は反動と無関係だというのなら。

　寝々の狂気は、最初からであり──そして、死んでから自然と育はぐくまれたものなのだろう。

　それは、とても、陰いん鬱うつだ。自分が代替魔術師ポステルオルマギスになったことを、狂気に逃げ込まなければ受け止められなかったということなのだから。

　示している。

　代替魔術師になれば、誰もが普通に狂いうるのだと。

　代替魔術師になることは、それほどまでに異質で異常な、ぼくたちの存在意義を殺しうる激変なのだと──

「澪れい……油ゆ断だんするな。奴やつ等らの背景がどうあれ、私達は──」

　背はい後ごから、レンテンシアの声が聞こえた。声だけだ。服や髪が擦こすれる音は聞こえない。

「わかってるさ。何も変わらない。奴等は狂っていて──ぼくは奴等の敵だ、ということは」

「……狂って、いる？」

　ぴく、と寝々の肩が動いた。

「狂っている狂っている狂っている狂っている狂っている狂っている狂っている？　ああ、なんて劣悪な断定なのだわ!?　拙者様たちは普通！　普通に愛し合って、普通に生きて、普通に正義の味方になっているだけなのに！」

「その単語を連呼するな。虫むし唾ずが走る」

「侮ぶ辱じよく、なのだわね！　拙者様とイオが、カミサマに与えられた役割を──『正義の味方になって、劣悪を正せい殺さつせよ』という役割を、侮ぶ辱じよくする劣悪！　それが与えられたから拙せつ者しや様たちはここに在あるというのに！　拙者様たちがここに在る唯ゆい一いつの理由がそれだというのに！」

「だから選せん択たく肢しは必要ない、というわけか」

「いかにも、なのだわ！　その単語こそ虫むし唾ずが走る！」

　寝ね々ねが吐き捨て、跳とぶように軽く後退する。これで話は終わりだ、という意思表示。

　ぼくは首を横に振り、背はい後ごのレンテンシアに向けて呟つぶやいた。

「……無理だ。こいつに関しては、無理だ。選択肢を伝える伝えないの騒さわぎじゃない……もう、こいつ自身が選択肢の対極になっているような状況なんだ。つまり──こいつもまた、あのドルイドとは別の意味で、終わっている」

　僅わずかの間があって、力ない声が発生する。

「ならば……私は、どうすればいいのだろう」

「寝てればいい。役割を果たさせなかったぼくを恨うらみながら。こいつが死んで、根源闇滓ルート・アンシイが与えられるのを待っていればいい。そうすれば、また」

　祈りにも似た言葉だと、自分でも思う。けれども、こう言うより他ほかはない。

「──次があるさ」

　レンテンシアからの返事は、なかった。




「劣悪は正殺せねばならない！　拙者様を侮蔑し、狂っていると断じ、拙者様とイオを引ひき剝はがそうとする劣悪は！　よってここに槌つちを振る、正義の武器を錬れんする槌を振る！　小なる刃やいばは拡かくして打ち直し、大人おとなが子供を護まもって劣悪と戦えるように。大なる刃は縮しゆくして打ち直し、子供が大人の代わりに劣悪と戦えるように！　さあ、工房に火を入れる、仕事始めの鍛か冶じ歌うたを囁ささやきましょう！　【拡かく縮しゆく設定：──】」

　寝々は身を縮ちぢめ、両手を交差させるようにしてポシェットに腕を突っ込んだ。

　そして、弾はじけるように身を仰のけ反ぞらせながら。

　その動きで、指の隙すき間まという隙間に挟んだ道具を抜き出しながら。

　咆ほう哮こうするように、唱となえた。

「──【外力の槌】!!」

　巨大化する。両手の指で、挟めるだけ挟んだ道具が。

　果物ナイフ。剃刀かみそり。金槌。彫刻刀。スパナ。錐きり。ピザカッター。鉈なた。

　つまりそれは、両の拳こぶしによって作られた八刀流だ。本来ならば大道芸以外の何物でもない──武器としての破は壊かい力りよくなど皆無と思える行為だが、彼女にとっては違う。武器の一つ一つの重みは小さな道具のまま。それでいて剛ごう性せいはその道具本来のものとは比べるべくもない。

　寝々は短たん距きよ離り走そうのスタートのように頭を低くし、ガリガリと両手の武器を大地に引ひき摺ずりながらこちらに疾しつ走そうしてきた。穴が開いていた腹が引ひき攣つれるのを意い識しきしながら、ぼくは椅い子すを構える。瞬しゆん間かん、横手から寝ね々ねの右手が襲しゆう来らいしてきた。途中にあった石いし灯どう籠ろうを発はつ泡ぽうスチロールのように吹ふき飛ばしながら、迫る──ナイフと剃刀かみそりと金かな槌づちと彫刻刀！

　椅い子すをそちらに繰くり出し、剃刀と金槌をブロック。だが指の動きだけで最上部のナイフがぼくの頭部を襲おそう。首を縮ちぢめてかわすが、同時に彫刻刀の巨大な刃やいばが椅子を搔かい潜くぐりぼくの足を刈ろうとしていた。反射的に小さく跳ちよう躍やく。翼つばさを出して浮力を得、椅子の後ろに隠かくれるようにして上中下の同時攻こう撃げきをやりすごす。だがそれはつまり接地点を失ったということだ。宙に浮いたボールに衝しよう撃げきを受け流す術はなく、ぼくはくるくると回転しながら椅子ごと弾はじき飛ばされた。

　翼を動かして体勢を立て直しつつ、背筋の冷汗に身を震ふるわせる。

　なんだこれは。圧倒的すぎる。非ひ常じよう識しきな攻撃力、非常識な防御力。

　唯ゆい一いつ勝ち目があるとすれば、それは──時間だ。時間を利用しなくてはならない。砧きぬた川がわやレンテンシアの援えん護ご。あの巨大化を使わないことからして、寝々も疲労しているはずだ。こんな八本同時の荒業にしても、いつまでも続けられるということはあるまい。

　真正面から打ち合ってはならず、砧川たちに目を向けさせない程度に相手をしなければならず、逃げ出してはならず、殺されてもならない……というわけだ。いやはや、なんて無理難なん題だい。

　面めん倒どうな仕事に辟へき易えきしながら、寝々の周囲を回るように低空飛行で移動する──と、

「そんな遠くにいては正せい殺さつできないのだわ。飛び道具は嫌いなのだけれど」

　寝々が右手の武器を地面に刺した。代わりにポシェットから取り出したのは、四角いプラスチックの箱はこのようなもの。銃のような握りがついているが、銃身のように飛び出た部分はない。

　ぼくが眉まゆを顰ひそめたとき、それが巨大化する。そこでわかった。あれは──電動ホッチキスだ。美術部の奴やつが、あれを使ってキャンバスに紙を張るところを見たことがある。

　寝々はスクーターほどのサイズになったそれを地面に置き、腕をグリップに回した。足で方向調ちよう節せつ。それはまるで──銃座のようなものだ。五う月る蠅さい蠅はえを撃うち落とすための。

　そして寝々は三十センチほどのホッチキスの針をひたすら連射した。ピッチングマシーンの速球ほどのスピードで、針が無数に飛来してくる。

「くっ……」

　横向きに飛行して移動しつつ、身体からだの前に掲げた椅子で針を防ぐ。だが足を引っ込めるのが遅れた。冷たいものが脹ふくら脛はぎに刺さり、相反する熱ねつを生む。反射的に足が引ひき攣つり、バランスが崩くずれた。低空飛行が災いし、翼が地面に引っ掛かって横転。妙な具合に捩ねじれた翼の付け根に痺しびれるような痛みが走る。まずい。これは──

　寝々は素早すばやくホッチキスを捨て、地面の武器を引き抜いた。再び八刀流となり、獣けもののような低姿勢で疾しつ駆くしてくる。飛ぶことも跳とぶこともできないぼくに突き込むは右の四刀。

　必死にしゃがみ込み、立てた椅子の陰に隠れるようにしてそれは防ぐが──返しの左。

　反射神経だけで後転しようとする。視界に四つの煌きらめきが肉にく薄はく。悟った。間に合わない！

　スパナはぼくの脳幹をジャンク風に潰つぶすだろう。錐きりはぼくの目玉を図工の宿題として貫くだろう。ピザカッターはぼくの首を美お味いしく分割するだろう。鉈なたはぼくの内ない臓ぞうを男らしく解体するだろう。予約された痛みを脳のう髄ずいが勝手に記き憶おくの中から再生し、ぼくの背筋を凍こおらせる。

　しかし──

「teiwazテイワズっ……」

「う・あ・あ・あ──《第九指はブリーズ・覇人の息へとフインガー・捧ぐナインス》！」

　レンテンシアの銃弾が変じた大剣が寝ね々ねの顔面を掠かすめ、彼女は反射的に身を引いた。そこに砧きぬた川がわの代償魔術ペインマジツクによる、暴ぼう力りよく的てきなまでに固化した空気の固まりが寝々の身体からだを強きよう襲しゆう。

　助かった。寝々の攻こう撃げきのうち、ぼくに届いたのは鉈だけだ。胴を両断されてもおかしくないコースだったのが、肉を浅く斬きられただけで留とどまる。

　しかし二人とも大丈夫なのか。砧川は病み上がりならぬ死に上がりのはずだ。見ると彼女は血の気を失った青い顔のまま、こちらに向けて微笑ほほえんだ。くそ、やせ我が慢まんと空から元気が似合う女だな、とぼくも笑いかけた瞬しゆん間かんに砧川はまた死んだ。寝々の投とう擲てきした錐きりが首から生はえていた。

　世界はぼくに何度、この類たぐいの──気の狂いそうなオブジェを展てん覧らんすれば気が済むのだ！

「往おう生じよう際ぎわの悪い、劣、悪なのだわ……」

「おの、れ──」

　レンテンシアは地面に寝転がったまま、寝々を厳きびしい目で睨にらんでいた。震ふるえる腕を持ち上げようとして……何の脈絡もなく、吐と血けつする。攻撃を受けたわけでもないのに。

　わけもなく、確かく信しんした。駄だ目めだ。きっと、刻印魔術ルーンマジツクの反動が限度を越えたのだ……！

「あら……あちらは放っておいてもよさそうだわね。サナトリウム的正せい殺さつだわ。拙せつ者しや様が何かをした覚えはないけれど」

　足のほうはなんとか動くが、翼つばさは──まだ駄目か。舌打ちしつつぼくが立ち上がると、七刀流になった寝々が可愛かわいらしく首を傾かしげて言ってきた。

「何かをした覚えがあるのは貴方あなた。さて、もう終わりだわよ？」

「何の、話──っ!?　な……これ、は……」

　まず感じたのは、身体の熱あつさ。次いで頭の重さ。傷口から全身に、血流に乗って、焼けるような熱ねつが循じゆん環かんしていくのを感じる。脳だけがサウナに放り込まれたように生温く茹ゆだっている。インフルエンザのウィルスをカプセルに凝ぎよう縮しゆくして直接脳のう髄ずいにセットされたような不快感。

　ぼくは腹の傷を見て思い至った。これは──まさか──？

「【妖精銀ミスリル：鍍金プレーテイング】。魔ま女じよ子こさんの代わりに貴方にかけることにしたのだわ」

　この期ごに及んで……畜生、忘れていた。傷口から注入される、たた一つの、銀ぎん毒どく。

　自分の愚おろかさを悔くいる暇ひまもなく、寝々が襲おそい掛かってくる。今度は右方向から四筋の斬ざん撃げき。

　くそ、足あし下もとがふらつく！　後退しても避さけられない。姿勢を低くしながら必死に踏み込み、横向きに倒した椅い子すの足で攻撃の根元部分──寝々の拳こぶし近くを受け止める。が、まだだ──左が残っている。

　どうする……？　同じ、ことをすれば。防げるかもしれない。しれないが、いや、考えている暇はない。動け！

　だが椅い子すは一脚しかない。ぼくはさらに身を低くし、横向きになった椅子の足の間に身を滑すべり込ませた。一いつ瞬しゆん遅れで、ぼくの左側から金属音──そして衝しよう撃げき。

　四つの足がぼくを守しゆ護ごする柱となり、寝ね々ねの七刀を防いでいる。ぼくは中腰の姿勢、浮いた椅子を肩と腕の外側で保持している形だ。まさしく亀かめのように不自由な姿。殺されないためにはこの選せん択たくしかなかったのだが……ああ、無む為いだ。斬撃を防いだだけ、と言いい換かえてもいい。こんな不自由な体勢から、この後どう攻勢に転じるというのだ？

　思いつくまま、ぼくは片足を上げて寝々の鳩尾みぞおちを蹴ける。大地を蹴ったような感覚。本来の寝々の防御力に戻っているとはいえ、素す手でではやはり突破できない！

　椅子の足には重じゆう機きじみた圧力が加えられ続けている。少しでも身体からだの力を緩ゆるめれば、簡かん単たんにこの鎧よろいは弾はじき飛ばされてしまうだろう。

　しかも頭の重さは、全身の熱ねつは、留とどまることを知らない。このまま耐え続けたところで、ぼくはいずれ卑小な子供に変わらざるを得ず、そして当然力を失い──

「はい、終わりなのだわ。変な格かつ好こう、うふふ」

　──負けるのか？

　──殺されるのか？

　──こんな、狂気に逃げ込んで、世界の全すべてを楽しく誤ご魔ま化かしているような奴やつに？




　──ふざけるな。




　突とつ如じよとして、胸中に怒りの感情が巻き起こってきた。眼前の女の笑え顔がおがひどく腹立たしい。

　大事なものに泥を被かぶせられているような気がした。ぼくの全てが嘲あざ笑わらわれているような気がした。ぼくが通過した過去も、ぼくが生きる現在も、ぼくが目指す未来も、全て。

　侮ぶ蔑べつの囁ささやきが聞こえる。冷れい罵ばの視し線せんが見える。過去を嘲り呆あきれる思念が届く。

　あーあ、狂ってしまえば楽なのに。刺された彼女から逃げ出せば死ななかったよ。

　あーあ、狂ってしまえば楽なのに。魔女ウイツチを殺せばあんな辛つらい思いはしなかったよ。

　あーあ、狂ってしまえば楽なのに。怪あやしい友人をとりあえず殺せば簡かん単たんだったよ。

　あーあ、狂ってしまえば楽なのに。あはははははははと幼おさな馴な染じみを笑って殺せたよ。

　あーあ、狂ってしまえば楽なのに。面めん倒どう臭くさいエルフを騙だまして闇滓アンシイを食べられたよ。

　無にする。ぼくのこれまでを、これまでの選択を、全て無にする言葉だ。概がい念ねんだ。ふざけるな。ふざけるな。ふざけるな。たとえ普通は狂うのだとしても、ぼくは狂わない。それはぼくがぼくであるから。ぼくの、たった一つの、矜きよう持じであるから。無意味さを局所的に悟っていながらも、ぼくはぼくとして、普通と特別があれば特別を選えらぶ。

　狂わない。狂うという普通の選せん択たくは選ばない。諦あきらめるという普通の選択は選ばない。

　だから思考する。この状況を打開する鍵かぎはどこかにある。

　寝ね々ねから与えられた熱ねつとぼく自身が抱く怒りの熱、その二つの陽炎かげろうで意い識しきは輪りん郭かくを失っていたが、その言葉だけは確かく信しん的てきに繰くり返されていた。鍵はある。それは無ぶ様ざまな願がん望ぼうではない。ただ終しゆう焉えんを受け入れられない度量の狭さから出る、自分でも信じていないのに言わずにはいられないような悪わる足あ搔がきではない。ぼくは真に打つ手がない絶望を巳み沙さ希きの顔と共に覚えており、だからこそ、妄想的な救いを思うことの無意味さを実感している。終焉に慣なれ親しんだこのぼくが確信できているのならば、鍵はあるのだ。ぼくはその鍵を知っているのだ。

　なぜ確信している？　なぜ知っている？

　決まっていた。『既知』という概念は『過去』に関与してのみ発生しうる。

　その明白な解答に気付けば、後は簡かん単たん。

　意識が曖あい昧まいであるからこそ、過去はひどく近い位置にある。想起の手を伸ばし、探る。探る。狂気と諦てい観かんに対抗する選択に必要な鍵を。今から行う、とても無意味で、そして最低の殺人に必要な鍵を。彼女と過ごした過去の中に、探る──

　要した時間は無数に累加する刹せつ那な。計る意味のない数秒か数分。

　これで現状の閉へい塞そくを打破できるのだという達成感も、ましてや解放感もなく。

　ただ、胸中の怒気が変質して現れた虚きよ無む感かんだけを感じながら──

　ぼくは、ついに、それを見つけた。

　ああ。そういうことか。




　荒い息の隙すき間まに、言葉を混ぜ込む。

「ぼくは……」

「うん？」

「ぼくはこれから、ただの狂った殺人鬼であるお前を殺すわけだが──」

「ふふ？　ふふふ、面おも白しろいことを言うのだわね。あとどれくらい持つのかわからないというのに。何秒かしら？　何十秒かしら？　オッズはどれくらいなのかしら？」

　声が揺ゆれて聞こえる。その内容は無視。ぼくは一方的に、力の入らない喉のどで言葉を続けた。「一応、個人的な理由を言っておこうか。一つ。お前は風かざ茉まつ莉り花はな子こという女性やその他の人間を無数に殺した。それにむかついたので殺す。二つ。お前はかつての砧川冥子という傷を与え今の砧川冥子という存在を殺し続けた。お前を殺さなくては治らないので殺す。三つ。ぼくはレンテンシア・イズラデリに借りがある。彼女が役割を果たし続けられるように、ここで終わらないように、その選択肢をこの世界に残すために、ぼくはお前を殺す」

　寝々のクスクス笑いが消えた。椅い子すの軋きしむ音が僅わずかに大きくなる。

「どうでもいいけれど……最後の、その単語は……嫌い、なのだわ……死んで。貴方あなた、もう死んで。死んで死んで死んで？」

　ここだ。隙すきがいる。その隙を作り出すための助走を、ここでしておかなくてはならない。

　ぼくは顔を動かさずに視し線せんだけを上げ、サンバイザーの奥にある寝ね々ねの瞳ひとみを見やった。

「……で？」

「で、とは何なのかしらっ……」

「ぼくはぼくがお前を殺す理由を言った。で、お前はなぜぼくを殺すんだ？　聞きたい」

　彼女はその意味を理解するのに一いつ瞬しゆんを必要とし、それから改めて語ご調ちようを荒げた。

「わかりきったことを言うのだわね！　それは貴方あなたが劣悪だから！」

「どうしてぼくは劣悪なんだ？」

「貴方は拙せつ者しや様を騙だましていた！　攻こう撃げきしてきた！　劣悪の味方をした！　イオの大切な写真を奪った！　何よりもまず、イオは貴方が劣悪だと最初から言っていた！」

「イオが。そのサンバイザーの彼が？」

「そうよ！」

「お前と共に、正義の味方になった彼が？」

「そうよ！」

「愛し合っていて、一いつ緒しよに死んで、けれども一緒に正義の味方として生き返った弟が？」

「そうよ！」

　ぼくはそこで、精神力の全すべてを使って頭の熱ねつを振り払った。靄もやから意い識しきを浮上させた。

　大きく目を開き、視線に最大限の力を込め、怒ど鳴なる──

「噓だ！　狂いながら狂っているふりをするな、蘭乱爛崎寝々！」

「何、を……」

「お前は知っている。心の底では、弟がもういないことを知っている！　気付いている！」

「何を、おかしなことを、言うのだわ！　間違っていることを言うのだわ！」

　椅い子すの足が悲鳴を上げる。ぼくの身体からだが、骨が、熱と共に軋きしみ始める。子供化の予兆。

　だがぼくは差し込んだ鍵かぎを回すだけだ。今のぼくなら回すことができる。

　どうして、奴はあのときあんなことをしたのか？　その疑問と解こそが、鍵。

　確かく信しんがある。間違いない確信がある。もし外はずれていたら？　何のことはない。

　全てが終わるだけだ。

「この、劣悪！　わけのわからないことを言う劣悪劣悪劣悪劣悪！　イオはここにいる！」

「だったらなんであんなことを、ぼくと一緒に高校に行くなんて無意味なことをした!?」

「……っ!?」

　畳たたみ掛ける。

「案内を頼んでおきながら、ここが廊下だとか音楽室だとか、自分のほうこそが案内をしているようなことをお前は言った！　図書室は中学のより本の数が多くて好きなだけ読める、とかなにかと中学を引き合いに出した！　これだけあればわかるに決まっているだろう──お前は約束でもしていた。していなかったのかもしれないが、夢には見ていた！　読書好きな弟が自分と一緒の高校に入ったら、学校を案内してやるのを！　二人で同じ学校を歩いて、二人で学食とかにも行って、二人で学生生活を楽しむのを！」

「勝手な、勝手な、違う、そんなことは、違──だま、黙だまりなさい劣悪！」

「黙らんさ。だがそれはできなかった。勘かん当どうされ、二人で生きていくために、自分は学校を辞やめざるを得なくなった。弟が中学を卒業し、高校に入る前に──だから夢を諦あきらめた！」

「違う！」

「違わない！　だったらお前──」

　息を大きく吸い込み、

「なんで泣いた！　屋上で、ぼくを見て、なんで泣いた！　思い出したんだろう。もう弟がいないことを、代わりは所しよ詮せん代わりでしかないことを！　そうだ、初めからおかしいんだよ！　説明したけりゃサンバイザーのイオに言えばいい。でもお前は『ぼくに対して』学校のことを案内していた──そんな回りくどいことを、無意味なことをする必要はないはずだ！　お前は、弟に対してはできなかったことを、ぼくを代わりにして果たそうとしたんだろうが！」

　ああ、ぼくと寝ね々ねは同じだったのだ。互いではない、別の何かを見ていた。

　ぼくが見ていたのは、長すぎる房ふさの髪型や変な日本語や変な一人称やドロップキックや摑つかみ技という記号の羅ら列れつ。寝々はおそらく、年下であることや明るい髪の色やぼくという一人称や泣いている目が似ているという記号の羅列。

　それらは歪ゆがんだレンズのようなものだった。その正しくない硝子ガラスが、お互いの姿の上に、『ぼく』や『寝々』という意味の上に、虚きよ像ぞうと虚構をひっそりと結実させたのだ。

　ぼくは巳み沙さ希きを寝々に重ね、その重ねたこと自体を心の奥に押し込め、狂気のマスターベーションをしていた。寝々は弟をぼくに重ね、その重ねたこと自体を心の奥に押し込め、狂気のマスターベーションをしていた。同じだ。

　なんて哀かなしく、なんて愚おろかな、間違った、死体達。

「違う……」

「全部、お前の狂っているふりが原因だ。レンテンシアの選せん択たく肢しをあれほど嫌けん悪おしていたのも──それが正義以外の可能性を示すからだと？　笑わせる。理由はもっと単純なはずだ。今いま更さらになって『これ以外の道』を考えろと言われるのは、弟の死を誤ご魔ま化かした自分の、過去の間違いがつきつけられる気がして嫌いやだった──だから逃とう避ひしてたってだけだろう！」

「……違う、違う！　拙せつ者しや様は、正義の味方でっ！」

「だとしても、お前は『正義の味方』になることを選えらんだわけじゃない！　意志も覚悟もなく、逃げ込んだだけだ！　だからずっと逃げ続けることになる、辛つらくなれば辛いという事実からも目を逸そらして、ただ無む意い識しきの中で逃避し続けることになる！　はは、ぼくも後一歩でそうなるところだった。まったく、不格好で醜みにくくて無ぶ様ざますぎる死人だよな、ぼくも──お前も！」

「違う──違う、違う違う違う違う違う違う違う違う違ぁああああああああああっ！」

　寝ね々ねが絶叫し、椅い子すと拮きつ抗こうしていた七つの刃やいばが引かれる。大きく振りかぶられる。

　それが、ぼくの望んだ隙すき。彼女の殺害に至る隙。誰だれかの顔がちらつく──だが錯さつ覚かくだ。彼女を殺すのは二度目ではない。一度と一度。ブルーベリー味の単なる偶然。

　椅子を攻こう撃げきのために持ち直す余裕はない。腕の力を抜き、鎧よろいの役目を終えた椅子を地面に落とす。武器として椅子が使えないのはわかっていた。ならば効果的な武器を新たに作るしかない──何を材料にして？

　その答えすらも過去の中にあった。ぼくは既すでに思い出している。ビルの裏口でのピッキング行為、針金の代わりを探していたときのことを。

　自由になった手を動かし、手近な銀色を──ぼく自身の髪を、力任せに引き抜く。

「祝福する！」

　ぼくは祝福しない。矜きよう持じを持って祝福しない。

　保身のための殺人であり殺人でしかないぼくのこの行為も。

　間違って間違いすぎている、寝ね々ねのひどく純粋な狂気も。

　代わりに呪のろおう。呪おう。殺人者は呪われるべきだ。それをぼかしてはならない。

　ぼくを呪おう。寝々を呪おう。殺人を呪おう。死者であり生者である彼女を終わらせる行為を呪おう。狂気を呪おう。死した後に狂気という逃げ道を残した彼女らの愛を呪おう。

　全すべての呪じゆ詛そを嚙かみ締しめれば、それは覚悟と呼ばれた。

　行為を完かん遂すいすると決めれば、それは意志と呼ばれた。

　決して祝福されることのない、祝福されてはならないそれらを用いて。

　ぼくは再び、間違うことを、選せん択たくする。




　その選択は、一いつ瞬しゆん後に具現化し──




　瞬時にして鋭するどく強固な針となったぼくの髪は、

　正義の味方の象徴であるサンバイザーを貫き、

　その奥にあった寝々の眼球を貫き、

　さらにその奥にあった彼女の脳を、

　吐き気がする手て応ごたえで破は壊かいした。
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　夜風に倒されるように、星光に押されるように、膝ひざが折れる。あまりにも哀あわれすぎる少女、その頭の横に手をついた。死体を抱ほう擁ようするのを必死で堪こらえていると、至近から、野太い男の声。

「おお……おぉ……こんな……まずい……」

　それは放射状に罅ひび割われたサンバイザーの発するもの。少年の演技を忘れた苦く悶もんだ。

　プラスチックが擦こすれる音。だがサンバイザーは長い銀ぎん髪ぱつの針で縫ぬい止められている──少女の脳と眼球に。数度、血けつ痰たんを吐くような吃きつ音おんがした。人じん外がいの呼こ気き。それが、飛来する台風のようにじわりじわりと風力を増していく。そして突とつ如じよ、けたたましい絶叫へと変じた。

「おおおっ！　蘭らん乱らん爛らん崎ざき寝ね々ね！　蘭乱爛崎寝々！　聞くがいい、貴き様さまの弟は既すでに死んでいる！　俺おれは最後のドゥオーフ、単なる原初魔術師プルミエルマギスの残ざん影えいにして脆ぜい弱じやくなる導き手ナビゲータ！」

「……今いま更さらの懺ざん悔げか、大混乱だな。焦あせる気持ちはわからんでもないが、無意味だ。諦あきらめろ」

　ぼくは無表情に呟つぶやき、サンバイザーの縁ふちを左手で強く摑つかんだ。寝々の顔に屹きつ立りつする針を右手で握り、呼吸を整ととのえる。錯さく乱らんのせいか、意味の取れない言葉が止まらない。

「おのれ……死んだ。死んだか。無理だ。狂った？　いや、最初からだ。ならば、どう足あ搔がこうとも──？　ああ、そうかもしれぬ。最初から間違えていたということか。失態だ。失態だ。ああ、しかし、しかし！」

　針を引き抜くのと同時、ぼくはサンバイザーを寝々の顔から引ひき剝はがし、夜空に放り投げた。プラスチックの黒色が遠い無限の暗黒星雲と同化し、そこに隠かくれようとする。だが隠れられない。不自然な存在は、決して世界と混ざり合うことができない。星光に審しん問もんされ、プラスチックの表面が僅わずかに輝かがやく。空中を遊ゆう覧らんする導き手ナビゲータから、相変わらず意味不明の悲鳴が聞こえた。

「俺も死ぬだと？　同志達に申もうし訳わけが立たぬ。我われらドゥオーフが、このようなところで潰ついえるとは！　ない、ないのか……駄だ目めだ。ないのか！」

「口も生はやしてないのに喧やかましい」

　そしてぼくは硬質の針を渾こん身しんの力で投とう擲てきし、もう一度、プラスチックが欠け砕ける音を発生させた。下方からのベクトルでサンバイザーは軽く突き上げられるように星々に近付き、けれどもそれはたったの数センチで結局は再び重力の虜とりことなった。髪の針で完全に貫かれたサンバイザーが叢くさむらの中に落下してその姿を消す刹せつ那な、断だん末まつ魔まの名を冠される呻うめき。

「ない……魔女ウイツチ、め。奴やつさえ……おのれ。おの、れ……」

　魔女ウイツチだけを目の仇かたきにするなよ。お前を殺したのはぼく、翼人ラニアンシエというよくわからない魔術種の代替魔術師ポステルオルマギス。手伝ったのは瀕ひん死しの魔女ウイツチと瀕死のエルフだ。狂いながら覚えておくといい。

　胸中の言葉に答えるものはなく、そして全すべての音が途と絶だえる。顕化アピアランスを解き、息を吐いた。

　導き手ナビゲータが消失した──その意味を思い出し、たった今の行為のことを心の奥に刻印し、さらに安あん堵どと嘲あざけりの感覚でそれを包む。忘れてはならないことが一つ増えた。

　けれども今はどうでもいい。他ほかに大切なことはいくらでもあった。

　悲しい同類のことを思う。本当に些さ細さいな類似性に逃とう避ひを反映させて現実を誤ご魔ま化かしていた、もう一人のぼくのことを。

　寝ね々ねはぼくの中に些さ細さいな類似を幾つも見み出いだし、ぼくと伊い緒おを重ねた。一つなら偶然と切り捨てられても、類似する要素が幾つも集まった結果、漠ばく然ぜんとした『似ているという事実』が思考停止した頭に形成されることになったのだ。同類だからこそわかる──ぼくも同じだ。寝々の髪型や口く調ちようや行為、一つ一つは無意味な偶然として流せるはずの要素が集合したことで、ぼくの頭は『寝々が巳み沙さ希きに似ている事実』を勝手に作り出した。

　ぼくは途中で思考停止を止めて気付き、過あやまちを認めた。だが同類は最後まで認めなかった。

　その違いだけがある。今も生きている死体と、傍かたわらのもう目覚めない死体との間には。

　ふと気付くと、ぼくを苛さいなんでいた頭の重さと身体からだの熱ねつはいつの間にか消えていた。完全に毒が回る──術が完成する前に寝々が死んだから、リセットされたのだろうか。しかしそれとは別種の疲労感が、全身を這はい回っている。座り込みたい。できれば大の字になって寝たい──いや、まだだ。

「……哀かなしい、結末だ」

　背はい後ごからの声。そうだ。ぼくは、この声の主ぬしを、救わなくては。

「哀しかろうが楽しかろうが、これ以外の結末はない。手遅れだったんだよ」

「手遅れ、か。そうだな……悔くやしいが、その通りなのだろう」

　少しの間があって、密ひそやかな言葉が続けられる。

「君が言ったこと、聞いていたよ。流れに任せ、意志も覚悟もなく決定的な選せん択たくをしてしまった──彼女は、私と同じだったのだな」

「そこだけな。他ほかは全然違うだろう。感情移入すると損だぞ」

「……どこが、違うのかね？」

「あんたはその後でもう一つ、別の選せん択たくをしたんだろ。選択肢を伝えるっていう、自分の役目を決める選択を──今度は、間違わずに。だからあんたはここにいる」

　鼻息だけの笑いが聞こえた。

「そうだな。昔のことだったから、忘れていたよ……ふふ、君は私よりも私に詳しい。どうやら恥はずかしいところを見せすぎたようだ」

「誰だれかに聞かれたら誤解されるような台詞せりふを言わんでくれ」

　苦笑を返しながら、ゆっくりと近付く。レンテンシアはまだ、地面に横たわったままだった。見える動きと言えば、胸が微かすかに上下する生の証明。そして、風に撫なでられる金髪だけ。

　その隣となりに、もう一人、倒れている人ひと影かげがある。その頭で帽子が不満げに呟つぶやいていた。

「えいくそ、ようやく身体が元に戻りおった。まったく、やれやれ、じゃ」

「……砧きぬた川がわの調ちよう子しは？」

「あん、良いように見えるか!?　生き返るにはもう少しかかるわい……立て続けに三度も死んだのじゃぞ！　間が抜けておるというか集中力が足りんというか」

　その言葉通り、砧川の首の傷は塞ふさがっているようだった。今はただ目を閉じ、眠りのように小さな呼こ気きを発しているだけだ。魔ま女じよ姿のままだが、子供のときに服を締しめつけたせいで、今は窮きゆう屈くつそうである……む、あまり見ないようにしよう。さっきとは逆の意味で胸が危険だ。

　ともあれ、砧きぬた川がわは放っておけば復活するだろう。ぼくはレンテンシアの脇わきに膝ひざをついた。

「動けそうか？」

「さて、どうにもな……困ったものだ」

　呆あきれたように息を吐く。自分の身体からだのことだろうに……ま、余裕があるのはいいことだな。そうだ。余裕だ。今後、何も、心配することはない──

　どうしたものかね？　というように頰ほおを緩ゆるめて、レンテンシアは横目でぼくを見やってきた。

「二択だな。えー、お前をあそこまで引ひき摺ずる。もしくはあいつをここまで引き摺ってくる」

　ふむ、とレンテンシアは目を細めた。そのまま少し考えた後、

「ならば私を移動させてくれ。死者の肉体を蔑ないがしろにするよりはよかろう」

「変なところで倫りん理り的てきだな。まぁいいが」

　屈かがみ込んで、その肩を持ち上げようとする──と、そこでレンテンシアは笑った。

「ああ、少し待ってくれ……魔女ウイツチの導き手ナビゲータよ」

「なんじゃ」

「少し澪れいに浮気をさせるぞ。メイコには黙だまっておいてくれ」

「身体が動かぬというのに吞気のんきじゃの。人形のように犯されるのが好みなのか？　変わった性せい癖へきじゃ……よいよい、好きにせい」

「相変わらず下品だ。そこまではしない」

　言って、レンテンシアは再びぼくを見た。

「……浮気って何だ？」

「ふふ。いや、少しだけ、褒ほう美びが貰もらえないかと思ってね。慰なぐさめ、でもいいが。自分で言うのもなんだが……今回は、少しばかり疲れた」

「まぁ、いいけどな。でも──」

　ぼくが言いよどむと、彼女はどこか皮肉げに口元を緩ませた。

「新しい宿題を用意するような真ま似ねはしないさ。ただ、君を近くで見たら……なぜだか君の頰に触りたくなったのだ」

「は？　なんで？」

「恥はずかしいが、人肌恋しいだけさ……風か邪ぜで長く寝込んだ赤あか子ごが、母親の胸を欲するようなものだ。辛つらく苦しいものを乗り越えたあとは、誰だれかの温度で自みずからの無事を確たしかめたくなる」

「むぅ、変な自己分析までしてやがる……ええい、また借りができたみたいだし、断れんか。何も不自由な今やらなくても」

「今、やりたいのさ。それにメイコが起きる前に済ませないといろいろと厄やつ介かいなことになる──彼女の泣き顔を見ると、どうにも心が痛むのでね」

「それは少しだけ同意しよう」

　彼女の腕は僅わずかも動かない。ああ──そうか、そういうこと？　くそ、恥ずかしいな。

　レンテンシアの左手を摑つかんで持ち上げようとすると、

「待ってくれ。右手で頼む」

「つったって……お前、そっちは銃持ってるだろ」

「指一本動かないのはどちらも同じだが、左手にはもう感覚すらないのでね。なに、これは本当に単なる私の気休めだ。大おお袈げ裟さにすることも、難むずかしく考えることもない──このままでいいよ。手首で少し触れるだけで。構わんだろう？」

　今は、だ。決まっている。すぐに全すべて治る。

　ぼくは持ち上げるのを彼女の右手に代え、その手首辺あたりを自分の頰ほおに押しつけた。包帯の感触、その下の柔らかい肉の感触、微かすかに冷たい鉄の感触。

「顔をもっと近くで見たいな」

「注文の多いエルフさんだ」

　腕はこれ以上伸びない。自然、ぼくのほうが顔を近づけることになる。

「……むう、なんか、近すぎないか？」

「これでいいのさ。そう、これでいい……」

　声と共に、吐と息いきが届く。甘い、女の人の、息。くすぐったい。あの解答する気もない困った宿題のことを思い出し、ぼくは僅わずかに気恥ずかしくなった。

　それが伝わってしまったのか、レンテンシアがはにかむように目元を緩ゆるませる。

　この今という夜を支配しているのは、あくまでも控えめな月光と星光。光に音はなく、ゆえに夜は静せい謐ひつだった。眠りを齎もたらすほどに静謐だった。その中、僅かな揺ゆらぎがある。山の夜や気きが金髪を愛あい撫ぶする揺らぎ。空に雲がかかり、光が途と切ぎれる。すぐにまた、朧おぼろの恩恵が降ってくる。光の演えん奏そう者しやの揺らぎ。けれどその揺らぎすらも静謐であることには変わりなく、計算し尽くされたメカニズムの一部として、それは世界の平へい穏おんに貢こう献けんしている。眠りを囁ささやいている。

　ああ。今、ぼくたちがいるこの夜は、赤あか子ごの場所なのだ。

　ただ安あん穏のんな、最後まで安穏な──

　揺籃クレイドル。

　それからレンテンシアは、独ひとり言ごとのようにぽつりと呟つぶやいた。

「……一番大事だと思ってたもの、か。やはり、君には伝わったようだ」

「なんだって？」

　聞き返したぼくの言葉を無視し、彼女は真しん摯しに続けた。

「頼みがあるんだ」

　真摯なのは、深く静穏な色を湛たたえる、瞳ひとみだけ。

　頰は緩んでいた。口元は、悪戯いたずらっ子このように歪ゆがんでいた。

　そして彼女は、温かく、幸せそうに笑えんだまま──




　ぼくには理解できない、

　不ふ思し議ぎな呪じゆ文もんのような言葉を、

　囁ささやいた。




「これ以上、私を恐怖させないでくれ」
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「これは私の意志と覚悟で決める、最後の選せん択たくだ。決して後悔しない。だから気にするな」

　なにを、いっている？

「結局のところ、寿命のようなものなのさ。心残りはない。わかったからな。私はここで終わるのではない──続くのだ。君に」

　かのじょのこえは、なにを、いみしている？

「君だけが、私の選せん択たく肢しを受うけ継ついでいる。選択肢が存在することを知っている。だから君に託させてもらうよ。この愚おろかな選択肢の存在を、功罪を抜きに、ただ携たずさえて──生きてくれ。そうすれば伝わる。私が伝えることのできなかった、まだ見ぬ迷い子たちにも」

　ぼくの首が、勝手に動いた。左右に。頭を振るように。

　身体からだが理解し──ぼくは理解しない。

　そんな、ぼくの顔を見て。

　可お笑かしそうに。

　くつくつと笑う、彼女。

「君は甘いからな。こうでもしなければ、君は彼女の根源闇滓ルート・アンシイを私に取らせることを諦あきらめようとはしないだろう。それは君かメイコが使え。何をどうしようと、この反動は治らない。終わっているのだよ。私もまた、ね」

　言葉は、一方的に──ぼくを置き去りにしていく。

「私が持っていたものは全すべて君に託すよ。あの家も自由に使え。いつか必要になることもあるだろう。それから、もう本当に滓かすのようなものしか残っていないだろうが……私のいのちも、君の中に入れてくれると幸せだ。この偽にせ物ものの生にも最後まで意味があったのだと信じられる」

　駄だ目めだ。置き去りにされては。駄目だ──

　何かを、何かを、ぼくも何かを言わなければ！

「あ……あ……」

　でも、何も、言葉が出ないのだ。

　彼女の優やさしい顔の前に。

「最後の一発だ。これで私は目覚めない。たとえ生き返ったとしても、絶対に目覚めない。覚かく醒せいする意志がない以上、眠りは永遠に続くだろう。もう目覚めない女のことを気にかける必要はないよ」

　何を、言っているのか。理解、したくない。でも理解せねば。

　最後の一発。

　彼女が、腕の一本すら動かせない彼女が、その言葉を発することの意味。

　だが──遅いのだ。手遅れなのだ。

　ぼくが気付いたときには、もう。

　現実は、予言書としての役目を果たした後。




「一つだけ、噓うそをついた。本当は左手にも感触はあるんだ」




　ぼくの手から、消失のように抜け落ちる、包帯を感じる。

　ぼくの頰ほおから、決別のように滑すべり落ちる、彼女の手を感じる。

　その自然な行為は、ぼくの協力があってこそ。

　ぼくの手によって、彼女の右手が持ち上げられていたからこそ。

　終しゆう焉えんを意味するその光景を、ぼくは見た。

　ぱたり、とその腕が落ち──地面についた肘ひじから先が、重力に引かれて曲がり──

　その右手が──銃を持ったままの右手が──




　頭の横へ。




　いつの間にかレンテンシアは、透明に泣いていた。それでも、微笑ほほえんでいた。

　手を伸ばさなければ、と思った。

　何か言葉を発さなければ、と思った。

　でも、できない。知っていた。

　もし、ぼくが動けば──透明な彼女は、透明なまま、すぐに消えてしまうであろうことを。

「……そんな顔をしないでくれ。私は幸せだよ。誰だれかに別れを言って消えられるとは思っていなかった」

　どうして、彼女が、こんな、こんなことを、嫌いやだ。こんなのは嫌だ。嫌すぎる。認めたくない。あっていいはずがない。認めたくない、止やめてくれ、どうして、どうして、どうして、

　──終わっているからさ。すまない、と声が聞こえた。

　ぼくはその疑問達を言葉にできたのか。できなかったのか。

　彼女は本当にそう言ったのか。幻げん聴ちようだったのか。

　彼女の笑え顔がおが、彼女の全すべてが、遠かった。

　その遠い視し線せんが、ふとぼくの顔を通り過ぎ、また遥はるかに遠い──空の光こう輝きを見る。

　覚えているかい？　と、楽しそうな声で、前置きがあって。

「私は……どの星に還かえるのかなぁ。楽しみだ」

　そう言って、また、笑った。

「祈っているよ……君が選えらぶ選せん択たく肢しに、幸いが満ちていますように」

　震ふるえながら維持される微笑を見た。

　透明なままで零こぼれる、最後の一滴を見た。

　星に旅立つ決意を示す、無形の、しかし確たしかにそこに在ある吐と息いきを見た。

　旅立つことを選択した者と、それを止められずに見送るしかない者。その二人がすべきこととは、何なのだろう。ぼくは、彼女は、どうすればいいのだろう。

　答えを知る彼女は言った。笑ってくれ、と。

　答えを知らないぼくは、ぼくらしく、諦てい観かんと惰だ性せいでそれに従った。

　叫び出したいのを堪こらえ、

　走り出したいのを堪え、

　発狂したいのを堪えて。

　ひどく歪ゆがんだものだったろうと思う。

　ひどく自然に、心からの微笑を見せている彼女とは違って。

　ああ、嫌いやだ。でも、笑える。笑うことを精神と肉体に許可できている。それが猛烈に呪のろわしかった。ぼくが最低の人間であることを証明していた。自分の顔に吐と瀉しや物ぶつをぶちまけたくなる。

　誰だれかに罵ののしってもらえば楽だった。

　けれども、ぼくにその欺ぎ瞞まんを望んだレンテンシアは、満足したように──

　ありがとう、と言ったのだ。




　刹せつ那なの間。

　残された僅わずかな猶ゆう予よが、

　微笑のままの瞬またたきで、ゆっくりと、消費される。




　そして、ぼくは聞いた。終幕を告つげる鐘かね。

　無む慈じ悲ひでありきたりで、呪のろわしいほどに『普通』な、別れの五文字を──

　彼女が眠イりル在ワれズとの言葉で囁ささやく、最後の魔ま術じゆつを──




　夜と星の揺ゆり籃かごに響ひびいた、たった一つの銃声を。







エピローグ







　眠っている。

　彼女を失った彼女は、けれども彼女のまま、ぼくの前で眠っている。

　恵みに満ちた稲いな穂ほのような、けれども秋の陽光ではなく夜風にその身を撫なでられている金髪。日本人からしてみれば彫刻のようだと賛美せざるを得ない高い鼻、切れ長でシャープな目──しかしその瞼まぶたを開く鍵かぎは、もうこの世界に存在しない。白はく磁じの肌には染しみ一つなく、あくまでも優やさしい星光をその内に溶け込ませている。綺き麗れいな、女性だ。ただそれだけ。

　繰くり返そう。彼女は、彼女のままなのだ。たとえその耳がぼくらと同じ丸いものに戻ったとしても、眉まゆや鼻の形などの些さ細さいな造ぞう作さくが変わったとしても──全体的な印象は、今までと同じ。

　ぼくは彼女の寝顔を見て、レンテンシア・イズラデリを想おもう。想うことができる。

　安あん堵どのような感かん慨がいが胸中に溢あふれ、けれどもぼくは右の掌てのひらを握にぎり締しめた。つい先刻、この手でぼくはレンテンシアの身体からだに触れ──そして、彼女の根源闇滓ルート・アンシイを吸収したのだ。

　この呪のろわしい掌が、全すべての偽いつわりを打破した。銃声で飛び散った頭ず蓋がい骨こつを復元させた偽り、それでも彼女の瞳ひとみを閉じさせる眠りの偽いつわり、生きながら死んでいる偽り。偽りがなくなれば、そこには正しさしかない。ただ正しく、純粋に『死んでいるだけ』の死体を、ぼくはこの手で生み出した。彼女の望み通りに。

　全すべての終しゆう焉えんと引ひき換かえに、彼女は遠い昔に喪うしなわれた『彼女自身』を取り戻したのだ──

　それは、良いこと？　悪いこと？

　中途なぼくにわかるわけがない。ぼくはレンテンシアの顔を見つめる。

　どうして──ぼくが看み取とる誰だれかの最さい期ごには、いつも、微笑しか遺のこされていないのだろう。

　彼女の雪白な頰ほおは、まさしく雪の溶ける間ま際ぎわのような儚はかなさをもって緩ゆるめられていた。

　やりとげたのだと、憂うれいは何もないのだと、安あん堵どするように。

　ああ、畜生、とぼくの鼻から息が漏もれた。

　ぼくは笑っているのか？　苦笑しているのだろう、多た分ぶん。微笑ほほえましい子供の悪戯いたずらを看かん過かする親はこんな気持ちなのだろうか。

　作りかけのジグソーパズルがあって。ピースが残されて。作っていた本人は消えてしまった。

　パズルの前には、ぼく一人。パズルとピースを無視したところで、他ほかにすべきことがあるわけでもない。ぼくの未来は空くう虚きよすぎる。そして、ぼくは彼女が人生をかけてそのパズルを作り続けていたことを知っていた。無限の空白を埋めることだけを考えて、血を流すことも肉を抉えぐられることも厭いとわず、孤独に独ひとり遊びを続けていたことを知っていた。

　永遠に完成しないパズル。白一色の、無意味な暇ひま潰つぶしが永遠に続くパズル。

　それをぼくの前に遺した彼女は、ただ、目を閉じて笑えむばかり。

「きれいなひと、ですね」

　背はい後ご、地面に膝ひざを着いているぼくの頭の後ろから、声が聞こえた。静かで、優やさしくて──しかし嗚お咽えつを堪こらえる引ひき攣つりを含がん有ゆうさせた、小さな声。
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「……そうだな。正直、今までと全然変わらないぞ」

「でも、違いますよ……やっぱり、こっちのほうが、とても自然です」

「そりゃそうだろうけどな」

　振り向かないまま、ぼくは軽い言葉で答える。砧きぬた川がわも大方の事情はわかっているのだろう。アヴェイラーズに今まであったことを聞いたのかもしれないが。

　それでも──わかっていないことも、砧川が知らないことも、ここにはある──

「宵よい本もとくんも、レンテンシアさんの顕化アピアランス前の姿、知らなかったんですね……」

「まぁな」

「……《エルフ》の導き手ナビゲータさんとも、結局、最後までお話できないままでした。ひょっとしてわたしたち、信頼、されてなかったんですかね」

「別にそんなことはないと思うが。凄すごく内気な奴やつだったんじゃないか」

　そう、こいつは何も知らない。レンテンシア・イズラデリが前回の励起節エキサイテイシヨンで発生した代替魔術師ポステルオルマギスであったことも。導き手ナビゲータを殺したせいで顕化アピアランスが解けなくなっていたことも。何も。

「なあ、砧きぬた川がわ。お前、何のために生きてる？」

「え？　え、えと、その……いきなり言われても……」

「ああ、そんな重い話じゃなくて──なんだろな。まだやりたいことがあるから、だからこの世界に残ってるんだよな。消えたくないって思って、必死に抵抗してるんだよな。内容とかはいいが……そういうのが、お前にはあるんだろ？」

「そう、ですね」

　ふ、と微かすかに息が吐き出されるのが聞こえて。

「……あります。曖あい昧まいで、頭が悪くて、普通で、つまらない目的が、いろいろ」

　そうか、とぼくは相あい槌づちを打つ。それから続けた。

「ぼくには、そういうのがなかったような気がする」

　息を吞のむ音。背はい後ごの砧川の気配けはいが緊きんの一字を纏まとい──そして、ゆっくりと、緩ゆるんでいく。

「なかっ……た。今は、どうなん、ですか」

「さあ、どうなんだろ」

　軽く言って、苦笑。

「でも、なかったからこそ、この迷めい惑わくなエルフ様はぼくに押し付けたのかもな。『他ほかにやることがないなら、とりあえずこれをやってみたらどうだ。暇ひま潰つぶしにはなるぞ』とか、そういう感じで。や、天あまの邪じや鬼くなぼくの性格を読んだ投げやりで素敵すてきな作戦だ」

「え、えと、それは……？」

「お前、レンテンシアがやろうとしてたことは知ってるか」

「はぁ……よくわかりませんけど、選せん択たく肢しが、どうとか……」

　その通りだ。導き手ナビゲータはいつでもぼくらを殺せるかもしれないという推測。根源闇滓ルート・アンシイを集め続ければ、身体からだが導き手ナビゲータに奪われてしまうかもしれないという可能性。そして、導き手ナビゲータを殺せば顕化アピアランスが二度と解けなくなるという事実。これらの情報──選択肢について。

「誰だれかに伝えられるのは、ぼく一人……か」

　畜生。まったく、畜生、だ。だがいいさ、仕方ない。ぼくらしい諦てい念ねんで認めてしまおう。

　この選択肢は、重要だ。ぼくだけの中で終わらせていいものではない。

　そう思う理由？　決まっている──ぼくは蘭らん乱らん爛らん崎ざき寝ね々ねの存在を知ってしまった。選択肢に相反する狂気に取り付かれ、最後まで迷走して終わってしまった哀あわれな死体を知ってしまった。

　だからこそ、思うのだ。ただ、思うのだ。

　もしも、これから、の話だが──可能性があるから。代替魔術師が代替魔術師であるだけで理由は充分なのだと、寝々が証明してくれたから。

　──砧川には、未来がないことに絶望して狂ってほしくはない、と思うのだ。




　ただそれだけ。そのついで。単純な理由だ。レンテンシアのいのちを受け取った責任だとか、使命として託された目的意志だとか、そんなのは知ったことではない。逆にそんな理由をつけていいものかと思う。

　なぜなら、殺人は呪のろわれるべきだ。ぼくはレンテンシアを終わらせたことをぼかしたくはない。この手で、ぼくは、巳み沙さ希きを殺したように、寝々を殺したように、レンテンシア・イズラデリも殺した。そう刻み込まなければ──ぼくは、ぼくを赦ゆるせないだろうから。

　まずは伝えよう。彼女のパズルのピースを拾った第一手として、最も手近で最も大きなところにそれを嵌はめ込もう。いつもぼくの近くにいて、ぼくの後ろにいて、とても強く、けれども今にも消えてしまいそうなほど儚はかなげな弱さを具そなえた女に。

「砧きぬた川がわ……話があるんだが」

　レンテンシアから教えられたことだ。ぼくたちの未来について、選択肢について。今すぐどうこうというわけじゃないが、聞いてくれ。実は──

　と、頭の中で台詞せりふを用意しながらぼくは振り向き、




　魔女の帽子であるアヴェイラーズ・ウルリッヒが、密やかに冷淡に、ぼくを透視し解体し検分するかのような視線でじっとこちらを観察していることに気付いた。

　反射的に、言葉を吞のみ込む。同時、首にかけた携けい帯たいの重さを意い識しきした。

　そんなぼくを見て、魔ま女じよ姿の──今はもう見み慣なれた、大人おとなの魔女姿に戻っていた砧きぬた川がわが小さく首を横に傾けた。が、やがて、その目元から力が抜ける。どこか、哀かなしげに。

「なんとなく、わかりました」

「何が、だ？」

「宵よい本もとくんは、レンテンシアさんがやろうとしていたこと、『選せん択たく肢し』っていうものに関かかわる何かを受うけ継ついだ……ですね？」

　ぼくはただ、頷うなずく。砧川は静かに続けた。

「それは、それだけで生きる目的になるほど、大事なこと」

「……ぼくは、そんな大おお袈げ裟さなものにするつもりはないけどな。でも、とりあえずは──それを目的にしてもいいと、思ってるだけだ。他ほかにないから」

「そして、それは」

　視し線せんを地面に落とし、ぽつりと砧川は言った。

「わたしには、伝えられないことなんですね」

　違う、と言うことすらできなかった。逆だ。お前には伝えなければならないのだ。ただ導き手ナビゲータに知られてはいけないだけなのだ。

　ぼくの協力者は沈ちん黙もくという冷血漢だけ。どこまで話していい、どこまで口にしていい？　脳のう髄ずいの混乱に、一いつ瞬しゆんだけ動きを失い……しかしそこでぼくは、砧川の黒髪が揺ゆれるのを見た。

「あ、でもいいんです」

　どうして、そこで──微笑できるんだ、砧川。

「宵本くんとレンテンシアさんのこととかはわかりませんけど、それとは別に。寝ね々ねさんを見ていて、なんとなく、感じたんです。大きな意味で……選択肢があるのは、大事なことだって。これ以外いらない、って切り捨てるのは危険なことかもしれないって」

「そう……だな」

「でも、今、宵本くんは決めていますね。レンテンシアさんの続きをする。生きる目的を、これ一つに。それも、ある意味、選択肢を一つに決めてしまっていることです」

「それを言うなら、レンテンシアだってそうだった。選択肢を伝えることしか、あいつは考えていなかった」

「……ええ。きっと、辛つらかったはずです。止やめたくなることだって、一瞬くらいはあったはずなのに。自分を追い込んで、苦しいと思ったこともあったのかもしれません」

　深呼吸のように息を吸い込んで、続ける。

「でも宵本くんは違います。何も知らないわたしが、ここにいます。だからいいんです。もしも辛くなったら、わたしを見て、宵本くんは別の選択肢を思い出してください。何も知らなくても、曖あい昧まいで吞気のんきで変てこでつまらない理由で生きてるわたしを見て。そういう選択肢もあったなって安心して、わたしを逃げ道にしてください」

「お前……どうして、そんな」

　お人よしなことを。それは愚おろかで、何のためにもならない、まったく砧きぬた川がわらしい行為だ。

　ぼくの呻うめきに、けれども砧川は、さらに愚かなことを言うのだ。信じてますから、と。

　こんなぼくを。打算的で人間失格な殺人者のぼくを。

「それに……ここに来る前に言ったこと、覚えていますか？」

　ぼくの思考を先回りして、砧川は自みずから解を提示した。

「相あい棒ぼうだから対等でありたい、みたいなこと言っちゃいました。そういう理由も、ありますよ。宵よい本もとくんがある立ち位置にいたら、勿もち論ろんわたしも同じ方向を向いてはいるんですけど、ちょっとズレた立ち位置にいて、協力したいっていうか……一つの選せん択たく肢しに向かうのが宵本くんで、それ以外の選択肢をフォローするのがわたしみたいにすればバランスがとれて対等で安心でより相棒っぽいと言いますか、ええと、その。ごめんなさい、うまく言えないんですけど」

　台詞せりふの後半になるにつれて眉まゆが下がり、自信なさげな表情になっていく。わたわたもじもじとしながらなおも言葉を続けようとする砧川を、ぼくは軽く腕を伸ばして制止した。

　それ以上の言葉は必要ない。ああ、まったく、砧川は──砧川だった。

「ぼくも、なんとなく、わかったさ──すまない」

「どういたしまして。えと、だから、わたしのことは気にせずやってくださいね」

　気にするさ。いつか、そう、いつかは、お前にも教えなければならないことだ。しかし、あの選択肢を知っていることが導き手ナビゲータ達に悟られた場合、何が起きるか──

　最も問題となるのは、導き手ナビゲータはいつでもぼくたちを元の死者に戻すことができるという推測の観かん点てん。これまでの情報から、その推測はおそらく正しい。しかし否定材料もあるのだ。それはあからさまに反抗的だったぼくがそうされていないからという逆説の理由。

　故ゆえに、曖あい昧まいなのはいつでも、の部分となる。どうやって、の疑問だと言いい換かえてもいい。何かの準備が必要なのか？　特別な儀ぎ式しきが必要なのか？　わからない。解を得るにはそれこそ導き手ナビゲータ本人に聞くより他ほかないが──エベネゼルは「そんなことはできない」と言った。噓うそなのか、あるいはぼくの推測が間違っていて、本当に不可能なのか。解を得る手段はない。アヴェイラーズに聞いてみる？　文字通りの意味で、自殺行為だ。

　ともあれ、導き手ナビゲータの意思であっさりと殺されてしまう危険性がある以上、行動には細心の注意が必要となる。奴やつらが隠かくしている情報を得た、というのがどれほどの禁きん忌きになるかは知らないが、砧川に伝えるタイミングは慎重に測らねばならないだろう。

　そして──その先。ぼくは未来に何を選択するのか？

　わかっていることはただ一つだ。レンテンシアが最後に遺のこしてくれた、最も大事なこと。

　意志と覚悟のない選択は無意味。

　今のぼくに自分の未来を決定する意志と覚悟があるか？

　ない。ぼくはただひたすらに迷っている。

　だから、今は決められない。決めてはならないのだと思う。その迷いを解消するには、情報が必要だ。少しずつでも、それを集めていくしかない──決して焦あせらず、しかし、手遅れにならないように。

　結局、何もかも手探りなのは変わってないんだよな、とぼくは一人で自じ嘲ちようの笑えみを浮かべる。

　砧きぬた川がわはぼくの横で膝ひざを揃そろえてしゃがみ込み、そっと手を伸ばしてレンテンシアの掌てのひらを胸の前で組み合わせていた。それからぼろぼろになった彼女のマントを引っ張り、吹ふき飛んだあおりで剝むき出だしになっていた下半身を隠かくすようにしてその身体からだを包む。

　手を組み合わせて、それは聖女の祈りのよう。

　マントに身を包まれ、それは産うぶ衣ぎに眠る無む垢くな赤あか子ごのよう。

　やはり消え去ることのない微笑、それは慈じ愛あい満ちた母親のよう。

　砧川はそんな彼女を神妙な面おも持もちで見つめてから、瞳ひとみを閉じ、掌を合わせた。宗教は違うだろうが……レンテンシアも堅いことは言わないだろうさ。

　ぼくも砧川に倣ならおうとしたが、

「おかしいな……手が動かん」

「宵よい本もと、くん」

「頭も重いし、目も霞かすんでるし……くそ、まだダメージがあるのか」

　手が握られた。砧川の柔らかい手。優やさしい目が、ぼくを覗のぞき込んでいた。

「ひょっとして、気付いてない、ですか」

「何が？」

「宵本くん、わたしと話し始める前からずっと──」




「泣いていますよ」




　既き視し感かん。でも、以前にあったものとは、違う。頰ほおを伝うのは、まったく違う意味の涙だ。

　欺ぎ瞞まんしない。もう、ぼくは欺瞞しない。泣いているのなら、泣いているのだろう。意味など考える必要はない。泣きたいから泣いている、ただそれだけ。

　認めてしまえば、陥かん落らくするのは早かった。視界がさらにぼやけてきた。激はげしくなる鼓動。喉のどが勝手に引ひき攣つれ、獣けもののような唸うなり声を発した。

「くぅ……ああああああ……」

　胸を押さえて、突っ伏す。痛い。痛い。痛い。喪そう失しつはどうしてこうも痛いのか。痛みを忘れたくて痛みが欲しくて、ぼくは自分の胸を力任せに摑つかむ。女だったら乳房を千ち切ぎり取っていただろう。だが今は男だ。逆に、捻ねじ込む。爪つめを立て、指に力を込め、胸筋を捻ひねり穿うがつ。薄うすく血が流れた。だが彼女はもう二度と血を流さない。

「ああ、ああ、うぁぁあ……！」

　額ひたいを地面に擦こすり付けた。砂利が額と合ごう一いつする。また。赤。だが彼女はもう二度と。

　もう二度と。

　また、再び、ぼくの前で、もう二度と。

「あああああああああああああああっ……！」

　団だん子ごを食べる彼女の顔が思い浮かぶ。星を眺めていた彼女の顔が思い浮かぶ。死が怖いと怯おびえていた彼女の声が思い浮かぶ。悪戯いたずらっぽく細められた目と彼女の唇くちびるの感触が思い浮かぶ。

　ぼくはただ、それが二度と得られないことを反はん芻すうして、胸を搔かき毟むしる。

　彼女が消えたことでこんなにも痛いのなら。

　ぼくは、彼女から、選せん択たく肢しだけでなく──この痛みも、受うけ継ついだのだろう。

　見知った誰だれかが先に消える痛み。

　長い流れに取り残される痛み。

　受け継いだ痛みを、忘れてはならない。

　だから、これは痛みをぼく自身に刻み付ける儀ぎ式しきだ。

　あのときと同じように──忘れないように、忘れないように、忘れないように。

　彼女の終わりに祝福があることを願ねがって、ぼくは代わりに呪のろわれる。

　呪いの甘かん受じゆを示す、慟どう哭こくだけを続ける。

　ああ、しかし。

　どうしてだろう。

　ぼくは呪われるべき存在だというのに。

　祝福を受ける資格などないというのに──

　そのときぼくは、感じていたのだ。




　誰だれかの温かい手が、

　まるで祝福するように、

　ぼくの頭を優やさしく撫なでているのを。







　あとがき




　お久しぶりです、ぼくと魔ま女じよ式しきアポカリプス二巻をお届けします。一巻は二月に出たのでなんと僅わずかマイナス一ヶ月ぶりの連続刊行……え、このネタはもういい？　失礼。ともあれ一巻が予想してたよりもほんのちょっぴりだけ多くの人に手にとってもらえたようで、こうして二巻を発売できるようになりました。なぜ一年もかかったのかと言うと、あれです。大人おとなの事情です。世界の歯車のせいだ、とか言うとダサカッコイイ。そういや電でん撃げきｈｐで短たん編ぺんとか書いたりもしてました。冥めい子こメインの三人称ってことで新しん鮮せんだったのですが、逆に今巻は『一人称であること』の意味を改めて考えながら微妙にプログレッシブに書いてみた話だったりします。

　ところで先日成なり田た良りよう悟ごさんにお会いしたときに「一巻の最萌えキャラは草そう太たですよ！」と言われ、「いやー、はっはっは。実はあれは実在の人物です」と返したり。勿もち論ろん、作品に出すに当たって激はげしくデフォルメしていますが。大学軽音部で仲良くしていた後こう輩はいで、人間椅い子すやらメタリカやらのコピーバンドを節せつ操そうなく一いつ緒しよにやっていたギタリストです。まぁ性格も外見もまさにあんな感じ。ふと気になることがあったので今から久しぶりに電話してみんとす。

「というわけで聞きたいんやけど、『不ぶ細さい工くは死ね』っていうあの伝説の名言、正しいよな？」「い……言いましたね」「そうか、よかった！　いやー、こないだ仲間内で飲んでたらだな、あれは違う、正しくは『不細工は表通りを歩くな』やで、という話になって」「それも言いました」「!?　どっちも正しかった!?」

　……あ、いや、彼の名めい誉よのために言いますが、マジにいい奴やつですよ？　このダブル名言も冗じよう談だんの流れでしたし。ブラックジョークブラックジョーク。ただ珍しく某ゴシックビジュアル系のコピバンでライブをしようとしてたときに、そこのギタリスト（化粧と服装が一番女性っぽい）の格かつ好こうで楽屋の鏡かがみに向かって一人ポーズをとっていた奴の姿は忘れられません。お前、男なのにどうしてそんなスカートと網タイツが似合うんだ。

　とまあ、今回あまり草太の出番がなかったのであとがきで裏話的にフィーチャーしてみました。ページが埋まったところで、忘れるわけにはいかない謝しや辞じを。この本もいろんな方のおかげで生まれました。前担当佐さ藤とう様、新担当川かわ本もと様。ご迷めい惑わくをおかけしました＆これからもよろしくお願ねがいします。まだこの巻のイラストを見てはいないのですが、最高にエロかっこいいイラストを描かいてくださる藤ふじ原わら々わら々わら様。新キャラがどのようになっているか、凄すさまじく楽しみです。そして校正さんやデザイナーさん、ＭＷの方々。本当にありがとうございました。

　次は噂うわさの草太の出番がモリモリ増えた話になる予定──ですが。日の目を見るかどうかは、ぶっちゃけ、それもこの二巻が予想よりもほんのちょっぴりだけ売れるかどうかにかかっている……かも。次にお会いするのが魔女カリ３かそれとも別の本になるかはわかりませんが、今度はあまり皆様をお待たせせずに届けていきたいと思っております。それではー。


Now,《Apocalypse witch mode 2》or《Cradle Elves Type》ends...









[image: ]







水みな瀬せ葉は月づき

緑なだけで毒ガスと呼ばれる不遇の牌。発展して「ブロッケンマン」とも。ファミコン版ね。麻雀とレトロゲーに興味ない人には意味不明な話をしつつ、ホームページhttp://www.geocities.jp/minasemode/へご案内。毒ガスなど散布されない平和な場所です。
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藤ふじ原わら々わら々わら

新キャラの名前に妙なシンパシーを感じる藤原々々です。これを機に藤原々々々とかにするのもいいかもしてませんね。冥子は描くたびにどんどん衣装がギリギリにずれてきます。描いててとても楽しいのです。もっともっと！　でも鎖は描くのがとても大変なので次からは荒縄にしようと思います。
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